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平成２４年第２回山ノ内町議会定例会会議録 

─────────────────────────────────────────────── 

山ノ内町告示第３３号 

平成２４年６月１日（金） 山ノ内町役場議場に開く。 

─────────────────────────────────────────────── 

平成２４年６月１日（金） 午前１０時開会 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 議事日程（第１号） 

 １ 会議録署名議員の指名について 

 ２ 会期の決定について 

 ３ 報告第 ２号 平成２４事業年度山ノ内町土地開発公社予算の報告について 

 ４ 報告第 ３号 平成２４事業年度財団法人山ノ内町総合開発公社予算の報告について 

 ５ 報告第 ４号 平成２３事業年度山ノ内町土地開発公社決算の報告について 

 ６ 報告第 ５号 平成２３事業年度財団法人山ノ内町総合開発公社決算の報告について 

 ７ 報告第 ６号 平成２３年度山ノ内町一般会計予算の繰越報告について 

 ８ 報告第 ７号 専決処分の報告について 

   専決第１２号 町有建物（金安コミュニティー消防センター）における車両物損事故に係 

          る和解及び損害賠償額の決定について 

   専決第１３号 町有建物（志賀高原総合案内所）からの落雪による車両物損事故に係る和 

          解及び損害賠償額の決定について 

 ９ 承認第 ２号 専決処分の承認について 

   専決第 ３号 平成２３年度山ノ内町一般会計補正予算（第６号） 

１０ 承認第 ３号 専決処分の承認について 

   専決第 ４号 平成２３年度山ノ内町有線放送電話事業特別会計補正予算（第２号） 

１１ 承認第 ４号 専決処分の承認について 

   専決第 ５号 平成２３年度山ノ内町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

１２ 承認第 ５号 専決処分の承認について 

   専決第 ６号 平成２３年度山ノ内町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号） 

   専決第 ７号 平成２３年度山ノ内町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

   専決第 ８号 平成２３年度山ノ内町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

   専決第 ９号 平成２３年度山ノ内町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

１３ 承認第 ６号 専決処分の承認について 

   専決第１０号 山ノ内町税条例の一部を改正する条例の制定について 

   専決第１１号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

１４ 議案第２９号 平成２４年度山ノ内消防署新築（建築）工事請負契約の締結について 
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１５ 議案第３０号 平成２４年度山ノ内町一般会計補正予算（第１号） 

１６ 議案第３１号 平成２４年度山ノ内町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

１７ 議案第３２号 山ノ内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

          ついて 

１８ 議案第３３号 山ノ内町立蟻川図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 本日の会議に付した事件………議事日程に同じ 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 出席議員次のとおり（１６名） 

   １番    小根澤   弘 君       ９番    山 本 良 一 君 

   ２番    望 月 貞 明 君      １０番    黒 岩 浩 一 君 

   ３番    西   宗 亮 君      １１番    徳 竹 栄 子 君 

   ４番    田 中   篤 君      １２番    渡 辺 正 男 君 

   ５番    布施谷 裕 泉 君      １３番    山 本 一二三 君 

   ６番    髙 山 祐 一 君      １４番    小 林 克 彦 君 

   ７番    髙 田 佳 久 君      １５番    湯 本 市 蔵 君 

   ８番    児 玉 信 治 君      １６番    小 渕 茂 昭 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 欠席議員次のとおり（なし） 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 職務のため議場に出席した議会事務局職員の職氏名次のとおり 

議会事務局長 吉 池 寿 幸   議 事 係 長 徳 竹 彰 彦   

─────────────────────────────────────────────── 

○ 説明のため議場に出席した者の職氏名次のとおり 

町 長 竹 節 義 孝 君 副 町 長 小 林   央 君 

教育委員長 小野澤 昭 三 君 教 育 長 青 木 大一郎 君 

会計管理者 須 田 紀 弘 君 総 務 課 長 徳 竹 信 治 君 

税 務 課 長 春 日 雅 之 君 健康福祉課長 河 野 雅 男 君 

農 林 課 長 生 玉 一 克 君 観光商工課長 小 林   一 君 

建設水道課長 大 硲 正 光 君 教 育 次 長 大 井 良 元 君 

消 防 課 長 松 橋 修 身 君   

─────────────────────────────────────────────── 
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                （午前１０時００分） 

議長（小渕茂昭君） おはようございます。 

  平成24年山ノ内町議会６月定例会開催に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。 

  議員各位には、公私ご多忙のところご出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

  議会の活性化が叫ばれて久しい今日ですが、今通常国会においては、地方自治法の一部改正

法案も提出され、議長の議会招集権や、当議会活性化研究会で検討しております通年議会に関

してもこの法案に盛り込まれ、審議されております。また、さきに行いました全国町村正副議

長会においてもこの課題が取り上げられ、検討をされておられます。 

  昨年新議会編成後、新たに立ち上げられた活性化研究会も１年を経過しようとしております

が、民意が反映される、より開かれた議会を目指し、さらなる取り組みに改めて議員各位のご

尽力をお願い申し上げます。 

  さて、本定例会に提出されました諸議案につきましては、後刻、町長より説明がありますが、

議員各位におかれましては、十分なる審査、審議と円滑な議会運営にご協力をお願いします。 

  また、一般質問には、13名が通告しております。質問は、当然のことながら事務的内容を避

け、町の行財政施策を大所高所から建設的立場で、簡明かつ能率的に行っていただきたいと思

っております。 

  町長を初め、理事者、管理職各位には明快なご答弁を期待するとともに、諸般の議事運営に

格段のご協力を賜りますよう、お願い申し上げ、開会のあいさつといたします。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） 会議に入る前に、執行機関側の座席の変更について申し上げます。去る４

月１日付で就任されました小野澤昭三教育委員長並びに４月１日付で人事異動に係る執行機関

側の座席表をお手元に配付してありますので、ご確認をお願いします。 

  ここで、人事異動により新たに出席を願っている管理職から、それぞれ自己紹介をお願いい

たします。議員席より見て、左側前列からお願いします。 

（理事者、管理職自己紹介） 

─────────────────────────────────────────────── 

 （開 会）          （午前１０時０４分） 

議長（小渕茂昭君） ただいまの出席議員数は16名であります。したがって、会議の定足数に達

しておりますので、本日の会議は成立しました。 

  これより平成24年第２回山ノ内町議会定例会を開会します。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） まず、クールビズについて申し上げます。 

  節電と省エネルギー対策推進の一環として、本年もクールビズを実施することとしました。

本定例会は、ノーネクタイ、ノー上着を認めますので、ご承知願います。 

  この節電に関しては、中部電力株式会社からも、2010年比おおむね５％を目標に要請がきて
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おりますことを申し添えます。 

  町長から招集のあいさつがあります。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 改めて、おはようございます。 

  本日、ここに平成24年第２回山ノ内町議会定例会を招集しましたところ、議員各位には定刻

ご参集いただき開会できますことに、厚くお礼申し上げます。 

  山ノ内町スキー発祥100周年記念事業の１つ、今年もＳＢＣラジオの「よってかっしゃいや

まのうち」が４月15日から始まり、９月まで山ノ内町の旬な話題などいろいろな方に出演いた

だき、積極的にＰＲしてまいります。 

  また、ＮＨＫにスキー100周年の公開番組をお願いし、今年は５月13日「俳句王国がゆく」

の公開録画が志賀高原総合会館で行われ、清水アキラさんもゲスト出演いただき、400名近い

方々で楽しみ、また、去る27日テレビ放映されました。テレビでは１時間の番組でしたが、２

時間半に及ぶ楽しい収録であり、五七五の俳句やトークなどで山ノ内町を大いにＰＲいただき

ました。 

  かたせ梨乃さん主演の湯けむりドクター温泉事件簿シリーズ６作目のロケが、町内多くの皆

さんにご協力、ご出演をいただき、収録できました。６作のうち、５作が山ノ内町をメーンと

したロケであり、水谷監督やかたせ梨乃さんから「何度来ても新鮮な発見があり、町の人たち

の温かな協力がうれしい」などのコメントもあり、お二人に感謝状を差し上げました。首都圏

では７月ごろ、県内では秋とのこと。今回も高視聴率により次回作を期待しております。 

  ５月11日、知事との意見交換会があり、私のほうから、温泉や雪氷熱等自然エネルギーの活

用、志賀山を中心としたエコパークの取り組み、観光や農業の国内外へのトップセールスなど

提案し、知事からは県としても前向きな取り組み方針が示されました。 

  ５月23日、地方紙では、スカイツリー開業ニュースを押しのけての１面トップに、活断層で

山ノ内、小諸との記事でしたが、直ちに長野県や産業技術総合研究所、配信先の共同通信など

に照会しました。200万年前以降の１個で約2,000カ所のうち98カ所に、航空写真や航空機から

のレーザー測定を分析し、すぐに心配する必要ないとの見解であり、県内紙の取材に対しても、

住民に不安をあおることのないようにとのことでしたので、三者とも報道内容にびっくりして

おられたとのことです。他の全国紙では、それこそ38面に小さな記事で、北海道、福島、島根

は紹介されていましたが、山ノ内どころか長野県のなの字も出てこない状況でした。 

  今年予定していた有害鳥獣対策員の方が12月まではお仕事の都合で無理とのことでしたので、

猟友会と相談したところ、今年は猟友会として受託し、会員が当番で対応していただくことに

なりました。けさ、猟友会員の当番の方の出発式を行いました。きょうから11月まで、会員の

定期パトロールや駆除とともに、住民や観光客の安全、農作物の被害防止に努めてまいりたい

と思っております。 
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  また、放射能汚染の下水道汚泥測定費につきましては、東京電力へ請求手続中でございます。 

  さて、本議会にご提案申し上げます案件は、報告事項７件、専決処分の承認９件、平成24年

度一般会計及び１特別会計の補正予算２件、条例の一部改正２件、工事の請負契約１件の計21

件であります。 

  十分ご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げ、招集のごあいさつといたします。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） ここで、４月１日付で就任されました小野澤昭三教育委員長からごあいさ

つをいただきます。 

  小野澤教育委員長、登壇。 

（教育委員長 小野澤昭三君登壇） 

教育委員長（小野澤昭三君） このたび、この４月付で町教育委員長を選任されました小野澤で

ございます。皆様方にはよろしくお願い申し上げます。 

  今、教育という観点で見てみますと、学校現場では新しい制度が始まり、また、国・県、そ

して町に至るまで、大変教育に関しましては関心も高く、課題も多いのでございまして、この

ような状況の中で、委員長を務めさせていただきますことは、その責任の重さに身が引き締ま

る思いでございます。 

  特に、当山ノ内町におきましては、小学校の統廃合も含め、この春４月に、あり方検討委員

会のまとめが提出されました。各委員さんが２年間にわたり、それぞれの皆さんの声を持ち寄

っていただき、出していただいた結論であり、教育委員会でも重く受けとめておりまして、尊

重されなければならないと思っております。 

  また、来年は、山ノ内中学統合50周年の記念だそうでございまして、その当時の決断力とい

いますか、実行力等々、先人たちの心意気といいますか、志を我々も教訓として十分に生かさ

なければならないと思っております。 

  いずれにしましても、教育、主役は子供たちでございまして、社会教育、生涯学習も含めま

して、この山ノ内町で勉強することができてよかったと思っていただけるような、そんな目標

を掲げながら、皆様方のご指導、ご支援をいただきまして、自己紹介とあわせて、あいさつと

させていただきます。ありがとうございました。 

─────────────────────────────────────────────── 

開 議 

議長（小渕茂昭君） これより本日の会議を開きます。 

─────────────────────────────────────────────── 

諸般の報告 

議長（小渕茂昭君） 諸般の報告を行います。 

  最初に、請願・陳情の受理及び取り扱いについて申し上げます。 

  去る５月28日の議会運営員会までに受理しました陳情書は１件であります。会議規則第95条
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の規定により、お手元に配付しました文書表のとおり、所管の常任委員会に審査を付託しまし

たので、会期中に報告できるよう審査をお願いいたします。 

  次に、管内視察について申し上げます。 

  常任委員会の調査活動として、毎年６月定例会に実施しております管内視察につきましては、

常任委員会ごとに所管する課長等と協議の上、期日までに実施されますようお願いします。 

  次に、一部事務組合の議会関係について申し上げます。 

  去る３月23日には、岳南広域消防組合議会定例会が開催され、平成24年度一般会計予算、平

成23年度同補正予算及び条例の一部改正等、いずれも原案のとおり可決されました。また、議

案審議に先立ち提出されました山岸議長の辞職願は受理され、新たに中野市議会議長でありま

した湯本隆英氏が新議長に選出されました。 

  ３月27日には、北信保健衛生施設組合議会定例会が開催され、平成24年度一般会計予算を初

め、特別会計予算すべて原案のとおり可決されました。また、山岸議長の辞職に伴い、岳南広

域消防組合と同様、中野市議会議長であった湯本隆英氏が議長に就任されました。 

  なお、同議長からは５月８日付で同組合議会の議員辞職願が提出されておりますので申し添

えます。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

─────────────────────────────────────────────── 

１ 会議録署名議員の指名について 

議長（小渕茂昭君） 議事に入ります。 

  日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

  会議規則第120条の規定により 

   １番 小根澤   弘 君 

   ２番 望 月 貞 明 君 

   ３番 西   宗 亮 君 

 を指名します。 

─────────────────────────────────────────────── 

２ 会期の決定について 

第２回 山ノ内町議会定例会会期日程 

                                （会期１８日間） 

月 日 曜  種 別  開 会 開 議 閉 議 閉 会     内      容     

６．１ 金 本 会 議 午前１０時 午 後 ５ 時 諸般の報告 

会議録署名議員の指名 

会期及び議事日程の決定 

報告第２号～第７号 
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     承認第２号～第６号 

 上程、提案説明、質疑、討論、採

 決 

議案第２９号～第３３号 

 上程、提案説明 

  全員協議会   本会議終了後 

  ２ 土 休   会    

  ３ 日 休   会    

  ４ 月 休   会    

  ５ 火 休   会    

  ６ 水 本 会 議 午前１０時 午 後 ５ 時 一般質問 

  ７ 木 本 会 議 午前１０時 午 後 ５ 時 一般質問 

  ８ 金 本 会 議 午前１０時 午 後 ５ 時 一般質問 

議案第２９号～第３１号 

 質疑、討論、採決 

議案第３２号～第３３号 

 質疑、常任委員会付託 

  ９ 土 休   会    

  10 日 休   会    

  11 月 委 員 会 午 前 ９ 時 午 後 ５ 時 常任委員会（条例等審査） 

  12 火 委 員 会 午 前 ９ 時 午 後 ５ 時 常任委員会（管内視察） 

  13 水 委 員 会 午 前 ９ 時 午 後 ５ 時 常任委員会（管内視察） 

  14 木 議 会 運 営 

委 員 会 

午 後 ２ 時 午 後 ５ 時 最終日日程審議 

  15 金 休   会    

  16 土 休   会    

  17 日 休   会    

  18 月 本 会 議 午 後 ２ 時 午 後 ５ 時 常任委員会報告 

議長（小渕茂昭君） 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

  お諮りします。本定例会の会期は、お手元に配付の会期日程表のとおり、本日６月１日から

６月18日までの18日間に決定したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、本日６月１日から６月18日までの18日間に決定しました。 



 

－8－ 

─────────────────────────────────────────────── 

３ 報告第２号 平成２４事業年度山ノ内町土地開発公社予算の報告について 

４ 報告第３号 平成２４事業年度財団法人山ノ内町総合開発公社予算の報告について 

５ 報告第４号 平成２３事業年度山ノ内町土地開発公社決算の報告について 

６ 報告第５号 平成２３事業年度財団法人山ノ内町総合開発公社決算の報告について 

議長（小渕茂昭君） 日程第３ 報告第２号 平成24事業年度山ノ内町土地開発公社予算の報告

について、日程第４ 報告第３号 平成24事業年度財団法人山ノ内町総合開発公社予算の報告

について、日程第５ 報告第４号 平成23事業年度山ノ内町土地開発公社決算の報告について、

日程第６ 報告第５号 平成23事業年度財団法人山ノ内町総合開発公社決算の報告についての

４件について、報告書の提出がありました。 

  以上４件の報告書の説明を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 報告第２号 平成24事業年度山ノ内町土地開発公社予算の報告についてか

ら、報告第５号 平成23事業年度財団法人山ノ内町総合開発公社決算の報告についての４件に

ついて、一括ご報告申し上げます。 

  本案につきましては、それぞれの理事会において議決を得たものを提出されたもので、地方

自治法第243条の３第２項の規定により報告するものであります。 

  細部につきましては、総務課長に補足の説明をさせます。 

  十分ご審議の上、報告のご受理をお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 以上４件の報告書について、補足の説明を求めます。 

  徳竹総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 〔議案に基づく補足説明〕 

議長（小渕茂昭君） これより一括質疑を行います。 

  １人で複数の質疑がある場合は、指名した際、質疑の数を明示し１件ずつお願いをします。 

  質疑のある方どうぞ。 

  14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） １件お願いします。 

  12ページでも、13ページでもいいんですけれども、総合開発公社の決算。 

  受託事業特別会計賃借対照表でもいいですし、財産目録でもいいんですが、流動資産のとこ

ろで未収金が832万計上されていますが、未収金というのは、これ受託事業で未収金の発生と

いうのは、どこから、どこに発生しているんでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） この金額につきましては、決算日がございまして、どうしても二、三

日前の収入金が、３月31日に締めろということになっておりますので、どうしてもそこの会計
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に入りませんので、後日の入金ということで、未収計上してございます。そんな形の中で、二、

三日おくれて収入になったということでご理解をいただきたいと思います。 

  それと後、自動販売機の手数料が、後から自動販売機のコカ・コーラ等から来ますので、そ

れも未収金として計上してございます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 議案第２号の土地開発公社事業の件ですけれども、開店休業の状態であ

ることが読み取れますが、こういう組織をまだ維持し続けなくてはならない理由は何か。お尋

ねします。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 土地開発公社につきましては、公用地拡大の法律に基づきました法人

でございまして、地方自治体が行政需要に応じまして、必要となった土地等が出た場合、単年

度で購入することが難しい、金額上なった場合、土地開発公社で購入をしまして、公拡法の指

定を受けまして、一括して土地公社で購入しまして、地方自治体は土地開発公社から分割して

買い求めるということで、なるべく一時的な支出を抑えるための手段でございまして、そんな

関係で、いつ行政需要が発生するかはちょっとわかりませんので、公拡法が生きている以上、

土地開発公社として残しておくべきじゃないかなと考えております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 財団法人山ノ内総合開発公社決算の９ページ、10ページになりますけれ

ども、２点お願いしたいと思います。 

  １点目ですけれども、この中に、支出の中で、店長交際費ということで10万7,180円ですか、

ありますけれども、この店長交際費については、どのようなときにどんなふうに使われるもの

なんでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 先ほどご説明申し上げましたが、マスコミ等の取材が多くありますの

で、やはりマスコミ等の皆さんにお食べをいただいて、実感を得て、やはり中継なり放送をし

ていただきたいということで、「どらっふる」「サバタケ」等々を購入金額で買い求めまして

お出しをしているということでございます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） それでは、２点目お願いします。 

  同じ９ページなんですが、楓の湯の管理事業収入なんですけれども、2,475万3,000円という

ことで、それに対して管理事業費が2,611万7,352円ということで、この中だけで単純に赤字と

いうことだと思うんですが、その中の132万円の使用料というんですかね、ここでは雑費とい
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う扱いですけれども、使用料を払いながら赤字ということなんですけれども、実際には管理費

の中にも楓の湯にかかわるものが若干入っているんじゃないかと思うんですが、この公租公課、

管理費の中の公租公課、諸税315万1,700円となっていますけれども、この諸税についてちょっ

と明細わかりましたらお願いしたいと思います。入湯税も含まれるんでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 諸税につきましては、総合開発公社で経理をしてございますので、物

産館と楓の湯、一緒の経理をしてございますので、まず、法人税につきましては64万9,400円

でございます。法人県民税につきましては５万3,400円。法人事業税につきましては17万6,200

円。法人の町民税が14万5,400円。消費税につきましては111万700円ということであります。

それで、もちろん入湯税もありまして、それぞれ含まれております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 入湯税の金額がわかったらお願いします。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） すみません、資料を持っていません。それで、一応ですね、すみませ

ん、資料を持ってございませんので、また、後でお知らせして。お願いします。 

議長（小渕茂昭君） よろしいですか。 

  質疑を終わります。 

  お諮りします。報告第２号から報告第５号までの４件について、報告書のとおり受理するこ

とにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、報告第２号から報告第５号までの４件については、報告書のとおり受理するこ

とに決定しました。 

─────────────────────────────────────────────── 

７ 報告第６号 平成２３年度山ノ内町一般会計予算の繰越報告について 

議長（小渕茂昭君） 日程第７ 報告第６号 平成23年度山ノ内町一般会計予算の繰越報告につ

いて、報告書の提出がありました。 

  報告書の説明を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 報告第６号 平成23年度山ノ内町一般会計予算の繰越報告について申し上

げます。 

  平成23年度山ノ内町一般会計予算の繰越報告につきましては、外国人住民に係る住民基本台

帳ネットワークシステムの改修の施行日について、翌年度の日付が指示され、国からの標準仕
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様書の提示もおくれたため、年度内での改修は困難と判明したため、繰り越しをいたしました。 

  また、３月６日に発生しました町道湯田中番場沓野線、通称安代坂において落石が発生し、

落石防止ネット、フェンス等で道路通行の安全確保を図る必要が生じましたが、入札、資材の

確保等から年度内では工事が完了しないことから繰り越しをいたしました。 

  ２事業の繰り越しをした額は812万9,100円で、地方自治法施行令第146条第２項の規定によ

り、繰越明許費繰越計算書を調製しましたので報告するものでございます。 

  十分ご審議の上、報告のご受理をお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑を終わります。質疑なしと認め質疑を終わります。 

  お諮りします。報告第６号について、報告書のとおり受理することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、報告第６号については報告書のとおり受理することに決定しました。 

─────────────────────────────────────────────── 

８ 報告第 ７号 専決処分の報告について 

  専決第１２号 町有建物（金安コミュニティー消防センター）における車両物損事故に係 

        る和解及び損害賠償額の決定について 

  専決第１３号 町有建物（志賀高原総合案内所）からの落雪による車両物損事故に係る和 

        解及び損害賠償額の決定について 

議長（小渕茂昭君） 日程第８ 報告第７号 専決処分の報告について、専決第12号 町有建物

（金安コミュニティー消防センター）における車両物損事故に係る和解及び損害賠償額の決定

について及び専決第13号 町有建物（志賀高原総合案内所）からの落雪による車両物損事故に

係る和解及び損害賠償額の決定についてを上程し、議題とします。 

  以上２件の専決について報告書の説明を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 報告第７号 専決処分の報告について、専決第12号 町有建物（金安コミ

ュニティー消防センター）における車両物損事故に係る和解及び損害賠償額の決定について、

専決第13号 町有建物（志賀高原総合案内所）からの落雪による車両物損事故に係る和解及び

損害賠償額の決定について、ご報告いたします。 

  いずれの案件も、地方自治法第180条第１項の規定並びに町長の専決事項の指定により専決

したものであります。 

  初めに、専決第12号の内容でありますが、町有建物であります金安コミュニティー消防セン

ターのホース乾燥塔に干してあった消防用ホースが強風にあおられ、ホースの金具が南側に駐
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車していた車両のバンパーに当たり、損傷した物損事故であります。 

  発生日時は平成24年４月３日午後４時ごろであります。発生場所は、大字平穏2281番地、金

安コミュニティー消防センターであります。相手方の住所でありますが、大字平穏2320番地、

有限会社越後屋代表取締役黒井広文です。和解日及び賠償金額でありますが、平成24年５月１

日で、金額は７万9,600円であります。 

  以上について、平成24年５月１日付で専決しましたので報告申し上げます。 

  次に、専決第13号の内容ですが、町有建物である志賀高原総合案内所の屋根から落雪により

車両上部が損傷した物損事故であります。 

  発生日時及び場所ですが、平成24年２月23日午前10時ごろ、志賀高原蓮池地区にある志賀高

原総合案内所の敷地であります。相手方の住所氏名ですが、大字平穏7148番地、志賀高原スキ

ークラブ児玉幹夫会長であります。和解した日及び金額ですが、平成24年４月11日に和解が調

い、51万8,482円の賠償金額となりました。 

  以上につきまして、24年４月11日付で専決しましたので報告申し上げます。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） これより一括質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め質疑を終わります。 

  お諮りします。報告第７号を報告書のとおり受理することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、報告第７号 専決処分の報告については報告書のとおり受理することに決定し

ました。 

─────────────────────────────────────────────── 

９ 承認第２号 専決処分の承認について 

  専決第３号 平成２３年度山ノ内町一般会計補正予算（第６号） 

議長（小渕茂昭君） 日程第９ 承認第２号 専決処分の承認について、専決第３号 平成23年

度山ノ内町一般会計補正予算（第６号）を上程し、議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 承認第２号 専決処分の承認について、専決第３号 平成23年度山ノ内町

一般会計補正予算（第６号）についてご説明申し上げます。 

  補正の内容は、歳入歳出予算補正及び地方債の補正で、事業などの実績などによるものであ

ります。 

  補正予算額は、歳入歳出それぞれ431万6,000円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ60
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億5,421万6,000円としたものであります。 

  地方債の補正では、事業費の確定により、一般補助施設整備事業、過疎対策事業と臨時財政

対策債の３件について限度額を減額するものであります。 

  補正予算の歳入から申し上げます。 

  町税につきましては、最終の決算見込みにより町民税個人、法人、固定資産税等、項目の補

正を行ったもので、全体としては金額の増減はございません。 

  交付金につきましては、自動車取得税交付金などの交付額が確定したことによります補正で

あります。 

  地方交付税につきましては、特別交付税が除排雪経費等の増によります増額補正であります。 

  分担金及び負担金につきましては、老人保護費現年度分などの減額補正であります。 

  使用料及び手数料につきましては、実績によります減額補正であります。 

  国庫支出金につきましては、町道除雪費補助金の増によります増額補正と、国庫負担金の確

定による減額補正であります。 

  また、県支出金につきましても、県負担金及び県補助金などの確定によります減額補正であ

ります。 

  財産収入につきましては、基金利子の確定によります補正であります。 

  繰入金については、財政調整基金などの減額であります。 

  諸収入では、国道歩道除雪受託金の増額などによります補正であります。 

  町債では、臨時財政対策債の減額等によります補正であります。 

  続いて、歳出について申し上げます。 

  総務費の総務管理費につきましては、減債基金元金、利子の積立金等の補正であります。ま

た、徴税費につきましては財源補正です。 

  民生費の社会福祉費につきましては、障害福祉サービス、老人保護措置費やこども医療など

の実績によります減額であります。また、児童福祉費では、保育所臨時職員賃金等の実績によ

ります減額補正であります。 

  衛生費では、子宮頸がん等ワクチン接種費など実績によります減額補正であります。 

  農林水産業費につきましては、戦略作物生産拡大基盤整備事業費等の精算によります減額補

正であります。 

  商工費につきましては、財源補正であります。 

  土木費につきましては、国庫補助金等増額によります財源の補正と実績によります減額補正

であります。 

  消防費につきましては、防火水槽建設工事費等確定によります減額補正であります。 

  教育費につきましては、実績によります減額補正であります。 

  諸支出金につきましては、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療保険特別会計、介護保険

特別会計、公共下水道事業特別会計及び農業集落排水事業特別会計への操出金の精算によりま



 

－14－ 

す減額補正であります。 

  細部につきましては、総務課長から補足の説明を申し上げます。 

  十分ご審議の上、ご承認をお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 補足の説明を求めます。 

  総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 〔議案に基づく補足説明〕 

議長（小渕茂昭君） 質疑を行います。 

  ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） ７番 髙田佳久です。１件お願いいたします。 

  18ページの、町債の臨時財政対策債、先ほど課長のほうから説明はございましたが、過疎債

との関係、もう少し具体的に説明をお願いしたいと思います。交付税措置される臨時財政対策

債の限度額が、この時点で幾らまでになっているかというのを、あわせてお願いしたいと思い

ます。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 臨時財政対策債の限度額につきましては、予算どおり３億3,411万

9,000円を確定で、国からもらっておりました。ただ、過疎債の申し込みが３月の半ばでござ

いましたので、なかなか、やはり財源調整、税収の関係等々ございましたので、固まることが

できませんでしたので、過疎債を目いっぱい借りました。そんな関係で、過疎債を申し込んで

おったわけでございますが、本来でしたらきっと臨時財政対策債を全額借りて、過疎債をその

分減らすべきだったとは思いますが、やはり、その辺ちょっと時間的なずれがありましたので、

過疎債を先に優先をしまして、借りられるところから金額を決めて県に申し込んだということ

でございます。その後、３月末で税収等々を固めまして、臨時財政対策債を幾ら借りたらいい

かということを決定したわけでございます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 12番 渡辺です。２点お願いしたいと思います。 

  17ページの諸収入の中の、雑入ですね、民生費雑入の地域福祉センター管理収入がマイナス

200万というふうになっています。社協からいただく、案分した管理収入だと思うんですが、

まとめて200万の減額という、この理由について、お願いします。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） これにつきましては、今おっしゃったとおり、地域福祉センター

に係ります光熱水費が一番大きなものでございますけれども、そのほか施設の維持管理、設備

の保守点検等々の管理費でございますが、これについて、社会福祉協議会から相当の案分で負

担をいただいているものでございます。ただ、ご存じのとおり、昨年の６月に堤のデイサービ

スセンターが開所いたしまして、地域福祉センター内のデイサービスが一部そちらのほうへ移
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行したというふうなことから、これまでの経費より減額したと。総体的で申しますと、前年度

大体、社協分で約77％ほど、それぞれ案分は違うんですが、全体トータルでは77％ぐらいの負

担をいただいていたんですが、昨年は、今申し上げたとおり、減額の要素がありまして、約

70％で、負担割合と。というようなことになりまして、その分が200万の減額に反映したと。

そんなようなことでございます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 22ページの、社会福祉費の、福祉医療費で私、気になったんですけれど

も、こども医療費というもので、マイナス500万円ということで、３年拡大した方向で、増額

で予算が組まれていたと思うんですが、500万マイナスというのは、拡大する前よりも減って

いるんじゃないかと思うんですけれども、実際、500万も減った理由というのは、従来より受

診が少なかったとか、そういうことだと思うんですけれども、実際には、拡大した部分よりも

大きく医療費が減少したということは、特殊な何か事情みたいなものがあるんですか。その辺

をちょっと説明ください。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） ちょっと、今までのと、ちょっと私まだよく把握していなくて申

しわけないんですが、あくまでも実績見込みでということで、これが当初ちょっと見込み過ぎ

たかどうかということもあるかもしれませんが、あくまで実績ということでございますので、

お願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） ８番 児玉信治です。 

  17ページの諸収入の延滞金の246万5,000円。補正かかっておるわけですけれども、これは、

県の整理機構からのものか、それと、もしそうであれば、何件ぐらいあったのか。 

議長（小渕茂昭君） 税務課長。 

税務課長（春日雅之君） お答えいたします。 

  特に大口の未納者の納入が多かったということで増額になっております。 

  件数ですか、件数のほうは、ちょっと私、調べていなくて、大変申しわけないんですけれど

も。 

議長（小渕茂昭君） ほかにありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑を終わります。 

  討論を行います。まず、原案に対し反対者の発言を許します。 

  12番 渡辺正男君、登壇。 

（１２番 渡辺正男君登壇） 

１２番（渡辺正男君） 専決処分の承認、専決第３号 平成23年度山ノ内町一般会計補正予算
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（第６号）に対して、反対の立場から討論を行います。 

  今回の補正は最終補正であり、事業精算によるものがほとんどです。全体の補正額は431万

6,000円と少額ですが、中身には大きな問題があります。 

  わかりやすく、この補正を説明いたしますと、歳入で、特別交付税が１億4,717万円。臨時

の土木費、国庫補助金の町道除雪費補助金1,850万円が入ることになったので、財政調整基金

からの繰り入れ１億921万円をやめて、なおかつ臨時財政対策債の借り入れを3,612万円減らし

たけれども、歳出で事業精算による減額が多く、お金が余ってしまうので、減債基金に9,182

万円貯金することにした、ということになると思います。 

  町民の行政需要に十分こたえる事業執行がされた上で、お金が余って貯金をするのは、決し

て悪いことではありませんし、町の財政状況が好転することは喜ばしいことです。 

  しかし、私が賛成できない点が２つあります。 

  まず、実質の地方交付税である臨時財政対策債の減額です。幾ら財政指標の数字が気になる

からといって、後年度に全額交付税措置される臨時財政対策債を、みずから、3,612万円も減

額補正するなどというのは、本当に町財政を考えるなら本末転倒と言わざるを得ません。 

  もう１点は、国民健康保険特別会計への経営健全化操出金4,662万円の減額です。３月議会

では7,500万円の繰り出しで、保険税9.8％値上げということで条例改正、23年度補正予算、24

年度予算が可決されています。被保険者の負担軽減のための法定外繰り入れだったはずであり

ます。一般会計でお金が余って困って、臨時財政対策債の返上や減債基金への多額の貯金をす

るくらいなら、所得が減り続ける中で、払いたくても払えない高い国保税に苦しむ町民のため

に、予定した負担軽減の繰り入れをすべきだと思います。 

  以上の理由から、この専決処分は承認しかねますので、反対させていただきます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 次に、原案に対し賛成者の発言を許します。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） ありませんか。 

  討論を終わります。 

  承認第２号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  承認第２号を原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（小渕茂昭君） 起立12名です。多数であります。 

  したがって、承認第２号 専決処分の承認については原案のとおり承認されました。 

─────────────────────────────────────────────── 

１０ 承認第３号 専決処分の承認について 

   専決第４号 平成２３年度山ノ内町有線放送電話事業特別会計補正予算（第２号） 
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議長（小渕茂昭君） 日程第10 承認第３号 専決処分の承認について、専決第４号 平成23年

度山ノ内町有線放送電話事業特別会計補正予算（第２号）を上程し、議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 承認第３号 専決処分の承認について、専決第４号 平成23年度山ノ内町

有線放送電話事業特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

  補正予算の内容は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ18万2,000円を減額し、予算の総

額を歳入歳出それぞれ3,902万3,000円とするものです。 

  歳入では使用料を18万2,000円減額し、歳出では施設管理費の委託料を18万2,000円減額する

ものであります。 

  十分ご審議の上、ご承認をお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め質疑を終わります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 討論なしと認め討論を終わります。 

  承認第３号を採決します。 

  承認第３号を原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、承認第３号 専決処分の承認については原案のとおり承認されました。 

─────────────────────────────────────────────── 

１１ 承認第４号 専決処分の承認について 

   専決第５号 平成２３年度山ノ内町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

議長（小渕茂昭君） 日程第11 承認第４号 専決処分の承認について、専決第５号 平成23年

度山ノ内町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）を上程し、議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 承認第４号 専決処分の承認について、専決第５号 平成23年度山ノ内町

国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について申し上げます。 

  補正の内容は、事業勘定の歳入歳出予算の補正で、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ6,175万円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ17億8,668万円とするものであります。 
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  歳入の主な内容は、国民健康保険税を214万1,000円減額し、国庫支出金を1,219万7,000円増

額し、県支出金を31万1,000円減額し、療養給付費等交付金を770万8,000円減額し、共同事業

交付金を834万9,000円減額し、一般会計繰入金を5,514万6,000円減額するものであります。 

  歳出の主な内容は、保険給付費を5,687万1,000円減額し、保険事業費を461万4,000円減額す

るものであります。 

  細部につきましては、健康福祉課長に補足の説明をさせます。 

  十分ご審議の上、ご承認をお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 補足の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） 〔議案に基づく補足説明〕 

議長（小渕茂昭君） 質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め質疑を終わります。 

  討論を行います。 

  まず、原案に対し反対者の発言を許します。 

  12番 渡辺正男君、登壇。 

（１２番 渡辺正男君登壇） 

１２番（渡辺正男君） 専決第５号 平成23年度山ノ内町国民健康保険特別会計補正予算（第４

号）に対し、反対の立場から討論いたします。 

  この平成23年度の国民健康保険会計は、１億5,000万円の財源不足ということで、国保税を

21.4％値上げし、一般会計から負担軽減のために7,400万円を繰り入れするという予定でした。 

  しかし、結果は、2,766万円の繰り入れで済んだということです。22年度も、不足分の4,900

万円繰り入れが必要との試算でありましたが、結果、ゼロでした。22、23年度合計で、不足財

源の試算が約１億円も過大だったということになります。 

  24年度も財源不足で、一般会計から3,000万円繰り入れの上で、国保税9.8％、２年連続値上

げという条例改正が可決されています。 

  全く当てにならない財源試算を根拠に、値上げだけは予定どおり実施し、最終的に町の負担

は軽く済んでよかったでは、被保険者はたまったものではありません。全国で見ると、19年度

から４年間で１兆5,000億円の法定外繰り入れが行われています。3,566万人の加入者総数で割

ると１人４万2,193円、町の加入者の5,226人として２億2,050万円が、この４年間で負担軽減

のために法定外繰り入れされてしかるべきだったということになります。これは、全国の平均

の数値であります。 

  町が、最初に法定外繰り入れを予算化したのが平成12年度のことです。12、13年度と連続の

保険税値上げに対し、12年度は4,000万円、13年度は3,000万円を予定いたしました。しかし、

結果は繰り入れゼロ。繰り入れはなしでした。理由は、やはり今回と同じであります。この12
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年度から22年度までの全国での法定外繰り入れ総額は４兆550億円にも上ります。これを町に

当てはめると、何と５億9,426万円ということになります。普通の市町村並みの繰り入れがあ

れば、２回の値上げは全く必要なかったどころか、値下げさえもできたといえます。 

  近隣では、中野市がここ数年、保険税を値上げせず、法定外繰り入れを毎年億単位で入れて

います。町の23年度の被保険者１人当たり平均所得は65万4,000円。これに対して、９万2,000

円以上、実に14.1％もの保険税負担率であります。全国の平均は9.1％。山ノ内町は異常な高

さで、加入者の担税能力を超えています。23年度法定軽減の世帯が1,226。全体の47.2％に上

り、滞納世帯が404、滞納繰越が7,731万円、不納欠損が782万円、資格証明書が10人、短期保

険証255人、保険証が渡っていない世帯が30という実態を見れば、これ以上の負担は加入者の

命にもかかわります。町はどんなことをしてでも、加入者の、町民の命を守るという姿勢に欠

けています。徴収強化には熱心でありますが、法定外繰り入れはほんのわずか。口を開けば独

立採算、支え合いの制度だからといって滞納分まで保険税に転嫁し、これは93％の収納率を想

定して保険税が組まれている、このことであります。加入者に冷たい態度を取り続けておりま

す。 

  しかし、独立採算、支え合いが既に通用しないことは、近隣を見ても、全国を見ても、もは

や常識であります。町は、払いたくても払えない被保険者の負担軽減を本気で考えるのであれ

ば、今後の値上げを回避するためにも、予定した繰り入れをちゃんと行うべきであります。 

  ましてや、一方で、一般会計のお金が余って、臨時財政対策債を返上、減債基金を積み増す、

これでは到底町民の理解は得られません。 

  以上の理由から、本専決処分は承認しかねますので、反対をさせていただきます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 次に、原案に対し賛成者の発言を許します。 

  ありませんか。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 討論を終わります。 

  承認第４号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  承認第４号を原案のとおり承認することに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

議長（小渕茂昭君） 起立10人で、多数であります。 

  したがって、承認第４号 専決処分の承認については原案のとおり承認されました。 

─────────────────────────────────────────────── 

１２ 承認第５号 専決処分の承認について 

   専決第６号 平成２３年度山ノ内町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号） 

   専決第７号 平成２３年度山ノ内町介護保険特別会計補正予算（第３号） 
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   専決第８号 平成２３年度山ノ内町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

   専決第９号 平成２３年度山ノ内町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

議長（小渕茂昭君） 日程第12 承認第５号 専決処分の承認についてを上程し、議題とします。 

  議題の朗読を議会事務局長にさせます。 

  吉池議会事務局長。 

  （議会事務局長吉池寿幸君議題を朗読する。） 

議長（小渕茂昭君） 以上４件の専決について、提案理由の説明を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 承認第５号 専決処分の承認について、専決第６号 平成23年度山ノ内町

後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号）から専決第９号 平成23年度山ノ内町農業集

落排水事業特別会計補正予算（第３号）までの４件について、一括ご説明申し上げます。 

  専決第６号 平成23年度山ノ内町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号）について

申し上げます。 

  補正の内容は、歳入歳出予算の補正で、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ229万

3,000円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１億2,330万3,000円とするものであります。 

  歳入の主な内容は、後期高齢者医療保険料を167万9,000円減額し、手数料を１万4,000円減

額し、一般会計繰入金を49万8,000円減額し、諸収入を10万2,000円減額するものであります。 

  専決第７号 平成23年度山ノ内町介護保険特別会計補正予算（第３号）について申し上げま

す。 

  補正の内容は、予算総額から歳入歳出それぞれ2,224万1,000円を減額し、予算の総額を歳入

歳出それぞれ13億7,672万1,000円とするものであります。 

  歳入の主な内容は、保険料では徴収見込みから100万円、介護給付費の精算に伴う国庫負担

金、補助金では982万8,000円、支払基金交付金では1,163万9,000円、県支出金では648万8,000

円をそれぞれ減額し、繰り入れでは、一般会計繰入金と支払準備基金繰入金で734万6,000円を

増額するものであります。 

  歳出につきましては、実績により、保険給付費の施設介護サービス費等給付費や地域密着型

介護サービス給付費では1,300万円、介護予防サービス給付金では200万円、特定入所者介護サ

ービス費で200万円の減額が主なものであります。 

  専決第８号 平成23年度山ノ内町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）について申し

上げます。 

  補正の内容は、既定の予算から歳入歳出それぞれ514万円を減額し、予算の総額を歳入歳出

それぞれ５億4,165万7,000円とするものであります。 

  歳入の主なものは、下水道分担金99万円及び下水道使用料293万円、諸収入24万4,000円等の

増額を見込んだほか、一般会計繰入金を945万2,000円減額するものであります。 
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  歳出の主なものは、維持管理費465万円の減額で、光熱水費や下水道汚泥運搬処理費等の精

算による減額であります。 

  専決第９号 平成23年度山ノ内町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）について申

し上げます。 

  補正の内容は、既定の予算から歳入歳出それぞれ50万1,000円を減額し、予算の総額を歳入

歳出それぞれ１億476万7,000円とするものであります。 

  歳入では、分担金７万9,000円及び手数料9,000円を増額し、使用料20万4,000円、一般会計

繰入金38万5,000円を減額するものであります。 

  歳出の主なものは、維持管理費50万1,000円の減額で、消費税や委託料等の精算によるもの

であります。 

  十分ご審議の上、ご承認をお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） これより一括質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め質疑を終わります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 討論なしと認め討論を終わります。 

  承認第５号を採決します。 

  承認第５号を原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、承認第５号 専決処分の承認については原案のとおり承認されました。 

─────────────────────────────────────────────── 

１３ 承認第 ６号 専決処分の承認について 

   専決第１０号 山ノ内町税条例の一部を改正する条例の制定について 

   専決第１１号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

議長（小渕茂昭君） 日程第13 承認第６号 専決処分の承認について、専決第10号 山ノ内町

税条例の一部を改正する条例の制定について及び専決第11号 国民健康保険税条例の一部を改

正する条例の制定についてを上程し、議題とします。 

  以上２件の専決について、提案理由の説明を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 承認第６号 専決処分の承認について、専決第10号 山ノ内町税条例の一

部を改正する条例の制定について、専決第11号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例の

制定についての２件につきましては、地方自治法第179条第１項の規定により専決処分をしま
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したので、一括ご説明申し上げます。 

  本件は、いずれも地方税及び国有資産等所在市町村交付金法の一部を改正する法律などが平

成24年３月31日に公布されたことに伴い、改正をするものであります。 

  専決第10号の町税関係につきましては、固定資産税の平成24年度の評価替えに当たり、従来

の土地に係る負担調整措置を継続することとしますが、住宅用地に係る据え置き特例措置を不

公平是正の観点から廃止することとします。ただし、納税者に配慮し、24、25年度に段階的な

経過措置を講じることとしておりますほか、東日本大震災関連での課税の特例措置の追加など

であります。 

  専決第11号の国民健康保険税関係につきましては、東日本大震災関連での課税の特例措置を

追加するものであります。 

  細部につきましては、税務課長から補足の説明をさせます。 

  十分ご審議の上、ご承認をお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 補足の説明を求めます。 

  税務課長。 

税務課長（春日雅之君） 〔議案に基づく補足説明〕 

議長（小渕茂昭君） これより一括質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め質疑を終わります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 討論なしと認め討論を終わります。 

  承認第６号を採決します。 

  承認第６号を原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、承認第６号 専決処分の承認については原案のとおり承認されました。 

─────────────────────────────────────────────── 

１４ 議案第２９号 平成２４年度山ノ内消防署新築（建築）工事請負契約の締結について 

議長（小渕茂昭君） 日程第14 議案第29号 平成24年度山ノ内消防署新築（建築）工事請負契

約の締結についてを上程し、議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 議案第29号 平成24年度山ノ内消防署新築（建築）工事請負契約の締結に

ついてご説明申し上げます。 
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  本案は、山ノ内消防署老朽化に伴う庁舎建てかえ工事で、２億895万円にて、北野・渡辺建

設共同企業体と請負契約するため、議会の議決をお願いするものであります。 

  細部につきましては、消防課長に補足の説明をさせます。 

  十分ご審議の上、ご承認をお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 補足の説明を求めます。 

  消防課長。 

消防課長（松橋修身君） 〔議案に基づく補足説明〕 

─────────────────────────────────────────────── 

１５ 議案第３０号 平成２４年度山ノ内町一般会計補正予算（第１号） 

１６ 議案第３１号 平成２４年度山ノ内町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

議長（小渕茂昭君） 日程第15 議案第30号 平成24年度山ノ内町一般会計補正予算（第１号）

及び日程第16 議案第31号 平成24年度山ノ内町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の

２議案を一括上程し、議題とします。 

  以上２議案について、提案理由の説明を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 議案第30号 平成24年度山ノ内町一般会計補正予算（第１号）から議案第

31号 平成24年度山ノ内町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）までの２議案について一

括ご提案申し上げます。 

  今回の補正の内容は、歳入歳出予算の補正であります。 

  歳入歳出の補正は、歳入歳出それぞれ4,597万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ

60億1,197万円とするものであります。 

  歳入の主なものについて申し上げます。 

  国庫支出金の国庫負担金では、志賀高原地区の地上デジタル放送対応による電波遮へい対策

事業補助金の増額補正であります。 

  県支出金の県補助金は、45歳未満の独立、自営就農者への補助金として、青年就農給付金事

業費補助金など新規事業の計上であります。 

  繰入金では、財政調整基金を財源調整として増額補正するものであります。 

  諸収入の雑入では、コミュニティー助成事業の計上であります。 

  続きまして、歳出の主なものについて申し上げます。 

  総務費の総務管理費では、志賀高原地区の地上デジタル放送対応によります共同受信施設へ

の補助金の増額、地域公共交通検討協議会負担金とコミュニティー助成補助金の計上などであ

ります。 

  民生費の児童福祉費では、こどものための手当の名称変更に伴う組み替えであります。 

  農業水産業費の農業振興費では、青年就農給付金事業や農地集積協力金などの計上でありま
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す。 

  商工費では、中国大学生の行政研修と立教大学との官学連携事業に係る賃借料等各費用の計

上であります。 

  土木の道路交通安全対策費では、反射鏡と標識設置工事費の増額補正であります。 

  消防費では、消防団災害対応用品の計上であります。 

  教育費では、北小学校の雪害による修繕料、工事請負費の計上などであります。 

  諸支出金の特別会計操出金では、職員の産休に伴うものであります。 

  議案第31号 平成24年度山ノ内町国民健康保険特別会計（第１号）について申し上げます。 

  補正の内容は、事業勘定の歳入歳出予算の補正で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

97万3,000円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ18億9,947万3,000円とするものであり

ます。 

  歳入の内容は、一般会計繰入金を97万3,000円増額するものであります。 

  歳出の内容は、総務費を97万3,000円増額するものであります。 

  細部につきましては、議案第30号を総務課長に補足の説明をさせます。 

  十分ご審議の上、ご承認をお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 補足の説明を求めます。 

  議案第30号について、総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 〔議案に基づく補足説明〕 

─────────────────────────────────────────────── 

１７ 議案第３２号 山ノ内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定

          について 

１８ 議案第３３号 山ノ内町立蟻川図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について 

議長（小渕茂昭君） 日程第17 議案第32号 山ノ内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部

を改正する条例の制定について及び日程第18 議案第33号 山ノ内町立蟻川図書館設置条例の

一部を改正する条例の制定についての２議案を一括上程し、議題とします。 

  以上２議案について、提案理由の説明を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 議案第32号 山ノ内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する

条例の制定についてから、議案第33号 山ノ内町立蟻川図書館設置条例の一部を改正する条例

の制定について、一括ご提案申し上げます。 

  議案第32号 山ノ内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て申し上げます。 

  本条例につきましては、住民基本台帳法が本年７月９日付にて改正施行されることに伴い、

外国人住民についても住民基本台帳に登録されていることになることから、当該条例について
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所要の改正を行うものであります。 

  議案第33号 山ノ内町立蟻川図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について申し上げ

ます。 

  本案は、図書館法第15条の規定に基づき、図書館協議会の委員を任命することとされていま

すが、地方分権一括法により、委員の任命基準を地方公共団体の教育委員会が定めることとさ

れたことにより、その基準を条例に明記したものであります。 

  また、基準は従来と同一でありますが、本案を公布の日から施行し、本年４月１日から適用

することにするものであります。 

  十分ご審議の上、ご承認をお願いいたします。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） 以上をもって、本日付議されました案件の審議はすべて終了しました。 

  これにて本日の会議を閉議し、散会します。 

  ご苦労さまでした。 

 （散 会）          （午後 零時０７分） 
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平成２４年６月６日（水） 午前１０時開議 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 議事日程（第２号） 

 １ 一般質問 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 本日の会議に付した事件………議事日程に同じ 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 出席議員次のとおり（１６名） 

   １番    小根澤   弘 君       ９番    山 本 良 一 君 

   ２番    望 月 貞 明 君      １０番    黒 岩 浩 一 君 

   ３番    西   宗 亮 君      １１番    徳 武 栄 子 君 

   ４番    田 中   篤 君      １２番    渡 辺 正 男 君 

   ５番    布施谷 裕 泉 君      １３番    山 本 一二三 君 

   ６番    髙 山 祐 一 君      １４番    小 林 克 彦 君 

   ７番    髙 田 佳 久 君      １５番    湯 本 市 蔵 君 

   ８番    児 玉 信 治 君      １６番    小 渕 茂 昭 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 欠席議員次のとおり（なし） 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 職務のため議場に出席した議会事務局職員の職氏名次のとおり 

議会事務局長 吉 池 寿 幸 議 事 係 長 徳 竹 彰 彦 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 説明のため議場に出席した者の職氏名次のとおり 

町 長 竹 節 義 孝 君 副 町 長 小 林   央 君 

教育委員長 小野澤 昭 三 君 教 育 長 青 木 大一郎 君 

会計管理者 須 田 紀 弘 君 総 務 課 長 徳 竹 信 治 君 

税 務 課 長 春 日 雅 之 君 健康福祉課長 河 野 雅 男 君 

農 林 課 長 生 玉 一 克 君 観光商工課長 小 林   一 君 

建設水道課長 大 硲 正 光 君 教 育 次 長 大 井 良 元 君 

消 防 課 長 松 橋 修 身 君   

─────────────────────────────────────────────── 
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 （開 議）          （午前１０時００分） 

議長（小渕茂昭君） おはようございます。本日はご苦労さまです。 

  ただいまの出席議員数は16名です。したがって、会議の定足数に達しておりますので、本日

の会議は成立しました。 

  これより本日の会議を開きます。 

─────────────────────────────────────────────── 

１ 一般質問 

議長（小渕茂昭君） 本日は、日程に従い一般質問を行います。 

  質問時間は１人25分であります。質問時間終了の予告は、終了２分前と終了時に行います。 

  また、質問は登壇をして行っていただきます。再質問は質問席で行ってください。 

  次に、理事者、管理職の皆さんにお願いします。質問に対する答弁は、要旨を把握され、簡

潔明瞭にお願いします。 

  本日の一般質問は５番まで行います。質問通告書の順序に従い、質問を許します。 

  12番 渡辺正男君の質問を認めます。 

  12番 渡辺正男君、登壇。 

（１２番 渡辺正男君登壇） 

１２番（渡辺正男君） おはようございます。 

  今回の一般質問、くじ運がよかったのか悪かったのか、珍しく１番くじということで、うれ

しいのかあれなのかちょっとわからないんですけれども、答弁席も今回半分の方々が顔ぶれが

変わっておりますし、新鮮な気持ちで一般質問に臨みたいと思います。そして、きょう皆さん

にちょっとおわびしなければいけないことがあるんですが、きょうはノーカーデーということ

で、公共交通機関を使って来てくださいということで役場から申し入れがあったんですけれど

も、私、電車しかないんで、電車の時間を見ましたら、夜間瀬駅８時半というのがあります。

それを逃すと10時19分ということで、Ｂ特急もとまらなくなってしまったので、とてもじゃな

いですけれども、歩いていったほうが早いというような状況でありますので、今回ちょっと勘

弁していただきたいというふうに思いますけれども。あと、いろんな折で長野電鉄さんは、私

も中学校、高校と定期券を使って通った、長野電鉄を愛する町民の１人として、これからも使

えるときは使っていきたいというふうに思います。 

  それでは、通告に従って一般質問を行います。 

  大きな１番、町内の障害者の雇用実態と雇用創出の取り組みは。 

  （１）町内、役場内の障害者雇用の現状は。 

  （２）法改正があったが、どう取り組んできたか。 

  （３）臨時職員雇用や委託で障害者雇用創出の考えは。 

  ２番、国民健康保険会計と保険税のあり方は。 

  （１）22・23年度会計の状況をどう考えるか。 
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  （２）国保運営協議会はいつ開催したか。 

  （３）３月末の状況判断後に税条例を提案すべきでは。 

  ３番、各種健（検）診の自己負担の見直しを。 

  （１）特定健診、健康診査、がん検診等の受診率はどうなっているか。 

  （２）それぞれの自己負担額と近隣との比較は。 

  （３）自己負担の軽減をすべきではないか。 

  ４番、小学校の今後のあり方は。 

  （１）現状の問題点と今後の進め方は。 

  （２）子供たち、町民の意向調査の考えは。 

  以上であります。 

  再質問については質問席で行わせていただきます。 

議長（小渕茂昭君） 答弁を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 改めて、おはようございます。 

  渡辺正男議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、１点目の町内の障害者の雇用実態と雇用創出の取り組みについて３点のご質問をいた

だいておりますが、（１）の町内、役場内の障害者雇用状況のご質問ですが、町内の状況につ

いては健康福祉課長から、役場内の障害者雇用状況につきましては、総務課長からそれぞれご

答弁申し上げます。 

  次に、法改正があったが、どう取り組んだかとのご質問につきましては、健康福祉課長から

ご答弁申し上げます。 

  次に、臨時職員雇用や委託で障害者雇用創出の考えはとのご質問でございますが、総務課長

からご答弁申し上げます。 

  次に、２点目の国民健康保険会計と保険税のあり方についてのご質問についてご答弁申し上

げます。 

  （１）平成22年度、23年度の年度会計の状況については、両年度とも保険給付費が見込みを

下回るとともに、国・県負担金等が基準以上の収入になったことにより、法定外繰入金が減額

となり、特別会計としては健全な方向に運営されたものと考えます。 

  詳細及び（２）については健康福祉課長、（３）については税務課長からご答弁申し上げま

す。 

  次に、３点目の各種健診の自己負担の見直しのうち、（１）、（２）については健康福祉課

長から答弁申し上げます。 

  （３）自己負担の軽減をすべきではというご質問でございますが、検査を受診するかしない

かは本人の健康に対する意識による部分が大変大きく、受診者が自身の健康について持つ意識



 

－30－ 

を高めるという観点から、負担金は一定額いただくべきであると考えております。近隣の状況、

負担率を考慮した上で現在の負担額は適正であると考えております。 

  次に、４点目の小学校の今後のあり方について２点ご質問いただいておりますが、教育長よ

りご答弁申し上げます。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） １の障害者雇用の関係の（１）の町内の障害者雇用の現状につい

てお答えいたします。 

  障害のある方全員の雇用状況については把握をしておりませんが、障害者福祉サービスをご

利用の方々の就労状況は、ホテルの清掃業務で１件、週５日でございますが、１日当たり４人、

それから、共同浴場の清掃業務でありますが、１カ所で週５日、１日当たり４人と。いで湯の

里の清掃業務で週２日、１日当たり２名でございます。町の就労施設のももの木の登録者数15

人、豆の家の登録者数21人であります。 

  次に、（２）の法改正に伴う取り組みについてお答えいたします。 

  障害者雇用の促進等に関する法律について、平成10年７月１日から現在の法定雇用率が施行

されております。内容は、一般の民間企業で1.8％、国・地方公共団体で2.1％であります。ま

た、平成22年７月からは、短時間労働者についての従来の重度身体障害者、重度知的障害者、

精神障害者に加え、身体障害者、知的障害者についても含めて計算することとなりました。ま

た、あわせて障害者雇用給付金について対象企業が拡大されまして、常用雇用労働者が200人

以上の民間企業が対象となりました。 

  一般の民間企業への対応といたしましては、北信６市町村で組織いたします北信地域障害福

祉自立支援協議会の就労支援部会におきまして、関係機関や民間企業と連携を図りながら、講

演会、あるいは個別の企業訪問等を実施いたしまして、障害者雇用に関する啓発活動を行って

いるところでございます。 

  次に、２の国保会計と保険税のあり方の（１）22・23年度会計の状況をどう考えるかについ

てご答弁申し上げます。 

  平成22年度につきましては、３月補正において、国・県負担金等の減少見込みに加えて基金

が底をついている状況から、法定外繰り入れ約5,000万円を計上したところ、年度末になりま

して調整率の変動によりまして、国・県負担金等が増額に転じました。さらに、４年ぶりに保

険給付費が前年度を下回る結果となったことから、法定外繰入金を取りやめまして、また基金

が700万円ほど残る状況となりました。見込みとの相違につきましては、国・県負担金等の場

合は、年度末に示される調整率が例年ですと1.0を下回るわけでございますが、算出した金額

より少ない額での収入実績となっていたところ、平成22年度については1.05となりまして、算

出した額より５％程度上乗せとなったものであります。また、保険給付費につきましては、過

去４年間の推移に基づき推計したところ、当初予算と比較して約６％の減となり、前年度と比
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較いたしましても約1.5％の減となりました。全国的に平均で約3.2％増加している中での減少

でございますので、保健事業等の効果があらわれているものと推測をされます。 

  次に、平成23年度につきましては、平成22年度途中で過去の推移から保険給付費を推計し、

保険税の値上げとあわせて法定外繰入金約7,400万円を計上したところ、保険給付費につきま

しては、前年度と比較すると約3.8％上回りましたけれども、当初予算との比較では約4.6％下

回りました。歳入では国・県負担金等の調整率が1.08となりまして、８％の上乗せの交付金が

あったことに加えまして、法定外繰入金約4,600万円の減の約2,700万円としたものであります。 

  平成23年度の法定外繰入金につきましては、不足分を繰り入れるという考え方で国保運営協

議会にお諮りいたしまして、値上げの件とあわせてご了解をいただいたことであります。議会

での予算説明においてもご説明をさせていただきました。これは、仮に7,400万円で不足する

場合には増額するという考え方であります。今回は結果的に当初予算を減額したものでありま

す。国保特別会計の独立性から考えると、一般会計からの財源補てんが減少することは、より

健全化に近づいたものと考えております。 

  次に、（２）の、国保運営協議会はいつ開催したかについてご答弁申し上げます。 

  平成23年度は８月４日の第１回を皮切りに、第２回は12月15日、第３回は１月16日、第４回

は２月23日に開催をいたしました。また、国保税改定に関する諮問は１月16日に行いまして、

１月23日にご答申をいただいたところでございます。 

  次に、３の各種健（検）診の関係の（１）健診等の受診率ですが、特定健診につきましては、

平成21年度が49.5％、これは県内で20番目の位置でございます。22年度が55.3％で県内では11

番目に位置をしております。また、39歳以下及び後期高齢者の方を対象とする一般健康診査に

つきましては約72％の受診率で、前年に比べ約６％が伸びております。がん検診につきまして

は、年度当初に町の検診を受診すると回答いただいた数を対象者数とした場合の受診率を参考

までに申し上げますが、回答いただけなかった方も多くいらっしゃいますので、数字はあくま

で参考としてお聞きいただければと思います。平成22年度のデータは、肺がんが約66％、胃が

んが約58％、大腸がんが約65％でございまして、年度ごとに浮き沈みがある状況でございます。

また、乳がんが約63％、子宮がんにつきましては約58％で、22年度の受診率は前年に比べ微増

の傾向でございます。 

  次に、健診等の自己負担額の近隣との比較ですが、特定健診につきましては、中野市等が自

己負担額を無料で実施をしている市町村と比べると、当町ではＪＡの組合員以外の方には

1,200円、組合員の方には700円をいただいておりまして、負担が大きい状況ではございます。

他のがん検診等の負担額は、近隣の平均額を下回っております。 

  なお、当町では負担額を健診料金のおよそ30％を目安として、毎年度必要に応じ見直しをし

ておりますが、受診者の負担も考慮しまして、近年ではおおむね20％の負担額に据え置いてい

る状況でございます。 

  以上であります。 
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議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） おはようございます。 

  それでは、１番の障害者の関係でございますが、役場内の障害者の雇用の状況はということ

でございます。 

  障害者の雇用の人数につきましては、嘱託臨時職員を含めまして、この４月１日現在で５名

でございます。内訳としましては、正規職員３名、臨時職員２名となってございます。 

  障害者の雇用の促進に関する法律に基づきまして、平成23年度の長野労働局への報告につき

ましては、算定の職員数でございますが、教育委員会を除きまして数値を掛けたものが180名

となっておりまして、そこへ法定の雇用率を掛けますと3.78人ということになります。それで、

１人に満たないものは切り捨てるとなっておりますので、山ノ内町の法定の雇用数につきまし

ては３人ということでございまして、先ほど５名とご案内しましたが、教育委員会に１名いら

っしゃいますので、実質４名でございます。しかし、そのうち１名が重度障害者でございます

ので、１名加算されますので、実質山ノ内町の教育委員会を除く雇用の数は５名となっており

まして、一応法定数を超えているのが現状でございます。 

  そしてまた、法定の雇用率の関係がここで法改正で2.1から2.3に変更されるわけでございま

すが、された場合の率が3.979ということでございまして、それと基礎数字が今職員数が減っ

ておりますので173となりまして、除しますといずれも３人ということでございますので、23

年度と同等の一応雇用率ということでご理解をいただきたいと思います。 

  なお、教育委員会につきましても同様の結果となっておりまして、法定をクリアしているよ

うな状況でございます。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 税務課長。 

税務課長（春日雅之君） ２番の国民健康保険会計と保険税のあり方はの（３）の３月末の状況

判断後に税条例提案すべきではのご質問でございますが、国民健康保険税については、賦課期

日が４月１日でございまして、当町の場合は、賦課期日以前に当該年度の税率を定め、周知期

間を確保した上で６月に本算定を行い、年額及び各納期の納付額をお知らせし、６月から翌年

の３月までに納付をお願いしているところでございます。 

  ご質問にあります賦課期日以後で適用遡及することについては、国からの通知においても年

度当初において予想し得なかった異常な医療費の上昇等の特別な理由により年度途中において

税率を引き上げることがやむを得ない場合に限ることとなっております。これは、国保税が目

的税であり、特別会計の運営に当たっての緊急的措置として認められているものであり、一般

的な税の負担増をお願いする条例改正に当たっては、国民に不利益を及ぼす租税放棄の遡及適

用を禁じている租税放棄不遡及の原則が適用されるため、当年度にかかわる４月１日以降の改

正と適用は不適切であるということから、当町の場合においては、３月末以降の条例提案は適

当ではないと考えております。また、３月議会において国保会計の予算審議もされており、財
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政基盤となる国保税の決定なくしては難しいものと思われます。 

  なお、３月議会に提案し改正しました国保税条例については、国保運営協議会にお諮りし答

申された内容のとおりでございますので、ご理解をいただきたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） すみません、失礼しました。 

  先ほどの（３）番の臨時職員の雇用や委託で障害者雇用の創出はとのご質問にお答えしてご

ざいませんので、お答えを申し上げます。 

  この件につきましては、臨時職員の募集に当たっては、特別に障害者の募集人員は定めてお

りませんが、面接におきまして総合的に判断してまいりたいと考えております。また、委託に

つきましては、お願いできる項目があるかどうか、今後また検討してまいりたいと考えており

ます。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 小学校の今後のあり方のご質問の１点目の、現状の問題点と今後の進

め方についてお答えいたします。 

  県内の状況では、児童数の減少により１クラス４名という状況のところもあります。少人数

のよさはあるものの適正規模の学級編制ができていない。もう１点は、４小あるうちの３校で

は各学年１学級ということで、同学年の担任がいないことから、十分な相談や研究ができない

部分もあるという現実があります。現在教育委員会では、あり方検討委員会の方針を十分踏ま

えた上で、その具体案を検討しております。さらに教育委員会で具体的な方向が決定した後、

それを審議会に諮問し、オーケーとなった時点で各地区での説明会を行い理解を賜りたいと、

こういうようなことを考えています。 

  次に、子供たち、町民の意向調査の考えについてのご質問でありますが、子供たちの意向調

査は考えておりません。仮に統合する場合には、それによる不安を解消する授業、例えば合同

音楽会みたいなものがありますけれども、こういったものをきめ細かく考えて、スムーズに移

行できるように配慮したいと思っています。町民の意向調査につきましては、説明会をし理解

を得る予定でありますけれども、それが不十分であると見た場合には、町民の意向調査を行い

たいというふうに考えています。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） それでは、再質問をやりたいと思います。 

  障害者の雇用実態ということで、町の中の実態というのはなかなか把握し切れないというこ

とがあるのかと思いますけれども、実際にハローワークとかそういうところで実数というのは

割とつかんでいると思うんですよね。21年度の障害者の雇用、求職については、12万5,888人

と、８人と細かくまで数字が出ています。障害者の求職者です。就職件数は４万5,257という
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ことで36％にとどまっているというのが報告として出ているんですよね。ですから、全国のこ

の統計の数字が出ていて、この町でわからないというのはどういうことなんですか。ハローワ

ークではわかっているんですか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） 何と申しますか、現状は私ども確かに、ハローワークのほうへち

ょっと問い合わせしていないのは事実でございます。うちのほうだけでちょっと把握していな

いということだけでございますので、その辺、関係機関にお聞きすればわかる内容であるかも

しれませんが、事実ちょっと把握していないのが現状でございます。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 先ほど役場内の法定雇用については細かく説明いただきました。その中

に臨時の方が２名というふうに何か入っていたような気がするんですが、法改正される前は、

この短時間労働というのはカウントに入らなかったと思うんですけれども、これは0.52、0.52

という計算で２人ということなんですか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 臨時職員につきましては、このカウントしたときは週20時間以上の臨

時職員に対してカウントせよとなっておりましたので、一人ひとりということでございます。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 法定雇用率については達成しているということなんで、また2.3％とい

うふうに上がった後もしっかりとその法定雇用率を守っていただいて、それぞれの障害を持っ

ておられる皆さんの就業のニーズというのをしっかりと把握した上で、役場として協力できる

こと、出せる仕事、雇える仕事、そういったことを考えていただければというふうに思います。 

  それで以前、私、このももの木さんや豆の家さんで、町内から出る食用廃油からＢＤＦ、こ

れはバイオディーゼル燃料ですけれども、これを生成する仕事を委託なり、町の直営の仕事に

それを手伝ってもらうような形で、それでできた燃料を庁内の公用車で使うというような、そ

ういうことを以前、前の町長のときでしたけれども、そのときは採算がとれないというような

理由で一蹴されてしまいましたけれども。 

  この町は、今ユネスコのエコパークというようなことで、全国で４カ所しかないというよう

なことを前面に出して環境を売っていく町であります。町バスは、以前にも指摘しましたけれ

ども、東京都の排出ガス規制に不適合というようなバスを、今でも町内やいろんなところを走

らせている。こういったことを考えますと、このＢＤＦを生成するような仕事、ある旅館から

も食用廃油が多く出るんだけれども、どこかで引き取ってくれるようなところないのかなとい

うような相談もあったりしました。これ全町で集めれば、ドラム缶で何十本、何百本というほ

ど一冬で集まると思うんですよね、１年間で。 

  あえて町長、そのときの町長ではありませんので、こういった当然採算という問題は度外視

しても、環境の問題や障害者の雇用を創出するというような意味合いでぜひともこれ検討して
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いただきたいと思うんですけれども、町長の考え方をお願いしたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） まだ私も十分その点について承知しておりませんけれども、他の先進例だ

とかを含めて、庁内で研究をしてみたいというふうに思います。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 中野市なんかでは、ひとり暮らしの高齢者や障害者の皆さんで、自分で

資源ごみが出せないというようなお宅に対して、ごみ出しのお手伝いをするサービスというの

があったりします。こういった分別やごみ出しのお手伝いというようなことも、町としてサー

ビスを行うんであれば、障害者の皆さんにお手伝いいただくというような方法もあると思うん

です。こんなこともぜひ検討していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） また検討してみたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） ぜひとも積極的に取り組みをお願いしたいと思います。 

  それでは、２番の国保会計のほうに入りたいと思います。 

  先ほど給付が下回った、それから調整率が思いのほか高かった、結果的に繰り入れはゼロ、

あるいは大幅減額で済んだというようなこと、私も初日にも討論しましたけれども、先ほど町

長も課長も、健全だということ、それから健全化に近づいたという言い方をされました。これ

について私はすごく抵抗があります。国民健康保険会計が健全になっても、被保険者の皆さん

の家計は健全ですか。収入が下がっているのにこれだけ負担ふやしているんですよ。本来、予

想よりも医療費が安く済んだことや、予想よりも国から多くお金が来た、喜ぶべきことだよね。

だけれども、この喜ぶべきことが、その恩恵はだれに行っているんですか、お答えください。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） 確かにこの値上げについては、当初、昨年の値上げにつきまして

は試算をした段階で四十数％値上げせざるを得ないというような状況の中で、何とかご負担い

ただく方の負担軽減を図るということがありましたので、その約半分ぐらいの税率では何とか

ご協力をいただけないかと。その不足する分については町の法定外繰り入れをしていくという

ような方針であったと思います。ご負担される方の状況等がどうかと言われますと、ちょっと

大変な方もいらっしゃるのは事実かもしれませんけれども、やはり応分の負担は、これは必要

でございますので、そんな中で設定した率でありますので、ご理解をいただきたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 私、理解できないから言っているんですよ。こういった値上げの仕方で

すね、実際に今回５月18日の全協で異例の状況説明がありました。本来、これ６月のこの初日

まで説明せずに来るんですけれども、わざわざこの５月18日、これ単独の案件でこの全協を開

いた意図は何ですか。 
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議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） これについては法定外繰り入れ、当初7,400万ほどの予算計上を

して、先ほど申し上げました受益者の負担軽減を図ろうというようなことの当初からのお話で

ございましたが、大分その国・県の収入、あるいは給付費の減というようなことで、状況が大

変変わりましたのでご説明を申し上げたと、そんなようなことでございます。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） この値上げについて、今年度も9.8％、3,000万繰り入れの上で9.8％値

上げされておりますけれども、これだけ２年続けて5,000万から狂いが出てくる。こういった

中で、今年度の見通しどうなんですか。この3,000万を繰り入れた上で、9.8％値上げでちょう

どいいということですかね。もしかしたらこれ繰り入れをまたしないで済むということですか。

足らずめということですよね。足りない部分を繰り入れるということでやっているんで。もう

私ね、この２年続けてじゃなくて、もう３年、４年これなんですよね。このままいくならば

3,000万の繰り入れをしないで済むというふうになってしまうんじゃないかと私は思うんです

けれども、まだ年度始まったばっかりですが、24年度の会計の見通しについてどうでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） 毎回ご指摘をいただきまして、給付に関係する、要は予算編成時

での推計でございますが、なかなか現状とずれがある。要は水もの的なものがございまして、

当初予算でこれだけ見積もったんですが、結果的に少なかった。あるいは、少なく見積もった

んですが、結果的には給付が多くなってしまったとかという、かなり反比例するような状況が

続いているわけでございますけれども、24年度につきましても、これまでの給付の傾向等から

推計をいたしまして、約18.2％ぐらいの値上げをせざるを得ないというような状況の中から、

昨年と同様にこれをすべて皆さんに賦課をするには大変だろうというようなことの中で、法定

外繰り入れを考える中で約半分の負担率をお願いするということでございます。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 見通しについてはよくわからないということですね。 

  もともと十何％、18.2％ですか、必要な値上げ額という計算、その根拠ですけれども、この

根拠が先ほどから皆さん説明されるように、３月31日にならなければわからないというのが、

そうじゃないですかね。だから18.何％というのはもう根拠がない数字というか、でたらめな

計算をしているとは言いませんけれども、値上げをお願いするには余りにも心もとない数字だ

というふうに思いますし、足らずめなので、間に合ってしまえば繰り入れしないで済むと、値

上げ分は全部被保険者のというのが今までの流れだと思います。 

  その辺はやっぱりおかしいと思いますし、収納率を93％で計算した上で値上げになっている

と思います。ですから、100％収納率で計算すれば２％か３％の値上げで済むんですよね。そ

ういう計算になりませんか。だから、その滞納になるのを予想してその分まで保険税に乗っけ

ている。だから、まじめに払ってくれる人に払えない人のその分も乗っかっているというのは、
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私そういうふうに見るんですが、間違っていますか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） 確かに税収につきましては、例年の傾向から、今おっしゃる一般

につきましては93％ということで見ているのは事実でございます。確かに100％の収納ができ

ればいいわけですが、なかなかそれが例年難しいというような中で、ある程度確実な線と申し

上げますか、そういった形で算定をしているということでございます。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） だからおかしいと言っているんですよ。100％収納できないのなんかだ

れでもわかっているんですよ。その収納できない部分に対して、その負担軽減を町が入れると

いうのが普通なんじゃないんですか。これ入れるのは不健全だと思っているんですか、町は。

どうですか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） 不健全かどうかと言われますとあれなんですが、基本はあくまで

50％は公費負担、残りについては受益者の皆さんにご負担いただくという大原則がございまし

て、ルール上はそういうことでやってございます。あと何と申し上げますか、そんな中で今言

われた負担軽減について法定外繰り入れをしているというような中で、税収を確かに100％見

ればいいとおっしゃいますけれども、現実を考えますと無理なわけでございますので、そのよ

うなことでございます。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） ちょっと話が通じないのかな。通じないの残念だと思います。 

  全国では、もう1989年から法定外繰り入れというのが一般会計のこれデータがあるんですけ

れども、初日にもこれはやりましたけれども、総額で５兆円からになります。一般会計から繰

り入れされている金額であります。４兆550億円というのがこの平成12年度からの合計がそう

なります。2010年度については全国で3,979億円という法定外繰り入れがされているんです。

これがなければ健全だという発想に立ったら、全国の国保、パンクしていますよ、完全に。国

の財源の計算式の中にもちゃんと入っているんですよ、これ。3,600億円から3,900億円の法定

外繰り入れも入れた上で、保険税この額というふうに算定されているはずですよ。 

  ですから、これは近隣を見たって法定外繰り入れでしっかりと負担軽減を図るというのが町

のとるべき姿勢であって、町は負担が少なくてよかった、健全に向かっている、こんなことで

被保険者は納得できません。町長、どうですか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 国民健康保険の現時点のことだけを言うと、渡辺議員おっしゃるとおりか

と思いますけれども、しかし、やっぱり国民健康保険と社会保険の加入者、共済の加入者、町

民にはそれぞれその皆さんが全部納税をされているわけでございます。そういった中で、国保

のことだけを考えて、表現は適切かどうかわからないけれども、どんぶり勘定的にやっていく
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べきではなくて、やっぱり国保会計というのは独立しております。今まで議会の中からも、基

金があるんだから据え置きするんじゃなくして、その分を下げたらどうだということで、約

８％ほど４年ぐらい前でしたかね、ちょっと正確な年度は覚えていませんけれども、実質８％

ほど値下げしました。そのときに皆さんからの出た意見は、あるんだから基金を繰り入れて値

下げをしろと、そしてまた不足になったら値上げすればいいじゃないかと、こういうことでお

っしゃるとおりに私も、４年ぐらい前ですかね、じゃ、そういう形で、そのときはそのときで

また改めて皆さんにご説明してご負担をお願いするということになってきました。 

  そういう中で、二、三年したら基金が枯渇しまして、もう今のシミュレーションをやってい

きますと、どうしても国保会計が維持できないということの中で約四十数％の値上げをしなけ

ればならないと。しかし、その中でそれをそっくり国保会計だけの皆さんに丸々負担させると

いうわけにはちょっとならないなということの中で判断をして、約２分の１、7,400万を町の

一般会計のほうから繰り入れるということに英断したつもりでございます。そのときは渡辺議

員も国保運営委員会の副委員長として、町長は大変英断を下してよかったというふうに国保運

営委員会の中で評価をいただいたところでございます。しかし、議会の本会議になったら、

7,400万の２分の１ではとんでもない話だと。本来セーフティネットでもっと7,400万円よりも

多額に繰り入れるべきだと。 

  私はわずか一月前後の間にえっというふうに思いましたけれども、確かにどんぶり的になれ

ば、あるいは町民全部が国保会計であれば、それはやっぱり国保の加入者であれば、そういっ

た畔へ行っても田へ行っても同じようなことができますけれども、原則的に国民健康保険特別

会計というので率も、それから独立もして対応しております。それに対して法定的にいろんな

ことを今日までやってきておりますので、しかし、町も苦しいけれども、国保加入者、あるい

は町民全体が苦しいということの中で、そういった一般会計の繰り入れをしたり、各種保育料

だとか医療費だとか、そういったものについてもいろいろ値下げをしていくという、あるいは

無料化をしていく、そういった形をとったり、また地元の公共事業の負担率の軽減も図るなど、

いろんな形の中で実施したり、あわせて都市計画税も廃止するとか。いろんなことを含めて少

しでも住民の皆さんのご負担も少なくし、何とかこの町で元気にお暮らしいただけるというこ

とで、トータル的に私ども見て、こういうことを判断してきたわけでございますので、一国保

会計だけをマクロ的に見て、そして物事を追求することでなくして、全体的には渡辺議員も、

その前にはそういうことも再三おっしゃっておられたんですから、ぜひそういう意味で全体的

に行政としてのトータル的なことを考慮して対応していただきたいなというふうに思います。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 今町長からありましたちょっと事実関係については、また詳しくその辺

説明したいんですけれども、私、そんな１カ月で違うことを言うような人間じゃないんです。

当時7,400万と4,900万ですか、２年続けて繰り入れるという、その額の大きさに私は評価をし
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て、そのときは賛成しました。その後に4,900万入れないで済みました、7,400万が2,400万で

済みました、健全化に向かっています。これだから私反対しているんですよ。この間まで評価

していたのにすぐに反対になるなんて、そんなちょっと失礼だと思います。私そんなことした

覚えないんで、また事実関係をよく調べていただきたいと思います。 

  時間が無駄になりますので、次に行きます。 

  中野市の国保会計の一般会計からの繰入額というのがどのぐらいあるか。先ほど近隣との比

較というので質問を上げてあるんですが、中野市ではどのくらいその繰り入れがされているか

ご存じでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） すみません、承知しておりません。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 近隣との比較というのをやっぱりしてほしいんですよね。私のほうで調

べてありますので、じゃ申し上げます。中野市の法定外支出、これは前市長の時代に３年連続

大幅値上げを行って税が県下のトップクラスになってしまったので、2008年度から法定外支出

を行って値上げをストップしてきましたというのが中野市です。各年度の法定外支出は、2008

年度１億3,900万円、2009年度１億40万円、2010年度２億100万円、2011年度２億5,400万円、

2012年度は１億8,700万円、これは予算ですけれども、こういう状況です。 

  もう中野市のこの健康保険会計というのは極めて不健全ということですか。どうでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） 中野市さんの内容についてどうのこうの言うこともできないと思

いますが、原則は、やはり個人の負担、公的負担、こういったものが原則でございますので、

それに近づいているものが健全だというふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） これだけ言ってもわかってもらえないようですね。 

  もう全国の常識だということなんですよ。１人１万円ぐらいな平均の繰り入れをずっと全国

どこの市町村も平均的にはやっているということなんですよ。それで山ノ内はここ20年、全然

やったことがなかった。やるやると言いながらやらないできて、やっとここで2,700万です。

それが健全化に向かっているという言い方ね。山ノ内の場合は、１人当たりの加入者の年間所

得というのは65万ですよね。それに対して１人当たり９万円を超える負担になっているんです。

全国の負担率からいったって極めて高いです。この高い負担率を是正するために繰り入れする

と言ったんじゃないんですか。足らずめなんですか。負担軽減のために入れると言ったから私

は賛成したんです。足らずめで、財源ができてしまえばもう値上げしなくて、繰り入れしなく

ていい。それで、皆さんが病院を抑制してくれたんで医療費かからなかったんで、お金かから

ないんで入れなくて済んだ。これで健全ですか、本当に。もう１回ちょっと考えて答えてくれ

ないかな。 
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議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 先ほども申し上げましたとおり、国保会計というのは独立してございます。

料金だけで見ますと、じゃ、中野市がそうおっしゃっていますけれども、例えば中野市の子供

の医療費を何歳まで無料にしているか。うちのほうは18歳までやっております。公共料金の負

担金はどうなのかと、いろんなことを総合的にトータルしながら、じゃ、例えば中野市都市計

画税全廃されていますかと、そういうようなことを全部トータル的に物事を、先ほども申し上

げたとおり見ていただきたいなと。いかにして住民の皆さんがこの山ノ内町の中で安心して元

気でお暮らしできるのかということは、国保会計だけで物事をすべてはかるわけじゃなくて、

そういった総合的にトータルとしてお考えいただかなければいけないんではないかなというふ

うに思っております。 

  ぜひそういう意味では、国保会計が7,400万繰り入れしなければ、シミュレーションした中

では難しいということが出てきまして、そのときにも健康福祉課のほうから言われたのは、も

しこれで不足が生じて赤字決算がもっと大量に、例えば病気、けが、あるいは集団インフルエ

ンザとかそういうことが発生して、もしこの場合に赤字が出た場合に、また年度途中でも引き

続いて再値上げをして対応するのかどうなのかということを私は問われたときには、年度途中

での値上げは考えていないと。その場合には、もう7,400万を超えて出す場合も、また議会に

お諮りしながら、国保運営審議会に諮りながら、そういったことも考えていかなければならな

いだろうと。 

  だから、年度途中についてはそういうことは考えないけれども、いずれにせよ、本来国保会

計というのは独立採算していくべきだと思いますので、これからも、先ほど申し上げましたよ

うに、全員が国保加入者ということではないということで。やっぱりそういう皆さんから見れ

ば、何で国保会計だけ町がそうやって軽減措置をとっていくんだと、そういうこともあります

けれども、この町で安心して元気に暮らしていくという意味ではそういうこともやむを得ない

ことであるし、またそのことによって逆に基金が出てきたり何かした場合には、それはある程

度目的がそういうことで繰り入れしましたので、その部分については町へ戻していただく。あ

るいは不足した場合にはもう年度途中でもそういう形をとっていかざるを得ないなという、そ

んなこともざっくばらんにお話ししながら英断を下してきたつもりでございますので、ぜひ国

保会計についても、やっぱりお互いに病気にかかったりけがをしないことが一番いいんですけ

れども、今日の中ではそうもいきませんので、安心して医療にかかれるという、そういったこ

とをこれからも行政としてのことを対応してまいりたいと思っております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 行政は当然トータルで考えなければいけないし、私も国保ばっかり考え

ているわけじゃないんで、ただそれぞれの場所、部署に、それぞれのところに問題があるので、

そういうふうに指摘をしているわけです。 
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  何で国保にだけというお話ありましたけれども、最終的に勤め人の方も役場の職員の皆さん

も、最後は国保に来るんです。失業した人も、働けなくなった人、みんな国保へ来るんです。

だから、昔は国保へ入れるのは反発する人がいたかもしれませんけれども、今は全国こんなの

常識なんです、入れるの。そんなこと反発する人いませんよ。その辺は言っておきます。 

  それから、トータルで申し上げますと、先ほど乳幼児の医療費、３年延長させていただいて

ありがたかったですが、今回の補正で500万、子供の医療費についてはマイナスということで、

当初では３年延ばしたので百数十万だったか二百数十万増額で予算を組んだんですが、結果的

には500万減というようなことになったんですよね。この辺の原因についてどうですか。おわ

かりでしたらお願いします。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） この間もそんな話をいただいたわけでございますが、結果がああ

いうことになったというのは事実でございまして、ちょっと当初予算も見込み過ぎたというこ

ともあろうかと思います。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） じゃ、次に行きます。 

  健診の自己負担ですけれども、先ほど中野市は特定健診無料ということでしたが、この山ノ

内の特定健診やほかのがん検診でいただく自己負担、これは会計処理上というか、決算的には

どこに載ってくる金額なんですか。幾らぐらい全町で負担しているかというのが決算書ではわ

からないんですけれども、どうなっているんですか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

  ここで答弁整理のため、暫時休憩します。 

 （休 憩）          （午前１０時５２分） 

─────────────────────────────────────────────── 

 （再 開）          （午前１０時５４分） 

議長（小渕茂昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） 雑入の衛生費雑入の中に予防費一般健診徴収金というのがござい

まして、こちらのほうで徴収をさせていただいております。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） これ特定健診も含んでいるんですか。特定健診やがん検診も含んでいま

すか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） そうです。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 特定健診分、これ含んでいるんですか。本当にそうですか。 
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議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） 失礼いたしました。 

  特定健診につきましては直接北病のほうへという、要は受診機関のほうへ納入されるという

ことでございます。失礼しました。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） だから、決算書に載ってこないんだよね、その負担については。だから、

例えば中野市が1,200円無料にしているということは、どういう処理をしているかということ

なんだよね。要は、そのお金を一般会計から入れている形をとっているのか、国保会計の中で

委託料というんですか、特定健診の。委託料を大きくして、そういう処理をしているのか。そ

の辺おわかりですか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） ちょっと詳しいことは承知しておりません。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 特定健診の北信病院に行ってしまう自己負担額の合計額というのはわか

りますか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） すみません、ちょっと細かく調べていなくて申しわけないですが、

わかりません。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 私は、この特定健診、中野市が無料で山ノ内が1,200円、組合員は700円

ということで、健康診査、これは19歳から39歳。これ中野市は500円です、山ノ内は1,200円。

この負担軽減ができないかというのを質問しているんですよ、私。その財源をですね、把握し

ないで何でこれ答弁できるんですか。私負担軽減をしろと言っているのに、する気がないから

その数字をつかまないんかもしれないんですけれども、幾らじゃ皆さんに負担していただいて

いるかの数字も持たないで答弁しているということですか。おかしくないですか、それは。ど

うですか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 細かい数字的なことはちょっと私も把握してございませんけれども、中野

市は中野市のやり方でいろんな施策として考えておりますし、山ノ内は山ノ内として、それぞ

れ住民ニーズに沿いながらそれぞれのいろんな施策を対応していると。 

  負担軽減についてはできるだけ私も、今までも住民の皆さんの負担軽減をする方向で努めて

きましたけれども、これを今ここでやるとかやらないかとかということではなくして、他の例

だとか現実の内容だとか、実態的な内容だとかいろんなことを考慮しながら、現在のはそうい

う形で適正だとは思っておりますけれども、今後いつまでもこの形ですべていくんだというこ

とではなくして、必要都度見直しをしたり改正をしたり、今までも対応しておりましたので、
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これからもそういったことを十分踏まえながら、また今後検討していきたいなというふうには

思います。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 中野市の人と話をすると、えっ、山ノ内、特定健診お金取るのと言われ

ますよ、本当に。これが適正だとか当たり前だ、市町村それぞれだという考え方は、私はそれ

で、例えば自己負担を減らすことで受診率を上げようという、そういう方策、これが必要なん

だと思うんです。だから、今までどおりの自己負担で受診率だけは上げないとペナルティ来て

しまうんで、受診してください、受診してください、人件費使って受診してくださいとやって

いる、そのことを言っているんですよ。負担を減らしましたんで、ぜひとも受けに来てくださ

い、そういうふうにぜひやっていただきたいというふうに思います。 

  時間がありませんので、４番のほうへ入ります。 

  先ほど教育長から説明ありましたけれども、新聞にも報道されましたけれども、当面３校存

続という声と４校を一気に１校という、そういった意見も両方あったというふうに思います、

検討委員会のほうでは。それぞれ４校を一気に１校にした場合と、当面３校存続の場合で、お

互い想定されるメリットとデメリットについてはどんなふうにお考えでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 例えば西と北が一緒になって３校にしておいてという、そういうよう

なことを考えていると思うんですけれども、この平成27年度の例えば南小学校の入学者数、こ

れを見ると13人なんです。それから、26年度の西小学校の入学者数15人ということで、少人数

はいいという部分もあるんだけれども、余りにも適正化ということから言うというと少なくな

り過ぎている。これから先もふえていくような見込みも、多少は凸凹はあるけれども、それは

見込めないということになれば、どうせなら一気にいきましょうということで今考えております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） どうせなら一気にということですけれども、この小・中学校の適正規模

については、今でもこれは昭和31年の通達が生きているんだと思うんですよね。通学の距離と、

それから適正な学級数ということで。これについておわかりでしたらちょっとお願いしたいと

思います。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 昭和31年かどうかという、そのことはあれですが、インターネット等

で文科省で出ているもので見るというと、適正規模の学校数は１学年２ないし３、１学級が30

から35、30前後というふうに言われています。 

（発言する者あり） 

教育長（青木大一郎君） 距離、失礼しました。 

  距離につきましても、これはインターネットのほうで調べたんですけれども、２ないし３キ
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ロ以上は登校するのに子供に多少負担がかかるだろうと。その辺のところを低学年１、２年と

中高学年とは多少分けて考えているところが多いようだというふうに。すみません。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 31年の通達には、小学校にあってはおおむね４キロメートル以内、中学

校にあってはおおむね６キロメートル以内であることという形で通達が出ていまして、昭和31

年というのはもう行け行けの昭和の大合併のころで、学校もどんどん合併しろ、自治体もどん

どん合併しろというときの通達なんですね。このときの通達がそのまま生きていて、昭和48年

に、これに対して一般的にはリターン通達というんですけれども、ちょっと緩和する内容の通

達が48年に出ているんです。 

  ここにすばらしいこと書いてあるんで、ぜひ皆さんに知っておいていただきたいと思うんで

すけれども、学校統合の意義及び学校の適正規模については、さきの通達、これは31年の通達

です。学校規模を重視する余り無理な学校統合を行い、地域住民等との間に紛争を生じたり、

通学上著しい困難を招いたりすることは避けなければならない。また、小規模学校には教職員

と児童・生徒との人間的触れ合いや個別指導の面で、小規模学校としての教育上の利点も考え

られるので、総合的に判断した場合、なお小規模学校として存置し充実するほうが好ましい場

合もあることに留意すること。これは緩和されたわけですね。リターンというのは考え方が、

どんどん合併しろから少し戻ったということです。 

  それで２番目には、通学距離及び通学時間の児童・生徒の心身に与える影響、児童・生徒の

安全、学校の教育活動の実施への影響等十分検討し、無理のないように配慮することというふ

うになっています。仮に一気に教育長がおっしゃるような統合が行われた場合に、この４キロ

メートル以内、ここに適合しない生徒は何割ぐらい出ますか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 先日の定例の教育委員会でもちょっと話をしたんですけれども、４キ

ロ以内、それじゃ、ある学校と統合したときに、北小学校の部分だけは９キロ以上ありますよ

ね、どこへ来ても。あとほかは全部入ってしまうと思います。一部、ちょっと待ってください

ね。４キロでしょう。すみません、４キロ以上で言います。北小学校が全部入ります。それか

ら、前坂研修センターのあたり、あの辺が５キロぐらいある。それから、菅のところ、大硲稲

荷ですか、あそこが今、学校を１つ東と考えてですよ、仮にですよ、今シミュレーションでや

っているんですけれども。あそこが4.1キロある。それから、志賀の全域、それが４キロとい

うことです。すみません。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 48年の通達には、先ほども申し上げたとおり、学校規模を重視する余り

無理な学校統合を行い、地域住民との間に紛争を生じたりというふうに言っているんですよね。

だから、人数が適正である、学級数が適切であるということを重視し過ぎて、ほかの部分を見

落として地域の皆さんの融和だとか理解だとか、そういうことをそっちのけで進めるといけな
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いよということを言っているわけですよね。ですから、今後もしっかりと情報提供に努めなが

ら慎重に事を進めていただきたいと思いますし、私は一気に１校については反対ですので、そ

れを申し上げて、質問を終わらせていただきたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君の質問を終わります。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） ４番 田中篤君の質問を認めます。 

  ４番 田中篤君、登壇。 

（４番 田中 篤君登壇） 

４番（田中 篤君） ４番 田中篤でございます。 

  私どもの住んでいるこの山ノ内町は、大きな問題をたくさん抱えております。戦後70年近く

たち、日本の社会は成熟化とともに経済成長がとまり、閉塞感が漂っております。特に地方は、

日本の現在を先に行き、未来の日本をあらわしているかもしれません。それは、衰退期と言っ

ていいのでしょう。この町の未来をどのようにするかは、今私たちが真剣に考え、取り組まな

ければなりません。現実を受けとめ、それをどのように対処するか、過去の時代の郷愁、そし

て従来の常識から脱却して発想の転換を図り、住民の真の幸せとは何かを考えねばなりません。 

  一国の興亡の歴史による時代の流れか、種の定めかわかりませんが、過去に戻ることはあり

ません。私ども日本人は、歴史上たくさんの危機を克服し、乗り越えて新しい繁栄を実現して

きました。聖徳太子の仏教による和の政治、中国、隋唐の時代の律令制度の導入による官僚シ

ステムの構築が古い古代の豪族同士の争いによる地縁、人縁国家からの脱却を進めました。徳

川幕府黎明期には、鎖国によって東南アジアの商業利権を放棄しましたが、戦国時代の名残で

殺伐とした時代の武士を朱子学による教養を身につけることで、今日に残る世界に冠たる武士

道を確立、その結果として武士階級を有能な官僚にかえ、国内政治の安定を図りました。 

  これは、中国の権益にしがみついて第二次大戦で何百万人の死者を出し、国土を荒廃させた

昭和初期の政治家とは好対照でございます。そして、幕藩体制の行き詰まりの幕末には、最小

限の人的被害で革命を起こし、明治維新による廃藩置県の断行で制度疲労を起こした官僚機構

である肥大化した武士階級の廃棄を行い、スリムな組織にすることで富国強兵策の実現、近年

では第二次大戦からの復興等、数えれば枚挙がないぐらい立ち直ってきています。もちろんそ

の時代にすぐれた指導者が出たことも一因でしょうが、国民全体の総意が時代をつくりかえて

きたことも事実です。 

  私どもの山ノ内町もこの困難な問題に立ち向かい、克服すべく総力を挙げて立ち向かおうで

はありませんか。ここにいらっしゃる町長を初め町職員幹部の方々、そして私ども議会議員が

今後、この問題に立ち向かい解決していく責任があります。北宋の政治家、官僚の范仲淹は、

その岳陽楼記の中に、廟堂の高きにおいては即ちその民を憂い、江湖の遠きにおいては即ちそ

の君を憂う。これ進むもまた憂い、退くもまた憂う。然らば即ちいずれのときにか楽しまんや。

それ必ず日本の憂いに先立って憂い、天下の楽しみに後れて楽しむといわんかと記述していま
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す。これは先憂後楽と言われ、水戸光圀の江戸上屋敷内の庭園、後楽園の命名のもとになった

言葉です。政治・行政のリーダーとなるべき人物の生き方の基本として、先人たちが手本とし

てきた言葉です。今日の日本でこの気概を持っている人が何人いるのでしょうか。今がよけれ

ばとツケを次代に押しつける、都会が地方の犠牲の上で繁栄し搾取する。このような時代だか

らこそ、私どもはこの先人の言葉の中の志を心に刻み、この困難な問題を克服しようではあり

ませんか。 

  それでは、一般質問の朗読をさせていただきます。 

  初めに、福島原子力発電所事故の当町への影響についてです。 

  （１）現在の放射線量はどうなっているか。 

  （２）測定場所はどこか。 

  （３）測定方法及び何を測り安全確認をしているか。 

  町長より答弁を求めます。 

  ２番目は、柏崎刈羽原子力発電所についてです。 

  （１）東電及び国の再稼働のための安全報告を信じますか。 

  （２）万が一事故が起きたときの当町の状況と安全対策を考えていますか。 

  （３）再稼働についての賛否は。 

  町長より答弁を求めます。 

  ３番目は、安心・安全のまちづくりについてです。 

  （１）セーフコミュニティの認証取得の取り組みはあるのか。 

  （２）高齢化、過疎化の現実の中で安全・安心の対策をどうするのか。 

  （３）町内の事業所で消防、防災組織をつくる考えはあるのか。 

  町長よりの答弁を求めます。 

  最後は財源増加の取り組みについてです。 

  （１）税以外の財源確保を積極的にしているのか。 

  （２）道の駅、楓の湯の売り上げアップの取り組み状況。 

  （３）町の文書等の広告料収入はどうなっているか。 

  町長よりの答弁を求めます。再質問は質問席でさせていただきます。 

議長（小渕茂昭君） 答弁を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 田中篤議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、１点目の福島原子力発電所の事故の当町への影響について３点のご質問ございますが、

現在の放射線量の測定は、山ノ内町消防署で毎週月曜日に行っております。また小・中学校及

び保育園につきましては定期的に行っており、いずれも問題ない数値でございます。 

  詳細につきましては総務課長のほうからご答弁申し上げます。 
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  次に、２点目の柏崎刈羽原子力発電所についての（１）東電及び国の再稼働のための安全報

告及び（３）の再稼働の賛否のご質問でございます。 

  まず、再稼働については、国民に納得できる説明や安全対策が重要であり、国内の電力事情

もありますが、国民に信頼されない原子力発電は問題があり、今日的な状況では賛否を問われ

れば反対です。 

  昨年も８月ごろですか、首長アンケートがございました。その当時のマスコミから出てくる

いろんな内容につきましては、国の電力の30％以上が原子力発電だというふうに言われまして、

私もそのときそういった報道を信じ、そしてその首長アンケートの中での答えは、安全性を最

重要にしながら、今の国内の電力事情からいって原発は当面やむを得ないという、そういう回

答をしました。それはやっぱり企業にとっても国民生活にとっても、もう30％がなくなればど

うしようもないということで、計画停電とかいろんなことが国のほうで政策として出されまし

たので、そういうふうにアンケートをしました。しかし、ことしの５月５日で原発ゼロになり

ましたけれども、電力会社のそれぞれのご努力や国民の努力によって今日、多少の不便はある

かもしれませんけれども、そうしたことのない状況を見まして、先ほど信じるかと言われると、

必ずしも私ども真に受けてもいけないのかなということは、そのときにある意味ではそういっ

た電力会社、あるいは国の原子力に関しての情報については、若干不信感を持った１人でござ

います。 

  次に、（２）の万が一事故が起きたときの当町の状況と安全対策を考えているかとのご質問

につきましては、総務課長からご答弁申し上げます。 

  ３の安全・安心のまちづくりについて２点のお尋ねですが、現在自主防災活動団体の育成と

災害時の支え合いマップ事業に取り組んでいるところでありますので、セーフコミュニティに

ついては県内では箕輪町が取得されておりましたので、先進地等の事例を参考に研究してみた

いと考えております。 

  高齢化率が高く、老老家族または高齢独居の多い山ノ内町では、より現実的な対応が従来よ

り行われております。高齢独居者宅への安否確認を含めた看護師による訪問、元気な高齢者の

介護予防教室や地元歯科医師の協力を得た肺炎防止等に効果のある口臭ケア教室実施などを、

当管内地域でも先進的な活動を地域包括支援センターで行っております。また、本郷区では、

本郷区で立ち上げた災害時の支え合いマップ事業を将来的に通常時も支え合える事業にするた

めに、町も支援していくことが重要と考えております。 

  また、２番目の高齢化、過疎化の中で安全・安心の対応は、先ほど述べたような対応を行っ

ております。一番地域の状況がわかる区、組等の皆さんが自発自主的に活動されることが重要

であると思っております。当町の先進事例であります本郷区の取り組みが各地域で行われるこ

とを望みますので、それぞれのお立場でお力添えをよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、３番目の町内の事業所で消防防災組織をつくる考えはあるかですが、町としては自主

防災組織の強化、育成及び災害対応用品の購入整備、また災害対応物品購入、配置を進め、今
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年度は小・中学校の空き教室を利用して、災害対応物品等の各地区の分散配備を進め、災害対

応能力の向上を図ってまいりたいと思っております。 

  詳細につきましては消防課長からご答弁申し上げます。 

  次に、４点目の財源増加について３点のご質問ですが、（１）の税以外の財源確保を積極的

にという質問ですが、経済状況が厳しい中、住民、観光客の方に新たな負担をお願いすること

は、具体的には使用料とか自己負担などになると思いますけれども、できるだけ避けたいと思

っており、今のところ考えておりませんけれども、社会状況や内容によってはそうしたことも

考えることも出てくるかもしれません。 

  なお、（２）、（３）につきましては総務課長からご答弁申し上げます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） それでは、１番の福島の原子力発電所の事故の当町への影響について

ということで３点でございます。 

  まず、１点目でございますが、現在の放射能量ということでございまして、これにつきまし

ては、山ノ内町の消防署で毎週月曜日、空間の放射線量の測定をしておりまして、直近では５

月28日のデータがありますが、0.06マイクロシーベルトという値でございます。また、５保育

園、子育て支援センター、北小の児童クラブ、４小学校、中学校では定期的に観測をしており

まして、保育園関係では玄関、園庭、雨どい、排水溝付近ということで、地上１メートル、

0.5、地表の３点の空間放射線量を測定しております。５月16日に測定をしました結果につき

ましては、園庭、玄関では0.06から0.08マイクロシーベルトでございました。雨どい、排水溝

につきましては0.07から0.14ということでございます。特別問題のない数値と判断をしてござ

います。 

  続きまして、４小学校及び山ノ中学校につきましては、校庭、雨どいの排水口、それと雨水

の側溝、花壇等、地上１メートル、0.5メートル、地表の３点の空間測量を測定してございま

して、東、南、西小学校につきましては５月20日、北小につきましては５月８日ということで

測定をしてございます。結果につきましては、校庭、花壇等では0.05から0.1マイクロシーベ

ルト、雨どい排水口では0.07から0.12マイクロシーベルトでありまして、特別問題のない数値

ということで判断してございます。 

  中学校につきましては５月８日ということで測定をしまして、結果につきましては、校庭に

つきましては0.07から0.08、雨水の側溝につきましては0.08から0.09、雨どいの排水口につき

ましては0.10から0.22ということでございまして、これにつきましても特別に問題ない数値と

判断してございます。 

  また、除染等の対応が必要となる目安としましては、長野県が示しております周辺より放射

線量の高い箇所への対応方針ということにありまして、地上の空間放射線量が毎時１マイクロ

シーベルト以上ということになっておりますので、その基準値で行っております。 
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  続きまして、測定の方法につきましては、シンチレーションサーベイメーターによります簡

易測定でございまして、各測定地点におきまして30秒ごと５回測定をして、平均値を採用をし

てございます。 

  今私が申し上げました数値につきましては、町のホームページにそれぞれ掲載をしてござい

ます。 

  続きまして、刈羽原発の関係でございますが、万が一事故が起きたら当町の状況と安全対策

をどう考えているかとのご質問でございますが、長野県は東京電力と原子力発電所の安全確保

にかかわります連絡体制に関する覚書というものを、平成24年２月15日に締結をしてございま

す。柏崎の刈羽原発の発電所で放射能の漏えい及びそのおそれがある事故等が発生した場合に

つきましては、原子力発電所から長野県に対しまして通報、連絡を行う体制を整えております。 

  また、これによりまして事故が発生したときは、東京電力から直ちに県に通報することとな

っており、これを受けまして、県の危機管理防災課で市町村の消防本部等の関係機関に直ちに

通報することとなっております。その通報を受けました町には、内容等を詳細に把握した上で、

場合によっては、防災無線及び有線放送を用いまして町民の皆さんへの状況を報告するととも

に、県並びに関係機関及び近隣市町村と連携をとりながら対応してまいりたいと考えておりま

す。 

  なお、県につきましては、中部電力の浜岡原子力発電所とも平成24年２月13日に連絡体制に

かかわります覚書を締結してございますので、内容につきましては刈羽原発との内容と同じ内

容でございます。 

  続きまして、財源の確保の取り組みはということでございまして、道の駅、楓の湯の売り上

げアップの取り組み状況、それと町の文書等の広報の収入の状況はというご質問でございます。 

  まず最初に、道の駅、楓の湯の売り上げの状況のご質問でございますが、開発公社によりま

して地域資源の活用事業に取り組んでおりまして、新商品としまして、ご存じのとおりサバタ

ケとかどらっふる、またジュースの温めましたノフトマールということで、それぞれ企画商品

でお客様をより多く道の駅へおいでいただくような策をとってございます。そしてまた、お店

の中につきましては、地元のお菓子を中心としたコーナーの設置、それと食堂のテーブルの上

には三角柱をつくりまして、新商品のＰＲも三角柱でやっております。あと、野菜くだもの市

の関係につきましては、栽培日誌等の記帳によります商品の安全・安心の取り組みをしまして、

簡易アンケートをもとにした栽培品目の把握とお客様への情報提供ということで、３カ月のカ

レンダーをつくりまして、この時期には何がございますというようなインフォメーションもし

てございます。 

  続きまして、楓の湯にございますが、変わりぶろということで、毎月29日にリンゴ、カリン、

バラ、ラベンダー等の変わりぶろをしておりまして、リピーターをふやしていきたいと考えて

おります。また、各種団体との割引契約、そしてまた新商品の販売ということで、楓の湯でも

どらっふるとアップルサイダー等を提供しまして、お客様にそれだけの価値観のあるおふろと
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いうことで今提供をしてございます。 

  またあと、町の観光商工会や観光連盟との連携も図る中で、一例を挙げますと、ＳＢＣラジ

オの「よってかっしゃい！やまのうち」を初めとしますマスコミへの情報発信、それとＮＨＫ

等との取材、あと旅行雑誌ということで旅の手帖、旅行読売等でご紹介して、なるべく施設に

足を運んでいただくような対策をとってございます。 

  続きまして、町の文書の広報の収入状況ということでございますが、一環としまして平成17

年度から始めました、厳しい経済状況の中でございますが、広告収入につきましても、１社、

２社と、現実的には減っているわけでございまして、本年度の広報への掲載は１社になってお

ります。なお、収入につきましては21年度が40万7,000円、22年度も同額でございまして、23

年度につきましては30万5,000円ということで、24年度は１社になりましたので、これより下

回るかなというのが現状でございます。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） ３の③町内の事業所で消防、防災組織をつくる考えがあるかについて

お答えをします。 

  人口の減少、就業形態の変化等から、地域防災力の低下が心配されているところですが、先

ほど町長からも答弁がありましたように、現在町では災害対応用品、災害対応物品等の計画的

配備を進め、また本郷区で昨年度、町として初めてとなります災害時要援護者マップの作成を

するなど、総合的な地域防災力のアップに努めているところでございます。 

  各事業所の消防、防災組織としましては、旅館、ホテル等が中心になりますが、消防法に基

づき消防計画を作成、その消防計画をもとに自衛消防隊としても組織的なものは既にできてい

ると考えております。しかし、これらの各事業所では、中心となって活動できる構成員の方が

現在でも消水防団員として、また自主防災組織の役員としておられる方もおられます。また、

災害発生時には各事業所ともに宿泊者、施設利用者等の安全確保に当然主眼が置かれると考え

ておりますので、町としましては、各事業所に対しまして、災害発生時には事業所ごとに適切

な避難誘導等活動ができるように、今後も訓練、指導等をしてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） ４番 田中篤君。 

４番（田中 篤君） ただいま町長よりのお話がいただけました。 

  東京電力の福島の原子力発電所の事故におきまして１年余り過ぎています。この国の人々、

日本人の忘れっぽさは世界の非常識となっております。事故の結果、故郷と職業のない原発事

故難民を十数万人出しております。その人々に未来と希望をつくって差し上げているのでしょ

うか。また、先祖伝来の土地で農林水産業をせざるを得ない人々が放射能汚染により出荷がで

きなく、生計は東電の補償であり、家族は放射線の影響を恐れて離れ離れになり、残った人々

も健康不安におびえる日々、そして放射能に起因する差別の横行、除染を必要としていますが、



 

－51－ 

森林よりの放射能の移転で、さいの河原に石積むようなむなしい終わりのない作業です。チェ

ルノブイリではなかなか効果が出なくて、現実問題としてあきらめました。今後どのようにな

るのでしょうか。 

  このような事象に目をつぶり、何事もなかったように忘れようとする人々、リーダー層まで

が一番にそれを推進しているように思われます。事故は収束しておりません。情けないことで

すが、今後、結果の重大性は日本からではなく、外国からの情報で明らかになってくると思わ

れます。私どもは、今後戦々恐々として注意深くこれからの長い年月を過ごさねばならないの

です。そのような状態に置かれているにもかかわらず、当町の検査体制は余りにもお粗末過ぎ

ます。山菜の汚染状況の検査、少なくても市街地よりも山林、山には多量の放射線が降り注い

でいる可能性があります。お隣の中野市でも、給食の食品検査をしようとしているにもかかわ

らず、当町の動きはなぜこのように遅いのでしょうか。お聞かせ願いたい。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 当町のほうでも、正直、検査はそれぞれその都度やらせていただいており

ますし、また山菜についても、ワラビや何かの検査ももうすべて検査しまして、不検出という

ことになっておりますし、ちょっとこれからタケノコのシーズンになりますので、タケノコの

現地での、山での放射能のセシウム測定等をやることになっておりますし、やってしまったの

かどうか。あと、志賀高原でも同じ測定器が、総合所と同じように志賀高原総合会館にももう

１台配置してございますので、あと、必要の都度、樹園地だとかそういったところについても、

今までもやらせてもらってきておりますので、ある程度、こういう時代ですから、そういうこ

とはやっぱりその都度その都度でやっているつもりでございますけれども、そんなにうちのほ

うだけが対応おくれているということはないというふうに私は思っております。 

議長（小渕茂昭君） ４番 田中篤君。 

４番（田中 篤君） 群馬県の中之条町でも放射能が山菜から出ております。それも含めて今後

注意深く、また検査が空間線量だけということでございますが、やはり食品、あるいは物の中

の検査についても順次細かくやっていただきたいと思います。 

  それでは、次にまいります。 

  東京電力の柏崎刈羽原子力発電所の再稼働を行うという動きがあります。先ほど町長のほう

から、信頼性を得なければならないというお話もいただきました。昨年、東京電力より今後の

事故対策の説明ということでいただきました。ただ、その説明自体が極めて内容が不十分で、

再稼働のための布石を打つための集まりではなかったかと勘ぐりたくなってくるような状態で

ございます。福島県もそうですが、自分たちのためにある施設でないにもかかわらず、安全神

話、お国のためという美名に隠れて迷惑施設だけを押しつけられる。都会の繁栄のために地方

は犠牲になり、そして当該市町村にはお金で魂を買うがごとく迷惑施設を押しつける。その結

果、麻薬中毒のごとく補助金中毒にして抜けられなくなる。これは福島県はもう懲りておりま

すが、福井県の県並びに市町村の対応を見ますと、この状態が如実にあらわれていると思われ
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ます。 

  このようなことは、国民のために考えている国のリーダー層のすることでしょうか。この国

の中に安全なところはどこにあるのでしょうか。原子力発電所の廃棄物の中には、10万年の時

を待たねば人類に無害にできないものもあります。世界でも有数の火山、地震国はそのように

安全に安定的に保管できる場所はありません。地震には比較的安全だと思われていました当町

でも、先日、横倉須賀川地区で活断層があるとの新聞報道がありました。幸いにして緊急性の

あるものではないということですが、原子力発電所は事故の結果の重大性から考えて、ありと

あらゆる危険な事態の可能性を考えねばなりません。西洋のことわざに、不幸は２人連れ、３

人連れでやってくるとあります。確かに最初の不幸は人知の及ばない不可抗力かもしれません。

フェールセーフ、事故があったときに安全側に動くとの言葉のようにしなければならないにも

かかわらず、重大な事故を招きました。２人連れ、３人連れは準備を怠った人災及び当事者の

慢心です。これはまさしく福島の原子力発電所の事故の状況をあらわしております。 

  当町にとっても人ごとではなく、柏崎刈羽原子力発電所で事故が起きれば甚大な影響が考え

られます。郷土を失うかもしれません。少なくてもこの町の産業、観光と農業は壊滅的な打撃

を受けることは間違いございません。私どものご先祖、そして子孫に顔向けができないような

状態になります。このような状態で私どもは今何をしなければならないでしょうか。一刻も早

く原発の廃止並びに万が一のときの、原子力発電所があること自体が危険でございますので、

それに対してこの町の避難体制、あるいはどういうような広報体制、そこら辺の体制づくりは、

先ほどのお話ではちょっとよくわかりませんでしたので、改めてお伺いしたいと思います。お

願いします。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 原発事故につきましては、今福島の問題がありまして、国のほうでも

検証をしております。そして長野県のほうでも防災計画をつくっておりまして、それを参考に

町もつくろうとはしているんですが、現実に、じゃ、その原子力発電所が原子力が漏えいした

ということになりますと、時間的な問題等々ありまして、現実に山ノ内町の皆さんがどこへ逃

げれば安全かというのは、まだ全くそういうシミュレーションもしてございませんし、どのぐ

らいの規模で放射能がどこまで汚染されるかというのも、なかなかわからないのが実情でござ

います。今議員さんからお尋ねありましたが、今現状では、県の防災計画を見まして町の防災

計画をつくろうとしているのが現状でございまして、今何をするかというのはお答えできない

のが状況でございます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ４番 田中篤君。 

４番（田中 篤君） 現状ではそこまでしかできないのであれば、これは納得できるものではな

いんですが、今後一刻も早く、例えば幼児に対してのヨウ素剤の問題、あるいはスピーディー

の情報をどのように活用するか、そういう情報をいかに町民に流すか、そこら辺のことを早く
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シミュレーションして、万が一のときのための活動計画をつくり上げていただきたいと思いま

す。 

  それでは、３番目に入ります。 

  安心・安全のまちづくりについてでございます。 

  先ほど町長のほうからセーフコミュニティについては今後の問題でということでご答弁いた

だいていますが、昨年の一般質問でもいろいろとお話ししたときに、やはり個人情報の壁に阻

まれてなかなか情報共有ができないというお話を聞いております。救助の必要な人に有効な手

当てが打てないということは、やはり現実問題として核家族化、高齢化、過疎化の中、従来の

民生委員さんに頼る体制というのは限界が来ているかと思っております。新しい仕組みをつく

って、その救助の必要としている人たち、あるいは地域、そういう方をどのように把握し、ど

のように避難させるか、そういう仕組みをつくらねばならないというのが私の考え方でござい

ます。 

  先ほど、町長もご存じのように箕輪町でセーフコミュニティの認証を受けられました。この

認証はスウェーデンで始まったＷＴＯ、世界保健機構の世界認証です。予防科学という先進分

野のことで安心・安全のまちづくりを進めようという考え方でございます。この中には個人情

報の管理、個人情報がなかなか使えないという、ただ管理さえすればこれは使えます。ばらば

らで体系立って使えないから使わないんです。管理をどのようにするか、どのように活用する

か、どのように制限するか、仕組みづくりさえつくれば幾らでも使えます。それを早くこの町

でもつくっていただきたいと思っています。その結果として、行政と住民が協働で安心・安全

な町をつくることで、住民の幸せのみならず、外に発信することで町の評価が高くなり、人口

の増加も見込めます。そして基幹産業である観光や農業にとっても、必ずよい結果を生みます。

今後も前向きに取り組んでいただきたいと思います。 

  安心・安全のまちづくりの防災体制、町内の事業所で消防、防災組織をつくる考えがあるか

ということではっきりしたお答えいただいておりません。防災体制を変える必要は明白です。

現状は、昼間と夜の住民が違います。町民が外に働きに出ていく、あるいは町外から山ノ内に

働きに来ている、この現状を理解して組織をつくらねば、一朝起こったときに役に立ちません。

既存の組織は、この町の住民が住居と働く場所が町内にあるというのが基本になっております。

ですから、消防組織もそれで機能すると言われております。それが変わっている以上、実態に

合わせた組織に変えるのが現実的です。そのための対策を打たないということは、万が一の事

態が起こることを想定しない、これはやっぱり比喩は悪いのかもしれませんが、東京電力と同

じじゃないかと言われても何らおかしくありません。改めてどのようになさるかをお伺いした

いと思います。よろしくお願いします。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 先ほども消防課長がご答弁申し上げましたように、やっぱり山ノ内町とい

うのは観光地であったり、また今田中議員がおっしゃるとおりに、町内の方が町外へ行ったり、
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町外の方が山ノ内まで来ているという、そういったそれぞれの諸事情がこれございますので、

引き続き各事業所については県の指定を受けたり、あるいは町の消防団協力事業所ということ

で、今県のほうでは法人税の軽減措置もしていただいております。町内ではまだ３事業所しか

指定してございませんけれども、できるだけこれからもそういったことを通して協力していた

だくようにお願いすると同時に、各事業所ごとの避難訓練だとか防災指導、そういったことに

ついても引き続き消防署のほうで各事業主の皆さん、あるいは防火管理者、いろんな皆さんが

それぞれございますので、そういったところを通していったりしながら、引き続きそういった

体制を整えてまいりたいというふうに思っています。 

  いずれにせよ観光地という特性がございますので、住民のみならず、観光客の皆さんにも万

が一のときに備えられるような、そういった事業所としての責任を行政としてきちっと指導、

協力を要請していきたいというふうに思っています。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ４番 田中篤君。 

４番（田中 篤君） 今後とも、ちょっと真剣に取り組んでいただきたいと思います。現実問題

として、万が一起きたときには、消防団員が長野にいた、遠くにいたということでは、それこ

そ何のための消防団だと、あるいは防災組織なんだと言われかねませんので、そこら辺につい

てはこの町全体で考えていただきたいと思います。本郷区の取り組みについても新しい取り組

みで、結構な取り組みだと思いますが、本郷区だけに終わらせることなく、いいものはどんど

ん広めていっていただければと思います。 

  では、４番目の財源増加の取り組みについてお伺いいたします。 

  町長は、この４月より都市計画税の廃止を決断されました。韓非子には、聖人の治は民に蔵

して府庫に蔵せずという言葉があります。英断だと思います。しかし、入るをはかって出ずる

を制すという言葉も礼記にあります。財政の基本ではあるんですが、これだけではこの町の成

長戦略が見えません。結果として行政サービスがじり貧になっても困ります。借金をふやし未

来に禍根を残すのも、町民は嫌がっております。有利な財源だといって過疎債を野放図に使う

というのも、町民の理解を得られません。国の地方に配る補助金も、この国の財政状態ではい

つ打ち切られるかわかりません。対岸の火事と思っているユーロ危機が、リーマンショックと

同じようにいつ日本に飛び火するかもしれません。 

  このような中では、税以外での財源確保が重要な手段となります。ぜひ積極的に取り組んで

いただきたい。単純に使用料その他を上げるということではなく、利用者負担という考え方も

ございます。いろんな多角的な意味での財源確保はお願いしたいと思います。ただ、余りにも

やり過ぎて、私も商工業の者ですが、民業圧迫にだけはしない、そのような配慮も必要だと思

っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  それで、その内訳でございますが、２番の指定管理者の総合開発公社、道の駅、楓の湯の売

り上げアップの取り組みについてお伺いいたしました。頑張っているようですが、使用料の値
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上げについてはお考えでしょうか。お願いします。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 現状の道の駅につきましては1,400万以上、それと楓の湯につきまし

ては130万となっておりますので、今の入り込み客の状況からしますと、ある程度適正な価格

かなと思っております。 

議長（小渕茂昭君） ４番 田中篤君。 

４番（田中 篤君） 私はまだ余裕があるかと思うんですが、もうちょっと、ここ毎年黒字でず

っと来ております。その中で、やはり町も財源確保の観点で努力を促す意味でも、使用料を上

げて、ある意味で発奮させるという、そこら辺のことも考えていただいてはいかがでしょうか。

それについては、それでまた検討をお願いいたします。 

  あと、３番目の広告料の収入でございます。 

  非常にお粗末な限りです。私もちょっと調べていただきまして、これ軽井沢町なんですが、

本当にたくさんの広告を載っけております。このような形を大小にかかわらずいろんな封筒に

広告を載っけております。これを積極的に活用しない手はございません。軽井沢町は私どもよ

りもずっと財政力指数のいいところでございます。あと、県もホクト文化会館、命名を売る。

あるいはエレベーター内に広告を出すと、そのような形を考えているようです。当町でも何ら

かの形で、確かに都市計画税を下げていただいたのはありがたいんですが、それ以外で納得で

きるところで、また町の業者、あるいは町外でもいいんですが、いろんな意味でＰＲして町民

のための財源を確保する、そのような考え方をやっていただかないと、やはりこの町、ひょっ

としたら今後の市町村の経営という観点でいいますと、自助努力という考えで、ただ税金で取

るだけじゃなく、補助金ですがるだけではなく、自分たちでどのようにこの町を経営していく

かという観点から考えると、非常に大きな意義があるかと思うんですが、それについて改めて

町長にお伺いしたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 今現在、ふるさと納税、それからあわせて広報での広告、こういったこと

で税以外の収入をお願いしてきているところでございます。しかし、例えば一例で今、田中議

員のほうから、公共施設の命名権、エレベーターへの広告、１つの提案として、またこれも含

めて今後検討してまいりたいなと思っておりますし、また場合によっては自動車だとか   

とか、マグネットシールを張るとかいろんなこともこれございますけれども、やっぱり行政と

いう公共性のことも考えながら、その辺について税以外の収入を図ってまいりたいと思ってい

ます。 

  なお、先ほど総務課長が申し上げましたように、公社の使用料につきましては、契約上は

1,400万円以上、130万円以上となっておりますので、その部分の中で毎年もう少し上乗せして

千五、六百万ぐらい、一番多いときは、私の記憶では1,800万ぐらいですかね。経営状況を見

ながらそういった形で町のほうへ、施設そのものがふるさと基金、過去の竹下総理のときのそ
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の基金を使って建設しまして、それの返済についても終わっております。しかし、施設という

のはやっぱり経過年数がたてば当然老朽化してきますので、そういったことも考慮しながら、

もうかったからいいやということだけでなくして、できるだけ町のほうへ納入していただいて、

また万が一のときには契約上の中では大きいものについては町、それから軽微なものについて

は公社でやるという、そういう契約書もその中にはうたっておりますので、そのことを十分踏

まえながら、これからも適正な使用料ということで、その都度その都度、年度ごと経営状況を

見ながら対応してまいりたいと思っています。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ４番 田中篤君。 

４番（田中 篤君） 私はまだ公社にはいろんな余裕があるかと思っています。この町にはいろ

んな形で売るものもまだまだたくさんあるかと思います。やはり先ほども申しましたとおり、

これからは経営的なセンス、そちらに副町長もいらっしゃいますし、そういうセンスをこの町

に取り入れて、いかにこの町を経営していくか、何を経営の資源とするのか、そこら辺を改め

て真剣に考えてこの町を運営していっていただかなければ、一番先に申し上げましたとおり、

やはりひょっとしたらこの町は衰退期に入っている可能性があります。人口が減っているとい

うことは、それが如実にあらわれていることだと思っています。経済的にも落ちてきています。

それを発想の転換でどのように考えていくか、これは従来の、さきにも話しましたように、官

僚組織の考えることではできません。一度官僚組織を壊す、あるいは経営的な発想、イノベー

ション等を考えなければならない時期に来ているかと思っています。その意味でタブーはなく、

何でもありという考え方も、ちょっと乱暴かもしれませんが、考えるだけだったら何でもあり

でいいかと思っています。その意味で、ありとあらゆる可能性を探ってこの町の運営をやって

いっていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

  以上で私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

議長（小渕茂昭君） ４番 田中篤君の質問を終わります。 

  ここで昼食のため午後１時まで休憩します。 

 （休 憩）          （午前１１時５２分） 

─────────────────────────────────────────────── 

 （再 開）          （午後 １時００分） 

議長（小渕茂昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） ５番 布施谷裕泉君の質問を認めます。 

  ５番 布施谷裕泉君、登壇。 

（５番 布施谷裕泉君登壇） 

５番（布施谷裕泉君） 緑水会 布施谷裕泉です。６月議会初日３番目の質問をさせていただき

ます。 
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  関西電力大飯原発３、４号機について、間もなく運転再開に踏み切ることが伝えられており

ます。やはりそうなるかと、そういう感じでありますけれども、しかし、すべての判断の前提

としなければならない福島第一原発の検証すら、今その途中であり、またよりどころとする安

全規制庁の審議も始まったばかりであります。安全と電力不足、国民に二者択一を迫る前に、

まず示すべきは脱原発依存の道筋と国民への丁寧な説明であるはずであります。原発の是非を

問うのは立地自治体のみならず、全国民に対して問うべき問題であることを強く要望するもの

であります。 

  一転して目を地元に向けたいと思いますけれども、先月26日、渋温泉の一角で催された茶会

に参加させていただきました。ご存じのとおり、渋温泉観光協会主催のおぼろ月夜の茶会であ

ります。羽織ばかまに身を包んだ武田さんの堂に入った進行ぶりも含め、琴の調べと抹茶のお

手前、しばし現世を離れ、優雅な時間を楽しませていただきました。一緒になってかいがいし

くお茶を運ぶ着物姿の娘さんたち、裏方で茶わんを洗うボランティアの皆さん、地域一丸とな

ってのおもてなしの心が随所にうかがえました。次から次へと足を運んでくれるお客様の来て

よかったなという満足そうな表情が、実に印象的でした。 

  聞くところによりますと、春はおぼろ月夜の茶会、そして秋は月見の茶会と年２回の開催で、

既に10年を数えるということであります。改めて渋温泉観光協会、そして地域の皆様に敬意を

表する次第であります。この先15年、20年と続ける中で、春秋の茶会がそれぞれの季節の風物

詩として内外のお客様が待ち焦がれる存在になるような、そんな気もいたします。ちなみに、

須賀川のそばまつり、図らずも来年で10年を迎えることになります。 

  それでは、通告に従いまして質問をいたします。 

  １番、定住促進策について。 

  （１）これまでの施策の実績と評価及び今後の見通しについて。 

  （２）移住、定住支援センター設置のお考えは。 

  ２番、協働のまちづくりに向けて。 

  （１）番、職員提案制度の実情と認識は。 

  （２）番、全職員を行政相談員に。 

  （３）番、住民提案協働事業制度の取り組みについてということであります。 

  以上、質問をいたしたいと思います。再質問については質問席にて行います。 

議長（小渕茂昭君） 答弁を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 布施谷裕泉議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、１点目の定住促進対策について２点お尋ねでございますが、第５次総合計画において

は、重点プロジェクトの位置づけであり、昨年度は初年度でありますが、非常に効果があった

と確信しております。また、移住・定住支援センター設置の考えはということですが、今のと
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ころ町単独としては設置する考えはございませんが、県の観光部で新設された移住交流課と連

携してまいりたいと思っております。ちなみに、東京案内所の中に設置されてございます。専

門員も配置されているという状況でございます。 

  なお、詳細につきましては総務課長からご答弁申し上げます。 

  次に、２点目の協働のまちづくりに向けてのご質問でございますが、これも第５次総合計画

でも基本施策となっております３点について、総務課長からお答え申し上げます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） それでは、定住促進の住宅建設工事にかかわります支援事業につきま

して、詳細のご説明を申し上げます。 

  この事業につきましては、昨年７月11日から申請を受け付けて、半年間で若者の定住促進を

含めまして138件、法上の金額で1,134万円余でございました。工事費では約10倍ということで

約１億4,000万ほどの経済効果が見込まれたんではないかと考えております。住宅に関します

工事ならば対象になるという補助制度の使いやすさから、多くの方にご利用いただき、かつ町

内施工業者の方には受注量の増ということで、大きな経済効果があったものと確信をしており

ます。平成25年度までの３年間の計画でおりますので、住宅のリフォームや補修等で長年住み

なれた家の利便性を高めたり快適性を高めていただき、長く当町に住み続けていただきますよ

う、本制度の大勢の方のご利用を望むものでございます。 

  続きまして、移住・定住支援センター設置のお考えはということでございますが、先ほど町

長申し上げましたとおり、町としましては単独で設置するという考えはございませんので、県

の中に観光部がありまして、移住交流課が新設されましたので、県と市町村等が参画した田舎

暮らし「楽園信州」推進協議会が設置されましたので、ここと連携をしまして希望者の紹介が

あれば対応をしてまいりたいと考えております。 

  続きまして、第２点目の協働のまちづくりに向けてということでございまして、まず１点目

でございますが、職員の提案制度の実情と認識はというご質問でございますが、日々の職務の

中で知恵や工夫等をしながら業務を行っておりまして、また職員の提案に関する規定がありま

すが、なかなか運用がないのが実情でございます。改めての提案制度につきましての考えは、

今のところ考えておりません。 

  続きまして、全職員を行政相談員にということでございますが、行政相談員の仕事と申しま

すと、やはり専門性が問われるわけでございますので、担当課での対応ということで、それぞ

れ職員は地元等でご照会があった場合は、その担当の課をお知らせするような形の中でやって

おります。 

  続きまして、３点目でございますが、住民の提案協働制度の取り組みについてということで

ございますが、県の元気づくり支援金の交付事業やコミュニティ助成の取り組みをお願いした

いと考えておりますので、よろしくお願いします。 
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  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ５番 布施谷裕泉君。 

５番（布施谷裕泉君） 昨年の５月１日の山ノ内町の人口が１万4,025人ということでありまし

た。ことしの人口、５月１日、対比しますと１万3,798人となっています。マイナス227人とい

うふうに出ています。ちなみに一番新しい数字、この５月31日ということでありますけれども、

これは１万3,764ということであります。けさの新聞にも少子化の問題等、女性の母親の初め

て産むお子さんの年齢が30過ぎたという記事が出ておりました。 

  少子化についての危機というふうなことだと思いますけれども、町にあります総合計画の中

で、このまま減っていってしまうと大変なことになるというふうなことで、前期計画の27年度、

これは１万3,200人というふうに想定しています。最終的にこの総合計画が終了する32年には

１万3,000人に抑えたいというふうにしています。この推計値が実は１万2,000人ということで

すけれども、このままいってしまうと限りなく１万2,000人に近づいているというふうに思わ

れる線になります。この人口減に対して非常に私は危機感を持っておるんですけれども、こう

いった数字の中で、町長はどんな判断をされるでしょうか、お聞かせいただきたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 第５次総合計画を策定するときに専門家のところにお願いいたしまして、

人口推計を出させていただきました。その中で、やっぱり山ノ内のみならず、全国的にどの市

町村も人口減少ということで大体推計されております。そういう中でいかにして人口増という

ことよりも歯どめを少なくし、減少を少なくしていくかという、そういったところに施策を講

じていかざるを得ないというのが、どこの市町村も、県も含めて、国・県、各市町村含めてそ

んなような方向でございます。 

  そういう中で、第５次総合計画の中で特に若者定住対策として、いろんな観光、農業、それ

から福祉や教育、いろんなことについて施策を、昨年度の６月補正を含めてかなり積極的に対

応してきたつもりでございますし、また当然これからもそういったことを含めて対応していか

ざるを得ないなと。 

  その例えば福祉の例でいきますと、18歳までの医療費の無料化、あるいは保育料の一律８％

の軽減、さらには農業をやりやすくするために農業の奨励金だとか頑張る農業応援資金、そう

いったものを設けたり、あるいは少しでも、先ほど総務課長申し上げましたように、住みやす

い住環境を整備するという、そういったことで住宅整備だとか、あるいは自然エネルギーを活

用する太陽光、あるいは温泉熱、こういったものの補助制度、こういったことを導入して快適

な暮らしを進めていくという。あわせて行政も大変ですけれども、できるだけ各区、地元の皆

さんの負担軽減をするということで、町道の改良あるいは農林道、あるいは農業用水路、消防

の負担金、こういったことも各地区の中で減らす、そういったことをいろいろ講じながら、何

とかこの町にお暮らしいただけるようにさせていただきたいということで、またことしはそれ

だけでもどうしても今度は観光関係が大変厳しいということがございますので、やっぱり観光
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についても思い切って都市計画税を全廃するという、そういったこともしながら、この地域の

中で観光や農業を積極的に頑張り、できるような、そういったことがやっぱり仕事があること、

働けることがある意味、この山ノ内町の人口をふやしていけるという状況であると思いますの

で、観光や農業をかなり重点的に施策として入れました。 

  ちょっとそれますけれども、今の町長でなくて、軽井沢の前の町長、ちょっと親しかったも

ので、私に、いや、竹節さん、うちの町は大体500人から700人、毎年ここ六、七年間ふえてい

ると。固定資産税もふえてきていると。ただ、今はいいと。というのは、団塊の世代の皆さん

が東京のマンションを売り払って退職金を持って軽井沢へ来てお住まいになると。そういった

ことで、もう60以上の人たちが軽井沢町に移住、定住してくると。若い人たちじゃないんです

よと。だから、５年、10年すると、今度は福祉、医療、こういったものの後年度負担が、今は

いいんだけれども、将来のことを考えると大変心配だということで、前佐藤町長は盛んにその

ことを会うたびに、人口は今ふえているけれどもと。 

  それと軽井沢町というのはご案内のとおりに別荘地ということでございますので、今までは

別荘地ですから、７月、８月に都会の皆さんがお越しいただいて２カ月住むと。だから２カ月

分のごみや水道、そういったものを心配していればよかったと。今度は年じゅういるので、年

間通してごみとか水道とか、いろんなことを含めてやらなければならないと。ご存じのとおり

住宅地になりますのと別荘地課税になると、やっぱり６倍近く固定資産税にも差が出てきます

ので、そういった意味で、税収面でも定住の住宅と別荘地課税とはもう全く違うんで、将来心

配だなということは、会うたびに軽井沢の町長さんおっしゃっていましたけれども、私から言

わせれば、それはうらやましい悩みだねと。やっぱりうちのほうはどうやっても人口もふえて

いかないし困っているよと、こんな話をよくしておりましたけれども。 

  今長野県内で人口がふえているのはそこぐらいしかなくて、あとはほとんどみんな減少とい

う状況が出てきておりますので、お互いにやっぱりよその市町村のいいところをできるだけ見

習ったり、あるいは県や何かと連絡をとりながら、何とか今の中で子供さんをたくさん産み育

てられるだけということじゃなくて、やっぱり移住・定住を含めた総合的に行政として対応す

ることによって、そういったことを図ってまいりたいというふうに思っておりますので、これ

からもいろいろないい知恵、アイデアがありましたらご提案いただき、またそれらが行政で反

映し、少しでもやっぱり人口減少の歯どめになるような、あるいは若い人たちが頑張ってこの

地域に居続けていただけるような、そんなまちづくりをこれからもしてまいりたいと思ってい

ます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ５番 布施谷裕泉君。 

５番（布施谷裕泉君） 先ほど課長からも町長からも、これまでの施策としてかなり手ごたえが

あるというふうなご判断でありました。 

  基本的に40歳以下ということで、住宅補助でありますとか建築の助成でありますとか、若年



 

－61－ 

層、若者にこの町に住んで頑張ってほしいというふうな、その施策については基本的にはこれ

は当然のことですし、当たり前のことだというふうに思います。しかし、それとあわせて、や

っぱり当面の問題は、これは考えないでいいということではなくて、当面の問題にしても間違

いなく減ってくるということで、それ以外の対処としても必要になってくるというふうに思い

ますけれども、その辺また後で、あれさせていただきます。 

  実は、私の知り合いの息子さんが去年、おととしに結婚をいたしました。それぞれ実家を出

て、町内で家を探していたんです。町営住宅、町民住宅へ、民間も含めて探したんですけれど

も、結局なくて、今、中野市に住んでいます。２人ともそうですね。これ暫定的に中野市に住

むということであればいいんですけれども、なかなかそこに永住という形も当然あり得るとい

うふうに思うんですけれども、そういった意味で、この若者の定住促進するための住宅の確保、

これは非常に大きな問題だというふうに思います。 

  少子化による出生数の減少と若者の町外転出、これは過疎に向かう典型的なパターンの一つ

だというふうに思います。これも町長言われたように、全国的な課題でもあるわけです。特に

この当町においては、その状況が進んでいる状況だというふうに第５次の総合計画にも記述し

てあって、問題だというふうに見ているわけであります。 

  そういう中で、山ノ内町はそういう状況でありますけれども、須賀川地区においては、これ

がまた一歩進んでいる状況であります。組織、機関の撤退も含めてかなり深刻な状況が今起き

つつあるわけでありますけれども、須賀川区としても、この人口減少問題を切実な危機という

ふうに位置づけておりまして、ことしの事業の中で調査研究を進めていくと。区としてできる

体制でもしたいというふうに今、ことしから始めようとしております。 

  そういったことで、減っていくのは農地と人口であり、ふえていくのは荒廃地と空き家とい

うことになるわけでありますけれども、この空き家、キーポイントの一つになろうと思うんで

すけれども、現在の空き家対策についての取り組み状況を教えてください。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） それでは、町の空き家につきましては、山ノ内町の空き家情報システ

ムというのが稼働しているわけでありますが、なかなか空き家につきまして、町のほうへ届け

出をしていただけるような形にはなっておりません。今までに受け付けた件数が４件ございま

して、そのうちの１件につきましては民間のほうへもお出しをしておりまして、民間のほうで

昨年の11月、お話がありまして契約ができたということでありますので、ただいま３件でござ

います。中身につきましては、売買を予定しているのが１件、賃貸が１件ということで、そん

なような状況でございます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ５番 布施谷裕泉君。 

５番（布施谷裕泉君） 確かに山ノ内町の空き家情報、かなり前から見させてもらっていますけ

れども、ほとんど動きがないですね。申し込む人もいないし、それを見て買おうという人も少
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ないということが現状だと思います。 

  そういった中で、本当に珍しく、課長が言われたような昨年11月、これは表落合地区に入居

されました。本当によかったなというふうに思います。これもまた後でちょっと触れさせても

らいますけれども。 

  １つここに資料がありますが、ちょっとお聞きいただきたいと思うんですけれども、インタ

ーネットの田舎暮らしアンケート、先ほど課長言われましたけれども、田舎で家を探す場合、

どのような方法で探しますかというふうなアンケートがあります。今１つの設問でありまして、

１つ目が「新築物件を建てたい」、これが９％であります。「アパートやマンションを借りた

い」、これも９％です。３番目が「不動産屋で売却物件を探す」、これが18％です。４番目が

「親戚、知人の紹介で探す」と。これも18％ということです。あと残り45％、これが実は「空

き家を探すんであれば、自治体の紹介で探す」というふうになっています。 

  民間でなくて行政の情報をかなり信頼しているという数字だと思うんですけれども、行政が

その気になればかなりのことができるというふうに私は思うんです。そういったことで、町と

しての立場とすれば、紹介はできるけれどもあっせんとか仲介はできないというふうな建前に

なっている、私もそう思っていました。しかし、そうではなくて、実際に本腰を入れてやって

いるところもあるんですね。例えば小谷村ですけれども、これは新聞に出ていてご存じの方も

いらっしゃると思うんですけれども、山間地にふえ続ける空き民家を固有の資産と位置づけて、

町が借り上げて、それをいろんな形で活用するというふうなことがあります。これは町職員が

中心になって始めています。これは実に去年のことですけれども、80軒ないし100軒の空き民

家をこれを実際に有効活用していくというふうなことも書いてありました。 

  そんなことも一つの事例としてお聞きいただきながら、この町の例えば空き家情報以外の山

ノ内町に移住したいというふうに問い合わせがあった場合には、実際の問題としてどんな対応

になっていたんですか。ちょっとお聞きしたいと思うんですけれども。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 件数は少ないんですが、１カ月に一遍ぐらい、電話とか、たまたまこ

ちらへご旅行でお見えになった方がお尋ねになっているケースがあるんですが、町とすれば不

動産屋さんを紹介するような形で対応をしてございます。あと、この空き家情報、今４件持っ

ていましたんで、こちらについてもご紹介するような形でやっておりました。 

議長（小渕茂昭君） ５番 布施谷裕泉君。 

５番（布施谷裕泉君） 例えば今空き家については総務、企画と、今説明がございました。例え

ば定年を過ぎても、過ぎなくてもいいんですけれども、就農を含めて山ノ内町にぜひ永住した

いと、農業を始めてみたいというふうにいったときの、例えば農地はありますでしょうかとい

うふうな問い合わせのときには、これは当然農林課の対象になると思うんですけれども、そう

いうことでよろしいですね。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 
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農林課長（生玉一克君） はい、そのとおりであります。 

議長（小渕茂昭君） ５番 布施谷裕泉君。 

５番（布施谷裕泉君） そういうことだと思うんですよね。要は、移住したいというふうに思っ

てみても、目的によってみんな対応が違うと。課ごとに対応が違うという、これが現実だと思

うんです。こういうことで、例えば、そうであれば、じゃこちらで聞いてくださいとか、そう

いった形になるんですね。これは間違いなく、山ノ内町にぜひおいでくださいというふうな発

信にはならないと思うんですよね。 

  ですから、これはぜひ、窓口を１つにした例えば移住・定住支援センターでありますとか、

支援室というふうな形の窓口を１本にした対応をぜひするべきだというふうに思うんですけれ

ども、その辺はいかがでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） やっぱり衣食住というのは人間生きていく中では大切な３要素だというふ

うに思っております。そういう中で、食べること、住む場所、いろいろそういったことの中で、

例えば移住・定住というふうに私ども簡単に口で出していますけれども、自身が生まれた土地

を離れること、それから家を建てることというのは、ある意味じゃ一生に一度か二度、あって

もそんな程度だというふうに思いますし、一度もないということもございます。非常にそうい

った意味で、例えば町内の業者の方から、町長、総合開発公社の理事長というのは町長だよな

と。だから、できれば首都圏から宅地造成でＰＲしたいんだけん、総合開発公社の町長のコメ

ント、そういうものを出してもらえないかというお話もございました。しかし、あの業者、こ

の業者、簡単にやるわけにもちょっといかないなということもこれございますので、まだ具体

的にそれについてはオーケーとはしてございませんけれども、ある意味じゃ行政というのは、

その方がおっしゃるのは、おれたちが首都圏で販売するのも大変なかなか困難な部分も幾つか

あると。しかし、そこに町なり公社なりの名前が入っていることというのは物すごく信頼感が

あるんで、ぜひそういうことも協力してくれないかというお話がございました。総務課のほう

とも相談したり、公社の事務局が総務課にございますので、そちらのほうともよく相談してく

ださいということでしてございます。 

  窓口の一本化については、うちのほうでは総務課の企画が窓口に一本化になっております。

かといって、これだけの行政需要の中でこれだけの職員数でございますので、県のあの大きい

組織でも、やっとことしの４月からそういった課を設けて専門員を東京に１名配置していると

いう、こういう状況でございます。私どもなかなか総務課の中の一部の業務として、今までも

インターネットだとかいろんなことを含めたり、あるいは町内の宅地業者と連絡をとったりし

ながら進めてきておりますし、今後もそういった皆さんとの情報交換をしながら、厳しいこと

はあっても、あるいは件数は少なくても、できるだけ親切丁寧に当町にお越しいただけるよう

な、そういったことを協力し、ＰＲしてまいりたいと思いますし、また来た場合にも、やっぱ

り福祉や教育、住環境整備を含めて、いろいろご支援できるものについてはご支援してまいり
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たいと思っています。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ５番 布施谷裕泉君。 

５番（布施谷裕泉君） 今、町長言われた、町に問い合わせがあったときにそのまま業者に振る

というふうなことはいかがなものかと、私も全くそういうふうに思います。 

  そういったことで、町のできる分担と、それと民間分担ということは、やっぱり両方協調さ

せればいいことであって、１本でやるというのはなから今度確かに難しいことだと思います。

ですから、私がさっき申し上げたのは、移住・定住支援センターのような中に、これは町も当

然入るようになりますね。当然民間も、ＮＰＯを含めて、どうやってこの町に移住をふやして

いくかというふうな議論があるということで、町のしなければいけないこと、できることは、

その中で発信していくということと、具体的に動くのはＮＰＯであったり、民間であったりし

てもいいと思いますけれども、そういった形の協調を持って、町全体でこの町に移住・定住者

をふやすんだというふうな意識のもとに進めていくことは可能だと思いますので、そこら辺は

ぜひ検討していただきたいと思います。 

  あわせて、この町に来たい、ＵターンじゃなくてＩターンの場合は特に、どうしてこの山ノ

内町に住みたいか、移住してみたいかというふうに思う、そこまでのプロセスというのが一番

大事なことになると思うんです。実はこれこれこういうことで山ノ内町にこういう文化がある

と、こういうふうなことを目指しているというふうなことの発信は、これは民間じゃなくて町

行政でやるべきことでありますので、そういった本来できること、しなければならないことの

中での支援センター開設をぜひお考えいただきたいというふうに思います。 

  それとあわせて、こういった問題を一つ形として推進していくという町としての意思表示の

ためでもあるわけですけれども、移住・定住促進条例の制定をぜひお考えいただきたいと思い

ます。実際に今、先ほど町長言われましたように、いろんな形でこの町に来てくださいという

ふうな環境整備はしていると。しかしながら、表に出して訴える、こういうことだからぜひ来

てくださいというふうなことに、そういう表現力、発信については若干欠けるというふうに、

私は申しわけないんですけれども、そういうふうに思います。ですから、ぜひこの定住促進条

例とあわせた形での、さっきここで言いましたようなセンター設置、この２点について、もう

１回ちょっと町長のお考えをお聞きしたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） では、今山ノ内町へおいでの皆さんの生活基盤の安定するためのいろんな

諸施策を講じていることと同時に、あわせて、新たに山ノ内町へお越しいただける、そういっ

た条件整備をすることというのは、やっぱりお互い並行して進めていきたいなというふうに思

っています。 

  ただ、その中で条例をつくれば、条例をつくったということでの情報提供はあるかもしれま

せんけれども、条例をつくって中身がどういうことになるのか。そこら辺、私、全く唐突なお
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話でございますので、まだ十分検討してみなければならないと思いますけれども、全国に、あ

るいは長野県下にそういう例があるのかどうなのか。またそういうことをすれば、如実に人が、

あるいは山ノ内町に流入していただけるのかということになるかと。そこら辺がまだ十分わか

りませんけれども、そこら辺またもう少し研究してみたいなと思います。 

  ただ、よく私も大阪からこちらへお見えになった方が、何でこの町へお見えになりましたか

というふうにお話をしましたら、まず山ノ内町という、この山がついているので、大阪にいる

と非常に自然豊かな町だなという、そういうイメージを持ったと。これがまず関心を持った一

つだったと。来てみたら、本当に周りじゅうが山で、空気がきれいで、こんないいところなか

ったと。それでまた、さらに温泉はあるわ、果物はあるわ、ますます気に入ってしまったから、

私はここへやっぱり思い切って住みつくことにしましたと。また、落合の方についても、あの

方はたしか神奈川だったかな、お話ししました。 

（「千葉ですね」と言う声あり） 

  千葉でしたかね。 

  そうしたら、何でお越しになられたのかと言ったら、定年退職して、もう都会暮らしも飽き

たと。どこかにいいところないかなと思ったら、たまたまご紹介いただいたと。ここどうだと

いうふうに言われたので、何となく最初は住んでみたけん、えらいここの町というのは自然は

豊かだし人情豊かで、私は大変気に入りましたと。２つの例は、私はそんなふうにお聞きして

おりますけれども、やっぱり人それぞれで、いろんな見方によって、あるいはそこに置かれた

もので変わってくるんだろうと思いますけれども、最終的には人間性、その地域にいる人間性

がやっぱりいかにそういうよそからお見えになった方を心温かく迎えていただけるかと。どん

なにおいしい、上手なことをやっても、最後はそういったところで、その本人が自分のついの

住みか、ついの土地というふうに安心して行政や地域住民がそれをサポートしていただけると

いうことがあれば、そういう形で、雪が多いだとか、交通が不便だとか、いろんなこともあり

ますけれども、お住まいいただけるんじゃないかなと思っています。 

  これからも条例を含めた、条例が果たしていいのかどうなのか、私もまだちょっと中身はわ

かりませんけれども、町として持ち得るいろんな情報発信をし、１人でも多くの皆さんにこの

山ノ内町へお住まいいただけるようなことは一緒になって考えてまいりたいと思います。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ５番 布施谷裕泉君。 

５番（布施谷裕泉君） ぜひひとつそんなことでよろしくお願いしたいと思います。 

  先ほど町長言われましたように、この山ノ内町がどういうふうなことで、どういうふうな方

向に歩を進めていくのかということで、そのトップの考え方が非常に前面に出ることだと思い

ます。今町長言われたような、町としてこんな町でありたいというふうな思いを、ぜひひとつ

トップの立場で高らかに発信していただきたいと思います。 

  今回はちょっとテーマを絞っていますので、しつこくあと２点ほど提案させていただきたい
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と思うんですけれども、１点目は、既に移住されている方の移住・定住者ネットワークの立ち

上げをぜひお願いしたいと思うんです。実は町長今話されたように、去年越されてきた方に、

どうしてこの山ノ内町に、須賀川においでをいただいたんですかと、この雪の中に何でですか

というふうなことで聞かせていただきました。確かに雪は多いし大変だというふうなこともあ

ったんですけれども、その方の一番のこれだから来たというふうな理由の中に、少し前に同じ

地域に来られた人がいたというふうなことで、その方のブログが、ブログと言ったと思うんで

すけれども、それを見たと。こういう方がいらっしゃる地域であれば私も行ってみたいなと、

そんなことで移住を決意されたというふうに言っておられました。 

  我々住んでいる立場で、こんないいところだからぜひ皆さんおいでくださいというふうに言

ってみても、なかなか真意が伝わりにくい場合もあろうかと思うんです。実際にこちらに移住

されてきた方のこんなところだよと、山ノ内町は。ぜひ皆さん続きませんかというふうなそう

いう発信が、すごい力になるというふうに思うわけです。そんな意味で、ぜひ越されてきた皆

さんの会員同士の交流、または移住希望者への情報提供、そして受け入れ時の支援というふう

なこともあわせて、ぜひ山ノ内町のホームページ上で支援ネットワークを開設しましたと。ぜ

ひ皆さんのご意見をお聞かせくださいというふうなことで結構ですから、そんなことで全国の

皆さんにこの山ノ内へ来られた方の正直なご意見を載せるというようなことはぜひ考えていた

だきたいと思いますけれども、これに対してどんなお考えかちょっとお聞かせいただきたいと

思います。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） ２年前だったと思いますけれども、第５次総合計画をつくるときに、町外

からお見えの皆さんの組織というか、そういう皆さんだけご参加いただきまして、懇談会を持

たせていただきました。その中でもいろんなそのようなお話がございましたけれども、やっぱ

り皆さんが異口同音におっしゃっているのは、この町へ来てよかったというふうにおっしゃっ

て、よかったからそのまま転出されないんだろうと思いますけれども、そういう意味で、確か

に今布施谷議員のおっしゃるとおり、そういう皆さんからの自分のお知り合いへ発信していた

だきたいなという部分もございます。 

  また、別の方でございますけれども、娘がたまたま嫁いでしまったと。それでもう会社は退

職してしまったからどうしようかなと。老後のことを考えたり孫のことを考えて来てみたと。

来てみたら意外とよかったので、思い切ってもう家を建ててしまったよという方もございます

し、また別のところでございますけれども、皆さんのご承知のようなすばらしい企業のところ

にお勤めの方なんですけれども、その方が富山県の利賀村、富山市から１時間ちょっと、１時

間半ぐらいかかりますかね。それこそ危険な場所、１時間半ぐらい山道を、細いすれ違いでき

ないところを登っていきます。その方は、何でいいんだといったら、利賀村へ一度行ってみた、

仕事の関係で。そうしたら、ここはもう何か都会暮らしをしていたら気に入ってしまったとい

うことで、もうそこに住みついて、奥さんと犬と３人家族ですといって、毎年その写真を送り
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ながら、私に年賀状を送っていただいておりますけれども、やっぱりその地域地域に人間性の

よさ、自然豊かさ、そのものを私たちが普通は当たり前だ、あるいは不平不満を常に言う。そ

ういうことの中で、やっぱりよそからお見えの方というのは、当然そういうこともあるんでし

ょうけれども、新鮮さがあったり、ついの住みか、土地にするだけのそういう魅力があるんで

はなかろうかと思いますので、私どももそれぞれ地域によっていろんなこともあるでしょうし、

いい点も悪い点もあるでしょうけれども、そういう部分の中できちっとした確かな情報発信を

し、受け入れ態勢を整えていくことが極めて重要だと思います。 

  そういった意味では、そういう皆さんと２年前に懇談会をやりましたけれども、また改めて

そういうリストを、そういう皆さんに横の連絡をとっていただきながら、またそういうことも

場合によっては話し合いのような機会を設けさせていただいて、そういったところから情報発

信をお願いしたり、行政も一緒になって情報発信していくという、そういった相乗効果を持た

せるのがまた１つの方策ではないかと思いますので、いろんなそういった今のご提案を含めて

対応してまいりたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） ５番 布施谷裕泉君。 

５番（布施谷裕泉君） ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

  もう一つのご提案なんですけれども、実は何年か前に農業委員を中心にして山ノ内町の夜間

瀬スキー場のふもとに、クラインガルテンを招致といいますか、そこにそういう村をつくろう

というふうにやった経緯があるというふうにお聞きしました。結局これは建設費、お金の問題

で頓挫してしまったということなんですけれども、あそこを今高台から見て、非常に見晴らし

のいいところで、クラインガルテン、ご存じだと思うんですけれども、実は滞在型市民農園施

設といいますかね、小さい農園をつけた定住じゃなくて一時的な滞在ということも含めて、そ

ういうものをコテージみたいな感じで建てている、そういうことですね。 

  それを夜間瀬のスキー場の山麓につくろうと。非常に楽しみな計画だったと今私は思うんで

すけれども、それがそういう形で頓挫してしまった。非常に残念に思うんですけれども、これ

を山ノ内版クラインガルテンの立ち上げはどうかというようなことで。これは、実は職員の発

案なんですね。これは非常にいいことだというふうに私は今発表させてもらっているんですけ

れども、空き家を利用した山ノ内版のクラインガルテン、いかがでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 今初めてお伺いしたお話なんですが、ご要望があれば関係機関と検討

をしていきたいとは思いますが、現実性については、その中で十分お話し合いをしていきたい

というふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） ５番 布施谷裕泉君。 

５番（布施谷裕泉君） 実はこのクラインガルテン、長野県では四賀村が発祥の地なんですね。

今、松本市になっていますけれども、こういったあの手この手で人を集めようというふうな動

きで、各地で始まっています。これは実はそんなに新しいことじゃないんですけれども、空き
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家を利用したというのは多分初めてだと思いますので、そういった形でできるかどうか検討し

ていただきたいというふうに思います。 

  時間がなくなりましたけれども、実は最後にこの２番の中で、職員の提案というものを実は

非常にぜひ進めるべきだなというふうな立場でお聞きをしたいんですけれども、先ほど聞かせ

てもらいますと、ほとんど動きがないというふうなことでございまして、最近の他市町村の動

きを見ますと、いろんな立場で、例えば住民でありますとか、もちろん職員でありますとか、

もちろん議員でありますとか、いろいろ垣根を越えて、それぞれの立場で自分はこう思うと、

町のためにこう思うというふうなことをぜひ提案を募るということが今かなり本格的に議論さ

れています。そういったことの中で、この２番については住民の立場、あるいは職員の立場、

我々議員も含めてですけれども、いろんな立場でその場だからできる提案じゃなくて、違う例

えば担当課以外のところで提案をしていくというようなことの中で、かなり実用できる提案が

なされてきていると。これは他市町村もいっぱい事例がありますので、ぜひ見ていただきたい

と思うんですけれども。 

  そんなことで、ぜひこの提案のシステムと、どうやってこれを募るかという問題と、それに

対して、それをじゃ、こういう提案がありましたというふうなことで発表できるシステム、こ

の２つで、だからできると思うんですけれども、これはぜひ検討していただきたいと思います

けれども、この答弁を聞いて、私の質問を終わらせていただきます。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 職員は常に行財政あるいは観光農業の振興について自分たちが見て、それ

ぞれの関係する皆さんがやっぱり喜んでいただけるようなそんなような提案をしながら、それ

ぞれ職務に当たっていただいております。例えば布施谷議員ご承知だと思いますけれども、須

賀川地区のそばまつり、あれも町の嘱託職員が地元の皆さんを説得し、地元の皆さんと一緒に

なってあれを始められ、その中には国際商券という、そういった地元の野菜や何かも売るとい

う制度も町の嘱託職員が観光課にいまして提案し、それが実現してきた、そういったこともこ

れございますし、また、そのような私自身、常に職員に対しては、仕事というのはやっぱり楽

しんでやればいろいろいい知恵やアイデアが出てくると。嫌々やれば手抜きやミスが出ると。

だから、それも相手の立場に立って仕事をやっていけば、どうなればいいのかなといふうに知

恵が出てくるけれども、仕方なしにやればどうしても、これは条例があってだめだとか、あれ

があって規則上だめだとか、予算がないとかというふうになるんですけれども、条例や規則

というのは私たち職員、あるいは国、あるいは議会、そういったところでつくっていくわけ

でございますので、人がつくったものだから、時代にマッチした、そういったものに改正、

改善をしていけばいいことだと。よく私申し上げます、不易流行、やっぱり歴史や伝統を大

切にしながら時代に合ったような改革、改善をしていくということが極めて重要だと思いま

す。 

  あえて職員提案制度ということが、これございますけれども、一々、今提案してそれが採用
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されればそれに対して幾らか、私、昔あったのはたしか500円だったと思うんですけれども、

今は1,000円か2,000円とか、何かそんなような、金額忘れましたけれども、そういうような採

用されれば賞賛することになっておりますけれども、しかし、職員はやっぱりそのことがある

からやるんでなくして、職員として山ノ内町の将来、それからこの地域の中で観光や農業、住

民の皆さんが安心してお暮らしできる、営業ができる、お仕事ができる、そういったためにあ

るのが公務員の仕事だと思っておりますので、これからも私ども町の職員、あるいは議会、そ

れから地域のそれぞれの住民の皆さんが一緒になって協働のまちづくりをするというのが第５

次総合計画の３つの柱の１つになっておりますので、大いに積極的に提案し、それに協力して

やっていただきたいなというふうに思います。 

  とかく物事というのは木を見て森を見ない発想で批判されることが結構多いわけでございま

すけれども、やっぱりそれにはそれなりきの予算もあると思うんで、それを十分吟味した中で、

人のやることはだめだということじゃなくて、かといって、何でも人のやることはいいという

ことではなくして、時代時代に合ったような、そういったことを当然やっていくのが私たちの

務めだと思っておりますので、これからもそんなつもりで精いっぱい行政執行を対応してまい

りたいと思いますので、議会の立場でも、ぜひご理解とご協力をお願いしたいと思います。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 制限時間となりましたので、５番 布施谷裕泉君の質問を終わります。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君の質問を認めます。 

  ８番 児玉信治君、登壇。 

（８番 児玉信治君登壇） 

８番（児玉信治君） ８番 清新会の児玉信治です。本日は傍聴席に大変大勢いらっしゃいます

んで、張り切って質問をしたいと思いますが、よろしくお願い申し上げます。 

  去る５月19、20日、須賀川区の皆さんと福島県須賀川市へ訪問させていただきました。これ

は須賀川区の皆さんより、議員としての立場で参加要請がございまして、そこへ参加をさせて

いただいたわけでございます。私、それから西議員、地元とすれば布施谷議員が３人でお邪魔

をさせていただきました。ご存じのように須賀川区と須賀川市とは３.11の大震災がきっかけ

となり交流が始まったわけでございます。当日は、須賀川市のぼたん祭りがあり、お招きをい

ただき、それにこたえたものとのことでございました。会場に到着、見学後、橋本市長、斎藤

観光交流課長さん、それから三瓶文化交流会会長さん等の皆さんに歓迎をいただき、懇談会が

開催され、市長より須賀川区の区民に対して心からの御礼の言葉がございました。また、当方

より竹節町長よりのメッセージも届け、有意義の懇談でございました。 

  その懇談会の席上、橋本市長、それから交流会長ともに、これを機会にぜひ須賀川、山ノ内

町へ訪問したいとの強い要望がございました。観光の町山ノ内としても大歓迎でございます。

今後、須賀川区と須賀川市がますます交流を深められることを期待し、また町としてのバック
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アップの必要性も強く感じた次第でございます。 

  翌日は、震災を受けた塩矢埼地区の視察をいたしましたけれども、余りの悲惨さに言葉も出

ませんでした。瓦れきの山を見たとき、国の復興策に対してのもどかしさ、そしてまた、日本

人のきずなは本物なのかを考えてしまいました。３.11を過去の出来事とせず、また他人事と

せず、全国民が被災地の方々が平穏な暮らしに復帰できる日を一日も早くするにはどうすべき

かを考えながら、痛切に感じながら帰路に着いた次第でございます。 

  それでは、通告に従い質問をさせていただきます。 

  １、人・農地プランについて。 

  （１）人・農地プランの進捗状況は。 

  ２、教育環境について。 

  （１）第５次総合計画に、児童・生徒一人ひとりの置かれている状況に応じた就学支援を行

うとあるが、なされているか。 

  ３、北信定住自立圏構想について。 

  （１）中野市で「複眼型中心市」の計画を発表したが、当町は参加意志はあるのか。 

  （２）参加するとしたら、どのようなメリットがあるのか。 

  ４、イベント中止について。 

  （１）湯けぶりの里ウオークが中止されるがなぜか。 

  ５、ほなみ保育園の改修について。 

  （１）地域、保護者の意見、要望をどのように取り入れられていくのか。 

  以上、質問をいたします。なお、再質問は質問席にてとり行います。 

議長（小渕茂昭君） 答弁を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 児玉信治議員のご質問にお答えいたします。 

  まず１点目の人・農地プランのご質問でございますが、国で今年度から創設され、６月補正

で11人分1,650万円の補正予算を提案してございますが、内容は、45歳未満の独立自営の就農

した青年に年間150万円を５年間給付する青年就農給付金や、農地集積のために農地の出し手

に、面積に応じて30万から70万円の協力金を交付する農地集積協力金などの支援を受けること

は、人・農地プランの策定が要件となっております。 

  このプランの進捗状況については、農林課長からご答弁申し上げます。 

  次に、２点目の教育環境のご質問につきましては教育長からご答弁申し上げます。 

  次に、３点目の北信定住自立圏構想について２点のお尋ねですが、中野市、飯山市が中心と

なる複眼型での北信定住自立圏構想が具体化され、６月議会で両市が中心市宣言をされる予定

になっており、その後生活機能の強化、結びつきやネットワークの強化、マネジメント能力の

強化といった重点共通連携分野について定住自立圏連絡協議会幹事会等を設置開催し、案件の
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整理を行い、中心地と山ノ内ほか北信地域の村がそれぞれ議会の議決を得た後、個々の事業に

ついて協定を結ぶことになっております。 

  構想段階から町としても参加の方向で進んでおりますので、中心市の事業メニューと合致す

れば協定を締結し、ともに圏域全体の生活機能の強化に取り組んでいく予定でございます。ま

た、参加することで複数の市町村に係る公共交通対策等といった住民生活に関連する諸課題に

ついて、効率で効果的に取り組んでいけるメリットや交付税での財源措置があります。 

  次に、４点目のイベント中止について、湯けぶりの里ウオークが中止されるのがなぜかとの

ご質問でございますが、３月に行われた実行委員会でエコサイクルイベントと合体させ、ユネ

スコエコパークの活用を考えた町イベントに切りかえていく提案をさせていただいたところで

すが、詳細につきましては観光商工課長からご答弁申し上げます。 

  次に、５点目のほなみ保育園の改修につきましては、24年度に設計を行い、25年度に改修を

予定しております。改修に当たっては、安心・安全の確保のための耐震補強や光を取り入れた

明るい園舎、内装の改修などを考えております。できれば太陽光を使った自然エネルギーの活

用もこの中でやっていきたいということで、県及び国の環境省のほうとも、山ノ内町へ来てい

ただいて説明をさせていただいてございます。 

  地元の意見、要望の取り入れについては、設計実施前に改修に関する素案をほなみ保育園保

護者会にお示しし、要望などをお聞きし、可能な範囲で改修に反映していきたいと考えており

ますし、またこのほか南部協議会だとか、あるいは佐野区の行政懇談会、そういったところも

含めて各地域の皆さんのご意見があれば、そういったものも反映してまいりたいなというふう

に思っています。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 人・農地プランの進捗状況についてのご質問でございますが、農業従

事者の減少や高齢化、耕作放棄地の増大など、人と農地の問題があり、５年後や10年後の地域

農業の展望が描けず脆弱化した傾向にある中で、担い手の育成、確保を推進し、新たな地域農

業の仕組みづくりを行う契機ととらえ、推進したいと考えております。 

  このため、24年度から町内４地区で進めております農業経営ビジョン検討会を再構築し、農

業委員の皆さんを中心にＪＡとも連携し、地域での話し合いに基づき、地域農業の将来あるべ

き姿を描く将来ビジョンづくりを進めていきたいと考えております。したがいまして、国の言

う人・農地プランは、地区の将来ビジョンづくりという大きな枠の中の１つの項目の位置づけ

としてとらえ、現在は暫定版の人・農地プランの原案作成のため、青年就農給付金の対象とな

る者やスーパーＬ資金の無利子化措置を希望する者の把握を進めておる現状でございます。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 児童・生徒の状況に応じた就学支援のご質問でありますけれども、町

内の小学校、中学校では、何らかの理由で普通学級での学習や普通学級での学級活動が難しい
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と思われる子供が在籍しております。そうした子供たちの在籍する学校に対しては、必要によ

り支援員を配置して就学支援をしているところであります。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 大きな４番のイベント中止について、（１）湯けぶりの里ウオー

クが中止されるがなぜかとのご質問ですが、昨年の大会はツーデーイベントにしまして３回目

の開催でありました。コース設定を変えたりリニューアルを図ったところでありましたが、参

加者は300人強にとどまり、伸び悩み感がありました。さらに、日本ウオーキング協会の情報

によりますと、最近では全国的に健康に主眼を置いたような大きなウオーキング大会への参加

者はふえる傾向で、ローカル大会は減少傾向にあると。どんどんなくなっている傾向にあると

いうことで、大会そのもののあり方を変更する結論に至ったところであります。 

  実行委員会にお諮りをしまして、中止を惜しむ声もありましたが、事業の見直しを早い段階

で行うこととし、新たな展開としまして、発展的に解消をしてエコサイクルイベントとともに

環境や健康をテーマに町全体に広げ、志賀高原、温泉郷、北志賀高原、それぞれを会場に実施

をしていく方向を確認させていただきました。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） それでは、再質問をいたします。 

  最初の人・農地プランについてでございますけれども、５月10日の農業新聞に全中地域営農

ビジョンの策定、実践にＪＡグループを挙げて取り組む全国運動方針を決定したという記事が

掲載されました。その内容は、地域の中心となる経営体の明確化や農地の集積計画など、政府

が推進する人・農地プランの項目に、食農教育や高齢者福祉、防災対策などＪＡ固有の項目を

加える形で行政と一体となって進めていくというものでございました。この記事はご存じです

か。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） はい、見させていただきました。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） これに対して行政側とＪＡと何らかの協議をされましたか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） はい。６月11日にＪＡさんと人・農地プランについての打ち合わせの

機会を設けてございまして、その中でこれからの日程等を詰めていきたいというふうに考えて

おります。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） そのときの話の中でどういう協力体制をとるというふうに確認されました

か。 
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議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 話し合いはこれからですので、先ほども申し上げたとおり、平成21年

度の営農ビジョン計画の再構築に向けまして、改めて行う会議ですので、全中の結果を踏まえ

ましたＪＡさんの意向を確認しながら、全面的に協力を願うつもりでおります。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 経営ビジョン委員会の中でＪＡさんはどういう立場で入っておられますか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 21年度の営農支援の関係の中では、委員として参画いただく中にＪＡ、

それからＪＡの部会等、各地区によって違いますが、ＪＡとしての参加が入っておりますので、

その中でのもう一度検討をさせていただくということになっております。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 私も経営検討委員会の中のメンバーに入っておるわけでございますけれど

も、この会議の中での農協の方針は一切示されていない現実がございます。そんな中で、この

メンバー構成でこれから経営検討ビジョンを推進されていく所存でございますか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） メンバーにつきましては、時も過ぎましたので、また新たに再構築を

しながら進めていく地区、それから今までのとおり進めていく地区と４地区ありますので、そ

れぞれでございますが、メンバーについても再度検討しながら、改めた形でスタートを切りた

いというふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） ４地区の推進の状況を細かくちょっとお知らせください。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 北部地区におきましては、営農のプロジェクト会議を重ねていただい

て、過日営農組織が１つ立ち上がっております。今回はその組織を中心に、再度また地区の中

での検討をしていきたいと。 

  西部地区におきましては、既に西部営農組合が発足しておりますので、その中へこの人・農

地プランを戻しまして、改めた中での推進をしていただきたいと。 

  東部地区におきましては、過日、東部地区の農業委員会農業委員さんにお集まりをいただき

まして、これからの方向づけについて今お話し合いをしていただき、ビジョンについての人選

も進めていただく予定になっております。 

  南部地区におきましては、経営ビジョンの中で既にアンケートの集計まで終わっております。

それに基づいた中での発展的な協議をしていきたいというふうに思っておりますが、人・農地

プランで、記名のアンケートで各農家の意向を確認をしていった中での進め方というふうにな

っております。ですので、アンケートを実施した中でこれからどうするかについては、南部地

区に限っては、そのアンケートをもとにした中で、また新たなメンバー構成の中で進めていき
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たいというふうに考えております。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） この経営ビジョン、当町においては東西南北いろいろ農業形態が変わって

おるわけでございますけれども、地区地区の策定を独自に行うというふうに理解してよろしい

んですか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） はい。町では４地区独自の経営ビジョン計画の自立をお願いしていく

ところであります。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 国の政策の中では、町の人・農地プランというふうに来ていますけれども、

それでも結構なんですね。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 国では、地域の皆さんの話し合いの場、課題となっている点というふ

うにとらえておりますが、町では総合計画の中にもありますし、町のマスタープランの位置づ

けにおいても、旧営農支援センターを中心とした中で４地区おのおの、昔で言う単協別の中で

の営農ビジョン計画づくりを推進したいというふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 今回の補正予算で1,650万、11人分というふうに、この新規就農支援事業

の人数をやって予算化されております。それから、町独自の頑張る新規就農者の中で50万を、

これもまた補正されておりますけれども、町の対象者とこの国の新規就農支援事業の11名は、

ダブりはありますか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 11名の中にダブっている方もおられます。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 町の行政の中では、この人・農地プランの策定をいつごろをめどとして予

定されておりますか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 今月中に各地区で何らかの形でスタートを切りたいというふうに思っ

ております。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） ということは、ことし新たに新規就農され、国のこの人・農地プランの下

にある新規就農支援事業の対象者というのは、ことしから新規就農を始めても、満５年間の対

象となるというふうに理解してよろしいですか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） はい、ことし就農された方も対象に含めております。 
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議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） それと、３月議会のときに、この支援事業の対象者が１人か２人というふ

うに答弁されております。これ11人になったものは、課長が新しくなって規約改正がなされた

ということでなければ、課長の考え方の中で拡大されるような考え方になったんでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 対象者が平成20年以降就農という形もあります。その中で再度洗い直

しをしていただいた中で、最初から閉ざすようなことのないような形で候補者ということでう

ちのほうで調査した結果でございます。ですから、この皆さんが全員がこの就農者の国の要望

に当てはまるかどうかについては、個々の面接、それから農地プランの各地区のビジョンの関

係と照らし合わせながら進めていくつもりでございまして、候補者ということでありますので、

11名というふうになっております。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） ということは、町の対象の15名の中にも、それの対象になる後継者がもっ

と多くてもいいんじゃないですか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） ことし就農された、６月補正でお願いした15名の中の現実４名の方が

就農金とダブっておるんですが、ほかの方については、既に経営状態につきまして自立型に、

本人等の確認もあるんですが、今の時点ではなかなか自立型に到達しないと。あくまで親元就

農ですのでという形になっておりますので、４人という形になっております。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 満５年に該当する人は何人いますか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 平成20年から就農ということでしょうか。満５年と。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） ことしから、ことし就農してそれに該当する人が４名でしょう。じゃ、あ

との11名のうちの７名は、それ以前に就農したということですね。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 今うちのほうで考えている11名については、本年度就農の方を想定し

て─失礼しました。就農者の15人につきましては、過去の方も入っております。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） わかりました。 

  経営ビジョンの委員会の中で、先ほど課長のほうから、今月中にめどをつけたいというご答

弁がございましたけれども、なかなかこれは今月中にはできないと私は断言しました。という

のは、先ほどから言っているように、もう何回も、２年も経過しているんですよ。その中で意

見が集約できないという現実があるもんで、私１つ提案したいんですが、先日ご近所の75歳ぐ
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らいのご夫婦が、今盛んにリンゴのはしごへ上がって摘花をされております。私は南部地区の

ことをちょっと言うわけですけれども、南部地区には後継者は割と少ないんですね。それで、

年寄りの皆さんが非常に頑張っておる。そういうことの中で、今の経営検討ビジョン委員会の

メンバーにお年寄りというのはだれも入っていないんですね。認定農家、それから先ほどおっ

しゃったＪＡさんのほうからは技術員とかそういう方がいて、各区長さんがいて、私、議員も

入っていますけれども、農業委員さん。だけれども、今の若いそういう農家に携わっている方

は自分でいっぱいなんですわ。他人のことまで面倒を見切れないというのが現実だと思うんで

す。 

  そういうことの中で、私はこの現実に、10年後に大変厳しい状況に置かれる皆さんをなぜメ

ンバーに入れないのか、非常に不思議なんです。そういう考え方というのはないですか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 先ほども申し上げましたとおり、21年度の経営ビジョンの再構築です

ので、メンバーについても当然今の現状に合わせた中でスタートしていきたいと。それから、

私今月中にめどをつけたいというのは、何らかの形で各地区で再スタートをしていただきたい

ということですので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） それで６月にめどをつけるということでございますので、期待をしたいと

思います。 

  それで、先日テレビで北海道白老町の年寄りのおばあちゃんたちが、グランマというお店を

やっているという放送がございました。大変その平均年齢が72歳。非常に活発な活動をされて

おり、これがこれからの日本を象徴しているのではないかなと。それでまた星野伸一さんとい

う作家の「限界集落株式会社」という本があるんですね。その本の中にも、過疎地域で年寄り

だけが残ってしまったところへ、そこへお年寄りの皆さんの知恵を拝借しながら会社を設立し

て、今年商６億円ですか、ぐらいの農地組合法人を設立して成功しているというようなことの

中で、年寄りだからできないんじゃないんですね。先ほど言ったように75歳の、もう我々とす

ればじきそういう年代になるんですけれども、そういう意欲はすごくあるんですね。そういう

人をこれから活用していくようなすべをもう少し行政の中でも取り入れていっていただいて、

そういう計画の中に参画させていただければいいなと、そんなふうに願うものでございます。 

  次に、教育環境についてでございますけれども、先ほど教育長のご答弁の中に、障害のある

お子さんが現在就学されていると。それについては支援員の配置をしてやっているというよう

な答弁がございました。 

  そこでお聞きしたいんですが、就学相談委員会というのがありますけれども、その委員と、

そのメンバーはどういうふうになっていますか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） ことし、ついこの間やったばかりですけれども、メンバーは飯山養護
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学校の教頭先生、北信圏域の支援センターの相談員、それから町の保健師、医者、それからあ

と４小学校の校長先生どなたか、教頭先生どなたか。小学校の校長さんだった場合には中学校

の教頭先生、こういうふうに。それから、各学校の特別支援学級の担任並びに特別支援教育コ

ーディネーター、必ずしも特別支援学級の担任さんがなるとは限りませんので、その方ととい

うことで入っております。特に中学校はことし特別支援学級が多いので、参加者が４名います。

そういう人たちでやっています。 

  以上です。 

（「内容」と言う声あり） 

  わかりました。 

  ちょっと話が長くなりますけれども、各学校、今ごろ各学級担任さん、大体２カ月間やった

んだけれども、授業をやっていて動きの重い子供いませんかと、いわゆる授業についてこれな

い、体のこと等があって授業が厳しいと思われる子供ありませんかということで出していただ

きます。学校で、職員会でまず審議します。それを審議して、いや、こういう子供はこういう

対応をすれば何とかなるんじゃないか、やってみろと。でもこの動きがあったらちょっと厳し

いなと。特別就学相談委員会のほうへまずこれを相談してみましょうということで書類を上げ

てきます。各学校から集まって、今の人たちで審議をします。見て、うん、確かにこれだった

らちょっと厳しいぞと。あるいは、これは学級でこういうような配慮をすればいいよというこ

とになります。じゃ、この子とこの子とこの子供はひとつ検査を受けましょうということで決

定します。それで保護者の了解のもとに、大体夏休みにかけて１人１時間半ぐらいの検査をし

ます。その検査の結果をまた全員で見ます。その結果、判定が出てきます。 

  Ａ判定、これは普通の学級で担任さんが配慮をしながらやれば何とかなりますよと。こんな

配慮をすればいいですよ。Ｂ判定、今のままじゃわからない。もう１年ないし２年たったらも

う一度検査を受けさせてください。これがＢ。Ｃ、普通学級では難しいですね。各学校の特別

支援学級で対応するのがいいと思いますよと。これはＣの１とＣの２というのがあります。知

的障害と情緒障害。それぞれの障害ごと３人いれば１人の教室と先生がつくわけです。だけれ

ども、３人以内だとつかないと、ここが難しいところなんですがね。３人から８人が特別支援

学級の１つのあれです。今Ｃができました。Ｄ、普通学校の特別支援学級では難しいです。特

別の免許と施設のあるところでなければちょっと難しいよ。だけれども、普通の学校にはそう

いう子供さん３人はいるわけありませんので、困ります。そこで、県ではそれぞれの都市、郡

市にですね、長野と松本に聾学校があったり、それから肢体不自由の学校が花田と稲荷山にあ

ったり、それからいわゆる飯山にもそういうのがある。こういうようになってきます。もっと、

Ｅは、これは就学自体を１年見合わせましょう、就学延期。就学を考えなくていいですよ、就

学免除と、こういうような段階になっています。こういうようにして判定しているという、い

わゆる教員だけじゃなくて医者、それからそちらのほうの専門官等々にてその子供を一番就学

するのに適切なところはどこなんだということを決め出してくると、そういうものであります。
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よろしいですか。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 内容についてはわかりました。 

  それで、そのメンバーの中に何で教育委員会が入っていないんでしょう。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 事務局は入っているんです。事務局はいるんですけれども、就学委員

ではないです。その場にいて準備、説明のほうをやります。すみません。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 本年において、当山ノ内においても、この相談委員会ですか、開催された

とお聞きしていますけれども、そのときの状況をちょっとお聞かせください。状況というか、

すみません。本人、そしてまた保護者が入っていなかったという事実を聞いていますけれども、

いかがでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 保護者、本人は一切入っていません。 

  それで、先ほどの判定が出たときに、それを受け取った担任さんが、連絡があった担任さん

が大体12月の個別懇談で、こういうような判定が出たんですが、お父さん、どうしますか、こ

のほうが子供にいいですよという、そういう指導はするわけ。それが大体個別懇談、12月の。

そういう時期でありますので。就学の相談委員会の場には、保護者や本人はいないはずです。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 教育機会均等についての意見の中に、この委員会の内容については本人、

家族の意見も聞いて行うもの、障害のある人たちの生き方が当事者を抜いて決められていくこ

とが当然のように進められていく学校教育施行令は全く人権を無視したという意見がございま

すが、その考え方はいかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） まず、山ノ内町の就学指導にはそういうことはありません。理由、保

護者が納得しない限り、そんなことやりません。その辺が今の特別支援教育の一番苦しいとこ

ろなんですよ。先ほど言ったＣ判定の子供なんだけれども、保護者がうんと言わないから教室

にいる。それはだれにとって不幸かといったら、子供にとって不幸なんですよ。そういうこと

は絶対ないです。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） その委員会の結論をもって、教育委員会は教育施行令の22条ですか、によ

って入学通知書を各保護者、個人のところへ出しますよね。その入学通知書の意味というのは

どういうふうに考えておられますか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 保護者に対して入学する学校をここですよということで示される、そ
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ういうことです。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） ということは、教育委員会では入学通知書を出すということは、許可した

ということですね。それについて、学校と教育委員会のコミュニケーションというのはどうい

うふうにとられておられますか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 校長のほうからも、例えば小学校に来年、おたくの学校には何名の子

供さんが行きますよという、その名簿が届くはずです。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） そういう事実の中で、ことしの４月５日ですか、中学校の入学式が行われ

ました。その中へ入学したその子供に対して、学校側は何ら対応がされていなかったという事

実を聞いておるわけですけれども、その事実はございますか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 今対応と言われましたけれども、どういうことを対応なんでしょうか。

前から言われている、はっきり言って補聴器を云々というそういうことなんでしょうか。それ

とも入学通知が来ていないとかそういうことでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 入学通知書を出して入学をされた。それに対して学校側では、子供に対し

て対応ができていなかったと。というのは、その子供さんの状況からいって、前列にするとか、

学校の担任の先生がその事実を知っていて、それなりきのその子に対する対応ができていなか

ったというふうに聞いておるわけですけれども、その辺の事実関係はどうなんですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 今はそういうことないんですが、それは入学するときには大体中学校

はあいうえお順なんですよ。名簿順というのをうんと大事にする。だから、ランダムに、うん

と機械的に最初は多分そういう席順になっているはずなんです。こちらの隅からあいうえおの

順にこういうふうにやっていったから、偶然行ったかもしれないんですよ。だけれども、授業

を始めてみればすぐわかって、先生対応しているはずですよ。いいですか。だから、全然そう

いうことを対応していないとかそういうことじゃないんです。やっているはずなんです。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） やっていないというふうにお聞きしたので、今聞いたんです。 

  ３月31日付の信濃毎日新聞に、長野市教育委員会、学校に看護師という見出しで、医療的ケ

アの子供さんたちの対応について記事が出ました。それについて教育関係者の皆さん方から、

いろいろ文献などを見ますと、これからは子供さんたち、いろんな条件の中で障害を若干お持

ちの子供さんがふえてくると。そういうような危惧する声が多々あるわけです。そんな中で、

当山ノ内町のそういう現状を見たときに非常に不安に思うわけでございますけれども、その辺
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についての対応はどのようにお考えでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） もう最初のことで、先日教育委員会で学校を訪問したことがあった。

その子供さん、一番前にいましたよ。だから、やっているというふうに言ったんですよ。 

  それで、先ほどもう一つ無理があるということをちょっと思ったのは、先ほどＡＢＣＤがあ

ったでしょう。Ｄが判定なんだけれども、どうしても山中へということ自体は非常に無理なこ

となの。おわかりでしょうか。特別支援教育の体制そのものに違うことをやろうとしているん

ですよ。だから、違うことをやるということは、子供にとってはいい就学ではないですよ、だ

けれども通うのにはとても大変なんだから、そこは、お父さんがそう言うんだったら認めます

よ、そういう立場のものなんです。それ承知だけしておいてください。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） そのことについて、今教育長がおっしゃる子供のためというのは、私も十

分理解しております。そういうことの中で、現状の当町の教育現場の中で、今までも車いすの

問題、いろんな問題点をお聞きしております。そんな中で、意外と行政で、保護者、それから

当事者にすればちょっとつらいなという対応がなされているような気がいたします。 

  そんなことでちょっとお聞きしたんですが、安曇野市の県立こども病院の副院長さんが、こ

れからは医療的ケアが必要な子にとって社会の入り口が狭くなっている。医療、福祉、教育が

協力し、受け入れの門戸を開かなければならないと訴えていると。当町としても、今後受け入

れの態勢を整え、教育関係においても若者定住策の一環として進めていく必要があると、そん

なふうに思いますけれども、教育委員長、いかがですか、そういうことに関して。 

議長（小渕茂昭君） 小野澤教育委員長。 

教育委員長（小野澤昭三君） おっしゃるとおりだと思っていますけれども、なかなか今教育長

のほうからもお話ありましたように、当事者の親にしてみると、できればということでありま

して、なかなか今の専門家の見た感じと保護者の皆さんのずれがあると。それは確かでござい

ます。その辺のはざまを埋めるのも１つの仕事かなと、そんなふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 同じ質問で町長いかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 子供たちの置かれている状況について、私も細かく状況わかりませんので、

行政委員会である教育委員会、それから現場である学校、それぞれが専門的な立場でちゃんと

チェックしていただきながら、それぞれの適切な対応をしていただいているというふうに思っ

ております。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 教育関係は、私ども本当に素人には余りよくわからない分野かもしれませ

んけれども、いろんな話を聞くと、なかなか山ノ内の教育に関するそういう面においては、非
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常にちょっとまだ後塵を拝しているんかなというような気もしますんで、ぜひその点も教育委

員会、そして町としてもぜひ体制を整えていっていただきたいと、そんなふうに希望しておき

たいと思います。 

  次に、北信定住圏構想についてでございますけれども、この件については６月１日の全員協

議会の中で説明がございました。中心市の連携がなければできないというような説明でござい

ましたけれども、ここに重点共通連携分野というようなことの中で、北信総合病院とかこうい

うものについては、現在広域の中で対応されておるというふうに思っておりますけれども、一

番は地方公共交通の分野で、中野市との連携を模索するべきではないかなというふうに思って

おります。 

  そんな中で、これ６月４日の信毎でございますけれども、県内の人口の6.2％、14万人が買

い物弱者だというような記事も載っておりました。そんな中で、当山ノ内町でもそういう買い

物弱者という方が大勢おられるわけでございますけれども、これをこの定住自立圏構想の中に

もし参画するんだったら、これを重点的にやっていただきたいなと、そんなふうに思うわけで

すけれども、いかがでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 副町長が公共交通機関のこの地域の副委員長に就任しておりますし、また

町内のそちらのほうの対応もキャップとしてやっていただいておりますので、その辺は副町長

のほうからちょっと答弁してもらいたいと思いますが、よろしく。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） おっしゃるとおりでございますが、公共交通でどこまでフォローできる

かというのが１つございます。それをまた超えた部分で何ができるのかと、それも検討してい

かなくてはいけないと思っております。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） ちょっと言葉が足らなかったかな。路線バス対策、現在菅角間線ですか、

何だっけ。そうだよね。そのやつは竹原まで行っていると。中野では補助金を出していないと

いうことですよね。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） ３路線とも中野に入っていると思いますが、中野市内まで。竹原が中野

市に入っていないという、もっと奥まで入っているということを言っているんで。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） そういういろんな中野市と連携することによって、買い物圏は、山ノ内の

場合はこれは行けないかもしれないんだけれども、どうしても中野が主流、病院もそうだと。

そういうことの中で、ぜひこの路線バス、そういうものに対しては自立圏構想の中で当町とし

ても強力に進めていってほしいと、そんなふうに希望しておきたいと思います。 

  それから、町内で今大変要望の強い体育施設、そういうものについても自立圏構想の中で要
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望できないでしょうかね。いかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 体育関係者等からは結構強い要望がございますけれども、一般の皆さんの

中からは、必ずしも体育館が優先順位だとは思っていないというふうに、水の関係だとか住民

生活の関係、もっと町長しっかりやってほしいというふうにも言われておりますので、そこら

辺を総合的にやっぱり判断していかなければならないと思っております。そういったことの中

で、第５次総合計画の後期計画の中でそれを検討していくということで今までも説明してある

と思いますけれども。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） その面についてもしっかりやっていただくとともに、こういう構想もぜひ

これからは協議されるわけでございますので、そこら辺も議題に上げていただければなと、そ

んなふうに要望をしておきたいと思います。 

  それから、イベント中止について、先ほどいろいろ課長のほうから、中止の大して理由にも

ならないようなことをおっしゃいましたけれども、この実行委員のメンバー29人のうちに、３

月21日の委員会の出席者、何名いましたか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） お答えいたします。 

  この実行委員会は、いつも会議で通知をするんですが、まことに出席率が悪いんですね。そ

れで今見ますと、13人の出席ですので、全体が27人中13人ぐらいで、大体半分ですね。そうい

う状況です。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） アバウトな数字で言ってもらっては困るんだけれども、29人のうち12人な

んですよ。それでこの中で委員の中に各旅館組合長さんがいっぱいおられるんですわ。その人

たちが全部欠席していて、この中で、だれが中止の提案をされたんですか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 旅館組合長は１人出席しておりました。それで、この始まりのこ

とでしょうか。始まりのことは、私ちょっと提案についてはわかりません。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） じゃ、この湯けぶりの里ウオークというのは、これは長野マラソンが中止

になって、そのかわりに設定されたんだと思うんですけれども、今現在、今までやってきた中

で、どのようにこの意義づけをされていたんですか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 私聞いている中では、長野マラソンのかわりのイベントというこ

とで、これは行政主導のほうで進めてきたものというふうに聞いておりますが。 
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議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） その中で、協力体制の中で、穂波村とかワイワイクラブだとか、私も当初

から全部参加していますけれども、その中でそういう意見も聞いた中でこの中止の意見出たん

ですか。というのは、農業と観光のタイアップとか、一生懸命に町では推進しているにもかか

わらず、こういうのは我々にも何の通知もなくて一方的に今回は中止だよと、こういうことで

納得できますか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 議員さんも今のおっしゃる協力メンバーの中で、本当においしい

ちゃんちゃん焼きなどを提供していただきまして、本当に感謝しておりますが、この実行委員

会でご提案したのは、完全に湯けぶりの里ウオークは中止なんです。中止なんですが、ウオー

キングイベントとエコサイクルイベント、これを一体化して、それで環境と健康、こういうも

のをテーマに進めていくんだということで、環境の関係で今回、窓の関係もありますけれども、

ウオーキングについては志賀高原のほうでやりたいと。それで、エコサイクルイベントのほう

は温泉街、それで本格的に自転車の愛好家が望んでいるいわゆるヒルクライムについては北志

賀高原でやりたいということで、環境と健康を町全体で広げたいということで、湯けぶりの里

ウオークも非常に好評で、参加した人はみんな90％満足ということと、コースも非常に工夫を

されていていいとかいうことで、参加の方には非常に惜しむ意見もあった。私も一度は残念な

んですけれども、これがまたさらにリニューアルして町全体に環境と健康のイメージを定着す

るには、そういうふうにしたほうがもっといいんだということで進めたいと。 

  それと、一番は行政主導もいいんですが、地域主導、地域住民が本当にやりたいというイベ

ントをやるのが一番続くわけなんで、そういうのもひっくるめまして、広くエコサイクルイベ

ントを、50人ぐらいしか実は集まらなかったんですが、そういうことがないように、もっと関

係団体に声をかけながら人数がふえるようにやっていきたいということであります。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） エコサイクリングとウオーキングというのは本質的に違うんですよ。それ

で、先ほど伸びが非常に緩いという言い方されましたけれども、214、297、329、そしてまし

てや参加の皆さんに去年はアンケートをとりましたよね。91％の人は全部満足しているんだよ。

またぜひ続けてほしいという意見があるんですよ。これをまた志賀高原でやるから下はやめ、

これじゃなくて、もう１回そのやつは継続したらどうですか。いかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） そういう意見もありますが、何回も申し上げて恐縮なんですけれ

ども、専門家の意見がありまして、日本ウオーキング協会の専門家の話によれば、もう主要な

イベントというのが100以上あるんです。その中でだんだん大きなものにみんな吸収されてい

く状態。それでローカルなものはもう消えていく状態の中で、早く判断をして次に切りかえて
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いかないと難しいんだということで、議員のおっしゃることもよくわかるんですが、当初ウオ

ーキング協会とか県の協会に入れば、もう何千人にもなるという話で来たんですよ。ところが、

何回努力しても協会にも、入りました、日本の協会にも入りました。ところがふえないという

ことで、ところが、休みのたびに職員がプレミアムノルディックチームというのがあるんです

が、プレミアムリーグというのがあるんですけれども、その休みごとに一緒に行って、背中に

のぼり旗を立てて宣伝をしてきたと。ところが伸びないと。大町でやったのなんか、雨に遭っ

て50人を切ったというようなことでやっていると。見通しが非常に苦しい状況で、早く判断し

ないとだめだということなもんで、健康をテーマに、先ほども言ったように、環境と健康と切

り口を変えて、余りにも目の前がぎらぎらしたですね、宿泊をしなければだめなんていって観

光が先行したようなイベントじゃなくて、健康と環境で取り組んでいたら、結果的に誘客にな

ったというようなイベントが本当にイベントになっていくと思うんですよ。そういうことでご

理解をいただきたいということです。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 前にも、ワオワオのときにも言いましたけれども、継続は力なりという言

葉がございます。これは古人の言葉です。このことが当山ノ内町のイベントにはいつもそうい

う感じは否めないわけでございます。どうかこれからエコサイクルのところへやっていくにし

ても、何かうんと継続できて観光客の皆さんに山ノ内へ来ていただく、あのイベントあるから

行こうよというようなことをぜひ企画し継続をしていただきたいと、そのように希望を申し上

げて、私の質問を終わりたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 制限時間となりましたので、８番 児玉信治君の質問を終わります。 

  ここで午後３時５分まで休憩します。 

 （休 憩）          （午後 ２時４８分） 

─────────────────────────────────────────────── 

 （再 開）          （午後 ３時０５分） 

議長（小渕茂昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君の質問を認めます。 

  14番 小林克彦君、登壇。 

（１４番 小林克彦君登壇） 

１４番（小林克彦君） 皆さんは今日の日本のこの景気をどうお考えでしょうか。日本経済はバ

ブル崩壊以来、失われた10年、または20年と言われておりますが、今日に至っても全く回復の

兆しも見えていません。それどころか、最近の世界の情勢にかんがみれば、結果として無為無

策とも言える現状の状況では、今後、日本経済は大変な事態に陥る懸念さえあります。ユーロ

圏の財政の信用不安等の不安定要素により、中国、インドほか新興国にも経済の減速が起こり、

そのマイナス要因を直接、間接に受けて、日本企業は現在のまれに見る株安となっております。 
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  一方、円は対ドル、ユーロに対して高値をつけています。ところが、これも国債の格付けは、

日本の財政健全化計画が甘いとして、最上位から４番目のダブルＡマイナスからシングルＡプ

ラスへと、またも１段階引き下げられました。しかし、政府も日銀も、この国家の重大な局面

でも危機感を持って対処しているようには到底見えません。極端な円高は、産業の体質を確実

に弱め、企業は外国へとシフトをし、また現在のデフレは経済停滞の象徴でもあります。 

  このような状況の中で、諸外国はこの20年間に少なくとも年３ないし４％前後の経済成長を

遂げております。これは単利の計算でも20年間では約75から80％前後の経済成長、伸びとなり

ます。片や日本は、年0.数％のほぼゼロ成長に近い状態の成長で、その差は歴然としておりま

す。大胆な比較をするならば、20年前にともに10万円の収入であったとすると、現時点、諸外

国は収入が18万円にふえ、日本は10万円のままと、大変な大きなおくれであります。 

  今日抱える主な課題の原因と解決策は、まさしくここにあると思量しております。つまり経

済の再生、産業の健全な成長なくして、いかに個別課題の解決に取り組んでも、抜本的な解決

は図れないことは明白であります。税、雇用、社会保障、少子化、また所得の再分配、まして

や地方の人、物、金の活性化しかりであります。にもかかわらず、どうして政府、国は今一番

重要な経済のおくれを取り戻す作業に全力を傾注しないのでしょうか。私には到底理解できま

せん。何を置いても優先すべきであります。個人、地方の努力は当然でありますが、マクロに

おいては国家でなければ解決でき得ません。再び経済成長が右肩上がりとなり、国民があした

に、将来に希望の持てる生活を一日も早く実現できる施策を政府に強く強く求めるところであ

ります。 

  それでは、通告に従い質問いたします。 

  １、大災害の備えについて。 

  これは大見出しですけれども、12月議会、３月議会と、今回で３回目の町民にかわっての質

問でございますんで、明確にお答えいただけるまでは、きょうは帰れません。 

  （１）横湯川・角間川の治水について。 

  ①日降雨量が250ミリ、または300ミリを超えた場合の被害想定は。 

  ②危険水位に達するのは日降雨量で何ミリか。 

  ③危険箇所があるとすれば、これに対する措置はどうか。 

  （２）県が管理者である他の河川について。 

  ①該当河川と危険箇所の把握はどうか。 

  ②せきとめ湖の危険箇所はないか。 

  ③危険箇所に対する措置はどうか。 

  （３）地震への対応について。 

  ①断層帯、特に活断層帯はないか。 

  ②備えはどうか。 

  （４）最も優先すべきことについて。 
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  ①対応は適切にされているか。 

  大きな２、小学校のあり方について。 

  （１）あり方委員会の結論はどうか。 

  （２）教育委員会の今後の進め方はどうか。 

  以上です。再質問は質問席にて行います。 

議長（小渕茂昭君） 答弁を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 小林克彦議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、１点目の大災害への備えについてのご質問ですが、町では災害対策基本法に基づき、

山ノ内町防災会議が山ノ内町地域防災計画を作成し、これを推進することにより災害に備えて

おります。防災計画では、町関係機関、町民等が連携し、災害予防や災害応急対策並びに災害

復旧を実施することによって、町民の生命、身体、財産の保護に努めております。 

  詳細につきましては、（１）番の横湯川・角間川の治水についての①日降雨量が250ミリ、

または300ミリを超えた場合の被害想定はと②番の危険水位に達するのは日降雨量何ミリかに

ついては消防課長から、③の危険箇所に対する措置はどうかについてと（２）番の県が管理者

である他の河川についての答弁につきましては建設水道課長から、３番の地震への対応につい

てと４番の最も最優先すべきことについては総務課長からご答弁申し上げます。 

  次に、大きな２点目の小学校のあり方について２点のご質問につきましては教育長よりご答

弁申し上げます。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） １、大災害への備えについて、（１）横湯川・角間川の治水について、

①日降雨量が250ミリ、または300ミリを超えた場合の被害想定は、②の危険水位に達するのは

日降雨量何ミリかについてお答えをさせていただきます。 

  日降雨量が250ミリ、または300ミリを超えた場合の被害想定ですが、夜間瀬川浸水想定区域

は、夜間瀬川流域の護岸整備も進み、町の防災マップに掲載されておりますとおり、平成20年

６月に長野県から通知されました100年に一度とされる想定日雨量242ミリで求められたもので

す。このご質問をいただきました日雨量が250ミリ、または300ミリを超えるとなりますと、近

年温暖化の影響として国内でたびたび発生しているゲリラ豪雨、集中豪雨が想定されようかと

考えます。このようなゲリラ豪雨等が発生した場合、降り続いた時間経過もありますが、町内

各地で防災マップの想定、もしくは想定を超えるような土砂災害等の発生が危惧されます。よ

って、町としましては、想定を超えるような豪雨となるような状況に見舞われた場合には、気

象台、県の各種観測状況の把握はもとより、夜間瀬川流域の水位の観測及び土砂災害の発生の

おそれのある箇所の監視を強化することで、災害発生前に避難準備、避難勧告を出すなど、必
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要な措置をとるということでご理解をいただければと考えます。 

  ②の危険水位に達するのは日降雨量何ミリかについてでございますが、危険水位1.9メート

ルに達するには、短時間に集中して降るいわゆるゲリラ豪雨の可能性もありますことから、町

では日降雨量の換算ではなく、さきにもありました平成20年６月の県の通知から、日雨量242

ミリの場合、夜間瀬川の水位は１時間に35センチ上昇するとされていることから、星川水位観

測地点で避難判断水位を1.61メートルとし、ここに達した１時間後に危険水位になると考えて

おります。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 建設水道課長。 

建設水道課長（大硲正光君） これから梅雨の時期、あるいは９月までの台風の時期を迎えまし

て、その前段で大災害の備えについてというご質問をいただいております。 

  （１）番、横湯川・角間川の治水についてのうち、③番、危険箇所に対する措置はどうかと

のご質問でございます。 

  現在、横湯川上流では、火山砂防事業としまして新佛岩園庭工事や地滑り対策事業としまし

ては集水井、あるいは整水トンネルの工事を北信建設事務所で計画的に施工していただいてお

ります。また、角間川につきましては、治水と利水あわせた県営多目的ダムの建設に向け、県

に要請活動を行っている状況であります。一時ダム廃止等もありましたが、いろいろ国の状況

も進まない状況がありまして、現在、昨年の春からこの関係については進んでおりません。 

  次に、（２）県が管理者である他の河川についてということで、①、②、③の質問をいただ

いております。 

  まず、①番の該当河川と危険箇所の把握はどうかという質問についてお答えいたします。 

  山ノ内町の夜間瀬川、角間川を除く県管理の河川は、雑魚川ほか９河川あります。この中で

水防計画に基づく重要水利区域としまして、伊沢川に２カ所、三沢川に15カ所、笹川に４カ所

指定されております。 

  次に、②のせきとめ湖の危険箇所はないかにつきましては、せきとめ湖につきましては、山

腹の崩壊、地滑りの流下等、大規模な深層崩壊による河道が閉塞して形成されるダムでありま

す。せきとめ湖は、構造的に脆弱であり、自重や越流水や地震の余震等によって容易に崩壊し、

大量の土砂と河川水が混濁して土石流は泥流となって流下することでありますが、下流に大き

な被害を招くこともあります。原因となる大規模な深層崩壊については、内容は容易に把握で

きておりません。国では、深層崩壊の頻度が特に高いと推定される地域を中心にさらに調査を

実施し、作業が進んだものから随時公開するものとされております。 

  なお、当山ノ内町では深層崩壊の頻度は低いと判定されております。 

  また、大規模土砂災害に対する危機管理体制の強化としましては、平成23年５月に土砂災害

防止法の一部が改正されました。ご質問の天然ダムが発生した場合、被害想定区域等を明らか

にするためには、県・国による緊急調査が実施され、それに基づき土砂災害情報が出され、緊
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急に備えた警戒避難体制の確立強化を図るものであります。 

  ③番の危険箇所に対する措置はどうかにつきましては、せきとめ湖の国の調査結果を待って、

北信建設事務所においては必要な対策を検討してまいりたいという回答を得ております。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） それでは、（３）番の地震への対応ということでございまして、６月

１日の議会全員協議会のほうでご説明をさせていただきましたが、断層帯、特に活断層につき

まして、５月23日の信毎の報道にありましたとおり、町には活断層としまして須賀川断層と横

倉断層の２つがありまして、合わせて10キロという調査結果でありました。このことにつきま

しては全員協議会でもご説明申し上げましたが、新聞発表のもとであります、つくば市の産業

技術研究所に問い合わせしましたところ、今回の技術研究内容につきましては、現地の調査を

したわけではなく、空中の写真からの判読でございまして、短い断層のことから、地震が発生

するかは不明とのことでありました。また、長野気象台に同報道内容につきまして問い合わせ

たところ、小規模の断層を調査した結果でありまして、幾分距離が長くなった内容であり、政

府が警戒の目安としております20キロを超える断層ではないということでありますので、すぐ

に大きな心配をする必要はないということでありましたので、そのような解釈をしてございま

す。 

  次に、備えはということでございますが、それぞれの断層に起因するような大きな地震の可

能性は低いということでありますが、災害に備えまして、町内外の諸団体との災害協定の締結

や北信６市町村及び北信地区以外からの応援体制を含めた長野県市町村災害時相互応援協定な

ど、関係機関、団体と連携しまして応援体制を強化する中で災害に備えていきたいと考えてお

ります。 

  次に、（４）番でございますが、最も優先すべきことは何かということでございまして、対

応は適切にされているかというご質問でございます。 

  最優先されるべきことにつきましては、住民の皆さんの生命や身体及び財産を守ることが第

一と考えております。そんな関係で、大雨の降った場合の夜間瀬川を中心とした治水の関係だ

と思いますが、治水対策や危険箇所の把握としまして、その改善を夜間瀬川の総合開発事業促

進期成同盟会、これにつきましては角間川ダム関係でございます。それと夜間瀬川等の砂防事

業の促進期成同盟会などと連携して、県・国等に働きをかけて危険箇所の改良をしていきたい

と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） あり方検討委員会の結論はどうかの質問でありますが、あり方検討委

員会のまとめは賛否両論ありましたが、大多数の委員さんは、できるだけ早期に１校にしたほ

うがよいとの意見でありました。具体的な数字を申し上げます。16名の方が早期に１校にした
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ほうがいい、そのうち４名は欠席でしたので、事前に意見を聞いておいたということでありま

す。１名、このままでいい、その他の方は条件つきのようなことを言いました。費用対効果を

考えてからやれ、交流を深めておいてからやれ、山ノ内の教育方針を明確にしてからやれとい

うことで、どちらかというと反対ではないという、そういう立場。もう一方は、安芸太田町の

例を出しまして、学校統合と学力は関係ないぞということを暗に、多分反対なんだろうなとい

うようなことに解釈しています。そういう状況であります。 

  ２点目のご質問の教育委員会の今後の進め方につきましては、渡辺議員にお答えしたとおり

であります。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） それでは、今の教育長の小学校のあり方について伺います。 

  これ私、何回も伺っているんですけれども、まず、私どもこのあり方委員会のまとめという

ことで、新聞報道では何回も伺っていますが、これは教育委員会の中であり方委員会から意見

をうかがったということで、今のような説明をつけて公表というのはお考えにはなっていない

んでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） あり方検討委員会の結果につきましては、公表は考えておりません。

ただ、新聞報道等では、ローカルとかタイムスとかというのは出ておりますけれども、まだ具

体的なものが出てからしたいと思います。今のところ、あり方検討委員会については考えてい

ません。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） 具体的なことというのは、前からのお話のようにあり方検討委員会のま

とめを受けて、教育委員会としての今後の方針を立てると。その方針を立てて、その方針を発

表するときに、まとめの考えも出すんですか。それとも、あり方検討委員会の意見というのは、

全く表には、正式には出ないということになるんでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） そういうあり方検討委員会の答申も踏まえて私どもは常に具体的な方

向を示すと、こういう立場でありますので、経過については、あり方検討委員会ではこういう

ような方向の答申をいただいたという、その経過については話す予定ではありますけれども、

そういうことで。具体的なものが出たところで話すということで。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） そういう考え方もあるんでしょうけれども、私はやっぱりこれだけ注目

を受けていること、それから、当然これから多くの賛否の意見も出てくる、いろんな角度もあ

るということですから、まずせっかくご苦労いただいた方々の考えは、少なくとも正式にです

ね、加えたり削ったりすることなく、そのままぜひ公表されるべきだろうと。これを受けて、



 

－90－ 

次の教育委員会の工程も含めて発表されるというのは本当ではないかなと。そのあり方検討委

員会の賛成反対とかいろいろな方針があっても、それに必ずしも、一番重要視はするとしても、

そこからまたいろいろたたき台としてやられるわけでしょうから、やっぱり一つ一つ情報は公

開して、誤解をされないほうがいいと思うんですが、どうでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 参考にさせていただきたいと思います。 

  ただ、私これ見たときに一つね、これ出して本当にいいかなというのは、あり方検討委員会

の答申がこういう形なんですよね。賛否両論書いてあるんだから、じゃ、やっぱり同じじゃな

いかと。方向が定まらないじゃないかと、そういうふうにとらえられてしまう可能性があるん

ですよ。多数の委員さんは、できるだけ早期に１校にしたほうがよいとの意見があるが、しか

し、一方には現状のままでよい、少人数のメリットを生かすべきだ云々という、そういう部分

が入っているんですよ。そうすると、両方あるじゃないかということになってしまうと、定ま

らんじゃんという、そういうことになるから。今回は余りそこまで出さなくてもいいかなとい

うふうに思っていたんですがね。確かに言われたように、一歩ずつ踏んでいくことのほうがわ

かりやすいしいいかなというようなことを今思っています。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） その少数意見をね、それを怖がることはないと思うんですよ。それは少

数意見も意見ですから、議会もそうですけれども。最後に採決すれば、それは採決の数で決ま

るわけですけれども、やっぱり意見は重要な意見だと思うんです。 

  もって私がどうしてここでこういうことを申し上げるといいますと、このローカルの記事に

もございます。教育委員会のこのあり方のまとめを教育委員会へ答申というかされるときに、

私ども議員が、数名がそこへ傍聴されたと。傍聴されただけでしたら、これはもう当然いいと

思うんですが、結局出られた議員は、そのときの雰囲気、話し合いをね、自分のコメントを含

めて記者に語って、記者がこういうふうに書いているわけです。これは合併のときのようにな

っていくんですよね、こういうことをしたら。やっぱりそれを運営をしているときの機関が毅

然とした態度で進まないと、これからも賛成、反対は当然出てきます。これは町民、減ったと

はいっても4,000人が当然議論するんですよ。ですから、それは毅然とやっていただきたいと。

もちろん議員も知るところの立場にいますから、結論が出るまでは軽々しく発言してほしくな

いわけですけれども、教育委員会にもそれをぜひ求めておきたいと思います。 

  それでは、お願いだけしまして、大災害のほうへまいります。 

  先ほどの消防課長の話はアナログですね、アナログ。危機管理として。現場を見て判断して

いくということで、これ後からもまた私一番最後のところでも。最も優先すべきところでもあ

るんですけれども、これを先に申し上げましょう。最も優先すべきことについては、私はもう

今回の地震でもそうですけれども、人命ですよね、物じゃない。もう最後は人間は自然に逆ら

えないんですよ。ですから、逆らったところで知れているんですね。そうすると人命確保です。
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人命確保する場合に、いつ避難命令、命令じゃないですね。避難の立ち退きを指示する。その

前に避難のための立ち退きを勧告するものとします。これは地域防災計画では文章どうなって

いますか、具体的には。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） 避難勧告、避難指示、避難命令とありますけれども、それについては

状況を見ながらということでございまして、詳細についてはちょっと今資料がありませんので、

申しわけございません。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） 課長が手元にね、これがあってもなくても一緒だと思います。内容は、

避難の規定はこうなっています。170、51ページ、第12節、避難収容活動、第１、避難活動。

本部長、町長は次の場合に該当するときは、必要と認める地域の居住者、滞在者、その他の者

に対して避難のため立ち退きを勧告するものです。また急を要すると認めるときは、これらの

者に対して避難のため立ち退きを指示する。ア、災害が発生している場合、これは当然ですよ

ね。もうそこへオーバーフローして流れているわけですから、川であれば。イ、避難の必要が

予想される場合。そのときは当然必要な場合です、もちろんですね。 

  避難の必要が予想される場合というのは、実際に先ほど水位の話もございましたけれども、

これをもう少し早く把握しなければいけないんだと思うんですよね。それが私が前から申し上

げている、２メートル超えたらこの堤防は横湯川は800メートルによって決壊しますよと。角

間川50メートルのとき越水、決壊しますよといっているわけだから、それはどの時点でこれを

判断すればいいかということには、やっぱりもうちょっと数字的な裏づけが欲しいんですよ。

水害における避難の必要が予想される場合の判断基準というのは、明確でないんですけれども、

この170条第７節の消防・水防活動、決壊等の通報について、水防管理者、これ町長ですね。

河川管理者は県なんですね。これ災害になれば水防管理者が責任があるんですよね。水防管理

者、堤防が結果した場合、または決壊の危機に瀕した場合、速やかに必要と。これじゃ間に合

わないですよね。速やかに必要と認める地域に居住町民の避難の立ち退き、また準備を指示す

るものと、非常に非科学的な定め方なんですけれども。 

  これは、もう少し具体的な数値による合理的な判断基準を町は持たなくてもいいんでしょう

か。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 常にいつ何どき災害というのは来るかわかりません。そういった意味で、

防災計画を立てたり、避難訓練、そういったものとあわせて地域防災設備を整えたり、いろん

な形でやっております。しかし行政、町だけでできる問題ではございませんので、今そういっ

た中で建設事務所にお願いして、横湯川、角間川、夜間瀬川の河床整備ととりわけ地獄谷の奥

にあります地滑り地帯の砂防堰堤の工事など、精力的に今進めていただいておりますので、そ

ういった治山工事面、それから住民に対するそういった対応面、小林議員おっしゃったとおり、
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何が尊いといったら、人命が尊いわけでございますので、またそういったことを中心にしなが

ら、これからも、今年度もまた防災計画に基づく避難訓練とか、いろんなことを重ねながら、

やっぱり日常的に対応してまいりたいと思っています。 

  つい先日も小水防団による訓練も実施したばかりでございますし、またいろいろなご意見は

ございますけれども、ポンプ操法大会、こういったこともまたその１つの基本のことになると

思いますけれども、これだけではすべて解決できるとは思いませんので、地域の自主防災組織、

企業における協力、あらゆることを実施したり、また、いざあったときには災害防止協定に基

づくご支援をいただくなど、総合的にこれからも判断し、対応してまいりたいと思っておりま

す。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） 参考に課長に申し上げますと、先ほどの非科学的と申し上げましたけれ

ども、この地域防災計画では、長野地方気象台で発表する注意報、警報、これをちょっと上げ

ていますね。大雨洪水注意報は24時間降水量の70ミリ以上、警報は24時間降水量で110ミリ以

上ですよと。これを判断基準に一つしているようです。 

  それで、今町長も話がございましたけれども、私がちょっとこの辺の混乱している原因は、

一番は、この県の管理者のところで伺いたいんですけれども、河川管理者が県で、災害につい

ての水防管理者は町長なんですね。ここら辺の、通常業務においての分掌もそうですけれども、

非常時に移る途中の分掌というのは、これはどこでどういうふうに明確になっているんでしょ

うか。町長が、総務課長かな、わかったら。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 難しい質問でありましたが、やはり町長が判断する場合は、人命の中

で、どこで避難勧告するかというところで１つだと思うんですよね。やはり町長が持っている

権限というのは、町民のまず安全をどの判断でするかということでやっていますんで、水防管

理者ということだと私は考えています。答えが違っているかもしれませんが。 

  それで、あと河川管理者につきましては、きっと河川の管理ということでありますんで、管

理する者がきっと違うんじゃないかなと、私はそんなふうに解釈しますけれども。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） だから、実際に災害が発生したときのことを考えてもらえばわかるんで

すよ。例えば堤防が壊れる、水がオーバーフローしている。町の中へ流れ込んでいる、避難を

しなければいけない。これはもう町長が避難命令を出す、避難指示を出す。これ行政にもある

んでしょう。ところが、水防が壊れている、どんどん壊れている。これは原則でいえば、そこ

に当たるのは県。消防は一時しのぎにやりますけれども、その災害の発生、進行している状態

でも県というとらえ方でいいんですか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） なかなかその場に私居合わせたことがないもんで、今実態に応じて、
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わかりませんが、やはり堤防敷等の壊れた場合は、復旧するのは河川管理者だと思いますが。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） 実際にこれ遭遇しないとなかなか難しい問題だろうと思います。最後の

復旧は、それは当然管理者ですから、下流に水をきちんと流すという責任まで含めて、それは

河川管理者だと思うんですけれども、そういうところが、結局きちっと詰めておかないと、想

定外ということになってしまうと思うんで、ぜひ注意してほしい。 

  それで、先ほどの県が管理してある他の河川についてというのは課長からありましたけれど

も、これでは１級河川指定の12河川が県の管理で、雑魚川、夜間瀬川、角間川ほか９河川、そ

れ以外は準用河川の19河川が町管理というんですが、このようなせきとめ湖の危険箇所、これ

山ノ内町は急峻な両岸が沢に囲まれた上流河川ですから、どこでもあり得るわけですよね。問

題は、これもですね、例えば森林伐採して裸地化しているとか、もしくは全く手が入らない山

の状態が悪いところで発生するのが常だと思います。この間も高速でちょっと中央道のほうへ

行きましたら、切り盛りした高速道の横にいっぱい崩れていましたよ。災害にはなっていない

けれども。そういうことがことしの雪解けでは危険だと思うんですけれども、そういうところ

を、例えば事前にチェックする。これ今ので言うと管理は県なんですけれども、災害が起きれ

ば町なんですね。 

  こういうことを常に、先ほど生命、財産と申し上げ、町長もおっしゃっていましたけれども、

そういうのを常日ごろ、余りもうかる仕事ではないかもしれませんけれども、一朝有事、これ

はきちんとできているところがいい町だな、いい地域だなということになるんじゃないかと思

うんですね。パフォーマンスばかりがいいんじゃないと思うんですよ。課長、どうですかね。 

議長（小渕茂昭君） 建設水道課長。 

建設水道課長（大硲正光君） 今、小林議員のおっしゃったとおりで、どこどこというとまた問

題が出るんで、いろんな上部のほうでも、非常に先ほどの地質が脆弱とか、今現在のいわゆる

森林管理というか、そういう面から放置されているのが多いというようなことで、いきおいこ

ういうことが多いかというふうに思います。かつて平成元年の12月のころも土砂崩落によりま

して河川がせきとめられたというので、緊急にそういう警戒態勢に入ったこともあろうかとい

うふうに思いますが、その後急拠陳情をかけて、今の砂防事業、あるいは急傾斜の工事が実施

されているというふうに聞いております。今の上部につきましては、なかなかかつてみたいに

山の手入れとか行っているときにはかなりわかるんですが、山の奥まで巡回すればいいんです

が。山仕事に行かれた方の情報とか、山菜とりに行かれた情報とか、いろいろそういう情報も

ありますが、町のほうでも、その辺については土地的にいつも、地名的によく言われるビリク

ソ岩とか言われるところというのは、そういうこともあろうかというふうに思いますので、そ

の辺についてはまた注意を持っていきたいというふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） それでは、もう時間もあれですんで、いよいよ最後の活断層にいきたい
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と思いますが、活断層はたまたま新聞で５月23日に報道されましたけれども、私たち山ノ内町

の人間は、平成18年３月６日、平成17年の福祉救援ボランティア講座、17年の福祉救援ボラン

ティア講座で、当時はグループと称していましたけれども、防災グループの塚田一男さんから、

この断層について説明を詳細に受けています。須賀川断層は下須賀川付近から赤坂付近、横倉

断層は前坂付近から上条和田付近に至っています。須賀川断層は活断層であることは確実なも

の、横倉断層は活断層であると推定されるものとしています。これを見ますと、土砂崩落、河

川のせきとめ、湖が皆無とは言えないとかいろいろ書いていますが、結論とすれば、今すぐこ

こでも大きなそういう地震とか活断層が動くというようなことはないだろうというふうに、こ

こでも結論はつけています。 

  先ほども総務課長の話のほうで、結果的に実行できたらと。すぐに大きな心配はないという

ことの結論を得ているということですが、そういうことであれば、特段備えはしない、不要と

いうことで対応されていくのでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） その活断層に直接対する備えというのは、研究員とかいろんなお立場

の中での話ですと、そんなに心配はないだろうということを言われましたが、地震の備えとい

うことになりますと、やはり災害協定が一番だと思いまして、地震というのは広くなる場合と

小さくなる場合がありますが、一例を挙げますと、例えば長野県の市町村の災害協定になりま

すと、中野市を中心とした北信エリアの応援するブロックは大北とか、飛んでいるところとや

っているような協定書もあります。それと、今まで交わしてきた足立区とか、そんな関係、そ

れと国交省の関係もやっておりますので、いろんなメニューというか、幅広い中での災害協定

が生きてくるんじゃないかなと。地震についてはそんなような感じで思っています。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） もちろん事故発生、災害が発生すればそういうことにもなりましょうし、

たまたま規模が小さくて須賀川から和田までというようなことは、その程度にもあるでしょう。

だから、それはどの辺まで他地区の救援を求めるかというのは、支援を求めるというのはある

と思うんですけれども、これに対するもうちょっと科学的なデータをとるとか、大体断層の位

置が、これははっきりわざとさせないのかもしれませんが、あの付近からあの付近なんですね。

だから、そういうものが明確にしていくのがいいのかどうかわかりませんが、少なくとも危機

管理室では持つとか、やっぱり規模も、これは距離だけです、今回ね。断層の深さは言ってい

ないんですよね。そういうものがやっぱり地域住民とすれば、それから町とすれば、もしあそ

こで起きれば403は少なくとも、南へ出る403は使えないというような状態ですから。そういう

ものを含めて、これだけ指摘されている以上、行政として最低限度の守りはすべきだろうと思

うんですけれども。あそこに人口は千数百人だから何とかなるさというね、方言で言えば。町

長の得意の方言。あるかもしれませんが、とはいえ、ある程度やっておいても当日はそうなっ

てしまうと思うんですよ。それはどうですか、課長。 
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議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 先ほどのご答弁の中にもありましたが、今回の調査につきましては航

空測量からの判定でございまして、実際の地籍調査とかそういうのはやっておりませんので、

またつくば市の産業技術研究所のほうへ問い合わせて、資金的なものもありますので、実際調

査がどのぐらいかかるかということも検討したり、あと山ノ内町は観光地でありますので、風

評被害のほうが大きくならないようにまたしなければいけないという面もございますので、そ

の辺総合的に判断しましてやっていきたいと思っています。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） 風評被害の前に、事故が起きたらどうすると言っているので、これは起

きなかったら風評被害なんか発生しませんよ。ちょっと考え方が違うよ。 

  それで、今これもね、産業技術総合研究所でしょう、ここがやったんですよ。間違っている

ということはないと思うけれども、やっぱりもう少し精密に調べるぐらいのお答えはいただき

たい。もう一歩踏み込むと。お願いします。 

  それから、先ほど消防課長にお願いしたこともそうです。もう少し数値を精査して、もうち

ょっと町民に明確に、アナログで先ほどの退避の判断というのは、危険な判断というのはわか

りました。その後、今度は避難の判断等にも活用できるような雨量、それから、本当はどのく

らい降ったら集水面積があって、傾斜がどのぐらい毎秒で下ると、それはそういう机上のもの

だって出ると思うんですよ。それで河川の断面積出ているわけだから。そういうところをある

程度判断していただいて、ここら辺が目安だよと、これが第１段階だよ、第２段階ぐらいは、

これやっぱりやるべきだと思うんですよ。町長も前向きにぜひ、私の住まいのところではあり

ませんけれども、山ノ内町にとって一番メーンの場所ですから、ここがおかしくなったら山ノ

内町、さっき人口問題の話もございましたけれども、それどころじゃなくなりますんで、この

問題はきょうの質問で終わりたいと思いますんで、ぜひまとめてまた議会へ、町民へご報告を

お願いしまして、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君の質問を終わります。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） 以上をもって、本日の会議を閉議し、散会します。 

  長時間ご苦労さまでした。 

 （散 会）          （午後 ３時４９分） 
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平成２４年６月７日（木） 午前１０時開議 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 議事日程（第３号） 

 １ 一般質問 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 本日の会議に付した事件………議事日程に同じ 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 出席議員次のとおり（１６名） 

   １番    小根澤   弘 君       ９番    山 本 良 一 君 

   ２番    望 月 貞 明 君      １０番    黒 岩 浩 一 君 

   ３番    西   宗 亮 君      １１番    徳 竹 栄 子 君 

   ４番    田 中   篤 君      １２番    渡 辺 正 男 君 

   ５番    布施谷 裕 泉 君      １３番    山 本 一二三 君 

   ６番    髙 山 祐 一 君      １４番    小 林 克 彦 君 

   ７番    髙 田 佳 久 君      １５番    湯 本 市 蔵 君 

   ８番    児 玉 信 治 君      １６番    小 渕 茂 昭 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 欠席議員次のとおり（なし） 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 職務のため議場に出席した議会事務局職員の職氏名次のとおり 

議会事務局長 吉 池 寿 幸  議 事 係 長 徳 竹 彰 彦   

─────────────────────────────────────────────── 

○ 説明のため議場に出席した者の職氏名次のとおり 

町 長 竹 節 義 孝 君 副 町 長 小 林   央 君 

教育委員長 小野澤 昭 三 君 教 育 長 青 木 大一郎 君 

会計管理者 須 田 紀 弘 君 総 務 課 長 徳 竹 信 治 君 

税 務 課 長 春 日 雅 之 君 健康福祉課長 河 野 雅 男 君 

農 林 課 長 生 玉 一 克 君 観光商工課長 小 林   一 君 

建設水道課長 大 硲 正 光 君 教 育 次 長 大 井 良 元 君 

消 防 課 長 松 橋 修 身 君   

─────────────────────────────────────────────── 
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 （開 議）          （午前１０時００分） 

議長（小渕茂昭君） おはようございます。本日はご苦労さまです。 

  ただいまの出席議員数は16名です。したがって、会議の定足数に達しておりますので、本日

の会議は成立しました。 

  これより本日の会議を開きます。 

─────────────────────────────────────────────── 

１ 一般質問 

議長（小渕茂昭君） 日程に従い一般質問を続行し、６番から10番まで行います。質問通告書の

順序に従い質問を許します。 

  10番 黒岩浩一君の質問を認めます。 

  10番 黒岩浩一君、登壇。 

（１０番 黒岩浩一君登壇） 

１０番（黒岩浩一君） おはようございます。黒岩です。 

  早速、質問に入ります。なお、今回の質問は、３月議会で積み残した分など前回と重複する

項目がありますが、その後の経過も含めて簡潔に答弁いただければ幸いです。持ち時間がいつ

も不足ぎみになりますので、やりとりを効率化するために、資料１から資料３まで３枚の参考

資料をあらかじめ出席者全員のお手元に配付してございますので、ご参照ください。 

  また、私の質問に再度、職員不祥事が入っておりますが、このような後ろ向きの問題に、い

つまでもこだわり続けるのは私としても不本意ですので、できるだけ今回でけりをつけるべく、

明快かつ常識的に納得できるご答弁を期待いたします。 

  では、質問通告書を読み上げます。 

  １番、インバウンド推進について。 

  その１、「仕組みづくり」のためのトップセールスを充実するために、町長・副町長は業界

と協力して、もっと頻繁に重点国・重点地域を訪問すべきではないか。 

  その２、中国・台湾・韓国等からの学習旅行の拡大と、これを観光活性化の一助とするため

に、行政として工夫できることは何か。 

  ２番、北部農集排について。 

  その１、条件つき補助金を受けて合併浄化槽を設置した世帯等に対しては、地元維持管理組

合経由の説得や、はがきでの加入依頼程度では手ぬるいのではないか。 

  その２、維持管理費の抜本的削減策はないものか。 

  ３番、行政改革推進について。 

  その１、事務事業100件の評価作業中の由だが、進行状況はどうか。 

  その２、町内組織の行革推進本部に民間人を顧問として入れてはどうか。また、行革推進委

員会が年一度程度では手ぬるいのではないか。 

  その３、職員研修の改善策につき、その後の検討状況は。 
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  その４、人事評価制度の改善計画のその後の状況は。 

  その５、中長期的な人員計画はどうなっているか。 

  その６、町内地域分権の第一歩として、事業補助金を一括交付金に切りかえることを研究す

べきでは。 

  ４番、再度、職員不祥事について。 

  その１、議会と町民に対する説明責任を果たしたと言えるか。 

  その２、監督責任をどう考えるか。 

  以上です。再質問は質問席にてやらせていただきます。 

議長（小渕茂昭君） 答弁を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 改めて、おはようございます。 

  黒岩浩一議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、１点目のインバウンド推進については、昨年の大震災前の状態に早く戻していく必要

がありますので、長野県や業界と連携を図りながら、温泉、高原、果物、スキー、さらには外

国人に人気の高いスノーモンキーなど、観光資源を強力かつ効果的にセールスをしていきたい

と考えております。 

  ２点目のご質問につきましては、観光商工課長からお答え申し上げ申し上げます。 

  次に、２点目の北部農集について２点のご質問ですが、下水道管路工事はすべて完了し、こ

れからは維持管理を中心に施設運営を図っていくこととなります。あわせて、加入促進を進め

ていきたいと思っております。具体的なことについては、建設水道課長からご答弁申し上げま

す。 

  次に、３点目の行革推進について６点のご質問でございますが、副町長からご答弁申し上げ

ます。 

  続きまして、４点目の職員の不祥事に対する質問でございますが、３月議会でも十分ご説明

申し上げてありますが、改めて教育長からご答弁申し上げます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 大きな１番のインバウンド推進について、（１）「仕組みづく

り」のためのトップセールスを充実するために、町長・副町長は業界と協力して、もっと頻繁

に重点国・重点地域を訪問すべきではとのご質問ですが、昨年11月の中国へのトップセールス

では、知事からセールスの継続性が示されたところで、今後もさらなる展開が図られるものと

思います。現地での感触を聞くところによりますと、現地は県単位の大きな結びつきや連携を

望んでおり、昨年３月の大震災からようやく１年２カ月を過ぎたところであります。その影響

を払拭する意味合いから、安全性を県と連携してアピールしていくことを優先させ、より効果
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的な機会をとらえ、安全な長野県山ノ内町をセールスの柱とすべきと考えております。 

  次に、（２）の中国・台湾・韓国等からの学習旅行の拡大と、これを観光活性化の一助とす

るために行政として工夫できることはとのご質問ですが、県観光部がまとめました平成23年度

訪日教育旅行受入実績によりますと、３.11の大震災の影響を受け、平成23年度上期の訪日教

育旅行は、すべて延期・中止とのことでした。ようやく10月から台湾を中心に回復傾向が見ら

れたとのことですが、結果、長野県への来県学校数は前年比約60％の減、また実人数では75％

の減と大きな落ち込みでありました。大震災前の状態にまで復調させるためにも、ここしばら

くは、県と歩調を合わせながら安全性を根気強くアピールすることが重要であり、大自然を生

かした環境学習や体験学習にお越しいただくための安心感を対外的に醸成していくべきと考え

ております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 建設水道課長。 

建設水道課長（大硲正光君） ２番目の須賀川の農業集落排水事業の関係についてご質問いただ

いておりますが、１点目の合併浄化槽設置者に対する加入促進につきましては、須賀川農集は、

本年５月14日をもって供用開始３年目となりました。４月30日現在の農集全体の接続率につき

ましては60.4％、このうち須賀川地区につきましては35.6％であります。 

  これまでに地元維持管理組合及び加入依頼はがき等を通じて接続推進を図ってきましたが、

その結果、合併浄化槽の設置者に限定してみますと、61件のうち29件が既に下水道に接続され

ておりまして、47.5％が接続したことになります。また、３月以降７件の申請がありましたの

で、加入促進の効果はあったというふうに考えております。ここで３年が経過しましたが、個

別の事情もありますので、地元維持管理組合とともに協議の上、連携をとって、さらに接続の

推進を図ってまいりたいというふうに思っております。 

  ２点目の維持管理費の削減につきましては、平成22年度より西部地区・須賀川地区の農集の

一括管理をしております。また、仕様書の設計書の関係につきましては、本年につきましては

二本立てで行いまして、24年につきましては１本の設計書の方式をとり、発注しておりますが、

いずれにしてもいろいろな部分で業務委託の低減を図っております。 

  以上でございます。 

  また、黒岩議員のほうで、よい方策がありましたら、推進あるいは経費節減の関係につきま

しても、具体的なご提言をいただければというふうに思っております。よろしくお願いします。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） 行政改革の推進についてのご答弁を申し上げます。 

  事務事業100件の評価作業中の由だが、進捗状況でございますが、現在、庁舎内につくって

おります行革推進本部幹事会、ここにおいて２次評価作業を現在行っているところでございま

して、今月中に推進本部で検証を行って、７月上旬に推進委員会を開催して審議をお願いする

ということで現在進めております。 
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  ２番目の町内組織の行革推進本部幹事会に民間人を顧問として入れてはどうか、それと行革

推進委員会が年に一度程度では手ぬるいという質問でございますが、庁舎内の検討会議の中に

民間の委員を入れるということについては、現在考えておりません。 

  委員会の開催につきましては、必要な都度、開催するということになっておりまして、例え

ば平成21年度には３回開催しているということで、特に何回ということは定めておりません。 

  それから、次が職員の研修の改善策というご質問でございますが、特に今年度は、管理者の

研修というものに力を入れてまいりたいと思っております。具体的には、全国規模での研修会

への職員の派遣ですとか職員に対するコンプライアンス、それから人事評価、この研修の実施

を現在考えております。 

  それから、人事評価制度の改善検討、その後の状況でございます。人事評価制度は、あくま

でも人材育成制度であると考えております。限られた要因できちんとした成果を上げるために

は、今いる職員の能力を高めて、活躍してもらうことが非常に大切だと考えておりまして、前

回の評価におきましても、管理者と部下との面接をきちんと行っていただきまして、そこで部

下といろいろなことを話し合う中で職員の能力を高めていくというようなこともやっておりま

すので、今後とも人事評価の改善は進めてまいりたいと考えております。 

  次が、中長期的な人員計画はどうなっているかということでございまして、現在、長期の人

員計画というものは持っていないところでございますが、住民サービスを低下させることなく

町の行政を実施していくためには、どの程度の人員が最適なのかということは常に考えていか

なければいけないことだと思っておりまして、現在、役場の中で行われている仕事、こういっ

た中で場合によってはそういった仕事を廃止するということも含めまして、仕事の中身の検証

も含めて検討を実施してまいりたいと考えております。 

  それから、町内地域分権の第一歩として、事業補助金を一括交付金に切りかえるということ

でございますが、現在、町では地域活性化事業支援補助金、県のまちづくり・元気づくり支援

金、コミュニティ助成金、また景観条例、こういった活用を地域に働きかけておりまして、地

域との協働によるまちづくりを推進しているところでございます。長野市が行っております、

一括交付金方式といったものが持つ優れた点も、当然検討してまいりたいと思っております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 職員の不祥事に対する質問でありますけれども、３月議会の一般質問

等でお答えしたとおりであります。 

  監督責任につきましては、日曜日の自家用車による私的な交通事故というように判断してい

ます。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 時間配分の都合上、逆のほうから４番、３番を先に済ませたいと思いま

す。 
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  職員不祥事についてでございますけれども、まず、３月議会の一般質問での私の発言に誤り

がありましたので、訂正と陳謝をいたします。 

  本年２月17日の全員協議会で町長ごあいさつの際に、昨年１月に警察が本人に事情確認して、

３月に役場に連絡があったと発言されたと私は申し上げましたが、これは調べましたところ、

私の間違いで、正確には昨年１月に本人に事情聴取があって、６月に役場に連絡があったとい

うふうに町長が言われたものであります。おわびして訂正いたします。 

  ただし、これは問題の本質には全く関係のないところでございます。 

  さて、お手元の参考資料３をご参照いただきたいと思いますが、これは今までにわかってい

ること、確認されたことを改めただけでございますが、町長に質問する前に事務的な点につい

て、教育長と副町長にそれぞれ二、三点ずつお伺いいたします。 

  まず、教育長にお伺いしたいのですが、３月議会閉会後に議員に配付された３月21日付の日

にちが入っております、教育委員会メモですね。これは私のメモにも要約してございますけれ

ども、この１枚の紙ですね。これについてですが、この文書の掲載について伺います。３月議

会閉会後に議員にさらっと非公式に事務局から配付された教育委員会のメモですが、これはい

かなる性格の文書か。教育委員会内部のメモを議会にリークした程度のものなのか、それとも

議会に対する報告書なのか、教育長に伺います。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 事件の経緯をいわゆるメモしておいた、そういうことであります。そ

れで報告にかえたと、こういうつもりでおります。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 報告にかえたとは、どういう意味ですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 事実の確認が、今、日時のことについて訂正がありましたように、そ

の辺のところの確認がお互いに十分ではなかったというふうに考えたからです。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 議会に対する報告書と考えてよろしいんですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） それで結構です。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） それでは、議会に対する報告書ということであったら、５年前の職員不

祥事のときに、これは公金横領事件ですが、中山前町長名の文書のようにきちんと正式の体裁

を整えて、ちゃんと責任者の名前、中山茂樹とも書いてございますが、これで全員協議会に提

出するのが常識ではないかと思いますが、教育長に伺いますが、前回の中山町長、当時町長名

の全協に対する報告書をごらんになりましたか、確認してください。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 
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教育長（青木大一郎君） 見ておりません。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） それは、不勉強と申し上げるよりしようがないですな。 

  いずれにしても、この件については、報告書の体裁等については、後でまた触れますのでそ

れだけにして、それから文書の体裁ともう一つ、文書の内容についてですけれども、教育委員

会のメモでは、昨年の６月３日に本人から事情聴取を受けたとの報告があって、文書で報告を

するように求めたとございます。それ以前は、役場は公式・非公式にかかわらず、本件につい

ては一切何も知らなかったということか、再度、確認をお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） それ以前のことは一切わかりませんでした。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） あらかじめ申し上げておいたほうがよかったのかもしれませんけれども、

２つ申し上げます。 

  １つは、昨年１月に本人が警察に事情聴取されたわけでございますけれども、警察が事情聴

取の前後の捜査の段階で、職場での本人の勤務状況だとか飲酒癖があったかどうかとか、そう

いうことを調査するのは常識であります。また、ここでは出所等明言できませんですし、真偽

も確認できないので引き合いには出しませんけれども、役場のうわさ程度の内部情報も多少耳

には入っております。それは引き合いには出しません。いずれにしても、本人の事情聴取まで

に、昨年１月の事情聴取の前後に職場上、入らなかったというのは、常識的に極めて不自然で

あって、警察はそんな生易しいはずではないというのが常識です。 

  それから、いま一つは、私も長野市の裁判関係の書類を全部保管しております地検に出向き、

四、五回通って供述調書など裁判資料の一部を閲覧しております。これは膨大な資料でござい

まして、一部の閲覧許可がおくれていまして、私はまだ全部には目が通せておりません。私が

要求しております全部の書類に目を通せるのは、来週になると思いますけれども、したがって、

あまり見え見えのはぐらかし答弁やすりかえ答弁はしないでいただきたいと思いますが、その

上で再確認をお願いします。６月３日以前は何もご存じなかったか、再確認してください。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 何もございませんでした。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） では、それはそれで、そのように受けとめておきます。 

  ただし、もし担当が上司への報告を怠ったとしたら、役場内部の懲戒処分の指針、第２項の

２の「法令違反の隠ぺい黙認」でその担当自身が処分、上司がそれを握りつぶしたら、それも

処分の対象になります。 

  それから、２、もし本当に６月３日まで役場上司が部下の刑事事件容疑を全く知らなかった

とすれば、これは部下掌握不十分という、別の次元での管理者責任が出てまいります。ただ、
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部下の日常を把握してろとか、ゆうべのお菜に何を食べたとかという次元の問題ではなくて、

これは刑事事件の容疑者なんです。全然気がつかなかったというのは、これはもう部下掌握の

不十分ではないかと思いますが、その辺いかがですか、教育長。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） いや、本当に知らないものは知らないんです。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） では、本当にご存じないと、部下掌握不十分ですね、はい。 

  次に、処分審査委員会の副町長に３点ほどお伺いしたいと思います。 

  地方公務員法第29条の１に基づく役場の懲戒処分等の指針に基づいての最初の処分ですね、

これはどの時点で行うべきものか。つまり、本人が容疑を認めた時点なのか、または容疑が客

観的に明らかになった時点か。客観的に明らかになった、これはいろいろ考え方がございます。

例えば１番、警察の容疑連絡等があった時点、２番、書類送検時点、３番、起訴時点、４番、

判決あるいは判決確定時点、４段階ございますが、どういう時点でやるのが正当であるか、副

町長のご意見を伺います。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） 一般的には、職員からそういう申し出があって、こちらが知った時点か

ら処分というのは始まると思います。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 職員からそういう申し出があってとおっしゃいますけれども、申し出が

なかった場合もあるわけですよね。その申し出がなくて、役場が何らかの方法で知ったという

場合もあるわけですが、今度の場合はそうではないみたいですけれども、そういう意味では今

の答弁はちょっとうなずけない点がございます。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） ちょっと間違えたかもしれませんが、役場が知った時点からだと思いま

す。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 役場の知った時点ということでございますけれども、これは地方公務員

法の第28条では、刑事事件で起訴されたときは処分しなくてはいかんと書いてある。それから、

第33条では、それとは別にいわゆる公の信用を失墜した場合には処分しなくてはいかんと。そ

の上に、当町の場合は誓約書の問題がございます。 

  したがって、警察の容疑連絡時点、これが５日ということが問題でございますけれども、そ

れは別にして、そういうときに準備して、書類送検時点に９月の第23条に基づく処分をするか、

あるいは遅くとも第28条に基づいて11月16日の起訴時点、この11月16日の日にちは私が地検で

確認しております、遅くともその時点で早急に審査委員会を開催するべきではなかったかと思

います。そうすると、11月16日が起訴日なのに、実際には第１回の審査委員会は、この前のご
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答弁では12月26日だったと記憶しておりますが、そのように返答されました。そうすると、起

訴時点から１カ月以上もおくれているわけですが、これはなぜでしょうか、副町長に伺います。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） それまで、いつ起訴されたか、どういった容疑か、我々は存じませんで

した。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 私、これは後追いでございましょうけれども、地検で調べた範囲に入っ

ておりまして、地検の許可を得て、デジカメでその書類も撮ってございますので、11月16日は

間違いございません。 

  そうすると、役場のほうがそこまでの調べが行き届かなかったということではないかと思い

ます。そうすると、知らなかったからできなかったということでございますね、はい。 

  では、３番目に伺います。行政として、本人のプライバシーは大事なことでございますけれ

ども、これに極めてシビアな配慮が必要なくなったのはどの時点でしょうか、副町長に伺いま

す。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） もう一度お願いいたします。 

１０番（黒岩浩一君） 本人のプライバシーに極めてシビアな配慮が必要なくなったのは、どの

時点か。例えば３月21日の教育委員会のメモか報告書か知りませんけれども、それには個人の

名前も書いてございますから、この時点では、プライバシーは必要がなくなったと役場は判断

されたわけですが、どういう時点からプライバシーに配慮しなくてもいいと判断すべきなのか、

その辺についてご意見をお伺いします。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） どの時点から本人のプライバシーに配慮する必要がなくなるかというこ

とでございます。これは、もう公務員として、ここで言えば刑事事件に対して起訴されたとか、

そういう事実が出てくれば、当然プライバシーは排除されてしかるべきだと思います。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） もう一点だけ副町長に伺います。 

  例の職員誓約書ですね、これは、職員は公用車・私有車にもかかわらず、また勤務日であろ

うが休日にかかわらず、この誓約に忠実義務を負っていて、現に今度の当事者はそれに基づい

て懲戒処分を受けたわけですね。先ほどの教育長のご答弁で、勤務日でなかったとか、私有車

だったとかおっしゃいましたけれども、そのご答弁はナンセンスです。 

  その職員の忠実義務とこの場合の監督責任というか、幹部の道義的監督責任は、神への帰依

だとか昔の日本の天皇への忠誠など一方的なものと違って、あくまでも一方的でなく、相互的

なものであると。片方が忠実義務を負えば、片方の忠実義務を課した側は監督責任を負うとい

うのが道理ではないかと思いますが、この辺について、副町長、いかがでございますか。 
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議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） おっしゃるとおりだと思います。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 副町長は、３月議会で湯本議員に対して「監督責任を考えていなかっ

た」と答弁されましたけれども、今も考えていらっしゃいませんか。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） 監督責任については、いろいろな仕方があると思います。今回は、これ

でよかったと思っております。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） それでは、最後に町長に２件だけお伺いします。 

  議会に対して本年２月か３月の時点で、もしわかっていたら、事件の発生から時系列を追っ

て、公式・非公式情報を率直、詳細に説明して、かつ、これこれの時点までは本人のプライバ

シーへの配慮から報告がおくれてしまったと。こういうきっちりした報告書を出せば、それだ

けできれいに済んだわけです。なぜそのようにされなかったのか、町長に伺います。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 適切な時期にそれぞれ教育委員会のほうから報告していただいてあります。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 教育委員会からの報告という点については、後でまた問題にいたします。 

  新聞にすっぱ抜かれる前日に、議長経由議員に新聞に出るからと伝えて、我々は初めてそれ

で知ったわけです。全協と本会議では、十分な説明どころか非常に中途半端な口頭説明、また

３月議会が終わった後に全員協議会を開くでもなく、先ほどの教育委員会の非公式みたいなメ

モで済ませようとする今までのやり方は、ちょっと下手で、こそくであったというほかはあり

ません。 

  先ほど申し上げましたけれども、議会に対する説明責任を果たす意味でも、この前の前例に

従ってのきちんとした報告書、こういう形で今からでも出されるおつもりはないかどうか、町

長に伺います。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 既に、議会の中で公式に私のほうから経過を説明し、謝罪をしてございま

す。これは全協と本会議の冒頭、さらには黒岩議員、湯本議員のほうから再三、言われてござ

います。発言の中でこそくとかいろいろ不適切な発言がございますけれども、行政としてそれ

なりきに適切な時期に、私どもわかった時点で対応してございますので、それ以上のことは、

このことに関して、とやかくあまり言われる筋合いはないのではないかなというふうに思って

おります。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 先ほど教育長に伺いましたけれども、非常に直近に立派な前例があるわ
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けですね、５年前に。当時、町長は助役という立場におられたわけですけれども、こういう立

派と言っては何ですけれども、きちんとした報告書が出たことをご存じか、内容はごらんにな

っていらっしゃるかどうか、確認いたします。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 多分、今、記憶はあまり定かではございませんけれども、当時、助役とし

て対応しておりましたけれども、その２件につきましては、公金、団体会計を職員が自分の私

的なものに使ってしまったという、これは公務の中でのことでございます。今回のことについ

ては、先ほど教育長が申し上げましたとおり、休日の自家用車のケースということで、全く性

質は異質なものというふうに私どもは理解しております。 

  ただ、公務員としてのモラルの問題、これは当然ございますし、またこのように刑が確定し

たということがございますので、それに基づきまして処分審査委員会の中で適切に判断をして

いただき、また、それに合わせて教育委員会の中で適切に処分をしてもらったということでご

ざいますので、ご理解いただきたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） ３月議会で町長は、私の質問に対して最後、今後とも法規令に基づいて

適切に処分しますと回答されております。それは当たり前の話でございますけれども、トップ

の場合は、それに道義的な責任が加わることは当然でございます。それについても少しお話し

したいと思いますけれども。 

  公金横領と刑事事件の有罪判決、これのどちらが重大かと。今回の場合は、本当にそんな刑

事事件なんかになるはずのない。単なる交通事故が職員のそれこそモラルの問題であんなふう

になってしまったわけでございますけれども、これはどちらが、公金横領だったら重大で、こ

っちは休日の交通事故の問題だから重大ではない、これはそんなことは言えません。要するに、

監督責任というのは、少なくとも道義的には厳として存在すると、法以上の問題であると思い

ます。 

  それから、もう一つ、説明責任のところでパブリックに対する説明ですが、５年前の職員不

祥事の場合は、当時の町長が理事者と並んでいたと聞きましたけれども、記者会見をして説明

と陳謝をされたと聞きましたが、これは事実でしょうか、町長。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 最初のときは、そういうことは一切やっておりませんでしたけれども、２

回目のときに、１カ月そこそこの間に立て続けに２件、公金横領というのが発生したと。それ

と合わせて、その当時、他の市町村でも数件、あの時期、約１カ月の間に数件、４件くらいあ

ったかと思いますので、非常にそういう意味では理事者以下、職員みんなで襟を正していかな

ければならないということで、２件目のときには明確に２件合わせての謝罪会見を、私も同席

しております。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 
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１０番（黒岩浩一君） 監督責任というのを前例のようにきちんと、前例では町長以下理事者も

給与の２割カット、２カ月ということを監督責任として示しているはずでございます。これも

事実と違っていたら、後でご指摘をいただきたい。 

  監督責任をこのように形に示さないということでは、例えば誓約書を例にとると、何もなけ

れば、誓約書を職員に書かせたおかげでということで上の手柄になると。悪いことが起きた場

合は本人の責任と。つまり、いいことは上の手柄、悪いことは下の責任という形に、形の上で

はそうなってしまいます、そんなことはないのでしょうけれども。そういう形になって、そん

なリーダーなのかということになってしまう。この意味で今回は町長以下、理事者の監督責任

を形で示しておかなければ、町長ご自身の評判にかかわると考えますが、いかがでしょうか、

町長。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 再三申し上げておりますけれども、前回の２件が、１カ月くらいの間に２

件が公金横領ということでございました。今回のことに関しては、休日の自家用車で、本人が

やはり記憶にないということで、教育委員会のほうで再三にわたって本人に確認しましたけれ

ども、記憶にないということがございまして、あくまでもそういったことの中で、処分審査委

員会の中ではそこら辺の事情を十分酌み、今の処分をされたというふうに思っています。 

  前のときに私自身が処分審査委員長ということがございまして、特に他市町村も含めて事件

が勃発し、それで、たまたまうちのほうは１カ月足らずの間に２件が公金横領ということがあ

りますので、よそよりも、そういう意味ではやはり処分を厳しくしなければいけないのかなと

いうことで、当時30％、１カ月のところと、それから10％、３カ月だったと思うけれども、そ

ういう意味ではうちのほうの20％、２カ月が一番厳しい処分になったと思いますのは、今申し

上げましたように、わずか１月ぐらいの間にダブルであったということをやはり職員自身、み

んなで反省しなければいけないということもございまして、その後、今度は公金を年２回チェ

ックする、あるいは印鑑と通帳の所有者を変えるとか、その当時も指示はそういうふうに、実

は県の指導があって、やってあったんですけれども、たまたまそれを拝借してしまったという

ことがあったようでございますので、そういうことのないようにということで、かなりその当

時とすれば厳しい処分にしたけれども、今回もそれぞれ本人がやはりそういう形の中で適切に

処分されておりますし、監督責任、監督責任ということをおっしゃいますけれども、やはりあ

くまでもプライベートの時間の中でのプライベートな行為に対して、どこまで行うのかという

のは、やはりそこら辺、十分その内容を精査した中での今回の処分になっておりますので、私

は適切に行われたと今でも思っております。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 前回みたいにたび重なったわけではないと。それから、公金横領事件と

今度の場合の事件は違うと言うけれども、今度の場合も起きてから１年半も２年も非常に不明

瞭な状態で、殊に、その被害者がいらっしゃるわけですよ。被害者の人はその間、保険金も車
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の修理もできないと。車のそういう処理が済んだのは、これも裁判所で調査したところにより

ますと、ことしの１月に入ってからなんですよね。そういう被害者が厳としていると。それか

ら、たびたび言いますように、誓約というのは、何も公用車だとか休日だとかは関係なしに責

任を負っておると。そういう状況ですから、それでも監督責任がないとおっしゃる町長は、か

なり強弁だと思います。 

  いずれにしましても、改めていろいろ考え直していただいて、５年前の前例も参考にして説

明責任と監督責任を全うしていただくことをお願いして、この項目の質問は済みます。 

  それから次に、行政改革でございますけれども、３月議会答弁の100件の事業を評価中とい

うことでございましたが、この100件というのはどういう基準で選ばれましたか。副町長、お

願いします。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） これは、既に委員会の中で100件ここにございますが、例えばまちづく

り重点アクションプラン関連事業ですとか、施策指標関連事業ですとか、実施計画計上事業で

すとか、そういったものをここに100件選んでおります。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 既に実施計画だとか予算に計上してある事業も含まれているのか、そう

いうのは外してあるのか、確認してください。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） つくられたのが昨年の23年度のものでございますので、既に実施済みの

ものも当然入っております。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 既に、決まっているものでも随分無駄がたくさんあると思います。例え

ば24年度の予算で、社会福祉費で以前から引き続いて部落解放同盟中高支部に78万4,000円の

補助、その下部組織の山ノ内町支部に31万1,000円、これは近年で少しずつ減ってはおります

けれども、相変わらずダブって補助しております。山ノ内支部だけだったらまだしも、中高支

部まで町から補助するのは論理的におかしいのではないかと。やるのであれば、中高支部の分

は北信広域の予算から出すのが筋だと思いますけれども、この辺いかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） それぞれの補助につきましては、補助される先がありまして、町とす

れば中高支部に補助をする、また山ノ内支部に補助をしているということでございますので、

全く別な組織に補助をしてございます。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 別な組織と言いますけれども、同じ趣旨ですので、全然私の質問の趣旨

をわかっていらっしゃらない。では、同じものを出すのであれば、山ノ内支部にその両方を足

した金額を出したらどうですか。 
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議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 先ほど申し上げましたが、それぞれの組織というところにそれぞれ事

業を掲げてございますので、その事業を遂行するための補助ということで解釈をしてございま

して、中高支部、山ノ内支部ということで出してございます。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 行革推進委員会になぜ副町長が出席されなかったと聞いた場合も、別の

組織だから出なかったと。別の組織だからではなくて、筋が通っているかどうかということを

まずお考えいただきたいと思います。 

  その次の行革推進委員会ですが、次の行革推進委員会はいつですか。今度は副町長は出席さ

れますかどうか伺います。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） 委員さんの了解を得て出席というか、どういう立場で出るかわかりませ

んが、会議には出たいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） ありがとうございました。これで、その点は一つ進歩だと思います。 

  職員研修についてですけれども、役場の外郭団体、例えば道の駅だとか総合会館、これに対

する研修は実際に役に立たないと思います。教育マニュアルがあるわけではないだろうし、第

一、現場の人が上司筋に当たる役場の人に遠慮なく指導できるはずがないというのは、小布施

町や下條村でも同様のことを聞いております。 

  この辺について、実は以前、中野市の某大手スーパーの店長に私が役場職員の研修受け入れ

の可能性を聞いてみたところ、役人を研修に受け入れた経験はないけれども、要請があれば、

社会貢献の一環として受け入れると。ただし、現金を扱うレジだとか生鮮食品の調理場の仕事

はだめと、これは当たり前のことでございますが、こういう意見もございます。 

  この辺につきまして、ぜひ外部での研修をご検討いただきたいと思います。これは、前に職

員の外部研修も義務づけの案に副町長が言及されたことがございますが、副町長のご意見を伺

います。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） 私の言った外部研修というのはちょっと違っておりまして、そういう接

遇研修的なことは、私は全職員にやる必要はないというような気持ちを持っておりまして、例

えば入って１年目、２年目の人には確かに必要かもしれませんが、それ以上の中堅管理職につ

きましては、接遇研修は必要ないと思っておりまして、より、例えばマネジメント的な教育研

修をそういう人たちには課していきたいという考えでございます。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 下條村の場合は課長以下全員にやらせて、それで非常に効果を上げたと

いうことを伊藤村長がおっしゃっていました。その辺もご参考にしていただきたいと思います。 
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  もう時間で新しいのに入れませんけれども、同じ項目内ですが、行革推進委員会を年１回、

３回やったことがあるということですが、昨年は１回しかやっていない。私は、４回ぐらいや

らなければ実質的な意味がないと思うので、ご検討をいただきたいと思います。町内地域分権、

それからその他の項目については、また次にいたします。もし庁内の推進本部に民間人を入れ

ることが不可能であれば、年４回ぐらいはやらないと実質的に民間の意見・感覚を導入できな

いと考えますが、その辺について副町長のご意見をお伺いして、私の質問を終わります。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） 必要が生じた場合は４回に限らず、何回でもやっていきたいと思ってお

ります。 

議長（小渕茂昭君） 制限時間となりましたので、10番 黒岩浩一君の質問を終わります。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） １番 小根澤弘君の質問を認めます。 

  １番 小根澤弘君、登壇。 

（１番 小根澤 弘君登壇） 

１番（小根澤 弘君） １番 緑水会 小根澤弘です。 

  昨年の東日本大震災、翌日の長野県北部地震の発生から早１年３カ月余りが過ぎようとして

います。昨年の６月に初めて議員となり、この議場に入ったときには、議員としての責任の重

さを痛感しました。議員として１年が経過し、この間に各地区の議員懇談会、また地域の会議

等で住民の皆様から多くの意見を聞かせていただきました。そのことをいかに町政に反映させ

るか、また住民の皆様に納得してもらえるか、自問自答の日々でした。 

  しかし、山ノ内町の第５次総合計画に掲げる基本理念である、「住む人、訪れる人に温もり

のある郷土」を実現することこそが自分の信念と思っています。今後も住民の目線で町政を見

つめ、住民の思いを町政に生かす立場に立ち、全国に誇れる温泉と自然、全国に自慢のできる

果物や農産物とおもてなしの心を生かして、「住む人、訪れる人に温もりのある郷土」をつく

るために、みんなで知恵と力を出すべきと考えているところでございます。 

  慣例に従いまして、一般通告書を朗読いたします。 

  質問事項１、山ノ内町観光交流ビジョンについて。 

  （１）北陸新幹線金沢・富山延伸について。 

  （２）基本方針について。 

  質問事項２、定住自立圏構想について。 

  （１）緊急外来受け入れ支援について。 

  以上、再質問は質問席でさせていただきます。 

議長（小渕茂昭君） 答弁を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 
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町長（竹節義孝君） 小根澤弘議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、１点目の山ノ内町観光交流ビジョンについてのご質問ですが、当町は、観光と農業の

町として主産業であります観光ビジョンを５カ年とし、平成21年にこの計画を策定してから、

ほぼ３年になります。昨年の３.11の大震災は、町の主産業である観光にも大変大きな影響が

ありました。観光交流ビジョンの展開方策により、着実に推進していかなければならないと思

っておりますので、これからも県あるいは業界団体の皆さんとも協力しながら、誘客活動に努

めてまいりたいと思っております。 

  ２点のご質問につきまして、具体的なことは観光商工課長からご答弁申し上げます。 

  ２点目の定住自立圏構想の緊急外来受け入れ支援についてですが、重点共通連携分野に北信

総合病院再構築支援がありますので、医師不足が解消されれば、整形外科を代表とした緊急外

来等、受け入れについて改善されるものと期待しております。 

  一方、日常的な住民・観光客にとって、生命などにかかわる重要な課題であり、４年前から

中野市と協力し、医師の研究費支援などにより医師確保対策を行っておりますので、これらに

ついても引き続き協力してまいりたいと思っております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 大きな１番の山ノ内町観光交流ビジョンについての（１）北陸新

幹線の金沢・富山延伸についてとのご質問ですが、ご承知のとおり平成27年の春、飯山駅が開

業の予定であり、北信濃全体の活性化のカンフル剤にすべく、行動していかなければならない

と考えております。昨年12月に信越観光圏協議会が、また本年１月には信越９市町村広域観光

連携会議が設置されております。この２つの団体では、観光地相互の連携によりまして、地域

の魅力を増進させ、国内外からの観光客の来訪や滞在促進のため、町も主体的に行動してまい

ります。 

  また、町観光交流ビジョンにおきましては、展開方策であります観光地間をつなぐ広域連携

の促進の具体的な展開と考えております。 

  次に、（２）基本方針についてとのご質問ですが、昨年の３.11の大震災の影響から、観光

交流ビジョンの基本であります取り巻く環境の対応については、思い切った意識変革や事業展

開が重要と認識しております。ご承知のとおり、観光交流ビジョンの基本方策には、「もっと

いたくなる魅力的な観光地づくり・まちづくり」から「国際的な観光地づくり」まで６項目か

ら構成されておりまして、その具現化のために展開方策を設定しております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） １番 小根澤弘君。 

１番（小根澤 弘君） それでは、再質問をさせていただきます。 

  実は、山ノ内町観光交流ビジョンについては、今までに西議員、髙田議員、湯本議員が行っ

ておりまして、私もその一端をちょっとやらせていただきたいと思います。 
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  観光ビジョンの６ページに北陸新幹線富山・金沢延伸ということでありまして、北陸への通

過点とならないようにということで、これはもう前から、北陸新幹線ができ上がるというとき

からこの話は話題になっていたんですが、新幹線にはプラスとマイナスの両面があり、平成26

年度富山・金沢延伸によるプラスの面をできるだけ享受し、マイナスの面を回避していく有効

な施策を推進する必要があると書いてあるんですが、観光商工課長にお尋ねしますが、このプ

ラス面とマイナス面について、もしおわかりになられていたら、聞かせてください。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） まず、プラス面につきましては、何といっても新幹線ということ

で、移動時間の短縮による観光客の増加が大きく見込めるという点が一番大きなプラス面と思

います。これは、だれでも考えればわかることなんですけれども、そのほかいろいろあろうか

と思いますが、一番はやはり時間の短縮。 

  次は、マイナス面としましては、首都圏の観光客が北陸方面へ、あるいは北陸の人たちが東

京方面へ向かってしまって、通過観光地になってしまうんではないかと、こういうのが心配な

面と。あと、北陸方面につきましては、時間がすごく短縮しまして、約１時間ぐらいで移動で

きますので、日帰り圏になってしまうんではないかと、ここら辺が心配される面だと思います。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） １番 小根澤弘君。 

１番（小根澤 弘君） ありがとうございます。そのとおりで、今、課長のおっしゃった日帰り

客や富山、石川県の皆さんが東京への流出の件につきましては、これからまた順に質問の中に

入れさせていただきますが、そのときに再度、また答弁をしていただきたいと思います。 

  確かに、この観光交流ビジョンには、首都圏戦略について、公益財団法人日本交通公社の調

査によりますと、2010年までの、去年までの５年間に関東及び東海から長野県を訪れる観光客

の旅行者数が７割以上なんですね、山ノ内、長野県を訪れるのは。それだけに、首都圏対策に

ついては今後ともぜひ、強力に町としても推し進めていただきたいと思っております。 

  それで、先月の４月15日の信濃毎日新聞で、先ほど観光商工課長も心配していた、東京のほ

う、首都圏に流れる部分について、お客さんを食いとめるためには、北陸から県内へ観光客を

呼び込めという新聞記事がございまして、その中で、北陸新幹線により長野が通過点となって、

首都圏からの観光客が減ると見込まれる部分を北陸からの観光客でカバーしようというのがあ

るんだそうです。 

  ここで、山ノ内町独自で観光活性化の一助として、北陸方面への誘客活動を考えていらっし

ゃいますでしょうか、観光商工課長。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） お答えいたします。 

  通過観光地にならないためにどうするかということなんですが、これは一番の課題なもので

すから、これが、この１月に設立しました信越９市町村の広域観光連携会議の大きなテーマに
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なっております。そんな中で山ノ内町もそこの中の一員ですので、一緒になって行動していき

たいということなんです。 

  それと、４月15日に信毎に載りました記事なんですが、これは、11日と12日に金沢会場、富

山会場で長野県が主催した旅行商品商談会というのが開催されたわけでして、そこには山ノ内

町からも町観光連盟から２名、役場の観光商工課職員１名、計３名が参加しまして、山ノ内町

のＰＲをしてきたところであります。ですので、山ノ内町が単独でそういうところを会場に確

保して宣伝するというのは、非常に経費がかかることであったり、また１市町村でやったとこ

ろで何もならないわけでして、一緒になって大きくとらえる、これが大事なことだと思います。 

  そんな中で、担当の職員の復命によりますと、各社の情報ではやはり食、長野県は食がちょ

っと弱い、あるいは体験型商品の造成をしたらどうかとか、あるいは温泉とか果物をコンセプ

トに企画をしたらどうかというふうなものを求められたということでありますので、そういう

ものを参考にしながら、９市町村の中、あるいは町で単独でできる商品企画があれば、それは

それで観光連盟とともに取り組みたいと考えております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） １番 小根澤弘君。 

１番（小根澤 弘君） 今、観光商工課長にお答えしていただいたのを大変ありがたく、ぜひそ

のようにして誘客活動等に、北陸、信越９市町村の観光連携と共同してやっていただきたいと

思っておりますが、実は昨年の９月16日から20日間の間に、長野県観光部の観光企画課が北陸

新幹線延伸に伴う観光動向意向調査というのを行いました。この記事というのは、先ほど私が

言いました４月15日に報道された記事であり、私もこの観光意向調査については一般質問の中

で触れていましたが、余り多くは説明しなかったので、ここで再度やらせていただきます。 

  この調査の目的というのは、石川・富山両県民の国内、長野県観光のこれまでの経験、今後

の長野県観光に対する意向、新幹線延伸効果がもたらす意識変化等、長野県観光に関する全般

的な意向について定期的に把握するために行ったものなんです。調査表の構成としては、北陸

在住者の国内旅行の意向性と実態、それと信州・長野県の旅行の経験実態、今後の信州・長野

県に旅行に対する意向、次に、一番なのが新幹線延伸情報提供後の信州・長野県に対する意向

ということで、これはインターネット調査という方法でやりまして、やった地域が富山県と石

川県を代表でやりました。 

  調査表の公表の中で、まず一番最初に私が目についたのは、過去５年間の旅行について、長

野県を１位とした人の印象をお聞きしたわけです。その中で一番多かったのは、先ほど課長お

っしゃったように、まず最も多かったのが66.2％の「自然や景観がすばらしい」、続いて66％

の方が「地元ならではのおいしい食べ物が多い」、半数以上の人が信州のイメージをよく見て

いるわけです。さらに、「よい温泉がある」「魅力ある特産品や土産物が多い」が３分の１以

上の人が占めているわけです。ちなみに、過去に長野県、特に山ノ内町、志賀高原、北志賀高

原に訪れた観光客の推移を見ますと、志賀高原、北志賀高原は長野県内で９位の順位に入って
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いるんです。 

  先ほど、観光商工課長は北陸新幹線延伸後の誘客対策は、信越市町村広域観光、またそのほ

かのところと一緒になってやろうとおっしゃいましたが、今述べたように、その地域に山ノ内

町は、そのイメージに当てはまると思うので、観光立地・山ノ内として、また観光地の延べ利

用者数をあと１年半のうちに550万人達成のためにも、新幹線の開業の誘客活動を進めていた

だきたいと思います。 

  また、信越９市町村の広域観光では、ぜひ信越９市町村のイメージアップのキャンペーンや

ら信越９市町村の積極的な観光情報の発信、また高齢者や新規、要するに未経験者層のお客様

のために、滞在型旅行プランや着地型商品の造成、ぜひやっていただきたいのは、２次交通の

充実、それと２次交通を組み込んだ広域マップの作成等をやっていただきたいと思います。 

  それで、先ほど言ったアンケートの結果について、それに関連して質問したいと思いますが、

よろしくお願いいたします。 

  実は、北陸新幹線が平成26年に長野・金沢間で開通予定ですと。北陸新幹線の開業後につい

て伺いますということで、この北陸新幹線が26年の2014年に長野・金沢が開通することについ

て質問しているんですが、その中で、「あなたは北陸新幹線開通後、信州、要するに長野へど

のぐらいの頻度で旅行したいと思いますか。日帰り及び宿泊旅行でお答えください」と設問が

ありまして、その中で日帰り旅行が「年に３回以上」が11.3％、「年に１回から２回程度」が

43.7％になっております。「２年間に１回程度」が19.9％で、年代別に見ると、信州の日帰り

旅行の意向が高かったのは30代、50代、60代で、石川県よりも富山県民の皆さんのほうが比率

が高いわけです。 

  次に、同じ文言で質問したんですが、宿泊旅行で見ますと、「年に３回以上」が7.2％、

「年に１回から２回程度」が42.7％、「２年間に１回程度」が17.6％なんですね。居住別に見

ると、やはりこれも１年間に１回以上の信州の宿泊旅行を希望する人の割合が15.8ポイントも

富山県民のほうが多いわけなんです。 

  それで、実は今の北陸新幹線延伸後ということで質問しているんですが、再度、今度は先ほ

ど観光商工課長もおっしゃったように、石川から長野までの間が短くなるという、新幹線の情

報の詳細な文言をつけてやったわけです。その文言というのは、「北陸新幹線が開通して、要

するに延伸して、金沢・長野間は運賃が現在より1,000円ほど高くなります。しかし、所要時

間が現在の３時間32分から１時間２分へ、富山・長野間は運賃が現在より600円ほど高くなり

ますが、所要時間が２時間50分から47分にそれぞれ短縮される見通しです。以上のことから、

日帰りも気軽にできるようになり、宿泊する場合でも現地でゆっくりと観光を楽しむことがで

きるようになります」という文言をつけて、先ほどと同じ質問をしました結果、日帰り旅行が

「年に３回以上」が14.7％、「年に１回から２回」が47.2％で、「２年間に１回程度」が17％

で、居住別に見ると、これもやはり富山県民のほうが日帰り旅行の頻度が高い傾向にあるんで

すけれども、先ほどの文言をつけずに、ただ新幹線開通後と、このように１時間２分と47分で
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到着しますという文言を入れただけで、４％も長野県へ来たいという頻度が、日帰り旅行をし

たいというのが上がっているんですね。ただ、宿泊別に見ますと、宿泊旅行の回答では「年に

３回以上」が6.7％、「年に１回から２回程度」が47.7％、「２年間に１回程度」が25％と、

これは文言をつけないよりも約２％高い回答を得ているんですが、宿泊旅行もやはり富山県民

のほうが石川県民よりも多いんです。 

  このように、北陸新幹線の延伸による北陸新幹線利用者の長野観光へのコアターゲットと、

全般的ではなくて中心の人たちを調査しました結果、これによると、先ほど観光商工課長がお

っしゃったように、日帰り客がやや優勢になると書かれているんですよね。それで、その中に

は60歳以上の高齢者層にやはり宿泊傾向が多いと。また、長野県観光の未経験者の方も宿泊の

旅行を望む割合が多く、これからのターゲットの一つとして考えられるということなんです。 

  ぜひ、山ノ内町の観光でも60歳以上の高齢者層には、先ほど観光商工課長がおっしゃった滞

在型旅行のプランを多く設定し、高齢者の皆様に合ったものをやっていただければ、今後のリ

ピーターとしていただけるのではないかと思うんですね。 

  また、未経験者、要するにまだ長野県へ来たことのない人たちのためには、雄大な自然や地

元の自然素材で調理や食事と温泉を楽しむコースや、山ノ内町の「ＥＢＥＳＡ」等の新しいメ

ニューの中に旅行プランを考えてほしいと思うのです。 

  ちなみに、今回の調査で信州を訪れる目的で一番多かったのは、やはり自然を楽しむ、２位

が温泉を楽しむ、３番目がおいしいものを食べる、その次がまち歩きの散策を楽しむ、名所・

旧跡を訪れる。今、早口でたらたらしゃべったんですが、お聞きになったかどうか。そんなよ

うな関係で町としても、課長にお聞きしたいことは、どう思われますか。これでやはりお客さ

んがふえるような気が、これからの運動一つなんですけれども、お客さんがふえるというのは。

どうお考えだか、お聞きしたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 大変、観光動向の意向調査ということで詳細にありがとうござい

ました。私も手元に持っておりますが、最後の８ページですね、この動向調査の８ページのと

ころに、さて、その調査を受けてどうするんですかと、アクション案というのがちょっと項目

で出ていまして、それを見ますと、ではどうしていけばいいんだということなんですけれども、

北陸方面の皆さんに認知度を高める、要するに観光ＰＲを北陸でやりましょうと、当然の話で

すね。それと、２次交通の整備ということで、新幹線をおりてどうするんだということなんで

すが、なかなか２次交通も採算が合わないと。交通事業者も乗ってこないということで、大体

の新幹線の駅の前は、レール＆レンタカーということでレンタカーが主流を占めております。

あとは、各ホテル・旅館さんが時間を決めておいて、お迎えに行くというのが大体のケースだ

と思います。 

  あと、テーマ別に旅行商品の造成ということで、やはり食を楽しむ人、食ではなくて見るの

がいいんだとか、体験だとか、お客さんによっていろいろ年齢層にもよるし、みんなニーズが
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違うわけですので、そのニーズに合った旅行商品の造成をしていったらどうですかと。あと、

２次交通とセットした旅行商品の造成ということで、大体動向調査ですと、こんなような答え

になるんですよね。 

  それで、議員おっしゃいます温泉と高原、温泉と高原と食、これも日本じゅう同じことなん

です。どこへ行っても温泉と高原と食べ物。るるぶというのが、るるぶというのは旅の手帳で、

見る・遊ぶ・食べると。これは日本じゅう同じでそういうことになっているので、それでは飯

山駅にはおりないので、それにはどうするかというと、同じ温泉でも食べ物でも遊ぶ・体験に

しても、ここでしかできないような、競合しないようなものをやらないとだめなんですね。そ

れには、例えばスノーモンキーだとか、世界に１カ所しかない。あるいはユネスコエコパーク、

また髙田議員の質問があると思いますけれども、そういう世界、日本に４カ所しかないような

ユネスコエコパークを見にいきませんかというような商品をつくらないと、難しいと思うんで

すね。 

  そんなことで、この動向調査を参考に、９市町村で連携しながら、また、これは役場がエー

ジェントではありませんので、観光連盟の、いわゆる業界の皆さんとともにやはりやっていく

ことでありますので、役場、役場ということではなくて、業界とともにということですので、

ひとつそこら辺は確認をお願いしたいと思います。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） １番 小根澤弘君。 

１番（小根澤 弘君） 今、観光商工課長のおっしゃったとおり、確かにそうですね、やること

は。ただ、町でイニシアチブをとっていただきまして、観光業者の皆さんを指導したり、また

先頭に立ってやっていただくことが、町として、また観光商工課としての業務だと思っており

ますので、ぜひその点、よろしく頑張っていって、ぜひ観光ビジョンに書いてある550万人を

達成できる、あと１年半しかこの観光ビジョンの年数はないんですけれども、それに向かって

やっていただきたいと思います。 

  ちなみに、今、課長がおっしゃった自家用車の第２次交通の件ですが、実は先ほどの文言の

中で、それもやはり課長の手元にあれば嫌なほど知っているからよろしいかと思いますが、一

応私もさせていただきますと、金沢から１時間だと、富山から47分という文言を入れてみます

と、やはり自家用車が３割ぐらいになり、またレンタカーが26.幾つと３割近くになっている

ということで、この件につきましては、ぜひ信越９市町村観光連携の中で２次交通をはっきり

とやっていただきまして、町が観光面でよりよく大きくなるように、それは観光課長の手腕に

かかっておりますので、ぜひお願いしたいと思います。 

  それでは、次に先ほど観光商工課長が言った、山ノ内町の一番のメーンはスノーモンキーだ

と。そのスノーモンキーに関連した質問をさせていただきます。 

  実は、先ほどの黒岩浩一議員の議題の中に載っていたからと思っていましたんですけれども、

参考資料のみしかなかったので、私のほうで簡単にさせていただきます。 
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  ５月11日の北信ローカル紙に、５月６日に湯田中温泉観光協会が主催で外国人観光客の誘客

に向けての研修会を開催したんです。その中の講師というのが、世界各国のホテルの予約がで

きるインターネットサイトのブッキングドットコムという会社で、これはオランダに本社があ

るんですが、この日本支社の担当者がみえて、外国人観光客の誘客に向けてということで研修

会を開催したものです。 

  担当者は、ことしの冬もやはり日本旅行は原発事故の影響で尾を引いていると。しかし、た

だ１点光ったのは、山ノ内町は、地方の温泉エリアとして群を抜いて外国人観光客からのアク

セス数が多かったと。これの理由は、やはりスノーモンキーがあるからだろうということは、

日本支社の担当者がおっしゃっていたんですが、これで観光協会の皆さんも低迷する国内客の

需要を補うためにも、伸びしろのある外国人観光客を取り込もうとして研修会を開いたわけで

すが、その中で日本支社の担当者が言ったことは、直近の町内エリアの国籍別の集客数を示し

てあるんですが、それによると１位がオーストラリアで全体の27％、２位がアメリカで19％で、

以下がシンガポールが13％、在日外国人が11％で、要するにここでもわかるように、オースト

ラリアとシンガポールが随分と多くなって、アメリカが19、今までは大体アメリカ人のほうが

多かった、過去のあれを見ますと。アメリカ人のほうが多かったんですが、ここら辺は町とし

て何か把握している部分がありましたら、お答え願いたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） お答えいたします。 

  今、スノーモンキーの話が出ましたので、地獄谷野猿公苑の入り込みについて若干触れたい

と思いますが、24年の３月、４月、５月の地獄谷野猿公苑の入場者数の統計をちょっと見ます

と、３月が全体で205.8、４月が165.6、５月が104.5と。それで、外国人のほうは195、932、

387ということで、震災の影響がありましてぐっと伸びているんですが、その前の年と比較し

ますと、外国人の場合は３、４、５月といきますが、103、99、136ということで、外国人はお

ととしと比べるともうほぼ戻ってきたと。ところが、この内訳のほうが、今度は外国人の宿泊

の関係で今、統計も途中なんですが、これがやはりアジア、オセアニア、オーストラリア関係

が83.5で、欧米が12％なんです。だから、特に放射能関係で敏感な欧米関係が宿泊で伸び悩ん

でいると。アジア、シンガポールですね、タイとか中国、そこら辺はもうずっと戻ってきてく

れているということであります。 

  だから、22年の外国人の町の順番は、オーストラリア、アメリカ、香港、台湾だったんです

ね。今回はアメリカがずっと落ちていってしまったということで、原発の影響が一番大きいと

思います。ということで、状況を報告いたします。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） １番 小根澤弘君。 

１番（小根澤 弘君） インバウンドの外国人のお客さんが多くなるということは、大変うれし

いことで喜ばしいことだと思うし、また、これからもぜひ多くなることを希望するわけですが、
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湯田中観光協会の皆さんも低迷する国内客の需要を補うためにもということでやっているので、

ぜひまたこのように町としても力を出していただければ幸いと思います。 

  実は、私が問題にしたのは、この研修会の中で、インターネットサイトのブッキングドット

コムという日本支社の担当が、これも新聞で述べているんですけれども、スノーモンキーは冬

限定だけだと。冬期限定だけに、それ以外の季節にどのような魅力で誘客を図るのかというの

が課題であると。私は、この１点がどうも気になって、実はスノーモンキーは冬期だけだと。

これは多分、このインターネット会社がそうだというふうに思っているんだろうと思うし、実

は私も新聞で去年か見たことがある、この間も観光連盟の会長とお話ししたときにちょっとこ

んな話が出たんですけれども、外国人のお客さんが山ノ内に泊まりにきて、１日目はスノーモ

ンキーを見て満足していたと。２日目の朝になって、今度はスキーに行くからタクシーを頼ん

でくれと。タクシーを頼んだら、どちらへ行かれましたかと言ったら白馬へ行ったというんだ

ね。やはりこれは宣伝力に問題があるんじゃないかと思うんですね。外国人の皆さんにしてみ

れば、山ノ内町はスノーモンキーが有名であって、スキー場なんてないのかなと思っているよ

うな気もするし、また今の話を聞いてみても、ああ、そうなのかと。まず、日本ではなくて世

界の人たちは、スノーモンキーは山ノ内町にあるけれども、スノーモンキーだけで、スキー場

とか自然の豊かな志賀高原や北志賀高原があるということを知らないんじゃないかなと思った

ような気がするんですが、そこで、もしできれば、そういうことのないように宣伝に力を入れ

ると同時に、町でもできればインターネット専門の職員を１人雇って、これからは多分、イン

ターネットが主流だ主流だと言われておりますので、山ノ内の、今、日本人向けのあれはある

んですけれども、外国人向けのインターネットのあれをつくっていただきまして、そこに職員

を配置するような考えはないかどうかお聞きしたいのですが。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） いろいろご提言ありがとうございます。 

  確かに、実は観光交流ビジョンをつくるときに、星野リゾートのほうから、スノーモンキー

というと冬期間だけというふうになってしまうと。だから、モンキースプリングス、温泉の猿

ということにならないかということでご提言をいただきました。私どもはそのときに、３年前

につくるときにそのことで旅行会社、それから雑誌社、いろいろ照会してみました。星野リゾ

ートからそういう提言があるんだけれども、どうなのかと。そうしたら、やはり外国では夏、

冬関係なく、スノーモンキーで通っているから、スノーモンキーで推し進めたほうがわかりや

すいという、旅行会社と雑誌社のほうからはそういうご提言がありましたので、星野リゾート

の会長さんには、せっかくご提言いただいたけれども、これでいかせていただきますというこ

とで、そのとき、わざわざあえて了解をとったこともございます。 

  それから、昨年、中国へ行ってもそうなんですけれども、外国人から見ると１時間ぐらいと

いうのは、もうすぐお隣という感覚になっているようでございますので、阿部知事も東京から

55分で長野県の入り口・軽井沢という、これを盛んにＰＲされておりました。そういったこと
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がございますように、白馬、妙高、野沢は、宿泊客のサービスとしてスノーモンキーのオプシ

ョナルツアーを前面に出してあります。それで、うちの村からスノーモンキーへすぐ行けます

という、要するに余り細かいことは言わないで、白馬もスノーモンキーのある村のような言い

方で宣伝しておりました。 

  オーストラリアへ行ったとき、これは中山町長がまいったなというふうにおっしゃったんで

す。初めて町としてオーストラリアへ宣伝に行ったら、たまたま順番で県、その次が白馬、そ

の次、山ノ内の順番でした。志賀の皆さんが行ってやったんですけれども、白馬のほうで、う

ちの村から１時間のところにスノーモンキーが見られますと、先にもう、ばんと宣伝してしま

ったと。そうしたら、オーストラリアのメディアの中では、白馬にスノーモンキーがあるとい

うふうにとらえられてしまったと。それで、翌日の新聞にそういうふうに出てしまったと。こ

れにはまいってしまったということを帰ってきてからおっしゃられた、そんなこともございま

す。 

  それから、インターネット専門の職員というのは、去年から１名、専門に職員、それだけで

嘱託でございますけれども配置して、しょっちゅう日々その更新を、町の観光情報を提供する

ように、町のホームページのほうでは１人、そうやって対応させていただいております。 

  ちなみに、先ほどちょっとありましたけれども、富山、新潟、群馬、埼玉、こちらのほうへ

も近県キャラバンで行っておりますけれども、富山のほうは市町村合併がかなり進んでおりま

して、市町村数が極端に10ぐらいになってしまったかな。市町村合併が進んでそういうふうに

なっておりまして、そちらのほうへも近県キャラバンをやっておりましたし、また富山空港に

韓国からの飛行機のお客さんがお見えになりますので、そこからの直通便も一昨年検討しまし

たんだけれども、意外と大町、白馬方面のお客さんが多くて、とても志賀まではちょっと厳し

いと。時間的に難しいということがありましたので、ちょっと断念したという経過もございま

すし、それから、私も観光課長のころは、よく新潟県と長野県のシュプールの幹事長というこ

とで、その責任者をやっておりましたので、富山と石川ではＦＭ放送を使って、かなりスキー

シーズンに放送させていただいて誘客してきましたし、また、金沢駅ではＪＲのご理解をいた

だきまして、それぞれ構内で町の観光宣伝、農産物の宣伝を大いにやってきたつもりでござい

ますので、そういったことも今後また考えていかなければならないのかなというふうに思って

おります。 

  それから、そうはいっても、すべて金沢へ延びるから、その分が富山・石川から大幅に誘客

できるかというと、必ずしもそうはなりませんけれども、やはり首都圏には大多数の客がいま

すので、ここからもっと積極的に誘客活動をしながら、そちらのほうへもある程度、二兎を追

うもの一兎を得ずということに、場合によってはならないとも限りませんけれども、しかし、

やはり北陸の皆さんは、志賀高原と北陸の雪質が全く違います、もうベタ雪で。もうここへ来

ると、志賀の雪というのは全く違うというふうに来たお客さんが必ずおっしゃっていただいて

おりますし、また、きょうですか、きのうの新聞で、首都圏の観光客が新幹線ができた場合ど
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うするかというと、やはり行きたいトップは50％が長野というふうになっておりますので、引

き続き、首都圏を中心にしながら、遠くのお客さんも近くのお客さんも大切にして、もちろん

今、「よってかっしゃい！やまのうち」のラジオでやっておりますけれども、県内の近場のお

客さんにも私どもの旬な情報を提供して、より多くのお客さんに来ていただくように、いろい

ろこれからも頑張っていきたいというふうに思います。ぜひこれからも積極的なご提言をお願

いしたいと思います。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） １番 小根澤弘君。 

１番（小根澤 弘君） 今、町長の回答をお聞きしまして、確かにそうなんですけれども、しか

し、山ノ内町は、今回の新幹線に限れば３つの課題があるんですね。お客さんも多く来ていた

だかなければならない、飯山の駅にお客さんがいっぱいおりていただかなければならない、な

おかつ今、町長のおっしゃったように、首都圏からのお客さんをより多く長野県と山ノ内町に

連れてこなければならないという、その３つのエリアを任せるんですから、三つどもえになっ

ているわけですが、そんな中でぜひ行政の力を借りたり、また連盟等の力をかりて誘客に励ん

でいただければと思っております。 

  次に、最後の質問になりますが、最後の定住自立圏構想についてなんですが、これは、先ほ

ど町長がおっしゃったのでどうかなと思ったんですけれども、一応質問させていただきます。 

  ６月１日の第５回の全員協議会の中で、定住自立圏の節の中で４番目に重点共通連携分野と

いうとことで、生活の機能強化、保健・医療で、私は時間を短くします。飯山赤十字病院につ

いて、今度は緊急支援事業があるということになりましたが、これを見ますと、今度は岳南と

か岳北の壁をとったという感覚でよろしいんでしょうか。総務課長にお聞きしたいんですが。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） このメニューにつきましては、やはり中心市が複眼市ということもあ

りますので、恐らくきっと飯山市役所が飯山赤十字病院の整備というのをやっていきたいとい

うのがありまして、このメニューにきっと入ったんだと思いますが。 

議長（小渕茂昭君） １番 小根澤弘君。 

１番（小根澤 弘君） わかりました。 

  それで、実は私、この中で一番聞きたかったことは、飯山赤十字病院がたまたま緊急支援事

業ということで、当山ノ内においては北信総合病院が緊急搬送の場所なんですけれども、実は

先ほども町長が回答の中で医師の現地派遣等もこれから考えていくと、当町は観光地であり、

またお客さんも多く来るということで、医師の現地派遣という回答でよかったんですね。町長、

先ほど答弁の中で、医師を現地へ派遣するという答弁でよろしいんですよね。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 医師を現地へ派遣するのではなくて、北信病院へ勤務するお医者さんを中

野市と一緒に600万円、内訳は中野市が450万、町が150万円、３年間いると研究費をご支援申
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し上げますということで今現在、医師確保対策で。山ノ内町は現地という意味ではございませ

んので、ご理解いただきたいと思います。 

  なお、飯山日赤の件につきましては、私も運営委員であり、今月また運営委員会が開かれま

すけれども、その中でまた議題として出てくると思いますけれども。ただ、飯山日赤とすれば、

北信病院が中野市と山ノ内町で医師確保対策の補助金をつけてやっているんだから、ぜひ岳北

でも同じように協力してもらえないかというのが飯山日赤の意向です。多分、うちのほうは、

飯山日赤の場合には患者も行っていると思いますけれども、中野市と山ノ内町で北病をやって

いるんだから、その飯山日赤としても何とかという、そういう意味で前の運営委員会にも提案

されてございますけれども、今後どういうふうになるのか、北信病院の場合には中野市長、日

赤の場合には飯山市長が運営委員長になっておりますので、私ども首長はそれぞれ運営委員と

いう形で参画していきますので、そこら辺の運営委員会の内容も十分吟味していきたいと思っ

ております。 

議長（小渕茂昭君） １番 小根澤弘君。 

１番（小根澤 弘君） わかりました。ありがとうございます。 

  それで、単刀直入に申し上げますと、実は山ノ内町で一番お客さんの多く来る志賀高原、北

志賀高原、また山ノ内町の消防署から一番遠いところが今言った志賀高原、北志賀高原なんで

すよね。その中で緊急救急体制がないということなんです。要するに、救急車がないというこ

となんですね。それで、ぜひお願いしたいことは、志賀高原には、昨年だけでも222万人、震

災で多少減ってはいるんだろうと思いますが、また北志賀高原には87万人、２つ合わせると

300万人以上のお客様がみえている中で、これからは学習旅行や合宿、また涼を求めて高齢者

のお客さんもみえると思うので、ぜひ観光地として、もし何かそこであった場合に、救急車が

行くまでに50分もかかる、病院までの間に往復で50分、須賀川に至っては50分、志賀高原に至

っては搬送するのに１時間以上かかってしまうんですね。そういうところは観光地として必須

条件なので、この緊急救急体制を配備していただきたく思いますので、ぜひ町長のほうで町と

して考えていただきたいと思いますが、このことは町長にお聞きしたいんですが、お願いしま

す。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 先日も和合会さん、志賀高原観光協会さん、そして地元の参議院議員のほ

うから要請書をいただきました。十分検討していきたいというふうに思っておりますけれども、

ただ当時、都市計画税を廃止することの中での一つ、そういうことが出てきましたけれども、

もともとはオリンピック、ワールドカップを開催するから、そのときに常時救急車が会場にい

なければいけないという、そういったことの中で、じゃ、どうするということの中で、志賀高

原分遣所、それから合わせて、その当時は志賀の印鑑証明、住民票が異動できる役場の支所も

設置してほしいということがあったんですけれども、道路がよくなるのに何でそういうことを

するのということになって、結果的に、そうはいってもオリンピック、ワールドカップがある
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んだから、救急車だけはそこにいてもらって、志賀の場合には丸適マーク、大きいホテルがあ

りますので、それを救急車に乗っていながら志賀高原の丸適マークの査察をし、ホテルや車の

中で食事するのも何だから、休憩所としてそこを使ったりしていって、そんなことも含めてや

っていけばいいだろうということだったんですけれども、オリンピックが終わって、お客が右

肩上がりになるだろうという想定のもとで、当面オリンピックまでということだったんだけれ

ども、引き続き置いておこうということになりましたけれども、都市計画税を廃止するときに、

そういったお約束事項の中で岳南広域消防のご理解、町の議会のご理解をいただいて、今日の

ような状況になりました。地元の皆さんとすれば、スキー客もたくさん来ているし、また平地

の都市計画税もなくなったんだから、もとに戻してほしいということでございますけれども、

町のほうでもいろいろ岳南広域消防と協議した中で、志賀の救急車を減らすということでなく

して、町の２台、志賀の１台、これをそのまま町のところにもう一台置いておいて、３台の体

制は今までどおり堅持していくという、そういう形をとらせていただきまして、全町的にフォ

ローできるという形にさせていただいております。 

  余談になりますけれども、当時、志賀の皆さんも、確かに夜中１台だけあっても、お客さん

は順番に病気や何かにならないよなと。だから、ある程度、サービスの一環として、もうそう

いうときには自分の家で連れていかざるを得ないだろうということで、やむなしということで

当時、大変ご無理をお願いしてご理解をいただいてきたという経過がございます。だからとい

うことで、死んだ子の歳を数えるようなことを言うということではございませんけれども、い

ずれにせよ、山ノ内町全体のことを考慮して今の体制になっております。そんなことを含めな

がら、地元の要望は要望として十分お聞きし、これからも観光客、住民の皆さんの生命・財産

を守るように努力していきたいというふうに思っております。そういう意味では、北信病院の

再構築、特にヘリポートまで設置するという、そういったことである程度またカバーできるも

のも出てこようかなということで、大変北信病院の再構築についても、私ども積極的にかかわ

りながら期待しているところでございます。 

  いずれにせよ、今の小根澤議員のご要望については、しっかり受けとめて、町へご要望にお

みえになったときも、その趣旨にお答えしながら、私どもそれなりきに十分検討してまいりた

いと思います。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 制限時間となりましたので、１番 小根澤弘君の質問を終わります。 

  ここで昼食のため、午後１時まで休憩します。 

 （休 憩）          （午前１１時４０分） 

─────────────────────────────────────────────── 

 （再 開）          （午後 １時００分） 

議長（小渕茂昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────────────────────────────────────────────── 



 

－124－ 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君の質問を認めます。 

  ３番 西宗亮君、登壇。 

（３番 西 宗亮君登壇） 

３番（西 宗亮君） ３番 緑水会 西宗亮でございます。 

  不覚にも風邪を引いてしまい、お聞き苦しいと思いますけれども、どうぞお許しくださいま

すようお願い申し上げます。 

  さて、「ツルは千年、カメは万年」と縁起のいいたとえでよく使われます。ところが、祭り

や縁日の夜店で買ったカメが朝になったら死んでいたので、カメは万年も生きるのではないか

と文句を言ったら、「残念だね、そのカメはきょうが万年目だよ」という笑い話を聞いたこと

があります。200万年前以後に繰り返し活動し、将来も活動が予測される断層を「活断層」と

言うようであります。ご案内のように、５月23日、信濃毎日新聞１面のトップに山ノ内町が、

しかも地域名が特定されて掲載されておりました。すぐに大きな心配をする必要はないとのこ

とですが、直近の大きな断層と連動して、また、あしたが万年目かもしれないという不安はぬ

ぐい切れない。そういうような風評被害が出ることも心配するところでございます。「転ばぬ

先のつえ」「備えあれば憂いなし」、何事も後手にならないよう、事故や災害にはできるだけ

事前の対策を心がけたいものであります。 

  それでは、通告に基づき質問をいたします。 

  １、観光振興策について。 

  （１）観光圏構想について。 

  （２）信越観光圏への当町のかかわりについて。 

  ２、事故防止対策について。 

  （１）当町における交通事故の現状と対策について。 

  （２）通学路等の安全確保について。 

  （３）警鐘楼の現状と消防団員の安全確保について。 

  ３、有害鳥獣および病害虫対策について。 

  （１）有害鳥獣についての対応策について。 

  （２）有害鳥獣等対処方法の研究、試験について。 

  （３）病害虫対策の周知と徹底について。 

  再質問は質問席にて行います。 

議長（小渕茂昭君） 答弁を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 西宗亮議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、１点目の観光振興について、（１）の観光圏構想についてのご質問でございますが、

平成20年７月に施行されました観光圏の整備による観光旅客の来訪及び滞在の促進に関する法
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律により、地域産業の再生活性化に向け、当町の自然、歴史、文化等において、密接な関係が

認められる地域が主体となって行う２泊３日以上の滞在型観光を、ソフト・ハード両面から総

合かつ一体的に整備し、また推進していくことを観光圏構想としております。 

  昨年12月26日に、北信14市町村と新潟県上越、妙高市が信越観光圏協議会を設立したことは

ご承知のとおりであり、山岳や高原、温泉、日本海といった多彩な観光資源を抱えることの地

域の強みを生かし、連携を確認されたところであります。参加されている市町村の関係者の皆

さんと一緒に、広域観光を推進してまいります。 

  次に、信越観光圏の当町のかかわりについては、観光商工課長からご答弁申し上げます。 

  次に、２点目の事故防止対策の質問のうち、（１）当町における交通事故の現状と対策につ

いてのお尋ねでありますが、当町は、町民の皆さんのみならず、観光客の皆さんを含め、交通

事故のない安全・安心なまちづくりを進めるためにも、さまざまな機関等が連絡し、啓発活動

を行うことにより、交通事故のない社会の実現を目指していく必要があると考えております。

特に、最近は高齢者の交通事故も多いことから、当初、本郷区を高齢者交通安全モデル地区に

指定しておりましたけれども、２年前、西議員が当時の上条区長に新たに上条区にお願いし、

事故防止対策に努めているところでございます。交通事故の現状と対策の詳細につきましては、

健康福祉課長からご答弁申し上げます。 

  次に、（２）の通学路の安全確保については、教育長からご答弁申し上げますが、交通事故

だけでなくして、昨年のようにクマの出没もあり、関係者は万全を期してまいりたいと思って

おります。 

  次に、（３）の警鐘楼の現状と消防団員の安全確保についてですが、現在、当町では47基の

警鐘楼が設置されております。鉄骨四脚のものが32、ポール式のものが15であります。警鐘楼

の役目は、消防団員はもとより、地域住民への情報伝達としての役割が主なものですから、防

災行政無線の整備に合わせて、団員の安全確保のためにもあり方を検討していきたいと考えて

おります。詳細につきましては、消防課長からご答弁申し上げます。 

  次に、有害鳥獣および病害虫対策について、（１）の有害鳥獣についての対策につきまして

は、農作物の被害防止、住民観光客の安全確保の上で極めて重要な問題であるととらえており、

本年度は、電気さく設置補助等の従来の取り組みのほか専門員を予定しておりましたが、事情

もあり、町猟友会に委託し、６月から11月まで朝夕２回の巡回パトロールにより、情報収集、

駆除等の迅速な対応を進めてまいりたいと思っております。 

  （２）の有害鳥獣等対策方法の研究、試験につきましては、近年、被害が拡大しております

ニホンジカ対策等、他の地域の事例を参考にしながら研究、実験を行ってまいります。私も県

の町村会、あるいは知事との懇談会のたびによく有害鳥獣対策のことを提言してございますけ

れども、特に最近は県に対し、県内４ブロックの民間屠殺施設との委託契約をして、共同処理

をできるように要望しております。また、合わせてジビエ料理の研究もしていく必要があるの

ではないかということも提言申し上げているところでございます。いずれにしても、詳細につ



 

－126－ 

きましては、農林課長から答弁申し上げます。 

  次に、（３）の病害虫対策の周知と徹底について、（３）の病害虫対策についての質問です

が、近年、町内の基幹品目であるリンゴ等にスモモヒメシンクイという害虫による被害が散見

され、被害拡大が懸念されていることから、年間を通してこの害虫の根絶を目的に、ＪＡと一

緒になって対策の周知を徹底しております。 

  また、昨年はアメシロも大量発生しておりますし、これらの対策といたしましては、新品種

の器具の購入設置と同時に消毒の徹底も図ってまいりたいと思っております。詳細につきまし

ては、農林課長からご答弁申し上げます。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 大きな１番の観光振興策について、（２）信越観光圏への当町の

かかわりについてとのご質問ですが、昨年12月に16市町村で立ち上げた信越観光圏協議会の事

務局は、長野観光コンベンションビューローで行っておりますが、この協議会には、事業推進

のために６つの部会とその部会の調整役として幹事会が組織されております。その部会の中で、

総務部会と交通部会には町観光商工課が参画し、宿泊滞在促進部会、旅行商品イベント部会、

ふるさと原風景部会、広報宣伝部会と幹事は町観光連盟が担当することになり、本年度より協

議会が定めた実施計画に基づいた事業展開を図ってまいります。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） ２の事故防止対策についての（１）当町における交通事故の現状

と対策についてお答えいたします。 

  昨年１月から12月までの当町における交通事故については、発生件数で20件、死傷者数で22

件であり、前年を発生件数で12件、死傷者数で23件と大幅な減少を図ることができました。し

かしながら、昨年11月13日に志賀高原で発生いたしました二輪車による単独死亡事故により、

死亡事故ゼロの継続日数が1,211日目で途切れてしまったほか、本年３月には公道ではなかっ

たものの、３歳のお子さんが事故に遭い、亡くなる痛ましい事故も発生してしまいました。本

年度に入り、事故件数、死傷者ともに前年より増加傾向にあることから、交通安全意識の啓発

に努めるべく、有線放送等を通じた広報を行うほか、警察や交通安全協会とも連携した交通安

全対策を実施してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 通学路の安全確保についてお答えいたします。 

  通学路については、各学校で地域の子供たちが安全かつ合理的に通学できるように学校が定

めております。自宅の近くは親が定めているということになっています。必要により、道路状

況によって変更もあり得ます。 
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  最近報告されているのは、猿にスカートを引っ張られたというようなこと、それから道路沿

いの家の雪庇が危険だからというような連絡がありましたし、安代坂の落石というようなこと

もありましたが、いずれにしても地域・学校間の連絡を密にして対応しております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） 引き続き、２の（３）警鐘楼の現状と消防団員の安全確保について、

ご質問に補足の説明をさせていただきます。 

  先ほど町長から説明がありましたが、現在、当町では、47基の警鐘楼が設置されております。

警鐘楼の維持管理につきましては、団規則に基づき、主に地元の消防部に任せてあります。修

繕等について、部長からの要望等があれば、状況に応じ必要な処置をとっておるところでござ

います。 

  警鐘楼の役目としましては、団はもとより、地域住民への情報の伝達及びホースの乾燥、火

災予防の懸垂幕の掲示、また古くは望楼業務が行えるような役目もありましたが、防災行政無

線の整備等も進めておりますので、情報伝達の手段としての役目の見直しと団員が急なはしご

を登る危険をできるだけ減らすなどの安全確保のためにも、今後も整備をしていく方向で検討

をしております。 

  また、前段も含め、各種活動時、団員の安全確保対策ですが、昨年の東日本大震災において

は、避難誘導中、また逃げおくれた人の救助・救出時、避難を嫌がる人を説得している間に津

波に飲み込まれるなどで殉職された消防職団員は226名と、消防団史上においても最悪の災害

となりました。 

  町でも、地域防災のかなめであります消水防団員の安全確保につきましては、団員確保が困

難になる中、議員が配慮されますように最も重要な課題の一つであると考え、防災対策の基本

といわれる自助・共助・公助の観点から、消防団と自主防災組織との連携のあり方、また町民

皆様の防災・減災への理解をいただくような広報の検討、また日ごろの消防団活動の見直しな

ど種々検討を行い、団員の安全対策の装備品の購入・充実を図り、もって消水防団の団員の負

担の軽減、危険の軽減を図り、安全の確保ができるよう事業を進めてまいりたいと考えており

ます。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 有害鳥獣及び病害虫対策について申し上げます。 

  まず、有害鳥獣についての対応策でございますが、町長からもお話がありましたとおり、６

月１日から猟友会に委託をしまして、11月30日までの間、朝夕２時間をめどに全町を巡回し、

被害・目撃情報の収集と状況によっては銃による駆除も直接行っております。また、猟友会及

び住民からの情報をもとに、特に出没頻度が高い地域については、重点的に巡回をしてまいり

たいと思っております。 
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  共同電気さくの設置につきましては、本年度は前坂地区で約1,000メーターの設置を予定し

ております。個人での電気さくの設置は、10万円を上限に２分の１の補助を実施しております。

電気さくの設置については、それなりの被害の減少があり、効果があるというふうに聞いてお

ります。 

  緩衝帯事業につきましては、佐野地区で約1.5ヘクタールの実施を予定しております。 

  駆除処理に対しましては、小動物、猿等には１頭5,000円、クマ、イノシシの大型について

は１頭２万円の補助のほか、個体調整を進めるとともに狩猟免許、狩猟登録者に対しても補助

し、狩猟者の拡大と維持を図ってまいりたいと思っております。 

  有害鳥獣等処理方法の試験・研究につきましては、町長の答弁でもありましたが、近年、ニ

ホンジカの被害が増加しておりますので、猟友会や関係団体を含め、先進地視察を行い、研究

してまいりたいというふうに思っております。 

  また、本年度より県で導入する新規事業であります集落ぐるみの捕獲実践事業を、有害鳥獣

等対策の処理方法として寒沢地区で試験的に行う予定になっております。 

  続きまして、病害虫についてでございますが、山ノ内町病害虫防止条例に基づきまして、ス

モモヒメシンクイの中間寄生樹となるプラム、プルーン、カリン、ハナモモ、ボケにつきまし

て自家用や生産地を問わず、スモモヒメシンクイの防除のため、地域内の基準となる薬剤防除

等を実施することとしており、基準となる薬剤防除等のできない場合は、申しわけございませ

んが、伐採等をお願いしているのが現状でございます。これらにつきましては、防除啓発文書

を志賀高原と須賀川地区を除く全戸配布や広報伝言板、有線放送での周知、また各地区農家組

合を通じて無防除種の実態調査、ＪＡによる現地巡回調査並びに指導を図るなど対策を徹底し

て実施しており、効果は上がっているとＪＡのほうから聞いております。駆除に対しては、年

度当初、ＪＡと協議いたしまして年間の防除対策を決めておりまして、双方で協力しながら実

施していきたいというふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） それでは、順番に再質問をさせていただきます。 

  まず、当町の基幹産業でもある観光の振興に関しまして、行政として大手旅行業者、大手旅

行雑誌社を初めあらゆる取り組みをされており、また、おもてなしの受け入れ態勢も徐々にで

はありますけれども、整備されてきているというふうに評価しているところでございます。今

後も、関係者と協議をしながら、計画的に推進されますことを大いにご期待申し上げるところ

でございます。 

  そこで、まず昨年の３.11、３.12の大震災により激減した観光客の入り込みのその後、つま

り戻りぐあいについては、少しお話がありましたけれども、できれば具体的数値で、ことしの

ゴールデンウィークも含めてどんな状態であったか、観光商工課長にお伺いします。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） お答えいたします。 
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  まず、町全体についてなんですが、町全体の温泉、志賀、北志賀をそっくり入れた総合計が、

平成23年１月から12月までの総合計が430万4,200人ということで、対前年96.5％ということで、

△、マイナスの3.5％ということで、これにつきましては、３.11の関係で３月、４月が激減し

たわけなんですが、ゴールデンウィーク以降は順調に伸びてまいりましたが、11月でまた96.3

ということで、ずっと100％を超えていたのがそこで若干落ち込んで、総合計ではそんなよう

な形になりました。 

  それと、外国人の関係なんですが、先ほどもちょっと前議員のほうにお答えいたしましたが、

集計中ではありますが、外国人の宿泊関係ですけれども、これについては22年が２万7,230人

でしたが、23年は途中ですけれども約２万人ということで、対前年74％ほどになっております。

あと、ＪＮＴＯの発表によりますと、４月の訪日外国人客数については、前々年に対して

0.9％減ということで、ほぼ前々年と同じ推移になってきていると。これは、国によっても違

うんですけれども、総合計ではそんな形ということであります。 

  野猿公苑につきましては、平成23年は総トータルでは、平成22年が11万8,137に対し、23年

の総合計が10万7,635で対前年比91.1ということで、大体ほぼ戻りつつあるという状況です。 

  あと、ゴールデンウィークその他について、今、ちょっと手持ちに資料がないもので、省略

させていただきます。よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） ゴールデンウィークにつきましては、調査のあれがいろいろ違うでしょう

けれども、昨年は10日間、本年は９日間ということでもって、県のほうから発表されておりま

して、志賀高原、北志賀高原のほうは昨年よりも人数で4.3％の増、温泉郷のほうでは対前年

と同じというような形で、大変いい結果が出ているようでございます。心配していた以上の速

さで回復傾向にあり、業者、業界団体、行政、そしてあらゆる関係者のご努力の結果であると

いうふうに感じるところでございます。さらなるご尽力により振興が図られますよう、期待す

るところでございます。 

  さて、質問の本題に入りますけれども、最近、特に国を挙げて、「広域」あるいは「広域連

携」というような言葉が一つのキーワード、あるいは一種のブームとさえ感じるような気がい

たします。そんな感じはお持ちでしょうか。町長、いかがでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） お客さんにとって、市町村境は関係ございません。私も観光課長のときに

は、昔は志賀高原から至草津・軽井沢という観光パンフになっていました。夜間瀬橋から先へ

は、至中野・長野となっていました。私もお客さんには市町村境は関係ないし、やはりもう少

し広域圏観光を目指していこうということで、夏のパンフレットは軽井沢から長野までのマッ

プを入れさせていただいて、そのところどころの要所、例えば鬼押出しだとか、あるいは草津

の湯畑だとか、あるいは田中本家だ、善光寺さんだといろいろなものを入れさせてもらって、
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そういうマップをつくって町の総合パンフをつくらせていただいたり、冬の場合には、今度は

志賀高原から白馬まで入れさせてもらって、白馬まで行っても約１時間ですから、やはりお客

さんにはそういう市町村境は関係ないしということで、今、西議員のおっしゃるとおりに、で

きるだけそういったことをやっていこうということで私も取り組んでおりますし、また、そう

していかなければだめだというふうに思っています。 

  特に、飯山に新たに新幹線ができますけれども、ここら辺の圏域の人口というのは、先ほど

の９市町村で約10万人です。私、町長という職務でいても、年に10回も東京へ行ったりはしま

せん。ですから、いかに住民が乗るかということではなくて、いかに観光客の皆さんに乗って

いただくかと。では、山ノ内だけの観光のポイントだけではなくて、やはり来ていただいて、

山ノ内に滞在していただいて、いろいろなところに出向いていただく。特に例えば今の時期で

すと、山ノ内へ泊まりにくるときに、中野のバラ公園に寄って、湯田中や渋温泉あるいは志賀

高原へお泊りいただく、また逆に、帰りにそちらのほうへ寄っていくとか、そういったことが

必要ですし、先ほども小根澤議員のときに申し上げましたとおり、白馬でも妙高でも野沢でも、

スキー客に対してオプショナルツアーでスノーモンキー、これを朝出て見て、その後、小布施

でお昼を食べて、善光寺さんを見て、ホテルへ帰るという、こういうことをやっております。 

  また、星野リゾートに言わせれば、長野県全部がうちのエリアだと。だから、例えばおすし

を食べたいと言えば、わざわざ高速道路を使って上越まで連れていきますよと。もちろん軽井

沢におすし屋さんはいくらもあります。何かいいところないかなと言うと、安曇野のわさび田

へ連れていく、うちのほうのスノーモンキーのところへ連れていくと。星野リゾートの会長は

来るたびに私のところへ電話をかけてきて、竹節さんいるのというふうに言って、きょうはど

こどこの国のお客さんを野猿公苑へ連れてきたよとか、必ずそういうふうに言っていただきま

すけれども、そのように、みんながそういうことをやっていかなければならない。そういう時

代だと思っておりますし、そういう意味では副町長を中心にしながら、今、草津町との広域観

光も進めさせていただいておりますし、また、ことしはシーニックバイウェイ、軽井沢、嬬恋、

草津、中之条、山ノ内町、要するに軽井沢から道の駅までのさわやか街道という形で全国大会

もやったりしながら、できるだけ広域的に観光を売っていくことによって、お客さんのそれぞ

れのニーズにこたえられるように対応していきたいと思っておりますし、そういう意味で私も

これからも積極的にそういう部分でかかわりを持ちながら対応をしていきたいと思っています

し、また立教大学へ委託しております広域観光の調査についても、山ノ内のことだけでなくし

て、近隣の広域的な観光も含めて調査対象にして報告書をまとめてほしいというふうにご要請

もしてございますので、これからはもうそういう時代だというふうに私も認識しております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） 大変斬新な考え、取り組みだというふうに思います。 

  現在、広域での観光に関する連携組織として、身近であれば北信６市町村での広域観光連携
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を初め、９市町村、また大きくは16市町村というような形で上・信・越をエリアとしての組織、

協議会がたくさんありますけれども、当町はその幾つぐらいがそういう組織にかかわりを持っ

ておりましょうか。観光商工課長、いかがでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） お答えいたします。 

  ちょっと今、数はあれなんですけれども、例えば北信６市町村管内でいけば、北信広域連合

に関する宣伝の一つのグループがあります。それと、今、議員が言われた前の広域観光推進部

会から発展的に今度は９市町村になって、今の新幹線の飯山駅をメーンとした一つのグループ、

それと、今度は美術館・博物館をテーマにした北信濃河東文化観光圏、河東文化というのは河

の東と書きますが、千曲川の東のほうにある美術館・博物館をテーマにしたグループです。そ

れと、あと北信濃観光連盟、それと今回は信州北回廊プロジェクトというのが23年４月に発展

的に解散をしまして、今回の信越観光圏に変わってきたわけです。そんなふうに、広域の観光

のグループというか集まり、これはみんな設置の目的とかによっていろいろ違っております。

確かにエリア的にはかぶっております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） 私、手元に若干の資料がございますけれども、山ノ内で関係しているもの

で15から20近くございます。その中で、合体組織でございますから、その組織、会自体の運営

も含めて、当然、会費というものが発生すると思います。大まかな金額で結構なんですけれど

も、もちろん事業に対する負担金、分担金は別になると思いますけれども、定額的な会費関係

で、それらへの支出金額はおおむね幾らぐらいになりましょうか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） ちょっと金額的には今、手元に資料がなくて恐縮なんですが、今

回のテーマの観光圏について申し上げますと、これはもう111万4,000円ということで、観光圏

１つだけでもそれだけの額と。あと、たしか北信濃観光連盟が70万ぐらいだったかと思います。

それと、あと今回の９市町村の関係は一律20万円ということで、ほかの団体もそれぞれ負担が

生じております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） 大まかなものだけで今、おっしゃられたので200万ちょっとということに

なります。決して少なくない金額、これは会費でございます。そういうことから、実は今、手

元にその16市町村で20年の法律でもってできた観光圏構想の中で、長野県で４例目となります

信越観光圏、これが山ノ内も加わっての16市町村でございますけれども、そこでやりたいとい

う整備計画がここにございますけれども、49ページからなる計画、大変綿密な計画が出されて

おります。 



 

－132－ 

  そんな中で、山ノ内町がメリットとなる具体的な取り組みは何か。そしてまた、特に直近で

できました観光圏を使ってのメリットというものは何か、ここら辺をお聞かせいただきたいと

思います。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） お答えいたします。 

  そもそも観光圏とは一体何なのかということで若干触れたいと思いますが、これは、観光圏

の整備法というのが先ほど町長が申し上げたとおり、平成20年に制定されたわけなんですが、

それで、整備法に基づいて結局その趣旨は、広域連携によって国内外からの観光客の皆さんが

そこのエリアで２泊３日以上滞在可能なエリアにしましょうと。要するに、１つの市町村では

だめですので、広く手をつないで、観光行動が非常に広くなっていますので、２泊３日の魅力

的なものをつくろうというのが一番の目的であります。 

  そんな中で、それを整備すれば国のほうで支援をしますよというのが幾つかありまして、そ

の支援の中には、旅行業法の特例というのがあるんですけれども、ホテル・旅館が旅行代理業

の特例を受けることができるということで、宿の方が着地型の旅行商品の販売が可能となると

いうことで、これは一定の研修を受けるというのが条件なんですけれども、それによって今ま

で各旅館さんはただ案内だけしていたわけなんですが、今度は旅行業法の免許がなくても、そ

の研修を受ければできるというのが一番のメリットかなというふうに思います。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） 大変それぞれの必要性、それからもくろみ、こういうものがあって設立さ

れているわけでございますので、それに向かって大いにやっていただきたいと思います。 

  この件に関して最後に、町長も大変お親しくていらっしゃる星野嘉助さんのご子息で、ご案

内のように星野佳路さんという方がいらっしゃいます。過日、ＮＨＫＥテレの「未来塾」とい

う番組で、３週にわたって「東北10年後の観光の力を見直す」として、観光を志す東北の学生

に講義をしておりました。その中で星野氏は、「お客様のターゲットを的確につかみ、行動を

起こさせる工夫が大切である」と述べられておりました。まさにこれは、私が当初、質問の中

で取り上げました、アイーダの法則に合致するものではないかというふうに思います。星野氏

はさらに、旅行・観光に対する感性をぜひ磨いてほしいというふうに熱っぽくその学生たちに

語っておりました。 

  広域の連携だけでなければできないことは何か。そして、しっかりとその着地点を見据えて

かかわり、取り組むべきであるというふうに考えますので、ぜひそういう気構えと申しますか、

もくろみ、着地点を見きわめて進めていただくように提言を申し上げて、次の質問に移りたい

と思います。 

  次に、交通事故の事故防止についてでございますけれども、いろいろとご苦労されているよ

うでございますけれども、特に過日、大きな社会問題ともなりました集団登校の学童の列に軽
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自動車でしたか、が突っ込んで、多数の死傷者を出したという大変痛ましい事故がありました。

それを初めとして、ここ毎日のように報じられている交通事故、特に高齢者や学童など、いわ

ゆる交通事故弱者とも言うのでしょうか、そういう人たちの被害報道を見聞きして、大変心を

痛めているのは私だけではないと思います。改めて、町長のお気持ちを伺いたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 先ほども触れましたけれども、子供たちあるいは高齢者の皆さんの事故と

いうのは、本当に残念でなりません。そういった意味で、やはり大人たちがきちんとそういっ

た整備をしたり、また人的な面での対策もしていかなければならないというふうに思っており

ます。町でもそれぞれ歩道を設置したり、ガードレールを設置したり、あるいは先ほど申し上

げましたように交通安全高齢者モデル地区の指定をしたり、いろいろな方法をとりながら交通

事故防止を図っているところでございますし、また特に安協の皆さん、警察の皆さんにお願い

しているのは、山ノ内は地域住民だけでなくして、年間450万のお客さんが訪れる観光地でも

あるという、そういったことで、そういった皆さんに対する交通安全のＰＲもきちんとしてい

かなければならない。そういうことで、非常に関係する警察や安協の皆さんにご苦労いただい

たり、また地元の皆さんも危険箇所について毎年度、町のほうへご要望いただくなどして、逐

次、改善策をとっている状況でございますので、これからもそういったことを十分踏まえなが

ら、人命を大切にしたり、あるいは交通事故防止のために、やはり交通事故というのは事故を

起こした人も、事故を起こされた人も大変ですけれども、起こした人の家族も含めて大変な状

況になりますので、これからも精いっぱい交通安全のマナー、ルール、ＰＲ活動を進めてまい

ります。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） 同じ質問で教育長、こういう悲惨な交通事故、これを見聞きしてどんなふ

うに感じますか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） ともかく痛ましい事故だと、こういうことがあってはならないなとい

うようなことを思います。それで、中には覚せい剤云々というような報告もありますので、本

当に今、町長が言ったように、大人がきちんとしなければだめだなと、そんなことを思ってい

ます。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） それから、ちょっとご説明がございましたけれども、町内での交通事故に

関しましては、一昨年、2010年に関しましては、32件発生、42名の負傷者。ところが、いろい

ろご努力いただいて、翌年、昨年ですね、2011年、発生件数がぐっと減りまして20件で負傷者

22名、残念ながら１名、バイク事故で亡くなったという死亡事故。ただ、ことしになって、ど

んな傾向にあるか御存じでしょうか。ちょっと状況を確認したいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 
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健康福祉課長（河野雅男君） 今、おっしゃられた、大変昨年は前年対比として大分件数、負傷

者とも減ったということで、よかったなという反面なんですが、今、おっしゃられる本年度に

入りまして、毎回、警察のほうから日報というような形で報告をいただいておるんですが、６

月１日現在ということで、要は暦年でのものでございますけれども、１月から５月末までの状

況で現在、件数で18件、負傷者で21名、死亡が１名ということで、昨年に比べると、ちょっと

ペースが落ちているかなというような感じがしていると、心配をしているところでございます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） おっしゃるとおり、ちょっと小さくですけれども、毎月の町の広報の最終

ページのところに、帯状の形で人口から始まっていろいろデータが出ております。これを見ま

すと、ことしの５月で既に昨年の１年分に匹敵するぐらいの事故が発生して、しかもご案内の

ように３月に３歳、かわいい盛りの子が不幸にも亡くなってしまったというような事故が発生

しております。これは、言い方を変えれば、非常事態、異常事態とも言えるのではないかとい

うふうに思います。 

  そこで、特に通学路に関して教育長にお尋ねします。何か対策、先ほどいろいろ伺いました

けれども、そういう事故以降、事故を踏まえての対策を何かとられている、あるいはお考えで

しょうか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） そこにつきましては、例年４月当初にやっている各学校の安全教室、

あるいは東小なんかはそこに加えて防犯教室もきっとやっているはずでありますが、その充実

をひとつお願いしているということであります。 

  もう一つは、これは学校の先生方や地域やＰＴＡの役員の方にもお願いしているんですけれ

ども、ともかく何かあったらすぐ連絡をくれと、こういう体制をうんと強化してくださいとい

うことでお願いしております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） 冒頭申し上げましたように、何かあってからの対策であると後手になって

しまう。つまり、大変失礼だけれども、安代坂の落石事故についても、このごろ予算化されて

土砂崩れ注意というような内容だと思いますけれども、注意の看板が設置されるようになると。

大変申しわけないけれども、これも後手であると。幸い、そのときには登下校の時間帯ではな

かったので、人的被害もなかったのでやれやれなんですけれども、そういうふうに、もう少し

真剣、皆さん真剣にやっていただいているんだけれども、さらに真剣なあらかじめの備え、こ

ういうことをぜひ考えていただきたいというふうに思います。 

  特に通学路に関しましては、交差点、横断歩道のあるところですね、町内の横断歩道のある

主なところは、もうきちんと学童が横断しますよという標識が大分出ています。大分出ていま
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すが、それがあるだけなんですね。通学路でありますよという標識はない。というようなこと

で、最近、各地でいろいろ取り上げられております。けさの新聞にも通学路交通事故対策とい

うようなことで、信濃小・中学校の周辺にスクールゾーンというものが出ると。スクールゾー

ンになると速度制限が出てきたりというような形になります。 

  大変難しいところはありますけれども、私が申し上げたいのは、特に山ノ内町は道が細い、

細くて歩道がなかなか設置されていない。そういう危険箇所だけれども学童は通る。当然、登

校のときと下校のときと右側、左側違いますけれども、どちらか片側でも結構だから、通学路

のところにぜひグリーンベルトを考えていただきたい。これは全線じゃなくて結構です。とれ

るようなところへのグリーンベルト。 

  それと、もう一つは、せっかくグリーンベルトをやったとしても、積雪地帯ですから、雪が

降ったときには見えない。見えなくなってしまう。しかも車はスリップするかもしれない。だ

けれども、ドライバー、運転者の視覚に訴えるというようなことで、今ある、学童が横断する

よという標識だけではなくて、要所要所で結構だから、通学路だという表示をお願いしたい。

通学路の表示についてはいろいろなものがあります。 

  それと、３つ目は、これはまことに危険なんですけれども、バス通学の子供が、例えば星川

のバス停でバスを待っているとしたときに、どういう状況でしょうか。フラットでいくらかへ

こんでいるだけのバス停であって、何の防御体制もない。信号がすぐ手前にある。信号が青の

ときに行ったときに、下手をするとバスを待っている子供のところに車が突っ込むという危険

性があります。そこだけではありません。特にそういうようなところは、ガードレールをつけ

て防御できるような、バスの乗りおりのところは、そこのところだけちょっと切っておくとい

うような形でのガードレールでのガードというような３点。 

  この３点ですべてではありません。心の問題、教育の問題、いろいろありますけれども、少

なくともこの３つぐらいはぜひご検討をいただきたいと思う。これは、教育関係、教育長だけ

ではなくて、町の道路行政も含めて取り組んでいただきたいというふうに思いますが、町長、

お考えはいかがでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 貴重なご提言ありがとうございます。また、この件に関しては公安委員会、

警察、建設事務所、学校等と十分協議をしながら、順次計画的に整備をするように努力してま

いりたいと思います。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） ぜひ、できるだけ早く、一つずつでも結構ですから、よろしくお願いをし

たいと思います。町民、特に学童、子供を守るという意識でよろしくお願いをしたいと思いま

す。 

  次に、警鐘楼の関係、警鐘楼、いわゆる火の見でございます。 
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  いろいろとご説明ございました。町内、トータルで47基あると。その中にはポール式のもの

が15基ということでございますが、消防課長、町内に点在している警鐘楼、47基のうち今現在、

実際に使っているのは何基ぐらいでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） お答えします。 

  基本的に47基使っております。ただ、消防団員のいわゆる就労の関係で昼間お勤めされてい

て、なかなか半鐘をたたくことができない状況ではございますが、いずれにしても設置されて

いる分については、すべて使用可能な状況になっているというふうに考えております。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） 私もある人からの訴えで、訴えというのは要望ですけれども、これに関し

て何カ所も火の見を見て回りました。写真も撮ってまいりました。ポール式というのは、いわ

ゆる電柱のようなもののところに真っすぐはしごがかかっていると。それで、その上に半鐘が

ぶら下がっているというものなんですよね。これはどうでしょうか、上から下までの落差５メ

ーター、６メーター、あるいはそれ以上あるかもしれない。もし、上から登ってすべって落っ

こちたとすれば、まず無事では済まない。一人息子も地域のためと思ってことし消防に入団さ

せたと。現場でけがでもしようものならば、不謹慎かもしれないが名誉の負傷だと。ところが、

半鐘をはたきに登って落っこちて死んでしまった。しゃれにもならないということでございま

す。ぜひ、ぜひ何か安全策、場合によっては囲いも何もないんですから、子供がいたずらで登

るという危険性もあるかもしれない。そんなことから、ぜひ安全策を講じていただきたいとい

うふうに思います。お考えはいかがでしょうか、消防課長。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） お答えします。 

  今、議員に心配また配慮いただいているところでございますが、その危険を避けるために、

まだ１カ所でございますが、金安部については、コン柱の下でボタンを押せば、それで各種サ

イレンが吹鳴する装置を使っておるところでございます。予算の関係、こんなことを言っては

大変申しわけないんですが、順次、計画的にまたそのような団員に負担のかからないような安

全な策をこれからも講じていくように、また配慮をしていきたいと考えております。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） ありがとうございます。ぜひ、できるだけ早い時期にこれもまたよろしく

お願いします。 

  伺うところ、その装置１基100万ぐらいかかるというふうなことも伺っております。となる

と47基すべてではないけれども、やるとするならば、かなりの金額がかかるということになり

ますので、大変ではありますけれども、できるだけひとつ頑張っていただきたいというふうに

思いまして、最後の３番目の質問に移ります。 

  生態系の変化か、また温暖化のせいかわかりませんけれども、ご案内のようにここ数年、イ
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ノシシ、特にまた一、二年、ニホンジカということでの被害が相次いでおり、当町の基幹産業

である農業に甚大な被害が出ていることはご案内のところでございます。町といたしましても、

山ノ内町有害鳥獣対策協議会というようなところも含めて、大変苦慮され、努力されていらっ

しゃるところでございますけれども、そこで、農林課長にお尋ねします。数字的評価というの

は非常に難しいと思うんですけれども、いろいろ電柵、それから個体調整、その他でご努力さ

れておりますけれども、その効果というのはどんな状況でしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 効果というか個体数調整に関しては、特にクマ等については減ってお

りますし、イノシシの捕獲についても増えている状況でございます。ただ、ニホンジカにつき

ましては、ここ二、三年急に増えております。対応につきましては、関係機関と協議をしなが

ら進めておるところですが、本年度は行政は行政、猟友会は猟友会のお仲間の皆さんと情報を

交換して、よりよい方法をというふうな観点から進めていきたいというふうに思っております。 

  効果ということになれば、電柵を設置したところ、緩衝帯をとっていただいたところ等につ

いては、少しずつでありますが、効果はあらわれているというふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） 私にも天敵がいるようでございますし、また自然の動物に対する天敵と言

われていたオオカミ、これが絶滅したということで生態系が狂ったというふうにも言われてお

ります。 

  冗談はさておいて、長野県におきましても、最近の新聞でシカ対策として、保護区を相当面

積減らしたと。そして、１日１人１頭の捕獲制限があった雄ジカ、これをやめて、雌ジカと一

緒に制限なしとしたというふうに聞いております。いろいろ撃退法をやっておりますけれども、

何か山ノ内で具体的な研究であるとか、テストであるとか、こういうことはされておりましょ

うか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） ニホンジカにおきましては、特別な試験等は実施しておりません。こ

としがスタートだというふうに考えております。今年中に先進地の視察、昨年も実施をいたし

ましたが、さらに範囲を広げて実施をいたしたい。そして、対応を各関係機関ともどもに考え

ていきたいというふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） シカ対策については、信毎で対策や研究が何回も出ています。それと、も

う一つは、これは私、素人の発案だったんですけれども、既に研究されているのが超音波によ

る撃退法です。超音波がいいのかどうかわかりませんけれども、そういうようなことで、もう

少し積極的なテストあるいは試験、研究というものもぜひお願いをしたいかと思いますが、時

間がなくなりました。 

  最後でございますけれども、病害虫につきまして、先ほどお話がありましたスモモヒメシン
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クイ、これに関していろいろ農協とタイアップされて、周知・対策をとられているということ

でございますが、実はスモモヒメシンクイに関して、例えばプルーンなんかの場合には、個人

が家庭菜園的に、あるいは楽しみで庭に１本植えているというようなケースが割合あるんじゃ

ないかというふうに思われます。個人向けの指導その他はどんなふうにやられておりましょう

か、お尋ねします。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） ４月に栽培者向けということで、先ほど申し上げましたとおり須賀川、

志賀高原地区を除いて町の補助枠に合わせて対処方法等を記載したものをお配りしてございま

す。ただ、実際に薬事法の関係で農薬の分散での販売ができないという状況で、１本、２本の

方には何年分かの農薬を買っていただいて、少しずつ散布していただくような格好で、大変時

間をとっていただいているような状況でございます。しかしながら、基幹産業であるリンゴ等

の被害を防ぐためにはぜひご協力をいただき、お配りした撃退方法で対処していただくように

お願いしているところでございます。 

  なお、ＪＡにつきましても、巡回をしながら指導していただくように、また町のほうからも

要請してまいりたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） ３番 西宗亮君。 

３番（西 宗亮君） 時間がなくなりました。山ノ内町病害虫防止条例、この第１項の目的を推

進するために、第５条で町民向けの規制と申しますか、協力要請、努力目標が出されておりま

す。４月ぐらいから収穫後ぐらいまでに使用する薬が、大体６から７種類ぐらいの殺虫剤及び

農薬でございます。例えば１本２本の木を消毒するには、小さいサイズの薬品を買っても何十

年、あるいは100年分ぐらいあるんですよ。単位は0.5ccぐらいから始まるわけですね。それを

個人にやってください、できなければ切ってください、ちょっとつらいかなという気がするの

は私だけでしょうか。しかも、消毒は１回消毒したらば、その後は12日後、そしてまた12日後、

12日後ということで収穫後まで延々と続きます。薬もそれだけ、小さ目の高い薬で１本約四千

幾らというような状況です。安いのもございますが、含めてあわせると当然、１万の上という

ことになります。私は言われました。ばかだな、お前。買ったほうがどれだけ買えるか、安い

じゃないかというようなことを言われましたけれども、そういう問題ではないということを申

し上げて、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

議長（小渕茂昭君） 制限時間となりましたので、３番 西宗亮君の質問を終わります。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君の質問を認めます。 

  ７番 髙田佳久君、登壇。 

（７番 髙田佳久君登壇） 

７番（髙田佳久君） ７番 清新会の髙田佳久です。 

  午後の２番目ということで、皆さんにとって一番つらい時間帯だとお見受けします。できる
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だけシンプルかつスピーディーで内容のある一般質問を行えるよう頑張りますので、おつき合

いのほどよろしくお願いいたします。 

  去る６月３日に岩菅山開山祭が行われ、多数の関係者が集まり、24年度グリーンシーズンの

無事を祈念しました。いよいよ本格的なグリーンシーズンのスタートとなります。私は、東小、

西小、北小アルペンスキー部保護者の有志で活動しているジュニアインラインチームの引率者

として、３年から６年生までの８名と一緒に岩菅山開山祭に合わせて登山しました。今でも若

干筋肉痛が残っており、日ごろの運動不足を痛感しております。長い道のりの登山道には残雪

もあり、途中でつらそうにしていた子もいましたが、お互いに頑張れと励まし合いながら、全

員無事登頂することができました。山頂に着いたときに、登り切ったという子供たちの満足し

た顔は、今でも忘れられないほどとても印象的でした。子供たちにとっても、私自身にとって

も貴重な体験ができたと感じています。 

  こうした子供たちと一緒になって自然の中で体験できる取り組みは、山ノ内町にはたくさん

あります。その中でも、これから注目される取り組みがＭＡＢ計画のユネスコエコパークです。

過日、地方紙でも取り上げられましたが、志賀高原観光協会で国内初となるユネスコやＭＡＢ

のロゴマークを使用した誘客宣伝の取り組みを始めたところです。今後の経済効果を大いに期

待したいと思いますが、生物圏保護、いわゆるＢＡＲ、日本国内ではユネスコエコパークとの

名称で、枠組みや活動の整備に関して、行政が携わる部分の取り組みがまだまだ不十分である

と認識されます。経済活動が盛んになることは大いに結構なことですが、当町における基盤の

部分がしっかりしていないと、いずれ崩壊してしまうおそれがあり、早急な対応が求められて

いる時期であると思います。地域の大人から子供までが世界的にも希少な資源を十分認識でき

る教育システムが必要であり、もって、生物多様性の保全、経済と社会の発展、学術的支援の

機能が発揮されるものと考えます。 

  それでは、通告に従いまして質問いたしますが、初めに訂正をお願いいたします。通告書で

は「エコパーク」となっておりますが、すべて「ユネスコエコパーク」と変更をお願いいたし

ます。 

  １、ユネスコエコパーク活用の取り組みについて。 

  （１）生物圏保護地区（ＢＡＲ）としてユネスコで登録されている志賀高原エリアをユネス

コエコパークとしてどのような位置付けを考えているか。 

  ①総合計画での位置づけは。 

  ②観光交流ビジョンでの位置づけは。 

  ③今後策定される景観計画への反映は。 

  （２）世界に誇れる資源としてのユネスコエコパークであるが、組織をどのような形で立ち

上げていくのか。 

  （３）ユネスコエコパークの取り組みを学校教育に取り入れる考えは。 

  ２、公共施設のマネージメントについて。 
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  （１）公共施設のマネージメントはどのように行なわれているか。 

  （２）更新投資予測金額の算出は。 

  （３）今後、老朽化により徐々にインフラ崩壊の危機が高まる中、財政的な制約から対処で

きないという矛盾を抱えている。当町では、どのような対応策を考えているのか。 

  ３、第５次行財政改革大綱実施計画について。 

  （１）23年度の検証結果は。 

  （２）24年度の主力項目は。 

  なお、再質問は質問席にて行います。 

議長（小渕茂昭君） 答弁を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 髙田佳久議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、１点目のユネスコエコパークの活用の取り組みについてのご質問をいただいておりま

すが、ユネスコエコパーク志賀高原は、1980年に登録されてから現在に至るまで30年余、際立

った活用もない状態でありました。自然のメリットを生かして町の魅力向上となるよう、今後

取り組みたいと考えております。 

  （１）の生物圏保護地区としてユネスコで登録されている志賀高原エリアをユネスコエコパ

ークとしてどのような位置づけを考えているのかにつきまして、①の総合計画での位置づけ及

び②の観光交流ビジョンでの位置づけにつきましては、観光商工課長からご答弁申し上げます。 

  ③の今後策定される景観計画への反映につきましては、建設水道課長からご答弁申し上げま

す。 

  次に、（２）の世界に誇れる資源としてのユネスコエコパークであるが、組織をどのようし

て立ち上げていくかとのご質問ですが、本年３月に日本ＭＡＢ計画委員会の事務局である横浜

国立大学と打ち合わせを行うことができ、そのアドバイスから副町長をキャップにし、観光商

工課、農林課、教育委員会からの構成によって、役場内にユネスコエコパーク活用推進のプロ

ジェクトチームを組織したところでございます。詳細につきましては、観光商工課長からご答

弁申し上げます。 

  次に、（３）のユネスコエコパークの取り組みを学校教育の中に取り入れる考えはとのご質

問につきましては、教育長からご答弁申し上げます。 

  今、申し上げましたように、国でも文部科学省かあるいは環境省かという、そういう状況で

あり、県も町も他の３地区もほとんど今までの認識及び動きがなかったのが現状でした。専門

的な立場で横浜国大あるいは国・県と十分連絡をとりながら、今後大いに活用し、世界の中で

このユネスコエコパークをＰＲしてまいりたいと思っております。 

  特にヨーロッパ、東アジア、とりわけ中国等では、このユネスコエコパークのパルテノン神

殿のマーク、これがあると全く受け入れの認識が違うと、そういった観光地、それからリンゴ
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とかブドウといった食料に対してもパルテノン神殿のマークがつくことによって、もうユネス

コが認めたすばらしいものであるというふうに認識していただけるということになっておりま

すので、これはやはり、今まで30年余、お互いに十分承知しておりませんでしたので、大いに

横浜国大や先ほど申し上げました関係する皆さんと十分連絡をとりながら、積極的に活用する

ような方向で進めていきたいと思っています。特に今の核心地域、エコエリア、それから移行

地域への拡大を含めて、過日の知事との懇談会の中でもそのことを私のほうから提言させてい

ただいておりまして、阿部知事も今までそのことは知らなかったと、非常に大変重要なことで

あるということを初めて認識したので、大いにこれを県も一緒になって活用するようにやって

いきたいというふうに、かなり力強くコメントもいただいてございます。 

  ２点目の公共施設のマネージメントにつきましてのご質問ですが、各施設は、点検や経年状

況を勘案して実施計画や公共施設整備検討委員会等で必要な補修・改修等の計画を行っており

ます。 

  なお、（１）（２）につきましては総務課長から、（３）につきましては建設水道課長から

答弁を申し上げます。 

  次に、３の第５次行財政改革大綱実施計画について、２点のご質問につきましては副町長か

らご答弁申し上げます。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 大きな１番のユネスコエコパーク活用の取り組みについて、

（１）生物圏保護地区としてユネスコで登録されている志賀高原エリアをユネスコエコパーク

としてどのような位置づけを考えているか。①総合計画での位置づけはとのご質問ですが、ユ

ネスコエコパーク志賀高原は、既に1980年、昭和55年に志賀山周辺のエリアを核心地域として

生物圏保護地域に登録されておりましたが、昨年11月に志賀高原で「ユネスコエコパークにお

ける環境教育の可能性と取り組みの課題」と題しましてシンポジウムが開催されるまでは、町

内においてもほとんど認知が進んでおりませんでした。したがって、総合計画には、イメージ

さえも反映されなかったという状況であります。ユネスコエコパークの活用としましては、前

期基本計画において魅力ある観光地の形成、外国人誘客の促進、地域資源を生かした体験・滞

在型メニューの充実支援などに含めて生かしていきたいと考えております。 

  次に、②観光交流ビジョンでの位置づけはとのご質問ですが、観光交流ビジョンにつきまし

ても、平成21年の８月策定でしたので、ユネスコエコパークの活用は計画に盛り込まれており

ませんが、基本方針の中にあります展開方策、滞在型観光地への革新の推進、地域に根差した

観光資源の活用、観光資源の保護と次世代への継承、世界的知名度を生かした誘致活動の展開

に生かしていきたいと考えております。 

  次に、（２）世界に誇れる資源としてのユネスコエコパークであるが、組織をどのような形

で立ち上げていくのかということですが、ユネスコエコパークとは、ユネスコの人間と生物圏
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計画、この英語の頭文字Ｍ、Ａ、ＢをとってＭＡＢ計画と言っておりまして、その計画で承認

されている生物圏保護地域を指しております。志賀山を中心とした核心エリア、それを囲むよ

うに緩衝地域、そしてそのほかに移行地域があります。町長からありましたように本年３月、

日本ＭＡＢ計画委員会の事務局であります横浜国大の方と打ち合わせをさせていただきまして、

活用推進組織の必要性について指摘されたところであります。４月に入りまして、役場庁舎内

にプロジェクトチームを、副町長を座長に農林課、教育委員会、観光商工課で構成したところ

であります。 

  さらに、先月５月には、志賀高原観光協会、和合会と下打ち合わせを行いまして、町内とし

ての全町的な推進組織を立ち上げるべく、その準備会への参加要請を了解されたところであり

ます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 建設水道課長。 

建設水道課長（大硲正光君） １番のユネスコエコパークの活用の取り組みについての（１）の

③番、志賀高原のユネスコエコパークについて、今後策定される景観計画への反映はとのご質

問にお答えいたします。 

  志賀高原は、日本で４カ所しか指定されていないユネスコエコパークに指定されております。

自然保護と持続可能な利用を考え、自然と人間の相互関係の構築を目指す地域となっておりま

す。この中で、景観も大きな要因というものに考えられるというふうに思いますが、山ノ内町

が今、県の計画の中では高社山麓・千曲川下流域景観育成重点地域になっておりまして、景観

の区域にしましては、山ノ内町はこれを全町に広げるという考え方でおります。 

  したがいまして、その部分についても、町の景観計画の中に明記してまいりたいというふう

に考えております。 

  それから、２の公共施設のマネージメントについてで、本来、（１）と（２）を先に総務課

長答弁で、その後になっておりますので若干前後するかもしれませんが、申し上げたいという

ふうに思います。 

  （３）の中で議員が指摘のとおりでございますが、いろいろな公共施設については、建設の

段階では財源確保をしてつくるんですが、維持管理、それから将来の建てかえ等修繕も含めて、

なかなかそういうものについては計画的にできない部分もあるんですが、建設課で所管してお

ります道路、町道にかかる橋梁について特に申し上げますが、今後の修繕費用の縮減と平準化

を図りながら、通行の安全確保を目的に、平成23年度において山ノ内町橋梁長寿命化修繕計画

を策定しました。これにより、重要路線にかかる橋梁を対象に点検や修繕を計画的に実施して

まいります。 

  次に、道路構造物や舗装などは、災害などの緊急な場合や小規模な修繕を除いて、施工の緊

急度合いなどを考慮しながら順位づけを行い、計画的に実施してまいります。 

  また、上水道の関係、下水道の施設の関係につきましても、第８次の変更計画、あるいは下
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水道の施設の関係につきましては更新事業等で行っておりますが、この関係につきましては23

年度で終了しております。いずれにしましても、計画的な状況把握、財源確保をどうやってや

るかというものについては、これから重要な部分になってくるかと思いますが、引き続き、適

正な維持管理に努めてまいりたいというふうに考えております。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） ユネスコエコパークの取り組みを学校教育へ取り入れる考えはとのご

質問でありますが、各校の教育計画には、その辺のところを十分意識して環境教育を重視しよ

うという、そんな動きがありますので、ちょっと１つだけ、東小の環境教育の部分のねらいの

ところだけ読ませていただきます。 

  同年の国連総会において、2005年からの10年間を国連持続可能な開発のための教育の10年と

宣言することに決定し、環境保全を担う人づくりを進める機運が高まってきている。そこで、

学校教育においても、環境教育に力を入れ、推し進めていく必要があるというようにつづられ

て、最後、環境保全に意識的な人間の育成を目指していくことを目標としているということで

ありました。 

  では、具体的な動きはどうかというような話も聞きましたけれども、こんなことを言ってい

ました。東小学校の場合には、１年から６年まで遠足が全部志賀高原のどこどこなんですけれ

ども、６年あるうちの２回は山岳ガイドの説明を受けるようになっていると。そこで理解が大

分進むんじゃないですかというような話でした。いずれにしても、具体的な動きに今後期待を

したいと、こんなふうに思っております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） それでは、２番目であります、公共施設のマネージメントについてと

いうことで２つ質問をいただいておりますので、お答えを申し上げます。 

  まず、施設の管理につきましては、各施設の点検業者に委託をしまして、必要な情報を得て、

財政をにらみながら実施計画等で必要な補修・改修等の計画を行っております。また、公共施

設のあり方を検討委員会で順序を決めていく計画を立てております。 

  次に、コスト管理につきましては、光熱費を初め、保守点検の長期継続契約等で経費の節減

を図っております。 

  続きまして、（２）でございますが、公共施設の更新費用の算出の関係でございますが、施

設の管理の中で更新が考えられる時期に、その時点での施設への住民要望、補助制度等の施設

の要件、それと用地等を考案しまして、面積、構造等を専門家に算出いただきまして、財政的

なチェックを行いまして、直近の実施計画等に計上して進めております。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） 第５次の行財政改革大綱の実施計画についてでございまして、23年度の
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検証結果ということですが、現在、取りまとめ中でございまして、７月上旬には行政改革推進

委員会を公開で開催いたしまして、報告する予定にしております。 

  また、24年度の主力項目でございますが、北信定住自立圏協定、これを締結することによる

重点共通連携事業、これによります住民生活の生活機能強化、また交付税の措置による町財政

への寄与と、こういったものを考えてまいりたいと思っております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） それでは、ユネスコエコパークの活用の取り組みについてお聞きします。 

  町民憲章の前文には「雄大な志賀の山なみにかこまれて」とあるように、志賀高原は山ノ内

町にとって重要な位置づけになっていると見受けられます。その志賀高原の中に今まで三十数

年眠っていた資源、宝物がこれから日の目を見ようとしています。冬季オリンピックやパラリ

ンピックを開催し、ユネスコからＢＡＲとして指定され、世界に認められたこの自然環境をこ

れからも大切にしていきたいと私は思っております。 

  初めに、行政の立ち位置につきまして確認しておきます。ユネスコ活動に関する法律をご存

じですか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 手元には、ユネスコ活動に関する法律ということで、昭和27年に

制定された資料は持っております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） それでは、第４条の国及び地方公共団体の活動の内容をお答えください。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 第４条に国及び地方公共団体の活動ということで３項目載ってお

りますが、国又は地方公共団体は、第１条の目標を達成するため、自らユネスコ活動を行うと

ともに、必要があると認めるときは、民間のユネスコ活動に対し助言を与え、及びこれに協力

するものとする。 

  ２項、国又は地方公共団体は、民間のユネスコ活動振興上必要があると認める場合には、そ

の助成のため、政令で定めるところにより、その事業に対し援助を与えることができる。 

  ３項目めが、国又は地方公共団体の機関が前２項の事項を実施するに当たっては、第５条の

日本ユネスコ国内委員会と緊密に連絡して行わなければならない。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） 要するに、行政はみずからユネスコ活動を行って、民間に対しては必要が

あれば助言を与えて協力するものということです。 

  以上のことを踏まえた上で、質問をしていきたいと思います。 
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  位置づけにつきましては、ＭＡＢ計画の基本理念が自然・文化の保全と地域の持続的発展の

両立であり、総合計画、観光交流ビジョンの中にもしっかりと合致する部分があります。ユネ

スコエコパークの活動を進める上では、特に問題ないと思っております。今後策定される後期

基本計画や2013年で目標期限となる観光交流ビジョンには、ユネスコエコパークの取り組みを

明記し、全町での活動目標にすべきと考えますが、いかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） お答えいたします。 

  先ほど答弁申し上げましたとおり、今ある項目の中では含まれていると思いますが、改めて

また見直しの中ではそのような項目も含めていく必要があると思っております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） それでは、景観計画、これは現在、策定中でありますが、内容の追加、変

更をこれから審議会で行うと思いますが、先ほど答弁では表記していくような答弁もございま

したが、再度お聞きします。ユネスコエコパークの表記を審議会で、まずは検討してみるお考

えはありますか。 

議長（小渕茂昭君） 建設水道課長。 

建設水道課長（大硲正光君） ユネスコエコパークに特化してということになりますが、先ほど

申し上げましたが、高社山麓の千曲川重点地域を全町にということで、特に志賀高原は志賀高

原の山岳、志賀高原の区域ということにしてありまして、議会のほうの説明では、その部分に

ついても基準を設けておったわけですが、保護官のほうから特別地域と普通地域、特別地域に

ついては指導指針があるけれども普通地域はないので、ないということになると、せっかく景

観でも白地になってしまうということで、何らかの基準を設けたらどうかということもありま

して、その部分については、県に１回出してありますので、１回取り下げといいますか、検討

事項として下げて、もう一回、２回目のときにはそういう部分も含めて、１つの基準となるも

のをつくりたいということでございます。 

  ただ、特別地域は旅館、ホテル街が主なところでございますが、そのほかのところにつきま

しては、30メートル以上の例えば携帯電話の塔とか、そういうもので大ざっぱに決めてあると

いうことを聞いておりますが、まずその辺につきましては、こちらのほうのパークのエリアも

きちんと確認しながら、景観計画としてのまた方向付けをしてまいりたいというふうに考えて

おります。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） 先月、志賀高原観光協会が夏用のパンフ、ポスター、トレッキングパーク

にユネスコとＭＡＢのロゴマークの使用許可を得ました。聞くところによりますと、国内でロ

ゴマークの使用申請は初めてで、文科省も含め大変な作業であったそうです。庁舎内では、先

ほど副町長をトップにプロジェクトチームが立ち上がっており、着実に前進している様子がう
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かがえますが、幾つかの問題があるように見受けられます。 

  現在、ユネスコエコパークのエリアは、志賀山を中心に1,000ヘクタールの核心地域、それ

を取り囲む１万2,000ヘクタールの緩衝地域となっております。また、この全域は、自然公園

法の上信越国立公園となっております。 

  しかし、ユネスコエコパークでは、先ほど町長の答弁にもございましたが、もう一つの区域

である移行地域の設定があります。今はまだ設定されておらず、設定されていない状態では、

場合によってはユネスコエコパークの指定を外されてしまう可能性があります。設立当初は、

自然環境の保全に重点が置かれていましたが、近年では、地域住民の生活向上に寄与するため、

緩衝地域と移行地域の有効活用が重要課題となっており、2008年２月に、ユネスコエコパーク

を活用して生物多様性の保全と豊かな人間生活の調和及び持続的発展を推進するための、31の

目標と65の行動計画からなる、マドリッド行動計画がユネスコで採択されております。2013年

までの計画で、今後見直しがされる中で行動の取り組みの実績のないユネスコエコパークは、

指定の取り消し対象になっていく可能性があるとのことです。 

  移行地域の設定が必要となるわけですが、町として移行地域の設定をどのエリアで、また、

どのようなタイムスケジュールを考えているのかお聞かせください。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） 相手がございますので、私がここではっきり申し上げることは難しいと

思いますが、今、考えておりますのは、議員おっしゃるとおりでございまして、その３つのエ

リアがなければ、場合によってはユネスコエコパークの名前は取り消すというのがユネスコの

マドリッドあたりの会議での宣言になっておりますので、この第３部分、３つの部分の最後に

言いました移行地域ですか、移行地域につきまして早急に設定したいと考えております。 

  ただ、どういった地域を移行地域にするかということにつきましては、とりあえず横浜国立

大学なり日本ユネスコ委員会、こういったところと協議いたしまして、その線引きをしてまい

りたいというところでございます。 

  ただ、もう一つ、早急にやってまいるということが前提にございますので、できれば、ユネ

スコの委員会というのは年に一遍しか開かれません。来年の６月に間に合えばということで、

その線引きをしてまいりたいと思っております。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） 時間の制約があると思われますので、移行地域エリアの検討を重点課題と

してとらえ、全力で取り組んでいただきたいと思います。 

  また、他市町村にまたがる緩衝地帯となっておりますので、当然、他市町村との関係が出て

きます。移行地域の設定につきましては、関係市町村との対話が必要になると思いますが、聞

くところによりますと、何回でも移行地域の設定はできるとのことです。これは、また改めて

確認していただきたいと思います。 

  したがって、山ノ内町エリアの移行地域を決めて申請すべきであると思っております。国内



 

－147－ 

４カ所のユネスコエコパークでは移行地域がまだないため、国内では先進地となります。まず

は行動を起こすことが重要と考えますが、町長のお考えをお聞かせください。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 移行エリアにつきましては、知事との懇談会の中でも私のほうから、将来

的には中野市だとか木島平、野沢温泉、中之条、あるいは草津町、そこまで広げていきたいけ

れども、とりあえずできる範囲のことからということで、これは副町長とも確認しているんで

すけれども、まず、町内を先に優先的に進めていって、その状況を見ながら、ユネスコあるい

は横浜国大と協議しながら、可能な中で今申し上げましたような地域、そういったことも含め

て、やはりこれは、ただ山ノ内町だけの問題ではございませんので、日本の、あるいはユネス

コの問題になりますので、そこら辺の意向を十分踏まえた中で対応していこうということで、

副町長のほうでは、役場の中の庁内と町の中の町内と両方の調整を今申し上げました上部団体

とも相談していただいているところでございます。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） それでは、ユネスコエコパークの活用で最も重要なのが、今お話しした基

盤整備であると考えております。ユネスコエコパークは、日本の多様な土地利用の歴史に合致

するもので、ふだんから私たちの行っている取り組みが基本的にはユネスコエコパークの３つ

の機能である、保存・開発・学術的支援と重なります。マドリッド行動計画の中には、目標21

として、ＥＳＤ（持続可能な発展のための教育）があります。2005年から始まった国連持続可

能な開発のための教育の10年のことでもあり、関係省庁連絡会議が内閣官房に設置され、2006

年３月に国内実施計画が策定されております。昨年６月にこの計画は改定され、2014年の国連

ＥＳＤの10年最終年には、ユネスコと日本が共催し、最終年会合の開催が愛知県名古屋市と岡

山県で予定されております。このＥＳＤについてご存じでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） 詳しくは知りませんが、ＥＳＤという大体の中身はわかっております。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） ＥＳＤというのが、ちょっといろいろ話をさせていただきますが、持続可

能な社会の担い手をはぐくむための教育、これがＥＳＤという意味になっております。持続可

能な発展のために求められる価値観や行動規範、実践的に行動の習得を目指した教育のことで、

日本では環境保全を中心とした課題を入り口としております。先ほど教育長からもご答弁あっ

たように、東小学校のところでも環境教育ということで入っております。 

  ＭＡＢ計画では、ユネスコエコパークを持続可能な発展のための学習実験室というとらえ方

をして、諸外国では学習実験室でさまざまな取り組みが積極的に行われております。ユネスコ

エコパークの取り組み自体が、このＥＳＤの活動につながっております。そのことをこれから

十分に学習し、理解を深めていかなければならないと思っております。 

  文科省は、ＥＳＤを日本の教育にとって重要な理念とし、教育振興基本計画や新しい学習指
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導要領にも明確に盛り込み、積極的に推進しております。既に学校での学習の中に取り込まれ

ております。さらにそれを理解し発展させていくためには、ユネスコスクールへの加盟、ユネ

スコエコパークが設定されている我が町では、特色を生かした教育環境を子どもたちにつくっ

てあげるべきと考えておりますが、ユネスコスクールについてご存じでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） いえ、知りません。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） ユネスコスクール、これはユネスコ憲章に示されたユネスコの理想、これ

を実現するための平和や国際的な連携を実践する学校となっております。平成24年１月現在で

は、日本国内でも369校の参加となっております。主な活動といたしましては、４分野を基本

テーマとして、地球規模の問題に対する国連システムの理解、人権・民主主義の理解と促進、

異文化理解、環境教育となっております。 

  以上の分野以外でもユネスコの理念に沿ったものであれば、新たにテーマ、例えばユネスコ

エコパーク教育などを設定することができるそうです。このユネスコスクールへの加盟検討に

ついて、教育長のお考えをお聞かせください。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 今、ずっと説明を聞いたり、こちらのほうの資料を見て、そんなに抵

抗はないし、十分考えられるというふうに思います。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） 教育委員長にも同じ質問でお伺いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 小野澤教育委員長。 

教育委員長（小野澤昭三君） 十分に前向きに検討して、そういう結果にできるよう教育長とも

相談してみたいと、そんなふうに思っています。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） 文科省及び日本ユネスコ国内委員会ではＥＳＤの推進に取り組んでおり、

ユネスコスクールをＥＳＤの推進拠点と位置づけております。他の市町村にまねのできない、

特色のある教育を実施できる環境が山ノ内町にはあり、あとは実行するだけです。子供たちの

将来を考えたならば、積極的に推進すべきです。ユネスコスクール加盟について、町長のお考

えをお聞かせください。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 今、聞くまで、正直言って存じ上げておりませんでした。先ほど教育長あ

るいは教育委員長が申し上げましたとおり、学校教育の中でそういったことを知っていただく

ことによって、やはり山ノ内町の町民としての誇りを持っていただいたり、また、このエコパ

ークについては、自然遺産は保護を目的としていますけれども、ユネスコスクールについては

それを住民生活、産業に大いに生かせというのが趣旨でございますので、そういった意味では、
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子供たちの教育にとっては大変すばらしいことだというふうに私も感じておりますので、また

教育委員会のほうで、学校とも十分連絡をとって対応していただきたいというふうに思います。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） 国際的な機関であるユネスコが指定しているユネスコエコパークがある町

です。抜群の教育環境が整っているわけですし、ユネスコスクールに加盟することで、世界じ

ゅうの8,500校の参加校と交流が実現します。よく考えていただいて、この町の未来のために

何が必要なのか、町長及び教育長、教育委員長には前向きな検討をよろしくお願いいたします。 

  それでは、公共施設のマネージメントについてお聞きします。 

  物理的な崩壊を招く老朽化は、今そこにある危機であると考えております。日本では、東京

五輪に備え始めた1960年代初頭からインフラ整備が始まり、そして50年が経過しました。1980

年代、アメリカで大型の橋が落ちる事故が発生しました。原因は老朽化です。橋にも学校にも

上下水道にも物理的な耐用年数があります。整備当初は最新鋭でも、時間がたてば確実に老朽

化します。去る５月２日、首都高１号羽田線の橋脚部分が公開されました。50年を経過した橋

脚には無数のひび割れが発見され、インフラの弱さと怖さが明らかになりました。実際、使用

停止もしくは使用を制限されている橋は、一定規模以上の橋だけでも全国に1,300を超えてお

ります。このまま何もしなければ、物理的な崩壊が日本を襲うと考えられております。 

  また、高度成長、バブル経済、不景気の景気対策を通じて旺盛な公共投資が行われ、経済成

長を支えた一方、膨大な社会資本ストックを積み上げました。内閣府ＰＦＩ推進委員会の中で、

更新投資は、今後50年間にわたり毎年8.1兆円との数字も出ております。新しいインフラを一

切整備しなくても、現在のストックを更新するだけでもこれだけの金額が必要となります。当

然、税収の範囲内で解決するものではなく、国債と地方債の増発は不可避であります。無理に

借金をふやせば、財政的な崩壊に日本は見舞われます。今後、物理的な崩壊か財政的な崩壊か

という、崩壊のジレンマに悩まされます。無論、当町においても同様です。しかし、このよう

な状態を回避するためには、早目に対応策を考え、少しでもダメージを減らすことに力を注が

なくてはならないと思います。 

  前段の説明が長くなりましたが、町の現状についてお聞きいたします。 

  公共施設整備構想案は、第５次総合計画の機会に合わせて整備時期を設定しておりますが、

内容についてご説明ください。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） 細かい内容について、ちょっと私のほうからは答弁できませんので、総

務課長、お願いします。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） それでは、22年９月15日、公共施設検討委員会が最終的な会議を持っ

ておりまして、その中で結論づけております。 

  まず、施設整備の基本方針ということでございまして、１番から住民の生活に密着した施設
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ということで、住民生活に欠かすことのできない施設を優先するということでございます。 

  ２番目に、施設に対する住民のニーズということで、住民の利用頻度、利用ニーズの高い施

設を優先するということでございます。 

  次に、３番目でございますが、施設の耐震化ということで、施設利用に当たって住民の安全

を確保するための耐震工事等の必要な施設を優先するということでございまして、まず平成23

年度から27年度でございますが、山ノ内町の消防署、続きましてほなみ保育園、よませ保育園

の大規模改修でございます。続きまして、平成28年度から32年度ということでございまして、

まだ細かい詰めがありませんが、南部浄水場、東部浄水場ということでございます。続きまし

て社会体育施設ということで、一応順序とすれば、そんなような順序がついております。 

  あと、町営住宅につきましては、平成23年度から32年度ということで、長いスパンで改修を

ということで、公共施設検討委員会ではそんな順番づけをしてございます。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） 消防署は、今年度からの着工予定で更新されます。ほなみ・やませ保育園

は改修、東部・南部浄水場は更新、社会体育施設は新規整備、町営住宅は改修の予定です。平

成32年までの間に、７施設については着実に実行されるものと考えてよろしいでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 現在、実施計画にのぼっております保育園の改修までは、シミュレー

ションもしてございます。それと、ここには入っておりませんでしたが、上林のテニスコート

の改修を25年度以降、あと、とりあえず橋の長寿命化につきましては26年度から毎年3,000万

ぐらい、それと町道のオーバーレイが24年度からということで毎年1,000万、あと改良等々で

予算化をしてございまして、東部浄水場、南部浄水場につきましては、シミュレーションの中

に金額を入れてございません。それと、体育施設につきましても入れてございませんで、今の

シミュレーションの形は、平成31年度ぐらいまでは今の申し上げました施設を入れましてシミ

ュレーションして、町税、それと交付税等々を現状から加減修正をした中ではたいてございま

す。そんな中で実質公債費比率、それと基金の状況等々も、一応シミュレーションまでは済ん

でおります。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） わかりました。 

  それでは構築物、これには物理的な耐用年数があります。整備構想案の７施設について、各

耐用年数をどのように考えているかお答えください。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） それでは、施設ごとに申し上げます。 

  まず、２つの保育園でございますが、ほなみ保育園につきましては、建築年が昭和50年とい

うことで、37年経過してございます。木造でございますので、大蔵省令に基づきますと耐用年

数は24年ということで、大分耐用年数を過ぎての経過でございます。よませ保育園につきまし
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ても、木造でございまして、建築年が昭和51年ということでございまして、同じく耐用年数は

24年ということで、経過が１年短くなっております。 

  次に、消防署でございますが、一部ＲＣ、一部木造ということでございまして、昭和43年建

築年でございます。耐用年数につきましては、木造が24年、ＲＣが50年ということでございま

して、上の事務所等につきましては木造ということでございまして、経過につきましては44年

経過をしているということで、耐震もしてございませんので、今年度の着工となったわけでご

ざいます。 

  続きまして、町営住宅でございますが、まず、座王にあります町営住宅につきましては、木

造ということで、昭和44、43年の建築年でございます。耐用年数が22年でございます。経過が

44から43年でございます。あと、湯ノ原にあります町営住宅、まずブロック造につきましては、

昭和45年から48年の建築年で、耐用年数38年となっております。経過年数が42から39年という

ことでございます。同じく湯ノ原で一部プレキャストということで、気泡コンクリート板みた

いな薄型のコンクリート板で施工してございまして、これが49年から52年の施工で、耐用年数

47年で経過年数が38から35年でございます。 

  あと、東部浄水場につきましては、ＲＣづくりでございまして、昭和44年の建築年で、耐用

年数につきましては、これは公営企業のほうで積算しております耐用年数が58年でありまして、

43年の経過ということでございますが、現実、見ていただきますと、58年使えるかどうかとい

うのは、また別問題だと思います。 

  あと、南部浄水場につきましては、同じくＲＣでございまして、昭和41年建築年で、これに

つきましては耐用年数が一応公営企業のほうで63年となっておりますが、同じくきっと58年で

はないかなと思います。経過につきましては、46年経過ということでございます。 

  あと、水道の配水管につきましては、耐用年数は40年となっておりまして、これにつきまし

てもいろいろ管の材質等によりまして耐用年数が違いますが、一番多く使われている配水管に

つきまして40年というような形になっております。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） ７施設でも耐用年数を超えていたり以内だったりということで、耐用年数

を超えない範囲での整備は確実に行っていただきたいと思っております。 

  一般的には、公共施設の耐用年数、これは木造とコンクリートでちょっと違いますが、コン

クリートでは50年と言われています。また、減価償却資産の耐用年数表や補助事業では、補助

金交付建物の財産処分制限期限が一応の行政の目安とされております。 

  それでは、整備構想案の７施設以外の公共施設としての数は、幾つございますか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） すみません、たくさんありまして把握してございません。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 
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７番（髙田佳久君） たくさんあるでもいいです。それでは、そのたくさんある公共施設につい

て、整備計画というものはございますでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 私どもの財政的なものにつきましては一括ございませんが、各課では、

きっと所管課では、例えば学校については耐震化をやったから、あと何年ぐらいは大丈夫だと

か、きっとそれぞれ持っているとは思いますが、公共施設検討委員会のほうへ緊急的に出てき

たもの以外は、ちょっと今、私ども把握してございません。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） それでは、今後策定する予定はございますでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 今あります町の財務諸表の４表を今つくっていて、一部、これまで貸

借対照表上で決算統計に基づきまして資産をはじいているわけでございまして、これから国か

らもっと詳しい資産的なものを積算しろというようなことがきっと来ますれば、それぞれの施

設、それぞれに合った、今の時価相場に合った金額ではじくようなことになろうかと思います

ので、そのときに取りまとめをしたいと考えております。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） 今回この質問に当たり、施設の種類だとか延べ床面積、建設年月などのデ

ータをホームページだとか決算書、手持ちの資料で調べてみましたが、課長が答弁していただ

いたような情報量は、町からの公の情報ではありません。これだと、実態が全くつかめません

でした。公共施設の整備に関して私自身、町民の皆さんに聞かれることがございますので、わ

かりやすく説明しようと思っても、できないのが今の現状であります。そもそも実態が明らか

になっておりません。インフラの部分も含めて公共施設に関しては、町民の皆さんにわかりや

すく情報を開示すべきと考えますが、町長、いかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） できるだけそういうふうに趣旨に沿うような形で、これからも公共施設整

備検討委員会の中でそういうのを調査したり、また、そういったものに対しての今後の財政面

も含めて整備計画というのをやはりつくっていく必要があるんではないかなというふうに思っ

ておりますので、またそういったものができてくれば、ホームページ等で十分情報の開示はし

てまいりたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） 例えば、これはいろいろな市町村のものを調べさせていただきました。公

共施設の将来的な維持更新にかかわる見通しとして、将来の推計の方針や考え方、耐用年数の

設定、修繕更新費の推計、算定結果などをまとめた資料を作成するとか、公共施設長寿命化計

画として維持修繕の目標設定、対象範囲や規模、修繕更新予定年度の設定、劣化状況の調査、

施設台帳の一元化、これは先ほど総務課長のほうの答弁でも各課にということでしたので、こ
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ういう施設の整備台帳を一元化する、こういうものをまとめた資料を作成するだとか、または

公共施設のマネージメント白書として施設を通した行政サービスの現状と分析、コスト情報と

ストック情報の的確な把握、対象施設の一覧、用途別の実態把握、今後の公共資産のあり方な

どをまとめて、施設の現状を積極的に情報公開を行うべきと考えております。 

  なぜこれだけ必要なのかというのは、前段でもお話ししたとおり、今現在、町の公の情報で

資料を引っ張ろうと思いましても、なかなか基礎となる資料が出てこないのが実態であります。

このまま対策も打たれずに放置が続くことになります。基礎的な資料となる公共施設のマネー

ジメント白書などを作成することで、今後の方向性がしっかりと町民の皆さんに示せると思い

ます。私はこういうふうに考えておりますが、副町長のご意見をお伺いしたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） おっしゃるとおりだと考えておりまして、委員会の中で当然、町が持っ

ておりますそういった公共施設、一体いつまでもつものか、リスクをどう計画的に解消してい

かなければまずいのか、改修なり新しいものをつくるなりしていく方向をやはりきちんとつく

って、進めてまいりたいと思っております。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） しっかりとした情報公開をしていただいて、公共施設のマネージメント白

書などを参考につくっていただきたいと思います。 

  更新投資予測金額の算出なんですが、これは東洋大学のＰＰＰ研究センターが過去の投資実

績データさえあれば、簡単に将来の更新投資予測金額を計算できるソフトを開発し、ウエブ上

で無償提供しております。さらに、総務省の外郭団体である財団法人自治総合センターがこの

ソフトの基本構造を用いてグレードアップバージョンを開発して、昨年の４月には全地方公共

団体に送付しております。町では把握しておりますか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 先日、通告をいただきましたので早速見てみましたら、うちのほうで

も取り寄せて、ここに一応あります。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） 計算はしてみましたか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 先ほど申し上げましたとおり、まだ公共施設の全施設等の面積、それ

と当時の取得金額等が明確になっておりませんので、実際、計算はしてございません。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） この更新費用試算ソフトは、一つの推計資料としては価値があると私は思

っています。私も実際、数値を入力して試算を試みましたが、残念ながら手持ちの資料だけで

は入力するデータが足らず、算出できませんでした。 

  総務省自治財政局財務調査課が昨年の10月に、公共施設及びインフラ資産の将来の更新費用
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の見込み比較分析表を作成する際に、協力した市区町村111団体は、同様の更新用の資産ソフ

トを用いております。行政には必要だから作成するべきとはあえて申しませんが、一度作成し

てみたらいかがですかとだけ言っておきます。 

  しかし、私は、住民の代表という立場で試算をいたしたいと思います。入力データが足らず

困っておりますので、入力データ等の資料提供及び協力をお約束していただきたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） また各課へ問い合わせをしまして、どこまで資料がそろうかわかりま

せんが、できるだけ資料はそろえたいと思っております。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） ありがとうございます。後ほどお邪魔させていただきたいと思います。 

  それでは、時間もあれなので、行革についてお聞きしたいと思います。 

  これは、さきに黒岩議員が若干触れておりますが、行政改革大綱実施計画の中では、平成23

年度は他の年度に比べてより多くの具体策が該当しております。先ほどご答弁でもありました

が、７月上旬に行政改革推進委員会が開催されるとのことですが、議会側への報告はいつごろ

を予定しておりますか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 今の予定ですと、７月の半ばごろ、推進委員会でご議論いただきます

ので、その結果をもちまして、また７月の終わりか８月の頭の議会全員協議会でおつなぎをし

たいと考えております。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） それでは、この実施計画の中の計画の推進方法をお聞かせください。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 実施計画につきましては、その年度やるもの等々がまたここで、今ま

でできなかったものについては翌年度に送ってやるということになっておりますので、その23

年度の検証結果に基づきまして24年度どのように進めるかということで、もともと24年度計画

になっているものは、そのまま進めるという形でございます。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） この実施計画の中の推進計画をちょっと読ませていただきますが、年度半

期、年度中間、年度末ごとに各項目の進捗状況を確認するほか、取り組み内容の詳細について

随時点検作業を行い、計画がより推進するように努めてまいります、となっております。 

  基本的には、推進方法に沿って検証を進めていけば、少なくとも５月中には報告ができると

考えられます。早ければ４月中でも報告等の実施が可能と考えます。行政改革大綱は、行政経

営のかなめであり、確実に実施されることは町民の大きな利益となってきます。定期的な検証、

報告にも取り組むべきと考えております。推進委員会の定期開催、定期報告の義務づけが必要

となってくると思います。中間、年度末に委員会の開催、報告と、少なくても２回はやってい
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ただきたいと思います。２回をもって検討すべきだと思っております。町長及び副町長のお答

えをいただき、私の質問を終わりにいたします。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） ご提言の趣旨は十分わかりましたので、役場内の推進委員会、また町全体

の行革推進委員会の中で十分検討させていただきたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） 開催につきましては、２回とも限らず、必要な都度開催させていただき

たいと考えております。 

議長（小渕茂昭君） 制限時間となりましたので、７番 髙田佳久君の質問を終わります。 

  ここで午後３時15分まで休憩します。 

 （休 憩）          （午後 ３時０２分） 

─────────────────────────────────────────────── 

 （再 開）          （午後 ３時１５分） 

議長（小渕茂昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君の質問を認めます。 

  15番 湯本市蔵君、登壇。 

（１５番 湯本市蔵君登壇） 

１５番（湯本市蔵君） すばらしい質問の後、きょうの最後ということで早くやめろというよう

なコールの中で、まだ去年に比べればいいんですけれども、準備は余りできておりませんけれ

ども、しっかりとやりたいと思います。 

  野田佳彦首相が内閣を改造し、消費税増税法案の成立を目指して、自民党との修正協議にい

よいよ入り、拍車がかかってきてまいりました。一方、関西電力大飯原発の再稼動問題に結論

を下そうという動きも強まっております。環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）参加問題や沖縄で

のオスプレイ配備と新基地建設問題なども含め、いろいろな情勢が緊迫してまいりました。消

費税増税が国民の暮らしも国の経済も破壊すること、原発再稼動が暮らしも安全も危うくする

こと、こういうことは日本共産党の国会での追及でも、国民的な議論の中でも明らかになって

まいりました。世論調査では、消費税増税がノー、原発再稼動ノーというのが圧倒的でござい

ます。にもかかわらず、野田政権がこの暴走を突っ走るのは、アメリカ言いなり、財界中心に

縛られ、抜け出せないからであります。また、これをあおる大手マスメディアの責任も重大だ

と思います。国民世論に挑戦し、国民の暮らしも安全も危険にさらす動きに対し抗議し、反対

の世論と運動を広げていくことが重要であると思っております。 

  それでは、通告に従い、質問をいたします。 

  １として、小学校の統廃合について。 

  （１）あり方検討委員会の結果報告をどう検討されたのか。 
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  （２）教育委員会の方針はどのように決まったか。 

  （３）町民の理解は得られるか。 

  ２として、定住自立圏構想の具体化について。 

  （１）中野市が飯山市との複眼型で中心市宣言をする方向だが、これまでの経過と構想内容

は。 

  （２）町の連携事業の検討促進を。 

  細部は再質問で行わせていただきます。よろしくお願いします。 

議長（小渕茂昭君） 答弁を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 湯本市蔵議員のご質問にお答えいたします。なお、重複質問のため簡単に

なりますが、ご理解いただきたいと思います。 

  １点目の小学校の統廃合について、３点のご質問につきましては、教育長からご答弁申し上

げます。 

  ２点目の定住自立圏構想の具体化についてですが、平成23年７月23日に町議員にもご参加い

ただいた中で、広域市町村連携研修会が開催され、以降、関係市町村企画担当者会議や連携事

業の提案募集を行い、今回、連携できるところから中心市と各市町村が協定を結ぶという予定

ですが、内容については、児玉信治議員にお答えしたとおりでございます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 小学校の統廃合についてのご質問でありますけれども、渡辺正男議員

にお答えしたとおり、あり方検討委員会の結果報告を十分踏まえた上で、その具体案を今、検

討しております。 

  次の教育委員会での具体的な方針は、現在、検討段階であります。 

  町民の理解につきましては、審議会で結論をいただいた後、各地区で説明会を申し上げ、ご

理解をいただく予定であります。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） 時間の関係で、２番の定住自立圏の具体化についてのほうでお願いした

いと思いますが、議員の関係で講習会がありまして、その後、幹事会ということで検討された

ということなんですが、その日時と具体的内容がもしわかったら、その辺の経過をちょっとお

願いします。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） それでは、経過につきまして細かく説明を申し上げます。 

  研修会の後でございますが、23年９月30日、第１回ということで、関係市町村の企画担当課
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長会議ということでありまして、全体的な進め方について協議をしたわけでございます。それ

で、その年の10月４日でございますが、関係市町村に対しまして連携事業の提案等について依

頼をしまして、その提案を11月17日、第２回の担当課長会議で具体的連携等について出し合っ

た項目について協議をしました。それで、年が変わりまして、１月31日でございますが、第３

回目の企画課長会議ということで、この中から飯山市の複眼型中心市についてということが出

てまいりまして、定住自立圏構想の取り組みの趣旨、また想定される連携分野についてという

ことで、具体的な連携等について出てまいりました。それと、また今後についてということで

出てまいりまして、その中で複眼型中心市について、定住自立圏構想の取り組みということで、

ある程度の一定の方向性が出されました。それで、この方向性につきまして、近々あります会

議によって首長さんの推進に参加するかどうかの判断を願いたいということが決まりましたの

で、２月14日でありますが、連合の正副連合長会議の後、首長さんに寄っていただきまして、

定住自立圏構想の取り組みに事前行為をするかどうかということで、全首長さんがこの推進体

制でやっていくということをある程度決めたという形でございます。 

  それで、飯山市が複眼型になったということでございますが、まず中心市でございますが、

中心市の要件というものがありまして、人口が５万人以上でございます。それには括弧書きが

ありまして、少なくとも４万人を超えていることということでございまして、これは中野市が

該当します。続きまして、もう一つの関係が昼間の人口を夜の人口で除しまして１以上である

ということで、これに飯山市が該当するということでございまして、中心市要件が中野市、飯

山市が備わっているということでございまして、飯山市が複眼市になるということにつきまし

ては、拒むことができないということで、基本的にはいろいろなメニューが広がるということ

で、前向きに解釈すれば賛成をしたいということでなったわけでございます。経過とすれば、

そんな形でございます。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） この問題については、今、広域連合ですけれども、前に新・北信地域ふ

るさと市町村圏計画というのが広域連合でできたんですが、これをつくったときはまだ合併問

題が余り出ていなかったんですが、その後、合併問題が出まして、中野市も豊田村と合併をし

たというような中で、もうこの計画自体がなしということに、国のほうの制度がないというよ

うなことでなくなって、今度、広域連携の関係でこの定住自立圏というような格好にならざる

を得なかったのかなと思います。 

  それで、複眼市ということになれば、結局、北信広域連合で、今、連合は、もうほとんど特

養の関係とか、そういう福祉関係にある程度限られているような関係ですけれども、それ以外

の問題を今度は中心市がいいと言えばできるというようなことだと思うんで、その辺の趣旨を

理解された上で、ぜひ町長にはいろいろな意味で、中心市がいいと言わないとだめなんですけ

れども、こちらのほうから積極的にいろいろな課題を検討はして、投げかけていくというよう

なことで取り組んでいただきたいと思うんですが、その辺の考えを町長にお願いしたいと思い
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ます。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 当町は、大変今、少子高齢化で人口減少もございますし、いろいろな意味

でこういう広域の皆さんのご支援をいただかなければ、山ノ内町というのは大変な状況になっ

ております。財政的な問題、いろいろなことも含めて当町だけではできないということがござ

いますので、これからも６市町村連携をとりながら、一緒になって中核の一つとして、中核と

いうのは構成員の一つとして、できるだけ皆さんにご協力いただくように努めてまいりたいと

思っています。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） その中で、私も南部の議員ということで、今の中核市の中のメニューに

余り入っていないんですが、合併したときは、同じ市内になれば南部地域も今、中野市と小池

峠からずっと箱山まで境を接しているんですが、つながっているのは箱山トンネル、それと夜

間瀬橋のところでつながっているだけで、その間ずっとつながっていないわけです。このお隣

の中野市と山ノ内の南部、何とか連携できないかということで、山ノ内南部の道路の建設協議

会というのもつくってきたわけですけれども、合併が頓挫したおかげで、それも止まっている

んですけれども、やはりそういう問題についても、これは地域の経済や文化交流の拡大につな

がるので、ぜひまたひとつ頭に入れて、その辺も検討していただきたいというふうに思うんで

すけれども、きょうは具体的なことはいいんですが、その辺もひとつ町長にお願いしたいんで

すが、どうでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 中心市の中野市とも十分協議が必要になりますので、その中で具体的にど

ういう内容なのかということを把握した上で、場合によっては協議等も必要になってこようか

と思います。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） それで、この間の全協の説明を見ますと、これから７月から８月に幹事

会、協議会を開催して、９月に定住自立圏形成協定締結（議会議決後）ということで、９月議

会で、もし、こういう議案が出てくるということになると、かなり話がとんとんと進んでいく

ように感じるわけですけれども、それで、10月に幹事会や協議会を開催して、10、11月にビジ

ョン策定というようなこの前の報告でした。 

  そういう点からいいましても、各幹事会のほうで、どういった問題を取り上げていくのかと

いうことをかなり早くこちらのほうとしても方針を出したほうがいいと思うので、その辺いろ

いろな要望をぜひ取り込んで、持ち込んでもらいたいというふうに要望しておきたいと思いま

す。 

  それで、この問題については、ほかの人も質問しましたので私のほうは終わりまして、小学

校の統廃合問題についてお願いをしたいと思います。 
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  それで、教育委員会の４月10日でしたか開催したときに、傍聴をさせていただきまして、私

も長く議員をやっていたんですが、教育委員会傍聴したのは初めてなんですけれども、それで

ちょっとお聞きしたいんですが、（２）で教育委員会の方針はどのように決まったかというふ

うに私が質問したんですが、私は傍聴していて見て、小野澤委員長のまとめで、ある程度この

結果について教育委員会のほうの考えは決まったように私は感じたんですが、委員長の感じで

は、あのときどういうまとめをされたのか、また、どういうことでああいうふうになったのか

というのがわかったら、説明をお願いしたいと思うんですけれども。 

議長（小渕茂昭君） 小野澤教育委員長。 

教育委員長（小野澤昭三君） 議員ご承知のように、４月にあり方検討委員会のまとめが提出さ

れました。その中で我々としては、２年間にわたりいろいろな地区から、いろいろなお立場の

方がそれぞれのご意見をまとめたということで、非常に重く受けとめ、それを最も尊重される

べきだと、そういうふうに考えておりまして、その結論を今も教育長が言われるように十分踏

まえた上で、いろいろな点で検証・検討する部分の項目が大変多いわけでございまして、その

中で今の時点とすれば、そういう方向で進んではいるんですけれども、そのことを十分検証・

検討して１つのものをつくり上げて、その後、諮問という形にしたいと、そんなふうに考えて

おりますんですけれども。たまたま私がこの役目をいただいたのが平成19年でありまして、過

去の議事録を見てみますと、平成18年の時点では将来１校にするという項目が出てまいります。

そんなようなことで、我々とすれば、先ほども言いましたよういに、そのことを前提として今、

いろいろな部分で具体的なことを、今ここで申し上げたほうがよければ申し上げますけれども、

項目はかなり多くございまして、そのことを今、検証しているというところが実情です。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） だから、教育委員会の正式の議題にはなっていなかったので、決定では

なかったが、協議ということで各委員のお考えを聞いたら、よくわからなかったけれども、い

ずれにしても、あり方検討委員会の早期に１校というところに行くんじゃないかというような

ことでまとめられたように、私は理解をいたしました。 

  それで、それはそれでいいんですけれども、私の考え方は、あり方検討委員会というのは、

そもそもつくられたときに、これは諮問ではなくて自由に意見を出してくださいと。要するに、

こういう方向づけをする委員会じゃありませんというような説明でされたように、私は理解し

ております。 

  ここへ来て今度は、何かその意見を尊重してという、しかもまた最後のまとめは、何かもう

ある程度こういうふうにまとめてくださいというようなのが示された中で、どうもなったよう

にお聞きをしているので、だから、そこら辺は、私とすればちょっとおかしいかなと。だから、

最初の出発点と最後の持っていき方、利用の仕方がちょっとおかしいかなと、私は個人的に考

えております。 

  それで、まず問題は、小学校の統廃合というのは、では教育委員会で決められるのか、また、
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それはどこで決めるのかという、その辺については法的にはどうなっているかというのを、ち

ょっとわかったらお願いします。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） ちょっと私にもあれですけれども、教育委員会で一定の方向を出して、

それで理解を得られれば、それでできるはずだと思います。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） そういうわけにいかないと思う。小学校設置条例というのがあるわけで

すから、これは条例ですから。条例というのは、最後は議会で決められると。提案するのはや

はり町長なり執行部が。ですから、教育の中身あるいはまた首長が方針を出すまでの間はいい

と思うんですが、最終結論はあくまでも議会で条例改正、小学校の設置条例を変えなくてはい

けないということでありますから、そうなると、やはり議会というのは、最終的にそれを決断

する権限があるし、また責任があるということで、我々も真剣になっているということでご理

解をいただきたいと思います。 

  それで、議会は昨年、関川村ですか、視察に行ったわけです。そのときに、関川村の統合の

関係の経過をお聞きしたんですが、それについて見ますと、関川村では小・中学校の再配置に

ついてということで、関川村教育構想審議会と、こういうものをつくりまして、そこへ諮問を

して、それで１次、２次と答申をされて、それでその答申に基づいて取り組んできたと。だか

ら、私は教育委員会の方針が１校ということであらかじめ決めて、それで、ちょっと簡単に審

議会をやって、はい、いいですよ、統合という、私は、そういう程度でいいのかなという気が

するわけです。 

  それで、関川村の場合も、最後に残ったのは５小学校なんですが、その間に逐次いろいろな

ところで統合を部分的にして、最後に１つにやったわけです。それで、17億円からのすばらし

い校舎をかけてやったわけですけれども、山ノ内町は、もう学校がある程度できてしまってい

るから、最後に金をかけて統合というところまではいかないと思うんですけれども、なかなか

統合していくというのは非常に難しい問題があると私は思うんで、今お話しになりました方針

が決まって、審議会にどのような諮問される予定なのか、その辺わかったらお願いしたいと思

います。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 基本的に教育委員会の具体的な方針が出たときに、あり方検討委員会

をつくりましたね。あのときは一般のほうから募集もしたり、あれと似たような組織で審議会

をつくりたいというふうに私は思っています。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） それについて、私はちょっといろいろ考えがあるんです。というのは、

保育所運営審議会という、今度、東部統合保育園のときの一番最初の14年のときに、私が社文

の委員長で保育所運営審議会というのをやって、それで東部保育園、統合保育園をどうするか
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という一番最初のときに会議をやったんです。そのときに、なぜかというと、何度も統合をや

っては落っこちるというんだよね。それで、もう上からやって統合したんでは、これは壊れる

というのでどうしたらいいでしょうかと、当時は国本課長がざっくばらんにひとつ一から検討

してもらいたいということで、つくってもらったんですね、平成14年２月25日。そのときは、

１号議員ということで保育所の中の代表、それから２号議員で児童委員さん、それから小学校

の校長、それと議員ということで審議会の名簿ができたんですが、私はたまたま社文の委員長

だから出ていて、いや、これではだめだと。１号議員で選んでなにしたってだめだと。もうす

べての保育園の代表がちゃんと出てこいと、人数をふやして。それで、保育園でよく検討して

出てきなさいと、当事者能力のある人は出てきなさいということで、それで次からこれをふや

してもらった。全部の保育園から出てきてもらって、そうしたら、これはいいことだと。ただ

し、東部の問題だから、南や北やあっちのほうはその問題はいいと、東部の人だけ真剣にやっ

てもらえれば、私はどんな結論が出たっていいということで、結局、最後は東部の者だけにな

ったの。なったんだけん、そのときに私が終わったときは、まだ要するに東部を１つにするか、

それともつつみを残して２つにするかという結論が出なかったんです。それで、今度は渡辺議

員のときに引き継いで、最終的にはいろいろあったけれど、１つという結論になったのね。だ

から、そういうふうに下から順番に組み立てていったから、最後はいろいろあったけれどもま

とまったわけですね。 

  今度の問題は、やはりすべての学校のＰＴＡや地域の人が、ただ個人で出てくるんじゃなく

て、やはりある程度下から討議して、地域の意見を持って責任を持ってこられるような形態で

組んでもらわないと、これはだめです。あり方検討委員会で、個人的に私が言っては大変恐縮

なんですが、南協の会長さんが出てこられて賛成されたと言われたんだけれども、南協の会議

で一言も、報告もしなければ私、賛成したなんて後になって聞いて、私、賛成したなんて、え

ーなんて言って。それで、教育委員会の皆さんは、南協は地域の代表が１つで賛成してもらっ

て、えらいありがたかったなんて、この間、教育委員会の席上で言われたけれども、とんでも

ない話です。地域のほうは、そんなのを聞いたら、みんな、ふざけるなという話になったんで

すよ。だから、それでは全然、当事者能力ゼロです。なもので、やはりここら辺は、もうちょ

っと真剣に考えて、組織のあり方から組んでもらってやってもらいたいと思いますが、その点

どうでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） あり方検討委員会での意見、２月20日のやつですね。今、組織に相談

しないで云々というふうなこともあるけれども、その人だけじゃないんですよ。すがかわ保育

園の保護者が何て言っているかというと、保護者アンケートを実施した。それから、北小のＰ

ＴＡ、北小でもアンケートを実施した、その結果云々と。それから、西部協議会の小坂さんに

ついてもそういうことを。だから、全員がその場で個人の考えを言っているとは、私は思わな

い。だけれども、そういう方も何人かいる。だから、それを一概に個人のことを言っていると
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いう、そういうふうには私はとれません。かえって、失礼だけれども、少ない、１人だけ反対

の人は、それは明らかに、そういう代表している出身母体の意見を聞いてこないというふうに

私は思うわけですよ。そういう意味では、今言っていることすべてには当てはまらないという

ふうに私は思います。 

  手続上は、私どもは、あり方検討委員会を設けたのは、さっき言ったざっくばらんに言って

もらおうと、そういうつもりで出してきているわけです。だから、初めから結論があるとか、

そういうことは言っていない。言われたとおりに、そういうことでその結論を得たんだと。だ

けれども、ここから審議会に持っていくときには、いきなりどうしますかではなくて、やはり

教育委員会としてもあり方検討委員会の意見を参考にして考えたら、具体的にはこういうふう

にやればいいと思いますと、これでどうですかと、こういうふうな格好で審議会に投げかける

と、こういうつもりでおります。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） 私はそこに入っていないで、えらいよかったと思っているんですが。 

  しかし、学校の問題は非常に難しいんです。ということは、私個人の考えになるんですが、

南小の統合開校100周年記念誌ということでやったんですが、このとき、統合開校の副実行委

員長ということで、寄附も各戸南部全域から一千数百万も集めて事業をやったんですよね。校

舎をつくるとときも、私は南部議員団長で真剣にやったり、ＰＴＡの会長をやったり。だから、

今回は参加する機会はなかったけれども、これからだって、私、今、子供は孫もいないけれど

も、いずれ近いうちにぜひ孫も産んでもらったり、学校へ出してやりたいというふうに思って

いますけれども、だから、そういうものからいうと、何かまだ十分検討はされていないように、

いつの間にか、とにかく１校だという結論になったように思います。 

  それで、一番私が思うのは、教育長の言う学年で複数クラスあったほうがいいですと、私は

その問題よりももっと、逆に言えば小学校は今、子供たちがうちから歩いて、いろいろな地域

に守られながら歩いて、それで、そこでやはり地域の子供たちとして育って、いずれ中学では

統合で１つになるんだから、そんな慌てて１つに全部山ノ内に集めなくたって、各地域で育っ

ても最後、成人になるまでにはちゃんと１つになるんだから。それよりも子供がなるべく近い

ところで安心して勉強ができるほうがいいんじゃないかと、私はこういう考えなんだから、こ

れはしようがないね。 

  それで、一番思うのは、小さい子、例えば１年生が重いランドセルをしょって、今度は遠く

まで行くというのは大変ですよね。だから、通学距離と通学条件というのが一番親が心配する

わけです。それで今、教育委員会のほうでは４キロからは何か通学の補助が出ると。そうする

と、今度例えば統合した場合、４キロなり５キロまではバスは出さないで、子供が自分たちで

通学しろという方針なんですか。そこら辺、要するに通学方法については、１校という以上、

ある程度考えが決まっているのかどうか、その辺わかったらお願いします。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 
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教育長（青木大一郎君） その辺のところは、まだ流動的です。シミュレーションをつくってい

るところです。２キロの場合には大体どのぐらいになるか、３キロの場合には大体どの地区に

なるか、何人ぐらいになりそうだからと。そういうことで、２キロ以内にするか３キロ以内に

するかという、そのことについては、文科省のほうが４キロというような話は出ておりますけ

れども、まだその辺のところは教育委員会のほうでは検討中と、こういうことです。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） それが一番大きいんですよ。だから、山ノ内の場合、今、南小なり東小

なり西小、みんな大体３キロかければ大体入っちゃうんだね。これは全然問題ないでしょう。

ところが、今度は東小を１つにしたら、南部をやれば、この間、渡辺議員に答弁したように５

キロになってしまう。戸狩は４キロだよね。ところが、南小の場合はまだ、佐野の皆さんで穂

波温泉の皆さんは、逆にこっちに行くのとこっちに行くのは大して変わらないから、遠くなる

のは、菅、寒沢、私どものほうの、これは地理的にしようがないんですね。だけれども、菅、

寒沢、遠くなる人が今の立派な学校の前を通り過ぎながら、いつもなら学校へ行くのに、これ

からまだ２キロ以上、さらにそれより遠くまで何で通学しなくちゃいけないかと、ずっと思う

わね。そうでしょう。 

  すると、今度は西部のほうはどうかと。西小学校なんかほとんどみんな遠くなりますよ。そ

れから、宇木だって、あれは５キロ、前坂へ行けば６キロ。それで、私は、子供をバスで送れ

ばいいと。バスというのは、結局、今度は歩かないんだ。歩くにも、時間が今度は決められて、

ここへ何時に集まれみたいになっちゃうでしょう。もう６年間それですよ。今であれば、そこ

へただ歩いて学校にいつでも自由に行けるのに。 

  だから、そういう問題でしょう。一番大事な問題をなぜ棚上げにして、２クラスあれば理想

的な子供ができるなんて、私はそんなの後の問題だと思いますよ。だから、そういう問題がま

だ決まっていない段階で、１つがいいですねなんて、あり方委員会でいい結論が出ました、も

うそれしかないですなんて、私はこれはちょっとどういう検討をされているのかなと、個人的

には思っているんです。 

  なもので、そこら辺も含めて、もし今の段階で教育委員会がこれからそんな変な結論を出す

よりも、今、まとめた段階で即、ＰＴＡなり各学校、西小、南小、東小、説明してみてくださ

い。それで、保護者がどう言うか。それで、いいですと言ったら、そのまま進めてもらえれば

いい。そのときにだめですと言われたら、その意見をよく聞いて、それで考えてもらいたい。

それで、ある程度、結論を出しちゃってから審議会に出したら、これはのっぴきならなくなっ

ちゃう、動かなくなっちゃいます。出す前に、私はこの間、傍聴してわかったんだけれども、

教育委員の皆さんは、ええ、あり方検討委員会を尊重して１つでいいです、いいですとみんな

そう言っちゃったんだから、これをひっくり返すわけにいかないでしょう。だったら、もうそ

の案で、とりあえず説明してみればいいじゃないですか。こういうあり方委員会のまとめをそ

のまま持っていって、教育委員会としても検討した結果、これを尊重して１つがいいと思いま
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すと。それで、今の南小や西小の皆さんがどういう反応をするか。それを聞いてから、その後、

教育委員会で私は考えてもらっていいんじゃないかというふうに思いますが、教育委員長、ど

うですか。 

議長（小渕茂昭君） 小野澤教育委員長。 

教育委員長（小野澤昭三君） 今、メリット、デメリットについては、各保護者の皆さん、それ

から子供さんを持っていらっしゃる方、それから若い年代の方は、かなり研究されていると思

います。その具体的な案を先ほど申し上げませんでしたけれども、必ずしも通学方法が最重要

課題だというふうには思っていないところでございまして、同じ通学にしても、一番は安全の

問題、それから先ほど出ましたように、その地域、地区、それから保育園、中学校、ＰＴＡ、

保護者会、この辺の連絡ももちろん十分とっていかなくてはならないという部分になるんでは

ありますけれども、今、当面、たまたま私は北部出身ということでございまして、いろいろデ

メリット、メリットの中で、歩いて通える、そういう生易しい状況でないんだということをひ

とつご理解いただきたいんですが、４人しかいない、５人しかいない中で、例えば、だんだん

大人になってき出した思春期の女の子がたまたまクラスに１人しかいなかったと。あるいは、

２人いて１人休んでしまったら、その子１人しかいなくなってしまったと、そういう切実な問

題もまた一方にはあるんだと。いろいろ課題が多いということもご理解をいただきたいと、そ

んなふうに考えています。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） その問題については、私は個人的な感想は言いませんけれども、北小学

校の皆さんが大変困っているということは重々理解しております。私も山ノ内で一番小さい寒

沢区で、とにかく消防も何でもみんな一人前のつき合いをさせられて苦労しているわけですよ。

それでいろいろと言っても、なかなかほかの人に理解してもらえないんで苦労しているわけで

すけれども。でも、それはまた逆に言えば、やむを得ないということはやむを得ないけれども、

しようがないと思うんですよね。我々もどうしようもできないんですよ。だけれども、そこは

自分たちの判断で、これはもう統合しかないということになれば、これは今の１つということ

以外、選択肢がないわけじゃないですよね。２でもあるし３もある。私はそのメリット、デメ

リットは言いませんけれども、それだって検討しなくちゃいけないんですよ。ただ、２という

場合は私も検討したんですが、２というふうにやると、南と西になっちゃうんですよ。そうす

ると、東を分けようとすると、これが難しいんですよ。上条の皆さんにぜひ西のほうへ行って

くださいなんて言っても、上条区には湯ノ原というところもあるから、そうすると、湯ノ原と

すると、もう東のほうがずっと近いわけだから、だから、私は無理だなと思いました。という

ことになれば、３か４でずっといくかどうかと。それは私の考えなんですね、私の考えを今、

言っているわけです。 

  関川村の場合は、審議会の中でこういうふうに言っていますよね。小・中学校の再開発、学

校統合の問題については、保護者や地域住民に対し、積極的に情報を提供するとともに、その
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意向に十分配慮し、理解を得るようにしなければならないと。適切な方法により、住民の理解

と協力を得るように努められることを希望すると。 

  だから、北小の皆さんの意見は聞いたというのは、私も知っています。でも、ほかのところ

はわからない、そこまで言っていないんだから。そこに、まず情報提供して、地域の意見を聞

いてからやってください。これを私は要望しているわけなので、これは無理な要望じゃないと

思うんですけれども。教育長、どうですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 先ほどの話から言いますと、通学距離や通学方法を大きな要素とする

か、子供の集団での人的環境を大きな教育要素とするかによっては、私はそれは違うと思う。 

  もう一つは、はっきりしないところで１校でいいかと。そうしたら、各学校、前提はみんな

違うんじゃないか。例えば南小学校の保護者は南小学校で１校と、西の人たちは西小学校にみ

んな来るんだというように思って参加しませんか。少なくとも、どこの学校を使って１校にしま

すよという、そこまで出なければ、いい悪いというのは出てこないと思うんですよ。どうですか。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） それは、教育長の個人的な頭にある話であって、そうじゃなくて私が言

うのは、通学が大事か、内容が大事かと。それは皆さんが言っているとおり、今度は保護者が

それを選ぶんですよ。そうでしょう。保護者や子供たちに選ばせればいいじゃないですか。そ

れが民主主義でしょう。 

  それで、昨年やった第５次山ノ内町総合計画、この中の子どもが健やかに育つまちをつくる

という学校教育の中で何が書いてあるか。「義務教育においては、社会の変化に自ら対応でき

る『生きる力』を育むため、児童・生徒一人ひとりが自ら学び、考える力を養うと同時に、基

礎的・基本的な知識・技能の習得と、個性を伸ばす教育が必要です」と。その次だ、「各学校

においては、特色ある学校づくりを目指すとともに」、南が南らしくやったっていいわけです

よね。「特色ある学校づくりを目指すとともに、国際化の進展により、教養と文化を身に付け、

国際性豊かな人材を育成することが求められています。また、本町の歴史や文化など郷土を理

解する教育にも力を入れ、町の将来を担う子供たちに伝えていくことが重要です」と、こう書

いてあるだけだから、１つに無理しろだというわけでもないし。ただ、その裏で、「児童数の

減少に合わせ、良好な小学校区の在り方を検討し、その実現に努めます」と、こうなっていま

すね。だから、この良好な小学校区のあり方を検討しという、これは一人ひとり違うんだから、

その辺を理解して取り組んでいただきたいということを私は要望して、質問を終わります。 

議長（小渕茂昭君） 制限時間となりましたので、15番 湯本市蔵君の質問を終わります。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） 以上をもって本日の会議を閉議し、散会します。 

  長時間ご苦労さまでした。 

 （散 会）          （午後 ３時５５分） 
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平成２４年６月８日（金） 午前１０時開議 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 議事日程（第４号） 

 １ 一般質問 

 ２ 議案第２９号 平成２４年度山ノ内消防署新築（建築）工事請負契約の締結について 

 ３ 議案第３０号 平成２４年度山ノ内町一般会計補正予算（第１号） 

 ４ 議案第３１号 平成２４年度山ノ内町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 ５ 議案第３２号 山ノ内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

          ついて 

 ６ 議案第３３号 山ノ内町立蟻川図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 本日の会議に付した事件………議事日程に同じ 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 出席議員次のとおり（１５名） 

   １番    小根澤   弘 君      １０番    黒 岩 浩 一 君 

   ２番    望 月 貞 明 君      １１番    徳 竹 栄 子 君 

   ４番    田 中   篤 君      １２番    渡 辺 正 男 君 

   ５番    布施谷 裕 泉 君      １３番    山 本 一二三 君 

   ６番    髙 山 祐 一 君      １４番    小 林 克 彦 君 

   ７番    髙 田 佳 久 君      １５番    湯 本 市 蔵 君 

   ８番    児 玉 信 治 君      １６番    小 渕 茂 昭 君 

   ９番    山 本 良 一 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 欠席議員次のとおり（１名） 

   ３番    西   宗 亮 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 職務のため議場に出席した議会事務局職員の職氏名次のとおり 

議会事務局長 吉 池 寿 幸   議 事 係 長 徳 竹 彰 彦   

─────────────────────────────────────────────── 

○ 説明のため議場に出席した者の職氏名次のとおり 

町 長 竹 節 義 孝 君 副 町 長 小 林   央 君 

教育委員長 小野澤 昭 三 君 教 育 長 青 木 大一郎 君 

会計管理者 須 田 紀 弘 君 総 務 課 長 徳 竹 信 治 君 



 

－168－ 

税 務 課 長 春 日 雅 之 君 健康福祉課長 河 野 雅 男 君 

農 林 課 長 生 玉 一 克 君 観光商工課長 小 林   一 君 

建設水道課長 大 硲 正 光 君 教 育 次 長 大 井 良 元 君 

消 防 課 長 松 橋 修 身 君   

─────────────────────────────────────────────── 
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 （開 議）          （午前１０時００分） 

議長（小渕茂昭君） おはようございます。本日は大変ご苦労さまです。 

  ただいまの出席議員数は15名であります。したがって、会議の定足数に達しておりますので、

本日の会議は成立しました。 

  会議に入る前に申し上げます。 

  昨日、同僚議員の西宗亮君のお母様がお亡くなりになりました。謹んでお悔やみとご冥福を

お祈り申し上げたいと思います。 

  これより本日の会議を開きます。 

  ３番 西宗亮君から欠席の旨、届け出がありました。 

─────────────────────────────────────────────── 

１ 一般質問 

議長（小渕茂昭君） 本日は、日程に従い、11番から13番までの一般質問と議案の審議を行いま

す。 

  日程第１ 一般質問を続行します。 

  質問通告書の順序に従い、質問を許します。 

  ２番 望月貞明君の質問を認めます。 

  ２番 望月貞明君、登壇。 

（２番 望月貞明君登壇） 

２番（望月貞明君） おはようございます。 

  「春眠暁を覚えず」から、春の陽気に誘われてうっかり寝過ごしてしまうことを連想します

が、これが車の運転中のうっかりの居眠りだったら大ごとです。４月に居眠り運転に起因する

悲惨な事故が２件発生しました。１件は、京都亀岡市の無免許運転の少年による軽自動車が集

団登校中の小学生の列に突っ込み、３名が死亡、７名が重軽傷を負った事故です。原因は、少

年が前日から夜通し運転した結果、居眠り運転をしたということであります。もう１件は、大

型連休中の早朝、関越自動車道上り線の藤岡市で高速ツアーバスが防音壁に激突、乗客45人の

うち７人が死亡、38人が重軽傷を負った事故です。 

  バスの運転手は、前日の夜、乗客を乗せて千葉県浦安市を出発、都心経由で金沢市に到着、

朝ホテルに入ったがよく眠れないまま、夜、同じバスで金沢から乗客を乗せて、都心、浦安に

戻る途中で居眠り運転をして事故を起こしたものです。事故を起こした運転手は、バス会社が

違法雇用をした日雇いでした。運転手の日雇いは、安全な勤務管理や乗車前の健康状態のチェ

ックができないため、法律で禁止されています。このバス会社は、ほかにも名義貸し、丸投げ

など、36もの法令違反があったということです。 

  高速ツアーバスは、旅行会社が客を募集し、バスをチャーターするもので、12年前の規制緩

和で自由化され、新規参入が相次ぎ、ここ10年でバス会社が２倍にふえた結果、料金は大幅に

下がっています。業界関係者の話では、バス会社の中には、利益を出すために正規の運転手を
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減らし、日雇いをふやす実態が多くあるとのことであります。国土交通省が管轄するバス、タ

クシー、トラックの会社は全国で12万6,000社あるのに対し、国の監査員は300人しかいないと

いうことで、この事故は規制緩和でふえたバス会社をチェックする、管理する体制の不備が一

因ではないかという指摘もあります。５年前にも大阪で居眠り運転のツアーバス事故があり、

総務省は１人の運転手が連続運転できる時間と距離の見直しを国土交通省に求めていましたが、

いまだに法改正はされておりません。 

  今回のバス事故の原因は、違法な日雇いにより運転手の夜勤管理がなされていなかったこと

と、国土交通省の乗客の安全第一を考えていない姿勢にあるのではないかと思います。国は、

早急に医学的根拠に基づく運転手の勤務管理の法改正を行い、バス会社への指導監督の強化を

図るとともに、乗客を乗せる大型バスには運転手が居眠りや脳障害などで運転不能に陥っても、

センサーや自動制御で危険を回避する安全自動車の開発、普及を要望し、質問に移ります。 

  それでは、一般質問の通告書に従って質問をいたします。 

  １、定住自立圏構想について。 

  （１）中野市は飯山市と２市で定住自立圏構想の中心都市宣言をするとされていますが、こ

れに対して山ノ内町の取り組みはどうか。 

   ①山ノ内町が重点を置く連携項目はどのようなものか。 

   ②町の重点項目と他市町村の関係をどのように考えるか。 

  ２、防災行政について。 

  （１）建築物の防災査察の実施状況と結果はどうか。 

  （２）建築時は適法であったが現行法では不適格いわゆる既存不適格の宿泊施設は町に存在

するのか。 

  （３）小・中学校の防災教育の時間と内容はどのようなものか。 

  （４）学校の防災教育の今後の課題は何か。 

  ３番、スポーツ観光について。 

  （１）エコサイクルイベントなど、無積雪期のスポーツ観光イベントの位置づけはどこに置

いているか。 

   ①これらのイベントの今後の参加目標はどのくらいか。 

  （２）長野マラソン等、周辺観光行事の観光への取り組みはどうか。 

  （３）高原の地形を利用したマラソンの可能性はどうか。 

  ４、害虫対策について。 

  （１）近年蔓延する害虫スモモヒメシンクイの撲滅対策は充分か。 

  （２）アメシロ等その他の害虫対策はどうか。 

  以上、再質問は質問席にて行わせていただきます。 

議長（小渕茂昭君） 答弁を求めます。 

  竹節町長、登壇。 
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（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 改めておはようございます。 

  望月貞明議員のご質問にお答えいたします。 

  １点目の定住自立圏構想について３点のご質問ですが、児玉信治議員にお答えしたとおりで

ございます。 

  続きまして、２点目の防災行政について２点のご質問のうち、（１）の建物の防災査察の実

施状況と結果、それから（２）の不適格の宿泊施設は町に存在するかの２点のご質問につきま

しては、消防課長からご答弁申し上げます。 

  次に、（３）、（４）につきましては、教育長よりご答弁申し上げます。 

  次に、４点目のスポーツ観光についてのご質問ですが、スポーツ観光はそのとおりスポーツ

を観光資源として生かすもので、志賀高原高所トレーニングコースが昨年２カ所で完成してお

り、グリーンシーズンでの活用を注目しているところです。町としても、環境や健康をテーマ

にしてエコサイクルイベントを開催する中で、町のよさをアピールしてまいります。 

  ３点のご質問をいただいておりますので、具体的には観光商工課長からご答弁申し上げます。 

  次に、４点目の（１）スモモヒメシンクイ対策についてのご質問ですが、西議員にお答えし

たとおりでございます。 

  （２）のアメシロ等その他の害虫対策はどうかとのお尋ねにつきましては、健康福祉課長か

らご答弁申し上げます。 

  なお、松くい虫については伐採し、薬剤による駆除を行っております。また、カシノナガキ

クイムシにつきましては、倒木など危険防止のため、道路、水路に隣接する危険木を伐採して

まいります。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） ２番、防災行政についての（１）、（２）についてお答えをさせてい

ただきます。 

  まず、（１）ですが、建物の防災査察の実施状況と結果はどうかについてでありますが、山

ノ内消防署では、過去５年間で、ホテル、旅館を中心に、年平均で140件ほど実施しておりま

す。また、ホテル、旅館への査察はおおむね２年に１回の割合で計画的に実施しているところ

でございます。本年度も計画により、ただいまも実施中でございます。 

  査察による不備事項といたしましては、ソフト面では消防訓練の実施回数不足、また施設関

係者が行う管内の自主点検の未実施が多く、ハード面では避難口誘導等の球切れが多くなって

います。いずれも短期間で改修が可能な項目であります。また、平成18年度までマル適マーク

という制度がございましたので、そこの制度のもとでかなり改修が進んでいますので、今のと

ころ、それ以降についてはこのような状況でおおむね推移しております。 

  また、（２）の建築時は適法であったが現行法では不適格、いわゆる既存不適格の宿泊施設
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は町に存在するかについてでございますが、これは建築基準法にひっかかるものでありますの

で、また建築基準法の改正された時点で既存不適格ということが出てまいりますので、大変申

しわけございません、消防では何件ですとお示しすることはできないというふうにご理解いた

だければと思います。また、この既存不適格建築物でありましても、消防法では違反となるも

のではございませんので、その辺、またすみませんが、ご了解のほどお願いをしたいと思いま

す。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 小・中学校での防災教育の内容と時間についてでありますが、各学校

では年約３回実施しておりまして、大体３時間をとっています。入学後間もなく、４月には基

本的な避難の仕方、それから避難経路を確認するというような意味、９月には地震を想定した

り、あるいは子供に事前に避難訓練があることを知らせないでやる、そういうようなことを実

施しています。また、11月には火を使いますから、火災を想定した訓練を実施しているところ

であります。 

  次に、学校の防災教育の今後の課題でありますけれども、訓練を実際の災害発生時にどう生

かしていけるか、想定外の事態というものを想定できませんので、そのときどうなるかという

ことはやっぱりいつも課題であります。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） ３番、スポーツ観光について、（１）エコサイクルイベントなど、

無積雪期のスポーツ観光イベントの位置づけはどこに置いているかの①これらのイベントの今

後の参加目標はどれくらいかとのご質問ですが、ご承知のとおり、スポーツ観光とは、スポー

ツイベントやレジャーを観光資源として生かし、開催地周辺の観光と組み合わせたものである

と考えます。ウインターシーズンではスキーやスノーボード、グリーンシーズンは高原のトレ

ッキングが代表事例になると思われます。 

  ご質問にありますように、イベントとしては秋に行っているエコサイクルイベントとなりま

すが、過去２回は50名程度の参加数にとどまってしまったわけですが、新たに今回、北志賀高

原でヒルクライムを実施するように準備を進めているところであります。 

  目標といたしましては、今までの継続である温泉街でのツアーは、昨年度を倍増させて100

名を目標に、北志賀高原のヒルクライムにつきましては、テストイベントということも含めま

して100名、合わせて200名を考えております。 

  次に、（２）長野マラソン等、周辺行事の観光への取り組みはどうかとのご質問ですが、長

野オリンピック記念マラソン受付会場におきまして、北信濃観光連盟、我々山ノ内町も加盟し

ておりますが、そこに連盟がブースを出展していますので、そこに山ノ内のパンフレットやポ

スターを掲示して宣伝に努めております。昨年は大震災の影響で中止となったわけなんですが、
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例年1,000名前後の宿泊につながっております。 

  次に、（３）高原の地形を利用したマラソンの可能性はどうかとのご質問ですが、過去にお

いて志賀高原では健康マラソンが地域の主体的な運営によって開催されておりましたが、都合

によりまして中止されて久しくなっております。現段階では具体的にマラソンを企画する新た

な動きはつかんでおりませんが、開催されることになれば、観光イベント補助等のそういう制

度を使いまして、側面的なご支援をしてまいりたいと思っております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） ４の害虫対策についての（２）アメシロ等その他の害虫対策はど

うかとのお尋ねでございますが、各区で共同防除をいただく害虫駆除対策については、従来よ

り薬剤の実費を町負担で実施をしておりましたが、一昨年の猛暑の影響から、一時収束をして

おりましたアメリカシロヒトリが大量発生をしており、区等でも共同防除などのご協力をいた

だいているところであります。アメシロを初め、害虫駆除については、地域での連携した早期

防除が効果的であることから、引き続き各区等のご協力をいただきながら、公共施設での防除

徹底はもちろん、町民の皆さんへの啓発にも努めてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） それでは、順番に従って再質問させていただきます。 

  将来の人口が減少する推計の中で、山ノ内町は自立の道を選びましたけれども、日常生活で

は、職場、医療、買い物、高校、鉄道利用等、中野市、飯山市との連携が必須であります。こ

のような関係の中野市、飯山市との交流をもっと活発にする定住自立圏構想は賛成したいと思

います。 

  平成23年２月の総務省の定住自立圏構想の推進に関する懇談会では、取り組むべき重点項目

として、①文化芸術の振興、②地域医療の充実、③産業振興が上げられていますが、今回、北

信定住自立圏構想には、重点項目では１と３、文化芸術の振興と産業振興は入っておりません

けれども、これが現在、地域公共交通と人材育成、それから地域医療の充実と、この３項目に

なっております。これらが優先された経緯を教えてください。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） それでは、定住自立圏の関係でございますが、児玉議員のほうへもご

説明申し上げましたが、中心市の事業メニューというのが一番重要になろうかと思いまして、

今現在、想定の中で財政措置がされる関係もございます。それがかなりウエートを占めている

んじゃないかなと思いまして、中心市には4,000万、それに連携する市町村には1,000万という

ことでございまして、この財政措置につきましては、現在交付税で措置されているものは対象

になりませんので、以外のものということになりますので、恐らく重点に絞り込んだ事業につ

きましては、今現在交付税が重点的に配分されていないものをある程度視野に入れておるんじ
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ゃないかなと推測をされるわけでございますが、北信総合病院につきましては、当面、恐らく

その負担金が終了するまで、中野市もそうですし、山ノ内町もそうですし、この定住自立圏で

重点的にやっていくことによって、ある程度財政措置が緩和されるのかなということでござい

ます。山ノ内町の例を１つ上げますと、過疎債を使いまして７割でございますが、残り３割で

ございますので、この３割部分について、定住自立圏で北信病院の再構築が定住自立圏のメニ

ューに上がって行きませば、それが対象になろうかなということでございまして、順次項目を

中野市と協議しながら、お互いに合致するメニューでやっていく、それと財政措置もにらんで

やっていかなければいけないということで、今回のメニューになったんだということでご理解

をいただきたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） この定住自立圏構想というのは、平成24年から28年の５年間と聞いておる

んですけれども、これが延長されるというようなお話はあるんでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） まだ特別には聞いておりませんので、当面今おっしゃられた年度だと

思います。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） この定住自立圏のコスト、使った部分が支払われるようだというふうに聞

いたんですけれども、これは初期投資という、例えば北信総合病院の再構築のような資金と、

いわゆるランニングコスト、これらのどちらにかけてもよいというような形になっているんで

しょうか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 先ほど申し上げましたが、１つの例を上げますと、負担金で今申し上

げましたが、その負担金が終わりまして、あとランニングコストの面で管理費等が市町村負担

でかかってきまして、その部分について、交付税措置がされていない部分についてはここで拾

ってもらえるということで解釈をいただきたいと思いますが。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） その重点項目の中に人材育成といいますか、合同専門研修とかそういうも

のが入っていますが、これはどういう考えか教えていただきたいんですが。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 協定を結んだ市町村の職員の合同研修ということで、主にはきっと専

門研修になろうかと思いますが、例えば技術者を対象にした専門研修、それと副町長が前のご

質問でご答弁申し上げましたが、今の観点ですとコンプライアンスの関係とか、いろいろな１

つの町村ではやらなくて、大きな町村でやったほうがいい講師を呼んでこられるとか、いろい

ろな面もございましたので、その関係でここに掲げてあるということでございます。それと、

一つの形の中では、マネジメント能力の強化ということで、人材の育成はもう必須メニューに
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きっとなっていると私のほうは解釈をしてございます。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） これの例えば重点項目というのは、継続されてやられるものですか、それ

とも１年ごとに変更というか、対象を変えていかれるというお考えでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） この点につきましても、やはり中心市の考えが一番中心になろうかと

思いますので、継続されるかということで、また協議があればお互いに協議して、次年度に持

ち込んでいくかどうかを決めるということでございます。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） それでは、定住自立圏構想については、具体的内容が詰まってきたらまた

お願いしたいと思います。 

  続きまして、防災行政についてお願いしたいと思います。 

  防災行政の基本は町の防災会議と伺っておりますけれども、このメンバーは何名いらっしゃ

いますか。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） 山ノ内町の防災会議条例第５条の規定に基づき、第１号から第６号議

員までおられまして、計29名でございます。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） この中に女性のメンバーは何人いらっしゃいますか。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） お答えします。 

  現在、ゼロでございます。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 第３次山ノ内男女共同参画プラン21の基本目標２の中に、男女がともに参

画できる環境づくり、住みよい社会をつくるには、あらゆる分野において物事を決定する際、

男女がともに社会の対等な構成員としてみずからの意思で参加し、政策・方針決定の場への女

性の参加を一層促進する必要がありますというふうにありますけれども、現在女性メンバーが

ゼロということで、女性メンバーを入れる構想はございますか。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） 職名委嘱となっており、また町長のほうで指名でございますので、す

みません、ちょっと町長のほうからご答弁いただきたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 町で基本的には25％の女性委員を委嘱するという基本的な方針を持ってお

りますけれども、ただし職名委嘱の場合には、やっぱりどうしてもそこの団体のそれぞれの所

属のところでそういう方をご推薦いただければそういうことになるということがこれはござい
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ますので、比較的町の審議会等につきましては、例えばそこの団体では女性会員がいるなとい

うことがわかっていれば、会長さんが男性であっても、女性の方をご推薦いただけませんかと

いうことをしたり、また中には女性部があれば、青年部もあっても女性部もあったりいろいろ

しますけれども、女性部の代表をご推薦くださいというふうに意識的にやらせていただいてお

りますけれども、できれば各それぞれの団体で、できるだけ女性の皆さんをそういった役職に

登用していただくようなことをご配慮いただければありがたいなと思っています。 

  特に区長会のところへも、前にいろいろ重点的に、正副区長会のところを重点地区というこ

とで当時４カ所指定させていただきまして、そこで区会議員に女性をぜひ入れてほしいという

ことで重点地区にお願いしました。結果的に、いまだに女性の区会議員が出てこないし、もち

ろん三役もご選出いただけないというのが今の現状になっておりますので、ぜひこれは各地域

の中で、あるいは議員さんの立場でできるだけそういうことをＰＲしていただいて、ご選出い

ただくようなご配慮をお願いしたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 今のは充て職といいますか、役職で人選されていると。その枠を広げるお

考えはございますか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） また状況を見て、今後、他のことも含めて検討させていただきます。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 公明党の女性局は、東日本大震災に際しまして、避難所生活の中で男女の

ニーズの違い、高齢者、障害者、生活者の多様な視点を反映させるよう、防災行政の中に女性

の視点を入れることが必要であるというアンケートを昨年行いまして、政府に要望を出してお

ります。ぜひ当町におきましても、女性の視点で防災政策が進みますよう、ぜひメンバーに女

性を入れていただきたいと思います。 

  続きまして、建物の防災の監査の実施状況でございますが、年140件実施されて、２年に１

回ということでありますけれども、消防法で行われるのと、建築基準法で行われる査察が２つ

あるようなんですが、当町では建築基準法に定められる査察というのはあるんでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 建設水道課長。 

建設水道課長（大硲正光君） 私ども、道路照明の部分については行っておりますが、通常につ

いては地方事務所の建築課で行っているというふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 福山のホテル火災で７名がなくなったということで、この建物は74年に改

築して、建築基準法違反だったわけでございますが、それを見過ごして、以後、改善を求めて

いたんですが、基準不適合というような形で、指導に強制力はなくてこういう火災が発生した

ということであります。 

  それで、建築基準法では多分県のほうで査察をやられると思うんですが、実際の指示書にお
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いては地元の消防署と一緒に行うというふうに書かれておりましたけれども、これは平成24年

５月16日に、県からホテル、旅館等にかかわる緊急査察を実施するという形で、査察をする機

関として地方事務所ですね。それで、対象がホテル、旅館のうち、以下の観点から、査察実施

機関が管内対象建築物を抽出し、管内の所轄の消防署の意見を踏まえた上で決定すると。過去

の防災査察において是正指導が行われ、是正が行われていないもの、建築基準法12条第１項の

規定による定期報告が未提出であるもの、定期報告において重大な指摘事項があり、是正が行

われていないものということになっておりますが、今回の緊急査察の対象になったものはある

んでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） お答えします。 

  地方事務所からこちらのほうへ通知をいただいて、全部で６件ございます。それで、今月中

に４件、それから７月に入りまして２件、合同で査察をする予定で今計画をされております。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 過去にはどういう状況でございましたか。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） 毎年地方事務所の建築課のほうから通知をいただきまして、合同で春、

大体今の時期になるんですけれども、通知をいただいた中で４件ほど例年実施をしております。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） その査察で不適合というか、そういうものはございましたか、過去におい

て。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） お答えします。 

  大体何件か出ております。それにつきましても、改善についてはその都度、建築基準法に係

るものは地方事務所のほうから、また消防法に係るものについては消防のほうから、是正の改

修の指導はさせていただいております。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 通常の建築基準法にひっかかるものは大分大きな建物だと思っているんで

すが、小さな旅館等については消防法だけでやっておられるんですか。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） 例年、先ほども申し上げましたが、大体２年に一遍、立ち入り検査に

伺わせていただいておるんですけれども、18年の適マークの対象が廃止になるまでに、ほとん

どの建物については大きな設備についての不適合の部分は改修がほとんど進んでおりますので、

通常ですと、合同で立ち入り検査に入らせていただいているところでは、それほど消防に限っ

ては大きな問題はほとんどないと承知しております。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 
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２番（望月貞明君） これに関連いたしまして、学校はどういう対象になっているか。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） 学校も３年から４年に一度ぐらいのペースで立ち入り検査には伺って

おります。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 学校はその検査は合格しているんでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） 適正な維持管理をほとんどされていると承知しております。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 現在、学校はすべて耐震化をされていると伺っておりますが、これは構造

の部分の耐震化でしょうか。非構造部分の耐震化でしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 教育次長。 

教育次長（大井良元君） 構造部分の検査ということですね、安全を確認しているということで

ございます。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 昨年３月11日に発生しました東日本大震災では、学校施設にも甚大な被害

がありました。被害の状況を見ますと、建物の柱やはりといった構造体だけではなく、天井や

照明器具、外壁、内壁など、いわゆる非構造部材が崩落し、避難所として使用できないばかり

か、児童・生徒が大けがをする事故まで起きた例もありました。さらに、学校ではありません

が、一般の会館、九段会館ですが、では２人の方が亡くなられ、26名もの重軽傷者が出るとい

う痛ましい事故まで発生しております。 

  地震等災害発生時において地域の避難所となる学校施設は、児童・生徒だけでなく、地域住

民の命を守る地域の防災拠点であり、いわば最後のとりでであり、その安全性の確保、防災機

能の強化は待ったなしの課題であります。現在、学校施設の耐震化は完了しているということ

でございますが、それだけでは児童・生徒、地域住民の命を守る対策としては不十分でありま

す。学校施設の耐震化とともに、天井や壁などの非構造部材の耐震化も早急に実施していくこ

とが重要であると考えます。 

  そこで質問ですが、学校施設における非構造部材の点検は実施しておられますか。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） 消防設備にかかわる分については、適正に点検をして報告をいただい

ております。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 消防設備にかかわるのは天井とかそういうのも含まれるんですか。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） お答えします。 
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  天井とかそういう構造部材については、消防法では対象外にはなってきておりますので…… 

２番（望月貞明君） 対象外。 

消防課長（松橋修身君） 対象外でございます。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） この非構造部材の耐震点検は、実施されるおつもりはございますか。 

議長（小渕茂昭君） 教育次長。 

教育次長（大井良元君） 非構造部分につきましても、また実施計画等を踏まえながら、早期に

実施するように計画的に入れていきたいというふうに考えております。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 文部科学省から、昨年の３月11日の東日本大震災後、またことしの４月26

日にも非構造部材の点検を速やかに実施するとともに、致命的な事故が起きやすい屋内運動場

の天井材の落下防止対策等を進めるように通知されています。なぜ点検、対策に取り組んでこ

ないのか。児童・生徒や地域住民の命を守るために、非構造部材の耐震化は最優先で取り組む

べきことであり、山ノ内町も非構造部材の耐震点検について補正予算を組むなど、ことし中に

完了させるべきではないかと思いますが、いかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 教育次長。 

教育次長（大井良元君） 今のご意見を酌みまして、できるだけ補正対応も検討したいと思いま

す。ただし、どうしても単独というわけにもいきませんので、補助事業等の導入を考えたいと

いうふうに思います。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） ４月26日付の文部科学省からの通知では、学校保健安全法第27条において、

学校安全計画に規定することとされている学校の施設・設備等の安全点検の対象や項目は各学

校において定められているものだが、非構造部材の重要性にかんがみ、各学校において、非構

造部材について着実に点検することを要請しております。各学校の安全点検項目に非構造部材

の点検は含まれているのか。含まれていないのであれば、早急に学校保健安全法に基づく点検

項目に非構造部材の項目を反映させるべきではないかと思いますが、いかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 教育次長。 

教育次長（大井良元君） 今ご指摘の点検項目に入っているかどうかというのはちょっと承知し

ておりません。すみません。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 早急に調べていただいて、非構造部材についての点検を行い、速やかに耐

震対策をとっていただくようにお願い申し上げます。 

  続きまして、学校の防災教育についてご質問したいと思います。 

  防災教育においては年３回、３時間ということで、最初は入学時と、地震の避難訓練とかそ

ういう火災の避難訓練ということですが、自然災害発生のメカニズムとかそういうものは教え
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ているんですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 立地条件によっては、そういうことを当然先生方は指導しているはず

であります。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） この原因というかメカニズムについては、各教科で教えているんでしょう

か。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 主には理科の岩石、地層とかその辺のあたりのところでやっていきま

す。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） これを体系的に教えるとかいうお考えはございませんか。体系的というの

は、そのメカニズムとともに、どういうふうに避難するか。どういう発生、例えば津波だった

らすぐ起こってくるから、地震が起きたら海辺であればすぐ避難するとか、そういうのが自然

に、それで避難訓練と、そこら辺を連携したような、体系的な教え方というのはあるんじゃな

いかと思うんですが、いかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 確かにそういうふうにやれば、タイムリーで子供にも興味、関心で非

常に身につくと思いますけれども、なかなかそこまでは子供の発達段階そのものも一つは難し

さがあります。ただ、学校の先生方は、日常の自然災害にかかわるニュースは知っているわけ

ですから、そういうものを使いながらも、朝の学級指導の時間だとかというそういう部分では

絡めてやっているはずであります。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） やっているはずであるということは、まあやっている先生方もいらっしゃ

ると思いますし、余りよくやられない方もいらっしゃると思うので、そこはきちんと把握され

て、きちっと指導していただきたいというふうに思います。 

  それから、専門家の教育といいますか、そういうものについてはいかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 専門家といいますと、例えば避難訓練のときに、消防署にサイレン鳴

らしてきて入ってきてもらうとかという、そういうこともやりますし、来たときにはその後、

必ず消防署等々の方のお話で、こういうところは注意しろとかというような話はいつもありま

す。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 火災においては専門の消防署、ほかにいろいろな、例えば土石流の専門家

を呼んで講演会を行うとか、そういうのを企画してもいいと思いますが、いかがですか。 
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議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） また検討してみたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 時間も余りありませんので、エコサイクルイベントについてですが、この

山ノ内町のエコサイクルイベントというのは、電動アシスト自転車で行うものなんですか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） お答えいたします。 

  電動自転車もありますし、普通の山でヒルクライムをするような、そういうマウンテンバイ

クみたいなそういうのの２種類ありますね。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 楓の湯に電動アシスト自転車を置いてあるんですが、利用される方は何名

ぐらい年間いらっしゃいまして、そこにはどういうコースで回るというような、モデルコース

というような地図はないような気もするんですが、いかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） すみません、使用実態の資料の持ち合わせはございませんが、今の使

用実態につきましては、ご自由にお使いをいただいております。観光コースでモデルをつくっ

たり、そういうものは一切しておりませんので、ご自由にということでございます。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） そうすると、基本的にはエコサイクルイベントと楓の湯のこれは全く関係

ないという考え方でしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） お答えいたします。 

  エコサイクルイベントの場合は、エコ環境ということで、一番環境に優しいのは歩くのが一

番いいんですけれども、自転車に乗ったり歩いたり、山ノ内の場合、特に傾斜ですので、歩い

たり乗ったりと、片道歩いて片道はただ下るみたいな、そういうのもできますが、それで一番

いいのは、住民もやっぱり自動車からＣＯ２を減らして自転車、歩く、それから今度はお客さ

んも、時間があればそういう楓の湯にあるものを使って、近くだったらそういうものへ乗って

周辺を観光していただくということで、実際には旅館さんからも、そういうふうに使われてい

る旅館さんもあります。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） エコサイクルイベントのときは、電動自転車は何台用意されるんですか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 申し込み状況によって、いっぱい用意できればいいんですが、昨

年の場合は30台ぐらいでしょうかね、そういうことで、あと今のあそこの楓の湯のものとか、
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役場で今職員が使ってるもの、そういうものを全部有効活用してやりました。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ２番 望月貞明君。 

２番（望月貞明君） 先ほど申し上げましたように、楓の湯にモデルコースというのをぜひ、こ

ういうコースでやればどのくらいエネルギー消費するとか、そんなようなのをつくってもらえ

ばどうかなと思いますが、いずれにしましても、エコサイクルというのはまた新しい分野でマ

ニアックなものでありますので、ぜひ継続してやっていただきたいと思います。 

  以上で質問を終わります。 

議長（小渕茂昭君） 制限時間となりましたので、２番 望月貞明君の質問を終わります。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君の質問を認めます。 

  ９番 山本良一君、登壇。 

（９番 山本良一君登壇） 

９番（山本良一君） おはようというか、こんにちはですが、十数番目になりますと、重なる部

分が非常に多いと。児玉信治議員がきずなを言われましたので、私も同感でございます。経済

論に関しましては小林克彦議員と同感と、重複は避けます。 

  天才といわれるピカソは皆さんご存じでしょう。彼を称して奇才、また同じような天才と言

われるサルバドール・ダリなんですが、ピカソに対しては天才度数５段階の３、技術面は５、

独創性、発想、２から３、こういう評価です。また、ピカソについては、剽窃の天才と評する

評論家もおります。私自身もそれに近いなという感覚を持っております。 

  なぜピカソは天才と言われるようになったか。これはその時代の求めているものや空気がき

っちり彼は読めている。人々が求めているものを具現するだけの技術力は持っていた。また、

生涯にわたって変貌し続けられた。一つの枠にとらわれないでいた。これを評して天才という

形でピカソは評されています。日本では岡本太郎とか池田満寿夫なんかはこれに近いものがあ

ります。正反対の例はゴッホですね。生涯１枚も絵を売った経験がございません。 

  私はこれは何を言うかというと、表現とはどういうものかということなんですけれども、卑

近な例でいくとＡＫＢ四十何とかというのがありますが、あれは彼女たちがすばらしいのか、

プロデュースした秋元氏がすばらしいのか、このどっちをとるかということで、ピカソは恐ら

く秋元氏に近いような生き方をしている。表現の度合いというものに関してはいろいろな考え

方がありまして、自分の表現、独自の表現がないが、またあるいは非常に弱いけれども、自分

のものにしようとする、これをパクリというそうです。自分自身の体を表現して、その自分の

独立した環境の中だけで同じ表現をしようとすると、まねと言われるそうです。素材をパクっ

て、これを自己表現で加工することによって、これはオマージュというんです、海外の場合は

オマージュといいます、引用とよく言いますけれども。だから自然を見て感動して絵を描く人

もいれば、人の作品からインスパイアを受けるという方もいるということです。ただし、その
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まま使っちゃいけませんよということで、自信を持って自分の力でいろいろ表現を変えていた

だきたい。 

  つまり、行政運営に当たっては、パクリも結構、まねも結構、多くの事例やそういったもの、

情報をどんどん取り入れていただいて、自分の力で自分のものにして、この町独自のものにし

て別のものを生み出していただきたい。こういう姿でこれから生きていっていただきたいとご

要望を申し上げます。 

  それでは、通告に従い質問いたします。 

  １、各種審議会・協議会・委員会について。 

  （１）設置の目的は。 

  （２）設置に当たっての人選の根拠と権限は。町長。 

  大きな２番、山ノ内町の教育について。 

  （１）山ノ内町はどのような教育を目指しているのか。 

  （２）教育の機会均等の意味をどう考えているか。町長、教育長、教育委員長。 

  大きな３番、小学校教育のあり方について。 

  （１）小学校あり方検討委員会のまとめの内容は具体的に公表されているか。 

  （２）教育委員会として検討委員会の意見についてどのようにとらえているか。 

  （３）「学校統合」について、教育委員会として、過去検討されてきた経過があるのか。検

討されているとしたら、どのような内容か。教育長、教育委員長。 

  以上、再質問は質問席にてお伺いします。 

議長（小渕茂昭君） 答弁を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 山本良一議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、１点目の各種審議会・協議会・委員会についての設置の目的はということでございま

すが、町が政策を実行または計画するに当たり、幅広く住民の方の意見を、声をお聞きし、行

政に生かすことが必要であることから設置しております。 

  また、設置に当たっての人選根拠と権限ということでございますが、地域や業種のバランス

等を考慮したり、専門的知識を有する方、あるいは各種団体等の推薦者、また女性の意見を反

映するということから、委員数のおおむね25％を目安とする人選や公募制を取り入れて行って

おります。現状ではどうしても役職委嘱が多くなりますことも現実であります。そのことがど

うのこうのということではなく、大局的にそれぞれ選ばれた委員の皆さんのほうのお立場でご

参加いただき、貴重なご意見もいただいておりますので、委員からいただいたご意見、ご提言

は、委員会内や答申とともに各種計画や行財政運営に反映させていただいてございます。 

  次に、２点目の山ノ内町の教育について２点、それから３点目の小学校教育のあり方につい

てのご質問をいただいておりますが、教育長からご答弁申し上げます。 
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  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 山ノ内町の教育について、１点目のご質問の山ノ内町はどのような教

育を目指しているのかという質問でありますが、３月議会でもお答えしたとおりであります。

長野県では教育基本法第１章第１条を踏まえて、知・徳・体が調和し、社会的に自立した人間

の育成ととらえております。山ノ内町もそれと同様に考えています。 

  義務教育として行われる普通教育は、各個人の有する能力を伸ばしつつ、社会において自立

的に生きる基礎を培い、社会人として必要とされる基本的な姿勢を養うことを目的に行われる

ものであり、文部科学省が定める小・中学校学習指導要領を確かに具現することだというふう

に考えています。 

  次に、教育の機会均等の意味をどう考えるかということでありますけれども、教育の機会の

保障は、憲法第26条の国民の教育を受ける権利を踏まえて、学校教育法第４条では、国や地方

公共団体が学校制度の構築や学校の設置、運営などによって、等しくその能力に応じた教育を

受ける権利の提供に努めなければならないというようにされていると思います。 

  次の３番目、小学校教育のあり方についての質問の１点目、あり方検討委員会のまとめの内

容が具体的に公表されているかという点につきましては、現在、マスコミ公表以外行っており

ませんが、６日の小林議員さんのご指摘を受けて、少しおくれたけれども、現在公表の準備中

であるということであります。 

  ２点目、教育委員会としての検討委員会の意見についてどのようにとらえているかというこ

とでありますけれども、貴重な意見をいただいたと理解しており、賛否両論はあるが、大多数

の委員さんはできるだけ早期に１校にしたほうがよいという意見が強かったと、このように理

解しております。今後は、それにできるだけ無理なく、子供の負担が少なくそれを具現する、

または近づけていくような具体策を考えていくというように考えています。 

  それから、３番目の「学校統合」について、教育委員会として過去検討してきた経過がある

のかというご質問でありますが、明確ではありませんが、私が教育長に就任した平成19年７月

現在で、既に教育委員会で話題とされたことであり、その結論は将来的には１校がよいという

ことでありました。ある資料を今までずっと見てきましたが、平成17年度に、小学校の保護者

に学校に関するアンケートというものをやっております。その中で、多分４つか５つの質問項

目がありましたが、その中の１つに、複式学級についてどう考えるかの質問がありました。そ

のときは統廃合は必要ないが55％、統廃合が必要、これが40％という結果が保護者に報告され

ています。それ以後、定例の教育委員会のたびにそのことが話題にされ、ポイント、ポイント

がこっちのほうへ記録が残っている、こういうことであります。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） 審議会についてから入らせていただきますが、言葉は非常に悪いんですけ
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れども、アリバイづくりというか、言いわけに使われるような部分が若干感じられるんです。

その審議会なんですけれども、具体的な例でいくと、今回の福祉の関係で運営協議会というの

がありますね。税務課長かなんかが答弁なさっていますが、その答申に従い、町は行ったとい

うことで、私ども、運協にたまたま参加していますもので、渡辺議員の非常にもっともなご質

問に対しては、町が責められるというよりも、運協の委員が責められているような気がしてな

らないんですけれども、どうお考えですか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） 国保の運営協議会、これにつきましては、国民健康保険法の第11

条で、国民健康保険事業の運営に関する重要な事項を審議するために市町村に置くというよう

な根拠の中で設置をしているものでございまして、あくまで今回の税の関係につきましては、

町から運協のほうへ町の考えをお示しをした中で、それについていろいろご意見を伺うという

ようなことでございます。それを参考にまた町が方針等を決定していくというふうなことでご

ざいます。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） その進め方なんですけれども、町からいろいろな情勢、それから数字を出

されるでしょう。それで見込みも出される。その中で運営協議会の委員さんはみんな話すわけ

ですよ。ただし、今回もたまたまその中では、基金もここで積もうじゃないかという意見もあ

ったんですが、財政上とてもそんな余裕はないと、ぎりぎりであるという形での、もうやむを

得ずの9.8％という形のあれで通した。ところが、22年度、23年度、24年度、今回その5,000万

も減っちゃうよという感じに関しては、値上げのときだけはその運協の役員さんには声をかけ

るんですが、値下げをするにつけては一方的にやっちゃうというのは、これはどういうわけで

すか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） これにつきましては、確かに運協の皆さんには、現在のところ、

詳細なご報告は申し上げてございませんが、例年、決算の内容等につきましては、最初の第１

回の運協のところで毎回ご報告等させていただいておりますので、今回もそんなつもりでいた

ということでございます。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） ですから、7,000万をいただくよという形で大英断であるという形で、委

員長さんが、町長が大英断だと言ったんですけれども、二千数百万じゃ、大は抜けちゃう英断

程度の金額になっちゃうわけですよね。町民の値上げ分だけその間固定しているでしょう。そ

うすると、本当に悪い言い方ですけれども、危ない数字を出させておいて、値上げだけはその

ままいくけれども、町から出す分はは自由自在に減ると。運協の中では、減った分については

どうのこうのという話は一切報告を受けていませんが、どうですか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 
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健康福祉課長（河野雅男君） 確かに、運協のほうにはまだお話は申し上げておりません。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） もう一つ、その言い方なんだけれども、要するに、足りない分だけ一財で

持つよと。余っちゃった場合は一財に戻っちゃうよと、そういう説明も受けていないんだよね。

だから、ここら辺がどんなもんですかね。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） そのことは22年度のことでしょうか、23年度のことでしょうか。 

９番（山本良一君） ３年度。 

健康福祉課長（河野雅男君） 22年度につきましては、たしか21.4％はご負担いただくんだと、

あと足りない、43％上げるには忍びないというんですかね、ご負担が多過ぎるということで、

約半分、21.4％値上げで、残りについては町のほうで負担をさせていただくということでござ

いまして、それが7,400で済むか、もっとふえるか減るかというのは結果でございましたので、

結果的には不足する分を補てんするというようなことでございました。 

  23年度につきましては、その辺の話はたしかしていなかったと思います。18.2％の値上げの

負担になってしまうんですが、やはり法定外の繰り入れ3,000万を投入して、ぎりぎりの中で

約半分の9.8％の負担をいただくというようなことで町の考えを示しまして、それについてご

審議をいただいたということでございます。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） だから、その審議会とか協議会、たまたま小学校のあり方検討委員会の場

合も、昨日の例でいってもそうなんですけれども、個人であるか団体の長であるかという面が

非常に微妙なんですね。区長になりますと、例えば南部だ東部だという形で区長として人選さ

れる。それは個人なのか、あるいは区を代表する人としてなのか、その辺をはっきりしていた

だきたい。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） ご指摘はわかりましたが、第１回目のときに、資料等々を説明した後、

これから年末年始で正月等々があるから、地域の人や、あるいはそれぞれの最寄りの団体のと

ころでまたそんなような話もしてくれというふうに教育次長が、吉池次長がそういうような話

をして閉会にしたと私は覚えております。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） ということは、個人じゃなくて地域の代表としてのということですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 公募した委員さんはまたちょっと話が違うと思うんですけれども、そ

れぞれの団体を職名委嘱というか、そいうことでやったんだというふうに思います。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） そこら辺、非常に難しいんですけれども、例えば今回の小学校あり方委員
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会のときに、要するに南部から出てきて、じゃ南部を代表しているんだととらえられて、この

人がこう言ったから、じゃ南部はこうだよというふうにお考えになる、そういうことですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 一概には言えないんですけれども、人によって違うと思うんですけれ

ども、今までの発言の中で、今の南部のことを言えば、南部協議会で話をしたときにはこうだ

ったよという発言はありますよね。私、記憶しております。 

９番（山本良一君） それ議事録あるの。 

教育長（青木大一郎君） ええ、だから全く個人というわけでもないというふうに思います。た

だ、言われれば、その辺のところを明確にしておくことが今後必要だなというふうに思います。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） 今後はどうかわからない。とても大切なんですよ。だから、東部に関して

は東部の多分区長会長が言ったとか、南部は南協の会長がいて、西部がうんと言ったんだから

西部はオーケーだよと、そういうふうに行政がとらえられるんだと、今度は職名委嘱を受けた

人が意見を言えなくなりますよ。どう思いますか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） ご指摘のところはわかりますけれども、委員さんによっては、わざわ

ざそのような会合のときにそれを話題にして、考えを持ってきたという方もおります。混在し

ている部分も確かにあると思いますので、今後お願いするときにはその辺のところを明確にし

ていきたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） これ明確にしたら、発言できない人も出てきちゃうと思うぐらい難しい問

題なんですけれども、そこのところ、本当に今度ははっきりしてください。だから、はっきり

した場合は、受けられない人が出るという可能性がありますね、この問題に関しては。だから、

そこら辺が非常に難しい。行政というのは、区長をばらまいておいて地域の声を聞いたという

実績をつくっちゃいますから、これはちょっと問題が多いなということでご指摘しておきます。 

  それから、山ノ内町の教育についてなんですけれども、今の機会均等という形で、障害者の

教育というものがうんと取り入れられているんですけれども、これに対しては特別にどんなお

考えがございますか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 児玉信治議員さんのことにかかわることだというふうに私は思ってお

ります。子供の就学のことにつきましては、初日に話をしましたけれども、就学相談委員会の

結果を十分踏まえてやることがいいと。ただし、障害者基本法ですか、改定もあって、できる

だけ普通の人たちと一緒にする活動を多くしなさいというようなことで来ていることも承知し

ておりますけれども、その障害の程度にもよります。そういうことで、できる範囲で学校では

やっているはずだというふうに思います。 
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議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） 今、教育の機会均等というので今発言なさった、国及び地方公共団体は、

障害のある者が、その障害の状態に応じ、十分な教育が受けられるよう、教育上必要な支援を

講じなければならなというのが教育基本法ですね。こちらの障害者基本法のほうでいくと、ど

こでだれと生活するか、選択の機会が障害者に確保されている。障害者自身ですよ、確保され

ていて、地域の社会の他の人にとって共生することは絶対妨げられないというのが書いてある。

昨日の児玉児玉信治さんの質問に対する回答は、なるほどもっともなんですけれども、すべて

決めた後、担任を通じて保護者に言うと。保護者の意思を無視してまでは執行しませんよと言

っているね。そうじゃないですよ。保護者の意思と障害者本人の意思が決定に当たり必要なん

ですよ。私はそう思いますけれども。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 例えばというような話で言うと、ＣなりＤなりの判例があっても、学

校であなたＣだからこっちですよ、Ｄだからこっちですよとそのような指導はいたしません。

あなたのこれからの力を伸ばすにはこのほうがいいですよ、こういう選択肢もありますよと、

そういうことをやって、なおかつ保護者が子供のことを見たりして最終的には決定するんです。

だから、ＣあるいはＤであったけれども、いや、どうしても私は普通学級でというふうになれ

ば、それは私どものほうで曲げてこっちでやるというふうなことは絶対にやっていません。や

るときには保護者の了解やそういうものがなければやっちゃいけないことになっている。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） 法律に決まっている、それは当然なことなんですけれども、先般、福祉の

基本法、基本プランを町で検討している中で、高水福祉会から来ていらっしゃる委員の方が、

要するに飯山養護学級も減っていると、なぜ減っているかというのがこれなんです。要するに

一般の学校へみんなが共通に行くような形がこれからは共生という形で求められているから、

そういう時代になっていますよということですから、できるだけそういう方向で検討していた

だくのが筋だと思いますけれども、いかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） そのとおりだと思います。ただし、障害の程度というものがある。そ

こはわかっていただきたい。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） 当然程度はわかります。ただ、一つの発想で、きのうの発言の中で、親御

さんが親御さんの意思で、じゃという形で学校に入られたら、子供が不幸だと断言なさった。

子供に不幸だと断言なさっている。議事録見てもらえばわかります。これはちょっと問題があ

りますので、子供は不幸というものは断定できません、教育長にはね。子供の幸せというのは

やっぱり子供自身が決めるものですよね。 
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  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 子供にとっていい環境とは言えないと。私はそう思います。じゃ、も

し不幸ということが、子供の将来にとっていい環境だとは言えない思う。その環境を選んだと

いうことだけ私は言えると思います。 

  以上。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） だから、それは教育長がそう思うということで、いいんですね、そう思っ

ているという個人的なことだね。要するに形としてはそうでなく、この方針どおり、いわゆる

法律の方針どおり教育委員会はやっていますよということでいいんですね。わかりました。そ

ういうふうに、じゃ解釈させていただきます。 

  さて、それじゃ、小学校のあり方について入っていきます。 

  この小学校あり方検討委員会のまとめの内容がこれから公開されるということは非常に喜ば

しいんですが、それ以前に、何か非常に誤解されていると、勘違いされている部分があるよう

に私感じられるんで、あり方委員会が最初に開かれたときの委嘱に関しての文書、私が読むと

時間食っちゃいますんで、そちらで読んでいただけますか。 

議長（小渕茂昭君） 教育次長。 

教育次長（大井良元君） お願い文じゃなくて趣意書という。 

９番（山本良一君） 趣意書、趣意書。 

教育次長（大井良元君） 趣意書でよろしいですか。 

  山ノ内町小学校あり方検討委員会（仮称）の設置趣旨。山ノ内町教育委員会。 

  これまで我が国の教育は、教育の機会均等の理念のもとに、教育の普及拡大と教育水準の向

上が図られ、社会経済の発展に大きく寄与してきました。しかしながら、科学技術の進歩、情

報化、国際化、少子高齢化など、我が国の教育をめぐる状況が大きく変化し、学力向上、不登

校、いじめなどさまざまな課題が生じています。このような状況のもと、新たなふさわしい教

育が求められており、教育環境についても新たな視点で検討することが必要であると考えられ

ています。 

  現在、山ノ内町の小学校におきましては、少子化の影響により４小学校中、３小学校では１

学年１学級の編成となっており、平成27年度になると、もう１校も同様の状況になります。加

え、既に国基準による学級編制では複式となるべきところ、県の措置として先生が特別に加配

され、何とか複式学級が解消されているのが現状であります。しかも、このまま移行すると、

平成29年度には複式学級も生まれることが確実視されています。このため、山ノ内町の将来を

担う子供たち一人ひとりの学習、生活の場としてふさわしい教育環境づくりについて検討すべ

き時期に来ていると考えています。もちろん、地域とのかかわりなども踏まえることも必要と

考えられますが、まずは子供たちの教育のあり方がどうあるべきかを中心に、小学校のあり方
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検討委員会（仮称）を設置し、適切な教育環境等について山ノ内町全体の課題として検討する

ことが必要です。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） ですから、きのう湯本市蔵議員が言われたように、小学校の教育のあり方

という形で、具体的な諮問はないんですよね。それが、あるときから突然、新聞記事か教育長

の談話とかそういうような感じはあるんですけれども、何か統合の審議会みたいな感じの報道

が乱れ飛んでいる。賛成が何人、反対何人。賛成が何人いたっていいんですよ、意見だから、

すべて。羅列、一緒なの。数なんか関係ない。決をとっているわけじゃないんですよ。たしか

恐らくそういう会議ですよね、あの会議は。決なんかとっていませんね。どうですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） ちょっと質問されている意図はよくわかりませんけれども、ここの一

番最後にこういうことがありますね。まずは子供たちの教育のあり方がどうあるべきかを中心

に、小学校あり方検討委員会を設置すると。どうあるべきかを中心に検討しているんだと、こ

ういう理解をしている。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） ですから、わかるんですよ。教育長はあり方というのは統合だと思ってい

る。私のあり方というのは、どうあるべきかと純粋に思っている。そこにずれがあるんですよ。

ずれ。要するに、あり方というのはいっぱいあるわけですよ、いっぱいの部分。まともに私ど

もはまじめにそう考えちゃったから、何で統合で一本に絞る、だったら最初から統合を検討す

る運営審議会にしちゃったほうが早いわけですよ。そうでなくて、山ノ内町の小学校の教育に

ついて自由闊達に話すような会が、あるときから突然意見が、ある地域ですり合わせてそうい

う意見を出してきた地域がある、たまたまね。そうしたら、突然新聞記事とかなんかが一斉に

ついて反対派だ、賛成派だ、反対の人も賛成の人も対等にいるんですよ、こんな会議は。その

会の話をしっかり聞いて、じゃ教育委員会がどう考えるかというのが問われるんで、反対が多

いだ、賛成が少ないだ、そういう話へ持っていくというのは非常におかしいと思うんですけれ

ども、どうですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） １つのことを見るときに、賛成も反対もいるということは承知してい

ます。その数の比率というのは、これは非常に大事なことだと私は思っています。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） 非常に簡単な話なんだけれども、先ほども言われました委員の人選に当た

ってなんですけれども、ああだったからこう言っちゃったけれども、実際は違うよねという程

度の人がいるわけですよ。あの場だからこう言っちゃったけれども、実際おれの本音は違うよ

とはっきり言っちゃう人がいる。そういうクラスのカウント１とか、いろいろやるんじゃなく
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て、当初方針どおり、要するに今の漠然としたという形で、こういう意見があった、ああいう

意見があったという形での委員会にすべきだと私は本当は思うんですけれども、ただもう報道

とかも先走っていますからそうなっちゃっている。 

  それで、もう一つ言えるのは、教育長ですよね、前議会のときにあり方委員会の意見を十分

尊重すると言った、意見を。数じゃないんですよ、意見。１人の意見も意見なんですよ。とこ

ろが、１人の意見は、何か教育長の話によると、たった１人の反対派という感じに聞こえちゃ

うんですが、いかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 直ちに１校にすべきという意見が非常に多かった。それと相反するも

のは１つ、今のままでいいというのは１人だった。これは数字の上からそうだと、そういうふ

うに私は見えるんです。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） そこまで言われちゃうとまた面倒になっちゃうんですけれども、じゃ、あ

り方検討委員会のまとめの内容、今後報道するというんだからもういいわけで、今ここにいる

議員の皆さんに全部読んでください。わずかな文章ですから。 

議長（小渕茂昭君） 教育次長。 

教育次長（大井良元君） それでは、お読みします。 

  教育委員会あてということで、山ノ内町小学校あり方検討委員会委員長、荻原保儀。 

  委員会では、「小学校の今後のふさわし環境はどうあるべきか」をテーマに検討を重ねてま

いりました。２年にわたり、各委員会が地域の声を持ち寄って意見交換に努め、テーマに沿っ

たまとめをいたしました。教育現場が新年度を迎えようとしている今、ここに検討の結果を報

告します。 

  すみません、最初の日づけが平成24年３月22日となっております。 

  ○教育の機会均等の観点から、どの子供にも６年間の充実した小学校教育が保障されるよう

に一層の環境改善を図られたい。 

  一つ、適正規模の学級編制。少人数のよさはあるものの、子供同士の学び合いは適正規模で、

しかも複数の学級が編成されることによって成り立つ。１学級人数は20人から30人が適当であ

る。 

  一つ、教員配置。これまで、町は県の加配に頼って、学級の維持と教員の配置を行ってきた。

さらに、今年度は町単独で加配教員をつけて学校教育の維持を図ろうとしている。このことに

対して、感謝の極みである。今後は、これと同様の状況が数校に拡大することになる。 

  一つ、学力の向上。どの子供にも学力を保障する教育体制が必要になっている。せっかく身

につけた知識理解が実際に生きて働く力となった充実感を子供みずからが実感できることが大

切である。そして、より広い社会生活の中で認められることが必要である。このことによって、

学び、生きることへの関心や意欲が拡大するように期待する。 
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  ○多数の委員さんは、できるだけ早期に１校にしたほうがよいとの意見があります。しかし、

一方では現状のままでよい、少人数のメリットを生かすべきだ、コストの面についても考えて

進めるべきだとの少数意見もありますので、今後教育委員会でこれらを踏まえて方向づけをさ

れたい。 

  以上であります。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） 全議員の皆さん、今お聞きになったんですけれども、これはどこからもほ

とんど統合の意味が浮かばない文章なんですよ、これ日本語で読んでいくと。山ノ内町の例え

ば教育委員会、あるいはこういう議会の中で報道は進められているからそう思っちゃいますけ

れども、これ日本じゅうどこか持っていって、この文書でだから４校が１校統合した、全然理

由が日本語として成立しないと思うんですが、いかがですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 今、統合じゃなくて、小学校のあり方はどうであるかという、そのこ

とについて言ってるんじゃないですか。それで、多くの方はできるだけ早期にこうしたほうが

いいよと、こう言っているんです。こういう意見もありますよという、そういうあり方検討委

員会の方向じゃないですか。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） いや、そういうふうに冷静に言っていてもらえばいいんで、要するに上か

ら下までは、１番から４番というのはほとんど統合の理由にならない。４番なんか特に何の意

味もない。こんなの教育基本法そのもの。４番目の中では、委員の中の多数の人はと言います

けれども、これは現実問題として、地域の中で話し合ったりアンケートをとった地域がたまた

まあっただけ。ほかの地域にとっては地域の中で何ら話し合いが行われていないから、ああ、

そうなんですかと聞いただけ。そういう段階の中で、これを多数、少数で分けること自体が私

は問題だと思うと。今の最後ですね、丸印がついた最後のところで、こういう意見もあるから、

十分検討しと言っているけれども、じゃどこでその少数意見を検討なさったんですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） こういう少数意見もあるということを踏まえて、定例の教育委員会で

具体的な方向を考えていくということです。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） じゃ、教育委員長さんにお伺いしますけれども、例えばきのうも話題にな

りました統合に関して、31年の通達、48年の通達、教育委員会の中で審議されたことはござい

ますか。 

議長（小渕茂昭君） 小野澤教育委員長。 

教育委員長（小野澤昭三君） 先ほど教育長がお答えしたとおり、ほぼ定例の中で毎回、それか

ら先ほどもそんなお話がありましたけれども、それ以前から随分そのことについてはかなりの
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検討をされていると、そういうふうに認識しています。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） ちょっと違うんですよ。要するに文部省の通達、統合に関する文部省の通

達は２本出ている。31年と48年。これを教育委員会では、教育長あてに通達が出ていますから、

それは伝わっているはずなので、教育長は通達31年のはちょっとあれですけれども、48年のは

ちょっと認識ないようですけれども、お読みになっている、これは教育委員会に伝わっていま

すか。統合というのは非常に大切な問題だから、文部省が、要するにお役所の一番大好きな文

部省、いわゆる文科省が、一番好きなところが通達を出している、２本。これ以降通達は出て

いません、統合に関しては。これに関して教育委員会では検討された経緯がありますか。 

議長（小渕茂昭君） 小野澤教育委員長。 

教育委員長（小野澤昭三君） この教育の文部省の内容につきましては、正直申し上げて細かく

は検討はしてございません。しかしながら、書類としては、それからまた教育長とはその話を、

我々の間では話をした経緯がございます。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） じゃ、その認識なさっているという段階で、じゃ31年の通達が出た後、48

年の通達が出た趣旨、どうお考えですか。 

議長（小渕茂昭君） 小野澤教育委員長。 

教育委員長（小野澤昭三君） 全国的にも見て少子化と、そういう中で当町も当然そういう傾向、

より以上に子供の減り方も激しいと。そういうふうな関係で、ましてや我々は、この間もお話

ししたように、北部出身だということも含めまして、早急にそのことは検討しなくちゃいけな

いなというふうには思っています。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） 新任なんであれなんで、これは31年にそういうお考え、48年は急ぐなと、

慌てて出しています。小規模校の利点、学校を置いたほう、充実するほうが好ましい場合もあ

ることに留意せよと。児童・生徒との触れ合い、それから地域との問題、統合を急ぐなという

形で、あえてこれは48年に出ているんです、打ち消して。それ以後出ていませんから、これは

まだ生きています。これを聞いてどうですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 小規模校、大規模校、それぞれよさ、特長もある。だけれども、小規

模校でも少人数でも、限度がある。実際のところ、この間小野澤委員長さん言われたように、

もうこれで女の子１人きりだ、それで本当に適正な学級かと、私はそう思います。小規模校の

よさもわかるけれども、限度がある。そう思います。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） それは当然のことだ。当然のことで、例えば今言われる北部の場合に、あ

れだけ保護者の方が数字まで出されて、要するにこういう形でこうだというのはみんな理解し
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ているんですよ。みんな理解しているんですが、山ノ内にほかに３つある。３つのことを理解

して話を進められていますかというと、そうじゃない。これはもう一方的に、今の状態では何

もない。子供にアンケートとらない、地域には固まったら説明会を開く。これはさっき言った

障害者に対する考え方と全く一緒で、お上が決めて、こう決めましたからどうですか、これ説

明会。そうじゃないんですよ。そうじゃなくても、今すぐ各地へ行って、これこれこういう状

態だと。じゃはっきり言っていいでしょう。北小学校はこうだと。皆さん方のところはこうだ

と。こう冷静に出して、じゃどうするのと。こういうふうに情報を出して速やかに言わなきゃ、

教育委員会で全部これ背負いますよ。これ大変なことになりますから。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） ご指摘はわかりました。私も今までずっと話をして、きっかけは北小

学校の複式云々ということで話は出したけれども、今、西小学校も、南小学校も、来年、再来

年になれば入学する子どもたち十何人になるんですよ。だから、適正ということを言っている

じゃないですか。と私は思います。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） あのね、ＷＨＯでは適正なんですよ。ただし、青木教育長の考えでは、私

の町は私の町、世界のことは別という形だから、世界標準なんて意味ないんですけれども、世

界標準では、明らかにＷＨＯは指摘しているんですよ、100人以下にしろと、小学校６年間で。

この事実がまずある。 

  それと、これもう一つ資料があるんですけれども、これ何ですか、国立教育政策研究所とい

うところが平成21年度、統合をした小学校480校、中学校128校のアンケート調査しています。

これまた後でごらんになってもらえばいいんですが、全国の統合しちゃったところですよ。し

ちゃったところのアンケートが今回開かれた。そうすると、これは大変なんですけれども、児

童・生徒数をふやす手段として学校統合を促進する方策についてのアンケートを、統合が既に

済んだ学校に対してやっています。「学校統合はやむを得ない」が37％、「無理な統合を避け

る」24、「小学校はぎりぎりまで残しなさい」15、「具体的な対策を講ずるべきである」18と

いう形で、これ統合しちゃった学校がこういう結果を出しています。こういうことも十分教育

委員会、あるいは教育委員会事務局も調べればすぐわかることなんですから、こういうものを

全部示してやっていただきたい。要するに、あり方検討委員会でこうなったからこう、十何人

いたからどうの、全然問題ないです。だって、アンケート調査をとってきた学校は、パイの数

が９とか10単位でほとんどの人がという学校ですよ。片方は100人、200人の学校ですよ。ここ

に何の意見も聞いていないですよ、今。恐ろしいじゃないですか。何で聞こうとしないか。あ

るいは北小学校の、前回も提案しましたよね、北部の小学生に、北小学校はどんな学校か、い

い学校か悪い学校かというアンケートをとらせてみてくださいよ。北小の生徒は絶対に嫌な学

校なんて言わないですから、どうですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 
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教育長（青木大一郎君） 私もそう思います。またそうでなきゃいけないと思う。ただ、そうい

う部分もありながら、大人はもっと先のことを見て考えていると私は思います。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） 大人はその時代で流される方もおりますし、流行もありますので、学力と

かなんかも非常に不安だと。ちなみに、いろいろ簡単な例を出しますけれども、例えば今困っ

ていると。困っているからじゃどうしよう、じゃ大きなところに行けばというと、統合に関し

てですけれども、１つの例ですよ。４が１でないならずっと我慢するという先生の方もいらっ

しゃる。いいですか、段階的じゃ嫌だというんだ。これは本当にまことに理解しづらい部分な

んですよ。もうすぐ対応したらどうと、どっかでね。それで時間をたてればというんだけれど

も、それは嫌だと、いやいや４が１じゃなきゃだめだ、こういう人もいるんですけれども、こ

れに関してはどう思いますか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 今お聞きしながら、最初に私が保育園の人数少ないところの保護者会

に出たときに、それでまたその後の聞いたときに、はっきり地区出しますけれども、北部の方

は便宜的に西と一緒になると、何でおれらのほうだけなんだ、おれはそんなら反対だと。４小

一緒だったらいいけれども、おれらが西へ行く、何でおらほうだけ西に行かなきゃいけないん

だという方、非常に多いですよ、私。今のとそっくりだと思います。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） ですから情報不足。これ４小ともどもについて情報不足。要するに困った

から統合しなきゃならないと思い込んじゃっている節もあるし、実際にはこういう手段もある、

ああいう手段もある。学区制廃止だってあるでしょうし、山村留学だってあると。いろいろな

手段もある。それから、４が３もあるし、４が２もあるし、４が１もある。４が４だって場合

によってはあり得る。その状態で、フリーの中で各地域の人に本当に屈託なくやってもらいた

い。あのね、時代だからというふうな形でいろいろな解釈をなさる方、多いんですよね。ただ

時代なんていうものは何もつくってくれない。時代というのは私たちがつくっていかないけな

い。だから、時代だからなんていう形ではなくて、じゃどういう教育にしたいか、こういうあ

り方検討委員会を私は欲していたんですが、２年間で５回もといいますけれども、１年目は渡

辺議員が２回出ただけで、１回目は開会のとき、２回目はさよならのときですね。３回目の僕

が３回目。これは４小のいいところを見て歩こうと見たんですよ。４回目、４小のいいところ、

感想を述べなさい。私、あれがよかった、これがみんなよかったと言ったら、第５回目、まと

めます。これね、２年間で４回もと言いますけれども、２年間で４回しか開かなかったんです

よ、この大切な会を、私たちに言わせると。そこら辺どう思いますか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） １回目をやるときに、私どもは必要最小限の資料はお配りしたはずで

す。そこはどういうふうにごらんになっておるんですか。どうですか。 
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９番（山本良一君） １回目ってあっちか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） 回数とすれば最終的にはそうだけれども、判断するだけの資料は、私

はこっちのほうで出したというふうには考えます。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） 資料がだから前回出ちゃって、次回こっちにしたと。こっちは資料ないね。

流れとして。 

  要するに教育委員長さんも教育長さんも、２年間にわたり５回もと。５回って、２年間で５

回しかなんですよ。２年間というと700日以上ある。その中でたった５回。５回目はもうまと

め。これは非常に拙速なんだよ。だから拙速なのはやめましょうと。地域へ戻っていろいろな

情報を出しなさいというのが私の理論で、これは反対派でも何でもない。現状ではだれも理解

しないまま押し切られますと。これはだめですよということで、これは反対論でも何でもない。

賛成する理由をお示しくださいに近い。どうですか。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） ５回を多く感じるか少なく感じるか、それはその間何をしていたんで

すか。考えていなかったのという部分になるものですからね。だから、一概に多いとか少ない

とかと言えないだ。どういう意識でその資料を見て、どういう意識で日常生活というのを送っ

ているかというのと違うじゃないですか。私はそう思いますよ。それをもってして云々という

ことを言ったって、それこそ全部そこまでは考えられませんわね。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） あのね、私は資料いただいていないんです。私は資料をいただいていない

けれども、自分で資料をそろえましたよ。私は考えています。ただし、区長さんで役職で入っ

た人に関しては、ふだんはもっと仕事をやっているんです。あり方検討委員会に来る時間なん

かないんですよ、本当は忙しくて。年間何日も出るんだから、区長というのは。だから、もっ

と充実した形で、その会をもっと充実して資料ももっとそろえていただきたいと、逆にお願い

したいですよ。 

議長（小渕茂昭君） 青木教育長。 

教育長（青木大一郎君） わかりました。 

議長（小渕茂昭君） ９番 山本良一君。 

９番（山本良一君） まあまあ、これはまとめということですよね。じゃ、１つだけご要望して

おきます。 

  これはちょっと話が変わるんですけれども、発達障害の児童、これに対して福祉相談員とい

うのがもう手いっぱいなんですよ、福祉課のほうでは。何で手いっぱいかというと、就学指導

で手いっぱい。これはおかしいと思いませんか。教育委員会が教育相談員とか何かあるんじゃ

ないですか。こちらが担当すべきということがもう手いっぱい、福祉はね。この間の福祉のあ
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り方を考える中でも、教育はこんなに大きな問題なのに、教育委員会の人というのはオブザー

バーでも来ないというのは、ちょっとこの役場縦割りはともかくとして、おれはおかしいと思

うので、ここら辺だけちょっと教育委員会で検討していただきたいと申し添えて、質問を終わ

らせていただきます。 

議長（小渕茂昭君） 制限時間となりましたので、９番 山本良一君の質問を終わります。 

  ここで昼食のため、午後１時まで休憩します。 

 （休 憩）          （午前１１時４２分） 

─────────────────────────────────────────────── 

 （再 開）          （午後 １時００分） 

議長（小渕茂昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君の質問を認めます。 

  11番 徳竹栄子君、登壇。 

（１１番 徳竹栄子君登壇） 

１１番（徳竹栄子君） 最後の質問者となりました。 

  本日の信濃毎日新聞の一面に、当町が町内全域をエコパーク移行地域に設定し、農産物など

のブランド化を含む地域の魅力を向上させていく方向を示したという記事が記載されておりま

した。まさに本日の私の質問と相通ずるものと感じました。 

  今回の質問の地域ブランドとは、地域の持つ資源を活用し、差別化された商品やサービスを

開発してお客様から特別の評価をいただき、地域のイメージを高め、地域外から人、物、お金

の取り込みをする地域活性化の切り札とも言われ、各地で戦略的に取り組まれております。 

  当町では、既に志賀高原、北志賀高原のスキーやグリーンシーズン、平地温泉の観光など、

ブランドがあります。また、農業関係でも、リンゴや桃、ブドウ、ブルーベリーなどの果樹に

おいてブランド化され、当町の基幹産業となっております。しかし、現在は消費者ニーズの変

化により、お客様の求めるものと違うと売れない、よいものだから、安いからだからと売れな

い、楽しいとかおもしろい、感動、満足感といった気持ちにつがなるものでないと売れなくな

っています。観光客減少などが進んでいる中、ブランド維持のためにさらなる魅力や付加価値

をつけることが求められる状況であると考えます。 

  当町の魅力、宝物を改めて見つめる、今回はこのような観点で、地域ブランドの強化と基幹

産業の活性化についてお聞きしてまいりたいと思います。 

  それでは、通告に従い質問いたします。 

  １、地域ブランド力の強化と基幹産業の活性化について。 

  （１）志賀・北志賀・平地温泉において集客力の高いブランド力の強化策はどのように図ら

れ、何が強化され、その効果はどこにどのようにあらわれていると考えるか。 

  （２）農産物のブランド強化策はどのように図られ、どこが強化され、どのような効果があ
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らわれているかと考えるか。 

  ２、行政に対する苦情・要望等の処理について。 

  （１）住民が直接行政に申し出る要望・不満・不服等の件数の現状は。 

  （２）現状の対処と処理の方法は。 

  （３）処理結果は文書化等されているか。 

  再質問は質問席にて行います。 

議長（小渕茂昭君） 答弁を求めます。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 今議会の最後の一般質問ということになりましたけれども、徳竹栄子議員

のご質問にお答えしてまいりたいと思います。 

  まず、１番目の地域ブランド力の強化と基幹産業の活性化について、（１）の志賀・北志

賀・平地温泉において、集客力の高いブランド力の強化策はどのように図られ、何が強化され、

その効果はどこにどのようにあらわれているかとのご質問でございますが、観光関係者ととも

に行ってきた宣伝活動により、町内の観光地の認知度は全国的にも高まっていると考えており

ます。常に継続し、強化をさせていく努力を怠ることはできません。観光交流ビジョンの柱で

もありますインバウンド強化においても、地域ブランドというべき認知度の高いスノーモンキ

ー、あるいはスノーモンキータウンを財産と考えるべきで、事実、宣伝活動などにおいては、

これによって前段の説明を省略できる切り札でもあります。地域ブランドの観点からすれば、

関係者の長きにわたる取り組みから認知度が高まっていくものと考えます。 

  また、ユネスコエコパークは、ブランド化の推進にとって大切にかつ積極的に活用できるよ

うに取り組んでまいりたいと思っております。また、立教大学との委託契約により、マーケテ

ィング調査費を計上しております。ここでは、町内の観光資源の認知度も秋にかけて調査して

まいりたいと思います。その結果をもとにして、さらなるブランド力の強化についても効果的

かつ効率的に施策を講じてまいりたいと考えてございます。 

  次に、（２）の農産物のブランド化の強化についてのご質問でございますが、町内産と他産

地の差別化、市場での優位性の確保、消費者からの信頼などを図るため、ＪＡ等の関係団体や

生産者が行う農産物のブランド化につながる取り組みに対して、有望品種の苗木導入や種なし

ブドウの薬剤補助など、さまざまな支援を講じるとともに、この５年間、東京、名古屋、大阪

の市場、大手デパート、コープ、仲卸などトップセールスを行い、積極的に販売推進の後押し

をしてまいりました。また、それ以上に、生産者やＪＡなどの関係団体の日々の努力により、

安全・安心でおいしい農産物が生産されており、結果して市場や有名デパートでも高い評価を

得ていることにつながっていると思っております。今後ともＪＡとの連携を強化し、ブランド

農業推進とともに、通常の農産物の販売も含めて、一層農家の皆さんが元気が出て農業を営め

るように努めてまいりたいと考えております。 
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  次に、２点目の行政に対する苦情・要望についての処理について、３点のご質問でございま

すが、総務課長からご答弁申し上げます。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） それでは、行政に対します苦情・要望等の処理につきまして、住民の

皆さんが直接行政に申し出る要望、不満、不服等の件数の状況はとのご質問でございますが、

件数につきましては、直接各課に申し出られるものが大半でございますので、その件につきま

してはそれぞれ各課で対応してございまして、件数についてどこまでが不満であったり、どこ

までが要望であるかちょっと区別がつかない状況であります件もありまして、件数につきまし

ては把握はできません。 

  次に、23年度の結果で申しますと、玄関に備えておりますご意見箱につきましては、１件ご

意見がございました。次に、町のホームページからのご意見につきましては５件ございました。

あと、郵便の封書でのご意見につきましては３件ございました。 

  次に、現状の対応と処理の方法はとのご質問でございますが、各課等へ申し出された苦情、

要望につきましては、軽微なものであれば課長等の判断で対応し、また各課等に関連する事項

であれば、合同での協議をし、検討をして対処をしてございます。また、内容について必要な

事項であれば、理事者と協議をして対応もしてございます。 

  続きまして、ご意見箱とホームページ、封書からのご意見につきましては、関係各課でまず

その内容について内容の調査をしまして、こちらに文書化をして戻ってきますので、それによ

り、あて先があるものについては報告をしてございます。ないものにつきましては、そのまま

処理をつづりでつづってございまして、機会があれば、違った形の中で広報やまのうち等で処

理した例もございます。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） それでは、再質問いたします。 

  今、るる町長より、我が町でいろいろな取り組みを十分しているということでは承知はして

おりますけれども、されど厳しい我が観光の産業であります。 

  私は何か１つ、もう一つ何か足りないのではないかという思いで今回質問いたしました。最

初に、まずブランドのことについて説明と、ちょっと確認をさせていただきます。 

  これにはいろいろな一定の条件とか規定、そして手法があります。これはお客様の差別化と、

それからお客様から特別の評価をいただくという、そういったものがまず条件になっておりま

して、その差別化に必要な条件というのは、地域に持っている資源の優位性であります。この

資源の優位性については、観光ビジョンの17ページに明記されておりますので、私はこの我が

町の資源の優位性をいかに生かして今現在施策に取っかかっているかということについて、も

う一度見直していただくという意味でご質問いたします。やはりお客様からこの資源の優位性
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を特別評価していただいて、ニーズに合った、楽しい、おもしろい、満足、感動する、そうい

ったものが必要であると。こういうことを含めて、志賀高原、北志賀高原、スキー観光、グリ

ーシーズンについて聞かせていただきます。 

  それでは、まず志賀高原のスキー観光の資源の優位性についてはどのように考えていらっし

ゃいますか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 大変変化に富んだ自然があり、そしてそれぞれのゲレンデにリフトだとか

ホテルだとか、いろいろなものがございます。そして、また雪質が大変よかったり、温泉があ

ったり、そういったことの中で、あすもスキー100周年の記念式典が行われますけれども、や

っぱり志賀高原というのは日本の三大スキー場、かつては国際スキー場として認知されている

場所でございます。蔵王、ニセコ、志賀と言われれば、それだけブランド力も高かった。それ

はやっぱり今申し上げましたような、そういったスキーヤーのニーズにも十分こたえられて満

足いただけていたという、そういったことがございましたので、そういう形になってきたと思

いますけれども、これからはただスキーだけでなくして、オールシーズン、特に先ほどお話し

がありましたように、今回たまたま志賀高原の自然を中心にしながら、今まで健康、果物、そ

れから自然、温泉、こんなものを大いに活用した森林セラピーの基地に認定されてございます。

そこへさらにこのたびのユネスコエコパークと、こういったことを付加しながら、町全体がや

っぱり大いにそれを活用していければいいのかなというふうに思っておりますので、これから

もそれにこだわることなく、いろいろなご提言、あるいは消費者ニーズに、常に申し上げてお

りますように、不易流行、今の時代に沿ったいろいろな改革、改善もしながら、やっぱり歴史

や伝統を大切にして、町の主産業である観光振興にそれぞれ業界と一緒になりながら努めてま

いりたいと思っております。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） やはり今町長が言ったように、我が町はこんなにたくさんの今言ったよ

うな優位性を持っておりますが、がしかし、志賀にお客様が減ってきているというこの現実、

これは私は今言ったそういったもののブランド力が弱まっていると、それが原因だと思います。

せっかく今ある優位性である雪質とか、景観がいいとか、それからオリンピックだ何だ、そう

いったものがやはりうまく皆さんに伝わっていないし、活用されていない。そしてまたニーズ

に合った取り組みがちょっと弱いんではないかと。それと、またそういった新たな活用、いろ

いろな活用を変えていくというような、そういったことがなかなかできていないということも、

私は原因の一つではないかと思うんですが。 

  そして、また先ほど町長は優位性で雪質がいいと。私も本当にこれは我が志賀高原のいいと

ころだと思います。ネットの口コミで、やはりどんなに設備が整っていても、雪質はどこのス

キー場にも負けないと、そういったことを評価されております。私は、こういった志賀高原の

いいところをもうちょっとブランド化して、質の高いプロモーションをしていったらいかがか
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と思うんですけれども、その辺について町長はどのように思いますか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） やっぱり志賀高原というのは国立公園でもございますし、町も、それから

地主である和合会さん、志賀高原の業界団体であります観光協会さん、みんながやっぱり協力

して、今までも首都圏を中心にしながらいろいろ予算、あるいは誘客ＰＲを重ねてきました。

そこをさらに、時々に先ほど申し上げました森林セラピーだとか、あるいは高所トレーニング

コースだとか、それぞれ遊歩道、いろいろなことも整備をしながら、お客さんニーズに沿うよ

うな形をとってきましたし、またリフトでも、シングルからトリプル、ゴンドラ、いろいろな

形で工夫したり、各ホテルの皆さんのサービスだとか料理だとか接客マナーとかいろいろなこ

ともされてきたりしております。しかし、残念ながら、やっぱりウインタースポーツ全体が右

肩下がりの状況があったり、それから若い人たちがやっぱり昔と違って、修学旅行でもそうな

んですけれども、今まで国内中心だったのが海外にも行くようになってしまったと、そんなよ

うなことがあったり、また飛行機や何かが発達することによって、例えば今、これはもう特例

中の特例ですけれども、１万人に限り５円で東京から北海道へ飛行機に乗れるなんていう、こ

ういう今コマーシャルも出ておる。通常では大体5,000円を切るという、それがこちらへ来る、

長野へ来るよりも安い料金で行くという、そういったことが出てきております。しかし、そう

いう中でも、志賀でも北志賀でもそうですけれども、例えば１万円を切るパックツアーのよう

なことを企画したり、いろいろな創意工夫しながらやっていただいておりますし、行政といた

しましてもそれぞれの業界の皆さんや何かと一緒になって、これからもそういった意味で、い

かにしてニーズに沿うようなそういったメニューづくりをしながらやっていかなきゃならない

という、ＥＢＥＳＡもその一つの例だと思っておりますし、また観光案内所の整備だとか、い

ろいろな形でこれからもいろいろなご提案をいただきながら、またそれを一緒になって取り組

ませていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） 志賀高原のスキー観光ということで、私は１つ、やはり先ほどの新雪を

売る、これは今、スキーヤーやボーダーはこの新雪に魅力を感じて、いろいろなスキー場を訪

ね回っていくというのが人気があるそうです。ですので、やはり志賀高原のスキーにおいては、

例えばあるゲレンデのコースを新雪専用にして、そういった新雪を滑る、新雪の滑走が楽しめ

ると、そういったものも入れていくような方向に行っていただければ、私は若い人も喜ぶんで

はないかと思っておるんですけれども、そういったお考えはどうでしょう。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 貴重な意見として、また関係する索道協会、あるいは志賀の観光協会の皆

さんにもお話ししてまいりたいと思いますけれども、いずれにせよ町営のスキー場でないとい

うことがございますので、町のほうから言ったら、それをそのままやれるかどうかというのは、

皆さんのご理解をいただかないとだめなもので、貴重なご提言として、一緒になって検討して
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まいりたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） それでは、グリーンシーズン、志賀高原、これの優位性というのはどん

なものがありますか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） よく私も申し上げておりますように、志賀高原の自然は100億かけてもで

きないようなすばらしい自然があるというふうに、よく私も今まで申し上げてきました。それ

だけすばらしい自然、だからこそ、30年前にユネスコエコパークにも指定されているという、

これもやっぱりよそではないこと、あるいは国立公園に指定されていること、非常にそういう

意味では変化に富み、また緑豊かな、そしてまた最近では、石の湯のゲンジボタルが天然記念

物に指定されて、これもやっぱり全国展開をして皆さんに認知度を高めていただいたり、今、

志賀の皆さん、あるいは平地の皆さんもホタルバスを運行しながら、シーズンに行きますと、

もう本当にホタルの数より人の数のほうが多いぐらい、皆さん見えていただいております。そ

んなこともそれぞれ一方ではやっていただいたりしながら、それぞれまたこれからもいろいろ

な知恵、アイデアを出して対応していきますし、また志賀草津高原ルート、日本一標高の高い

国道でございます。そこのところが国道が通っているということで、軽井沢、嬬恋、それから

草津、中之条、そして山ノ内町道の駅まで、シーニックバイウェイという国土交通省が認めた

沿道景観がございますので、これらもことし全国大会を行いますので、大いに認知度を高める

一つの活動になるのではなかろうかと思います。 

  いずれにせよ、すばらしい自然を大いに活用したり、温泉、そして当地のおいしい味覚、そ

ういったものも活用しながら、旅行者ニーズに沿うような形で受け入れ態勢を整えていきたい

なと思っておりますし、やっぱり最終的には人の心、和み、おもてなしの輪、そういうものが

大切になると思いますので、これからもせっかく職業訓練センターに観光コースが設けられて

おりますので、そういうものも活用しながら対応してまいりたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） 志賀高原の優位性、町長の言ったとおりのものでございますが、私は抜

粋しますと、やはり国立公園、今注目のユネスコエコパーク、森林セラピー、そしてトレッキ

ングコース、それから池とか湿地がたくさんある、まさに志賀高原は自然環境という大きなブ

ランドをコンセプトでブランド力を高めてきているわけですけれども、そこで同じ志賀高原国

立公園、そして上高地の国立公園、これと比較しまして、どういうブランド力が違うかという

ことについてちょっとお話ししたいと思うんですが、町長、上高地といったらどのようなイメ

ージを想像されますか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 上高地というと、あのつり橋です、何でしたか、河童橋と、それから大正

池、それから穂高の連峰、これが想定できますし、そういった意味で、それともう一つやっぱ
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りうちのほうと違って、もうバスでしか行けないという交通規制をして、要するにゆっくり皆

さん方に自然を楽しんでいただけるという、そういうったことで非常に皆さん方は努力されて

いると思いますし、またうちのほうも見習うべき点は多々あると思っております。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） そうですね、ここは本当に乗り入れバスの禁止、それからバスのハイブ

リッド化、それから数多くの地域の皆さんのごみ拾い活動、そして外来種を持ち込まないため

の靴をふくマット、それからごみ箱はもちろん置いていないと。そういった自然を守る意識を

持って、上高地のブランドのイメージを高めているわけですね。ですから、志賀高原も国立公

園ですので、こういったことはそれなりには今現在は守られていると思うんですけれども、こ

れからまたさらに先ほどのユネスコエコパーク等々をとって、自然を守り、それを使うという

精神に基づくならば、こういった取り組みも今後視野に入れていかなければいけないんではな

いかと思うんです。これはもちろん志賀高原については和合会さんもいらっしゃいますし、そ

の他その近辺の宿泊関係者もおりますが、町として我が町の観光を全町エコパークとして進め

るからには、どういった展開を今後していけばエコパークに恥じないものになるか、その辺に

ついてお聞きします。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） それをこれから協議会をつくって研究し、みんなで取り組もうということ

で、今、副町長を中心に、庁内でも観光、教育委員会、農林が庁内のプロジェクト、それ以外

にここでまた今月中に開催されますけれども、大きな組織をつくってやるということでなって

おりますので、ちょっとそこら辺については副町長のほうから答弁してもらいたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 小林副町長。 

副町長（小林 央君） ユネスコエコパークに指定されるかどうかわかりませんが、正式なエコ

パークですね、３層から成る正式なエコパークに認定されるかどうかはこれからの申請にかか

っておりますけれども、特にユネスコエコパークになったからといって、町民の皆さんに対し

てご負担がかかるということは聞いておりません。とにかく今のまま生活して、今のまま自然

を守っていければ、ユネスコとしてはそれはエコパークとして認めますというのがエコパーク

でございます。 

  ただ、一つ、エコパークということを観光、観光ということでは決してなくて、これはきの

うもご質問出ましたエデュケーションのほうですね。あちらがメーン、ユネスコとが指定する

ということですので、教育と、国民に対する環境教育というのがこのエコパークのメーン事業

でございますので、そちらのきちんとした制度をつくらない限り、エコパークというのは単な

る飾り物になってしまうということで、そちらのほうにも当然、そちらにほうにより力を入れ

ていかないと、エコパークとして国民にきちんと認知されない状態が発生してしまいますので、

特にエコパークになったからといって観光客がどっとふえるということは、私はそれほど期待

はしておりません。 
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  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） エコパークについては今後いろいろな形で議論、検討していくというこ

とで、わかりました。 

  次は、今度は北志賀高原のグリーンシーズンとスキーシーズンのことについて、あわせてお

聞きしたいと思います。 

  北志賀高原のグリーンシーズンは、先ほど志賀高原のように、たくさんの優位性は余りない、

自然はありますけれども、その優位性の大きさは多少少ないという、その小さい資源の中で北

志賀観光をやっていく中で、町長はどのような、北志賀高原が今最も北志賀高原だというイメ

ージを持っていらっしゃいますか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 自然が豊かなことと、それから農村原風景が残っている、それから須賀川

そばを中心とした、やっぱりおいしい野菜の産地であるという、そういったことを含めて、そ

れとやっぱり盆地の中で固まっているという温かな人間性、これを大いに売り出していきたい

なというふうに思っています。最近、結構スキー場に対してはよそから、もうほとんど外資の

スキー場になってしまいましたけれども、しかしやっぱりその皆さんも、社長さん方と話をし

ていきますと、それを大いに生かしてやっていきたいということで、竜王社長さん、対談しま

したら、そのことをかなり真剣になって訴えておりますし、また志賀高原を含めた連携を強化

した中で観光振興を図りたいということもおっしゃっておられました。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） 北志賀高原のスキー観光は、先ほども言ったように、新しい経営者が独

創的なアイデアを取り入れまして、自然の優位性は弱いので、やはり自分たちでその優位性を

つくり出していくと。そんな中で自分たちのアイデアを大いにスキー場に取り入れているので、

何とかお客様が来ていただいていると、若いボーダーの方たちが喜んで来ていただいておりま

す。 

  例を挙げますと、ゲレンデに独創的なボーダー専用のアイテムの設備をゲレンデの中に、多

様なバラエティーなコースをつくっております。こういったこととか、やはり若い人の好みの

食事提供をしていると、そういうニーズに合った研究をしているからだと私は思っておるんで

すけれども、がしかし、やはりこれにも索道と旅館の人たちもそれなりにやっておるんですけ

れども、町としてこの北志賀のスキー場をどういうふうな形でとらえて売っていっていただい

ているかという、その辺についてお聞きします。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） やっぱり北志賀という特殊なエリアになりますので、スキー場事業者、ホ

テル関係者がそれぞれ独自な売り込みをしておりますけれども、例えば簡単な一つの例で申し

上げますと、去年、スキー100周年でやるときに、志賀高原の場合にはビアライブということ
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で、スキーとビールを飲みながら大いに交流してもらうと。北志賀のほうはやっぱり原風景を

大切にしたいということで、かまくらづくりで、そのかまくらをつくることから利用すること

を含めて一つのメニューにさせていただきました。このように、やっぱりその地域地域で選ぶ

ものが違っていいとは思いますし、しかし、そうはいってもお客さんのニーズというのは一体

どうなるのかということをやっぱり十分把握して対応していかなきゃならないなというふうに

思っております。 

  そういう意味で、今回立教大学にお願いしていますので、これも立教大学も、昨日も申し上

げましたように、ただ山ノ内の小さいエリアのことだけを考えていただくんじゃなくて、ぜひ

広域的に物事を見ていただいて、そのことを通して山ノ内町の誘客対策の一定の方向を出して

いきたいというふうにお話ししてございます。そういう意味では、かなり都会の学生を中心に

した若い人たちの物の見方、それからその人たちの感性によっていろいろなニーズを取り込ん

でいただけるというものを期待しているというところでございますので、これについてもどう

いう結果が出てくるかわかりませんけれども、ただ行政とすれば、行政のシステムというのは

単年度予算決算方式というのは原則でございますけれども、できれば３年ぐらいその立教大学

にお願いして、きちっとした一定の方向性を出していただきたいというふうに今のところ考え

てございますので、受け入れ態勢を含めて、うちのほうも学校のほうも、そこら辺も十分踏ま

えた中で対応していきたいというふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） 北志賀のスキーについては、独創的なアイデアを取り入れ、それを町が

取り上げ、宣伝、情報発信をしていただきたいという要望をお願いしたいと思います。 

  そして、グリーンシーズンなんですけれども、先ほど唯一、里山の地域資源で須賀川そばを、

食文化というものを、優位性を持った大きい資源であるということで、今町も一生懸命やって

いただいていることに対してはありがたく思っております。がしかし、この里山資源だけでは、

この北志賀のスキー観光用の宿泊施設を満たすにはまだまだ大変な状況でございます。そして、

北志賀は、自然の環境の優位性の資源が少ないので、独自で自分たちで施設をつくっておりま

す。スポーツ合宿用の施設や、その他文化系、音楽系の施設をつくって集客率を上げ、大学生

の学生の誘致に力を入れております。 

  そこで、第５次総合計画に、施策の一つとしてスポーツ、ゼミ活動の合宿誘致を促進すると

いう取り組みが示されておりますが、この辺についての取り組みはどのようにしていただいて

るんでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） お答えいたします。 

  学習旅行につきましては、県の学習協というのがあるんですが、その参加団体として山ノ内

支部というのが観光商工課が事務局であります。そんな形の中で、県と一緒になって誘致、県

の事業と呼応しながら誘致活動に取り組んでいるということです。 
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  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） その学習旅行の協議会ですか、それとか県と連携していると言っており

ますけれども、これはほとんど意味をなしていない。ほとんどそういう協議会からの誘致は来

ておりません。やはりこれはもちろん誘客は各旅館の努力が大事なことだと思っておりますけ

れども、やはり北志賀もですけれども、志賀もですけれども、このグリーンシーズンにお客様

をとらないと、スキーシーズンの割合はもちろん多いんですけれども、このグリーンシーズン

にとらないととても成り立っていかない。そういうった中で、北志賀の場合は体育館、グラウ

ンド、テニスコート、多目的ホール、そういったものを大変な投資をしてやっている状況です。

これについて、町はどのようにお考えでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） いずれにしましても、誘客につきましては、今議員のおっしゃる

とおり、高原のほうは比重がスキーのほう、あるいはボードのほうが高いわけでして、それを

いかに少子高齢化の中で、国内市場が小さくなる中でのインバウンド関係ということで取り組

んでいるわけなんですね。それとあわせて、今度はグリーン期をどうするんだというのが本当

にもう、みんな観光連盟もそうなんですけれども、非常に手探り状態でやっているわけなんで

すが、もちろん議員も北志賀高原の観光協会長ですので、もう北志賀高原のことは全部精通さ

れていますので、私が何か申し上げることはありませんけれども、それぞれの企業努力によっ

て精いっぱい頑張っていただくと。また町とすれば、そういう企業で取り組まれている、ある

いは団体で取り組まれているものについて広くＰＲしていくという、大きな役割分担というこ

とになろうかと思います。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） 大学の合宿、それからゼミ誘致対策にぜひ力を町として今以上に入れて

いかないと、観光ビジョンにあります550万人の観光客は達成できないと思います。やはりこ

ういった大きな合宿とか、それからゼミは宿泊者を誘致するに一番の集客率だと私は思ってお

ります。全国でも合宿については誘致策をたくさんとっております。参考までにちょっと申し

上げたいと思います。 

  まず、宿泊数、それから人数、宿泊人数上限等をさまざまな条件を定めまして、合宿研修等

のお客様に助成金を支援しております。これは一例ですけれども、長野市は60人以上の団体で

１人300円、上限10万の補助制度があると。こういった取り組み、いかに団体の誘致を重要視

しているかということでございます。ほかにも30を超える自治体がこういった支援をしており

ます。私は、もうお金がどうのじゃないんですけれども、やはり町の取り組みで、こういった

団体をいかにとるかということに今後もうちょっと力を入れていただきたいというために質問

したわけですけれども、これについてお考えをお聞かせください。 
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議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 最近、長野県のほうでもこの団体、合宿、そういうものの誘致に

ついて、県レベルで一つの組織を立ち上げまして、そういうところへも町のほうも会議の中へ

出席をして、対策について一緒になって考えていくということなので、また今の議員おっしゃ

いました部分について、過去においてはそのような団体誘致、大型団体誘致に対する補助制度

も昔はあったんですが、もう団体客から志向がもうファミリーとか個人に変化していく中で、

そういうものがもう時代とは変わってきているということなんですけれども、ただ、山ノ内町

についてはまだまだ学習旅行とか、そういうものものがまだ、スキー修旅だとか、夏のいわゆ

るグリーンシーズンの団体旅行がいっぱいあるわけなんで、またそこら辺についてもまた先進

事例とかそういうものを研究しながら検討してみたいと思います。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） 次に、平地温泉観光についてですけれども、平地温泉の優位性というの

ものはたくさんあります。ちょっと時間がないのであれなんですけれども、歴史、文化、湯量、

泉質、そういったものが、それから温泉に入る猿、こういったものは大変大きな、他の地域に

比べると差別化の優位性では最も大きいものだと私は思っておりますが、それにもかかわらず、

我が平地温泉のゴールデンウイークの状況を見ますと、震災のあった昨年度よりも10％、まだ

さらに利用者が削減していると。平成22年は２万1,000、23年は２万、24年は１万8,000、要す

るに震災がなくても、あった年よりも悪かったという、これについては町長はどのように分析

しておりますか。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 正直言って分析はしておりません。報告はちょっと厳しかったということ

で受けておりますけれども、ただそれに向けてちょっと夏対策をしなきゃいけないやなという

ことで、観光課の皆さんと一緒になって首都圏へ行って、ＪＲを初め、るるぶ、それから旅の

手帖、旅行読売、そちらのほうへ行っていろいろお願いをしてきました。その中で、去年は震

災があったので、夏を無償で、例えば旅行読売ですと４ページだとか、旅の手帖だと10ページ

やったけれども、今シーズンは、去年夏やったから、今度は秋を特集を組んで、旅行読売等は

表紙から10ページぐらい、町長、無償でやりますよと、こんなこともおっしゃっていただいて

おりますので、いずれにせよいろいろな形をとって誘客活動を進めていきたいなというふうに

私も思っておりますし、また先ほど団体旅行については、石川県や富山県に行きますと、県と

して補助金を出しております。長野県はまだ出していなかったんですけれども、そのほかに町

としてはそれぞれ、例えば団体で10年来ていただいたところについては、私のほうで感謝状を

持っていって、例えばリンゴだとか特産品をプレゼントしてくる。またカレッジコンサート、

志賀高原でやっておりますけれども、これも10回以上来ていただければ、そういう形で感謝状

と記念品を渡しているという、そして少しでも一客再来という形、何度も何度も来ていただく、



 

－208－ 

そのことがやっぱり口コミで広がっていただけるんではないかと思っておりますので、そうい

った細かい部分でも対応していきたいなと思っております。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） 平地温泉についてなんですけれども、これについて、いろいろな優位性

がありますけれども、私は、先ほども言ったように温泉の泉質、それから温泉の我が町の量、

こういったものをもっと訴えていったほうがいいのではないか。スノーモンキーばっかりでは

やはり弱いんではないかと思います。昔の資料を見ますと、町内には19の温泉地を持ち、９つ

の温泉街、毎秒約１万4,000リッター以上の湧出量があると。原泉数は180と書かれておりまし

た。まさに本当に温泉の資源の町だと。これをやはりもう少し訴えてブランドの強化をしたほ

うがよろしいんではないかと思います。登別は、９種類の泉質を温泉のデパートといって人気

を得ております。また、近隣の野沢温泉は、温泉そのものの泉質を調べて、ここにしかない温

泉の価値を売ると、そういった努力をしております。当町もこんなすばらしい温泉があるわけ

ですから、泉質の魅力をもっとブランド力を高めるという必要はないでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） お答えします。 

  ご提言はご提言としてお聞きいたしますが、いずれにしましても、湯量が豊富だとか泉質が

いいといっても、じゃ一体どこなんですかと、そういうことになりまして、やはりインパクト

に欠けると思うんですね。だから、泉質でも、そこにしかない泉質ならそれはそれでいいと思

うんですよ。そこにしかなくて、そこに行くと体に効くとか、そうなれば日本じゅうから人が

集まると思うんです。泉質がいい、いろいろな泉質があって、何に効くんだかわからん、湯量

がいっぱいある、ああそうですかで終わっちゃうと思うんで、そういう攻め方もあろうかと思

いますが、できれば世界に１カ所しかない、スノーモンキーとはいっても１年中猿はふろに入

りますので、いわゆる温泉に入る猿というのが総称でスノーモンキーということなんで、それ

はもう競合相手はいません。ですから、そういうものを前面に出していくのが一番手っ取り早

くて誘客につながる。ただ、印象的に、スノーモンキーというと冬しか入らないんじゃないか

と、こうなるんで、そこら辺がちょっと宣伝力が弱いものですから、もっと年間通じてそうい

う、スノーモンキーは１年中ふろに入りますよというようなものを世界じゅうに訴えていく必

要があると思いますので、湯量豊富とあわせて、そういうものをメーンにしてやっぱり宣伝は

していきたいと思います。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） たくさんあるので、そういったことも言えますけれども、でも、よく議

会でも一般質問されます荒井河原の隧道、これはなかなか皆さんの目で触れるようなことは難

しいけれども、こういった血の池地獄とか、笛吹き地獄とか、小便地獄だとか、こういったネ

ーミングを画像にしたりパンフレットに載せたり、そういったことだって必要ではないかと。
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こういったものも山ノ内の平地温泉の売りではないかと思うんですけれども、その辺について。 

議長（小渕茂昭君） 観光商工課長。 

観光商工課長（小林 一君） 私もそこは２度ほど入りまして、すごくおもしろいなと思ったん

ですが、これについては地域の合意形成ができていないということで、それを仮に合意形成が

なくて宣伝して、見たいと言えば入れないという、逆宣伝になりますので、そこら辺は合意形

成が最優先のことだと思います。確かにおもしろいし、公開すれば人がいっぱい来ると思いま

す。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） 公開しなくても、いろいろなそういったパネルやパンフレットや動画で

幾らでもお知らせできるということでございます。 

  そして、ちょっと見ていただけますか。私、いろいろな質問したときに感じたんですけれど

も、先ほど言ったこれ、山ノ内の温泉に入るお猿ですけれども、これは本当に温泉に入るお猿

だけなんですけれども、この総合計画のところに、温泉に入るお猿さんと、この温泉を噴き出

してるこのイメージですね。やはり私は、両方これを山ノ内で売っていけば、私は温泉の歴史

もわかるし、山ノ内の湯量の意味がここでもうあらわれていると思っておりますので、ぜひこ

ういったものを世界なり、日本じゅうに知らせていただきたいということを提案させていただ

きます。 

  それと、ちょっと時間がないのですみません。農産物なんですけれども、農産物のブランド

化ということについては、やはり一生懸命農薬とか土壌、環境、水のそういったものを真剣に

こだわりをやっているエコファーマーという方がいらっしゃるんですが、こういう方々が、こ

の辺についての扱い等々はどのようになっていますか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） エコファーマーの方は、農業改良普及センターから等がありますが、

認定農業者、それから他の団体等の関係で参画していただいたりしておりますが。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） 私は、これはもう農業ブランドの差別化でこういった方々をもっと、町

は施策としてエコファーマーをふやすという施策をしているわけですから、こういった方々の

農産物をもっとＰＲしたり、お客様にわかってもらうような施策をすべきではないかというこ

となんですけれども、その辺については。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 町といたしましては、ブランド農業を推進する立場でエコファーマー、そ

れから認定農業者、いろいろな形でそういう皆さんを支援して、例えば農機具の共同購入でも、

そういうところへ資格を持っている皆さんについてはプラスアルファの補助金を交付するとか、

国のほうでもそうですけれども、そんなような形をとらせていただいております。ただ、町全
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体の農業振興を図っていくには、そういう皆さんだけでなくして、例えば三ちゃん農業だとか、

あるいはサラリーマンをして兼業農家でおやりになっている方とか、そういう皆さんの大きな

支えもあって町の農業そのものが成り立っていると思いますので、総体的に、そういう皆さん

をもちろん優位にしながらも、農協や農業委員会と一緒になって全体的な農業の底上げを図っ

ていくのが行政の仕事だというふうに思っておりますので、これからも大いにいろいろなご提

言をいただいたものを含めて対応してまいりたいと思っております。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） もちろんほかの方をないがしろにしているというわけじゃないんですけ

れども、私はこういった一生懸命努力して、そして山ノ内の農産物をブランド化をしていくそ

の一つの目安として、こういったものをやはり取り上げて、町も活用したらいかがということ

で、道の駅の野菜くだもの市の組合さんの中には、こういった方は把握なさっているんでしょ

うか。いらっしゃるんでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） すみません、資料がございませんで、エコファーマーの方が道の駅に

野菜を出しているかどうかというのはちょっとわかりませんが、主要農産物をつくっていらっ

しゃる方だとすると、どうでしょうかね、道の駅に出ているかどうかちょっとわかりませんが、

また調べてみます。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） やはりそういったものはきちっと把握して、やはり一生懸命やっている

方たちにきちっとブランド化の、山ノ内は本当に農業のブランドを考えているのかと、私はち

ょっと疑いを持ちます。その辺、今後検討していただきたいと思います。 

  そして、次に山ノ内にはすらばしいおいしいお水があります。私は、403号線を車で行くと、

夜間瀬かんぱいの水がかかってきます。これは、夜間瀬の奥志賀の清い水なんだというと、何

かわくわくします。こういったことを、やはり観光のお客様にもぜひお知らせして、我が町の

農産物はこういうところから生まれるんだということを示していただきたいという思いでござ

います。それについてお願いします。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） 名古屋、大阪のほうへセールスに行きました。そのときに、町長、青森だ

とか愛媛だとか熊本、みんなポスターを持ってくると。よかったら山ノ内町もポスターつくっ

て持って来ていただけると、幾らでもうちのほう、店頭でも市場の中でもデパートでも張って

あげますというときに何にこだわったかというと、やっぱり農業ポスターのときに水にこだわ

りました。ごらんになっていると思いますけれども、「だからうまい清流育ち」、これを山ノ

内町の農業のブランドのストーリーとして位置づけました。去年、東京市場へ行って、専務さ

ん、常務さんにその話をしましたら、やっぱりそのストーリーがいいなと。だから山ノ内町の

リンゴは店に並べれば１個1,000円だ、例えば三越伊勢丹の新宿店で１個1,000円、それから千
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疋屋総本店で１個1,260円で売っていました。それがやっぱり売れるんだよというふうに大変

おほめをいただいたり、またそういう形でこれからもやっていきたいなと思っています。 

  ただ、くどくていけないですけれども、そういうプレミアムふじ、チャンピオンふじと言わ

れるのは１割５分から２割しかございません。しかし、これを全体で底上げをしていく一番の

やっぱりブランド化のシンボルとなると思いますけれども、５割近くはやっぱり１個100円ぐ

らいなリンゴになりますので、あわせてコープ神戸だとかいろいろなところへ、またそれも含

めて販売に行っておりますので、いずれにせよ、生産されたものすべてがそれぞれできるだけ

高い値段へ多くの消費者にお食べいただければいいなということで、全体的な売り上げも伸ば

せるようなことをしていくのが行政としてやっていく一つの使命だと思っておりますので、こ

れからも農協さんのお力をかりながら、精いっぱい対応してまいりたいと思っております。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） 自然の奥山の清流そのままを、延長29キロにわたって畑に来ているとい

う、こういったものは都会の人には感激することでございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  次に、行政に対する苦情と要望の処理についてですけれども、先ほど答弁を聞きますと、特

に公開もしないし、文書化もしていないということでよろしいんでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） いただいたご意見につきまして、住所とお名前があれば、その方には

お送りしてございます。あと、住所、お名前がはっきりしない苦情というか、ご意見箱に入ら

れたご意見につきましてはお返ししようがないので、一応原因等を調査しまして、その原因が

私どもにあるようでしたら是正をして、一応ファイルにして保存はしてございます。 

議長（小渕茂昭君） 11番 徳竹栄子君。 

１１番（徳竹栄子君） 私はこの質問をなぜしたかといいますと、こういったことをやはりしな

いと、いろいろな面で開かれた行政にはならないと思います。これには、もちろん個人情報を

削除し公表するんですけれども、こういうことをすることによって、職員が住民への優しい配

慮と適切な対応をするのに心がける、さらに住民の横暴で不当な要求に、職員が精神的苦痛に

なることを取り除くと、こういう効果もあると。それから、要望や苦情、そして処理や結果が

公にされることにより、行政と要求者のどちらが正当であるか、住民の皆さんが判断してくれ

ます。また、再三にわたり住民の要求に対して困り果て、結果的にその方の有利な不公平な行

政サービスを行ってしまうという状況を防ぐことができる、こういった意味で文書の公開、そ

して名前を隠してでもいいから公開し、これをきちっと残していくということが大切ではない

かということで、その辺についてもう一度ご返答をいただき、私の質問とさせていただきます。 

議長（小渕茂昭君） 総務課長。 

総務課長（徳竹信治君） 今ご意見をいただきましたので、またなかなか申し出のあるものにつ

きましては、割と公開できない個人的なものが大分あります。そんなもので、どこまで除いて
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その真意が伝わるかというのはまた別の問題でありますので、いずれにしましても、今、第５

次総合計画の中で協働ということをうたっておりますので、前向きに検討したいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 制限時間となりましたので、11番 徳竹栄子君の質問を終わります。 

─────────────────────────────────────────────── 

２ 議案第２９号 平成２４年度山ノ内消防署新築（建築）工事請負契約の締結について 

議長（小渕茂昭君） 日程第２ 議案第29号 平成24年度山ノ内消防署新築（建築）工事請負契

約の締結についてを上程し、議題とします。 

  質疑を行います。 

  １人で複数の質疑がある場合は、指名した際、質疑の数を明示し、１つずつ行ってください。 

  ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） ７番 髙田佳久。 

  １点だけお聞きいたします。 

  この入札の状況と落札率をお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） お答えします。 

  入札の経過でございますが、指名競争入札で、平成24年１月27日付山ノ内町告示第１号によ

り参入参加申請した特定共同企業体が４社ございました。その中で、欠格要件の該当者が１社

ございましたので、最終的に３社の入札をいただきました。５月14日に入札が行われた結果、

第１回、第２回で決定をしませんで、最終的に見積もりをいただき、１億9,900万で北野・渡

辺建設共同企業体に決定をされました。そのような結果から、落札率は100％という格好にな

ろうかと思います。見積もりからの結果でございます。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） 14番 小林克彦です。 

  今年度、平成24年度の当初予算は、工事請負費で３億593万、委託料で管理料としてほかで

650万ということでして、その前の24年、25年、26年の実施計画によれば、平成24年で３億

1,500万と、こういうことなんですね。それで、今回の本体工事が２億、税込み２億800万とい

うことで、残りの工事が平成25年、取り壊しと外構があるということなんですが、これは24年、

25年のところには実施となかったということの説明と、それから残工事の金額が当初計画との

間でどういう関係になっているのか説明をお願いしたい。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） すみません、ちょっともう一度内容、はっきちちょっとわからなかっ

たんですが、もう一度ちょっとご質問いただけますか、すみません。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） すみません、ちょっと余計なことを申し上げ過ぎたかな。契約金額が本
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体経費が２億895万ですね。ことしの平成24年の工事の当初予算の計上額は３億593万円です。

そうすると、約１億差があります。ただし、契約のときの説明の中で、外構工事と取り壊しが

残っているよという話がございましたんで、そこへお使いになるんでしょうけれども、それが

ですから平成25年度になるとすると、当初予算との整合性もありますし、ましてや平成24年、

25年、26年度の実施計画が３億1,500万、安くなる分にはいいですが、予算案を承認した立場

とかということから考えますと、ちょっとその辺を詳細に説明いただく必要があるんじゃない

かなと思いまして伺ったんです。ですから、とりあえずその１億円の点についてだけでも結構

ですので、次どうなるのか、それでお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） お答えします。 

  その１億の差でございますが、本体工事、これが当初予算で３億2,800万ほどでございまし

た。そこで、本体工事が予算額２億1,900万、また電気工事3,500万ほどでした。機械設備工事

が3,300万、このような格好で約３億ちょっとを超える金額になっております。その中で落札

をそれぞれいただきまして、本体工事が１億9,900万、これで税を入れまして２億800万、先ほ

どいただいた数字でございます。あと、電気工事につきましては税込みで3,400万ほどでござ

います。また、機械設備工事については3,150万ということで、税込みでいただいております。

あと、平成25年度に送っていく訓練棟、それから外構工事等々でございますが、これが約

3,000万ほどございます。 

  以上でございます。 

議長（小渕茂昭君） 14番 小林克彦君。 

１４番（小林克彦君） そうしますと、要するに議会議決要件に当てはまるのはこの件であって、

約5,000万円未満については別途あるということでしたら、その本年度分の合計額だけ教えて

ください。 

議長（小渕茂昭君） 消防課長。 

消防課長（松橋修身君） お答えします。 

  本年度の工事の請負総額が２億7,400万、約２億7,500万ほどでございます。あと、気象の観

測装置とか別途、それから中の備品の関係が800万ほど、約900万にちょっと欠けるほどござい

ますので、それについてはまた別途の計上になってまいります。 

議長（小渕茂昭君） ほかにありますか。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑を終わります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

  議案第29号を採決します。 
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  議案第29号を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第29号 平成24年度山ノ内消防署新築（建築）工事請負契約の締結につい

ては、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────────────────── 

３ 議案第３０号 平成２４年度山ノ内町一般会計補正予算（第１号） 

議長（小渕茂昭君） 日程第３ 議案第30号 平成24年度山ノ内町一般会計補正予算（第１号）

を上程し、議題とします。 

  質疑を行います。 

  ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） ８番 児玉信治です。 

  ２点でお願いします。 

  11、12ページ、農林水産業費の農地集積協力金交付事業52万5,000円、これは農業をやめた

人に対しての支払いだと思うんですが、何件あって、面積はどのぐらいでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） お答えします。 

  経営転換協力金につきましては0.8ヘクタールを見込んでおります。分散の解消の協力金と

いたしまして0.5ヘクタールを見込み、２戸で52万5,000円の補正とさせていただきました。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 0.8ヘクタールを見込んで0.5、それは当然イコールでなければいけないと

いうふうに規定されていると思うんですが、0.3ヘクタールの違いはどういうふうに対処され

るのか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） すみません、イコールという、分散の解消の協力金につきましては、

うちのほうで委任してあります白紙委任した農地に対する交付金ということでやっております。

それから、経営転換の協力金につきましては、農地集積に協力する所有者ということでござい

ます。これについては、農地の相続及びリタイヤする農業者からのということで、イコールと

いうふうには考えておりませんでした。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） これは当然イコールでなければいけないというふうに規定されていると思

いますが、またお調べください。 

  12ページの農業機械等導入支援事業440万、これは個人を何件を予定されておられるのか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 個人に対しては４件を見込んでおります。 
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議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 認定農家の方のですよね、申し込み。農業指導者かな。４件きりで間に合

う予定なんですか。あとの追加は予定されておりますか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 個人の補正に上げましたものにつきましては、環境に配慮した機械及

び農業循環型の機械等を含めまして、農業基盤、経営基盤組織の強化という意味を含めまして

計上してございます。見込みにつきましては、専業農家の方のみということで対応したいとい

うふうに考えておりまして、これでお認めをいただければ、すぐ募集に係る作業に入りたいと

思います。募集多数の場合については、また関係理事者等も協議いたしまして、検討していき

たいというふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） ８番 児玉信治君。 

８番（児玉信治君） 追加はあるんですね、確認しておきます。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 応募状況によりまして、十分検討させていただきたいというふうに思

っております。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 12番 渡辺です。 

  ２点お願いいたします。 

  児玉さんと同じページなんですが、11ページ、衛生費の保健衛生総務費、賃金、臨時職員と

いうことなんですが、総務のほうについていた臨時職員さんをこっちのほうにつけたというこ

とだと思うんですが、主にこの保健衛生総務費の中でこの臨時職員さんはどんな仕事をされる

んでしょうか。 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

 答弁整理のため、暫時休憩します。 

 （休 憩）          （午後 ２時１１分） 

─────────────────────────────────────────────── 

 （再 開）          （午後 ２時１１分） 

議長（小渕茂昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） 健康福祉課長。 

健康福祉課長（河野雅男君） すみません。健康づくり支援係の部署で職員が欠員しておりまし

て、そちらのほうの臨時職員の賃金ということでございます。具体的には、課内でこれまでい

ました正職が窓口の係のほうへ１名移って、その分そこへ欠員が生じてしまったということの

補充でございます。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 
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１２番（渡辺正男君） それでは、２点目なんですが、12ページの先ほど児玉議員が質問された

たところの農業機械の導入支援事業ですが、これは財源はふるさと・水と土保全基金から繰り

入れでよろしいんですかね。若干ちょっと金額、特定財源と合わない部分もあるかなと。この

下の50万円分と合わせてということなんですか。 

（「両方で」と言う声あり） 

  こういう事業をやってもらうと大変ありがたいんですが、ちょっと制限された人にだけ、先

ほどの抽せんでというふうなことであったり、新たに就農のあるうちだけと決められたりして

いるものに対して、このふるさと・水と土基金を財源に充ててすることが正しいのかどうかと

いう部分だと思うんですけれども。だから、先ほど追加という部分で、追加考えますはいいん

だけれども、結局この基金を崩すということであると、交付されたときの趣旨からいって、特

定の人しか使えないとかそういうのはどうなんですかね。だから、この基金自体がどういう目

的に使えるというふうに規定されているか、その辺含めて答弁お願いしたい。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 農地・水につきましては、私の記憶によりますと、当初は耕地事業に

使うということで、当時１億何ぼありました。そこで、ウルグアイラウンドの関係の基金とい

う部分で、そういうハード事業だけでなく、ソフト事業にでも使って農業振興を図るべきでは

ないかというご提案がありまして、基金の運用目的を農業振興事業にも使えるというふうに変

更した記憶がございます。今回の補正で上げました農業機械導入につきまして、個人特定とい

うことでおかしいんじゃないかというご指摘ですが、全体的な当時の私の記憶による範囲の中

では、農業振興の全般に使う、また多様に経営基盤を強化という目的で使用するというふうに

理解をしておりますが。 

議長（小渕茂昭君） 12番 渡辺正男君。 

１２番（渡辺正男君） 農業振興に使うという言い方だということは、農地の債務補償とかそう

いう面にしても、ブランド推進のほうにも使われていたりするんですけれども、せっかく過疎

債とかそういうものもあったりする中で、農業分野で過疎債がどの程度できるのかということ

はわからないんですけれども、できることであれば、この基金からというよりは、もっと有利

なそういった財源の中でやっていただきたいと思うし、新しい制度を新設するということでい

いんだけれども、実は一般財源、もうさっきのウルグアイラウンドのその時代の十何年も前に

国が放置された感じの財源ですので、そこから出していくことが、さもブランドのほうにも出

しているし、こっちのほうにも出していますよというふうに言われるけれども、実はその時代

にもう農家の状況を変えるために基盤強化のほうに使わなきゃいけないというふうな状況で、

皆さん意識していただいて、一般財源から出していただくようなことを、先ほど追加で出すと

かいう場合に、もっとほかの財源が考えられないか、そこだけお願いします。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） ご指摘いただいたことにつきましては、財政のほうとちょっと検討を
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させていただく、ほかにいい財源がないかどうか研究してみたいというふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） 15番 湯本市蔵です。 

  12ページ、今の同じ農業機械導入支援事業440万なんですが、これは私は農家の確かに補助

された皆さんにはこれはありがたいと思うんですが、ただ、国保税のとか、一般会計から入れ

るのが問題だと言われた人が、団体ならいいと、個人のところへやる、これをやると収拾がつ

かないですよね、正直言って。これがちょっといかにも問題あるんですよね。だから、今もう

既に例えば募集三、四人しかない、もう買って使っている人はいると。そうすると、今度新た

にちょうどこの機械にだけ手を上げてその補助をもらって買った人がいると、そうすると、じ

ゃもう今既に持っている人とかが何でそんな個人のところへいいんだということになると、さ

あ今度はおれも我もと手挙げた場合とか、それから、じゃ個人でもう買ってやった人が、そう

いう使われ方いいとかいう、これちょっと、複数で共同でやっているとか、ＪＡに置いておい

てみんなで使ってくださいとかいうのだったら、これは趣旨はわかるんだよね。個人にこれを

やるというこの事業が、果たして本当に町のそういう事業になるのかどうかという、これちょ

っと疑問があるんです。だから、要綱、それ今あったら、ちょっと要綱を、どういう要件でど

のくらいの額という、その皆さんに予算が決まったら配るというんだけれども、我々それを知

らんで、賛成してから見て、一般の人から文句言われて、どうなっているんだと言われると困

るので、その辺ちょっと先に教えてください。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） うちのほうで考えております概要につきましては、個人の利用につき

ましては、町内に住所を有し、かつ町税を滞納していない専業農業者にしたいというふうにお

ります。なお、機械につきましても、剪定の粉砕機チッパー、高所作業車、それから乗用草刈

り機、スピードスプレヤー、自走式動力を含むということ、それから乗用型トラクター、作業

に含むということでございます。先般認めていただきました共同につきましては、経費の節減

等を図り、今回新たに個人でお願いをしているのは、機械によって違いますが、省力化、高齢

化対策、環境対策、循環型農業を含めまして、農業基盤の強化につながるというふうに考えて

つくりました。 

  なお、補助につきましては、さきに認めていただきました共同利用を上回るような補助算定

ではなく、あくまで共同で購入いただいた方が、仮にでも有利になるような形で交付をしてい

きたいというふうに考えております。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） ちょっと今の該当の事業、例えば幾ら以上とか補助率とかその辺は。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） すみません、事業費については20万円以上を補助対象ということで。

補助金額は10分の３以内ということで計画しております。上限は400万以上になりますと、個
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人ですと36万円が最上限というふうになっております。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） 今お聞きしたんですけれども、今までだと例えば団体さんにとかいうこ

とで、それでもかなり問題だったんですが、今のお聞きしているとなおさらちょっと疑問なん

ですが、例えば乗用の草刈り機だと。高齢化になってきて、歩くのだめだから乗用だとね。と

ころが今やると最低でも50万から100万の間かかるかね。それで、これは今、大体乗用草刈り

機は共同じゃ余りよくないというので大体個人で買っているわけですけれども、それが補助対

象だというふうに、補助金でもらえますよというと、何かちょっとこれ、農家の中でも疑問が

出てくるような気がするんで、私個人とすれば、これはちょっと余り賛成できないかなという

気はするんですけれどもね。幾らいいことであっても、税金の使われ方としてそれが正しいの

かどうかという、これちょっと疑問があるんですけれども、その点、町長どのようにお考えで

この施策になっているのかお聞きしたいと思います。 

議長（小渕茂昭君） 竹節町長。 

町長（竹節義孝君） まず、ブランド農業を推進していくということで、今農機具については、

共同で３戸以上のケースの場合には補助対象にしてございます。ところが、専業農家になりま

すと、例えば同じ時期に同じ農機具を使うと。その日の天気回りによっても、使ったら使えな

くなると、こういうことになると大切な時期を逸してしまうと、こういうことがございますの

で、専業農家に限定するという形でやらせていただきました。特に、例えば今まで田作につい

ても３戸以上だったものを、１戸でも該当させると、こういうことにしてございますので、で

きるだけ農家の皆さんのやっぱり労力の省力化とあわせて、所得の収入増を図ったり、そうい

ったいいものをつくっていただくという、そういったことの観点からいけば、やっぱり専業農

家を大いに育成していきたいということでございます。もちろん、ですから、協働のものの約

３分の１以下の補助金の設定に、おおむね３分の１ぐらいに設定させていただいておるという

ことで、それを超えてはいけないなということで、これをやっていきたいなというふうに思っ

ています。そういう意味では、ぜひご理解いただいて、先ほど質問の中でもございましたけれ

ども、できるだけそんなことを進めますけれども、なおかつ今とりあえず４基を計上しており

ますけれども、昨年の共同購入のときも、３基やればいいのかなと思ってやってみましたら、

追加が出てくるということでございますので、またこれについても、今後また財源状況だとか

いろいろなことを総合的に判断しながら対応してきたいというふうに思っております。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） ちょっとさっき確認だけしたいんだけれども、20万円以上で10分の３以

内と言われたのね。その限度額というのをお聞きしたんだけれども、さっき何か400万とか何

かでっかい数字であったんだけれども。例えば、100万円の機械を買った場合に、20万以上100

万円、そうすると10分の３だから30万ですよね、補助金。でも、それは30万もらえるのかい。

その限度額。幾ら。 
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議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） すみません、説明不足で。 

  うちのほうで考えておりますのは、20万から100万円以内につきましては上限３万円で、認

定農業者につきましては加算額１万円で４万円、100万から200万につきましては、12万円にプ

ラス３万円で15万円、200万から300万につきましては、18万円にプラス４万円で22万円、300

万から400万については、24万円でプラス６万円で30万円、400万以上につきましては、27万円

のプラス９万円で36万円ということでございます。購入価格の試算につきましては、町長がお

っしゃったとおり、共同の場合の10分の３を超えないような形で計画をしております。 

議長（小渕茂昭君） 15番 湯本市蔵君。 

１５番（湯本市蔵君） 例えば一番多いのでも三十何万だよね。400万以上の人で、だから約40

万。そうすると、この440万で４件とさっき予算組んだと言われたから、そうすると１件110万

ぐらいになるよね。これとの関係がちょっとわからない。 

議長（小渕茂昭君） 答弁整理のため、暫時休憩します。 

 （休 憩）          （午後 ２時２６分） 

─────────────────────────────────────────────── 

 （再 開）          （午後 ２時３３分） 

議長（小渕茂昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） なお、答弁のため、補助者の入場を許します。 

  農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 補正に計上いたしました440万円の内訳を申し上げます。共同利用分

が５件で348万円でございます。個人利用分につきましては、４件を見込んでおりまして92万

円でございます。４件の内訳につきましては、平均をとりまして23万円掛ける４件ということ

で92万円と。合計で440万円を補正に計上させていただきました。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） ７番 髙田佳久。 

  同じ12ページで、多分最後になると思うんですけれども、賃金の関係で鳥獣害駆除、これは

23年度実施できなくて、24年と当初予算に盛り込まれた部分だと思うんですけれども、予定し

ていた方の都合で実施できなくなったというご説明がありました。この減額したかわりに、次

の13ページの猟友会のほうへの有害鳥獣駆除ということで委託料で計上されておりますが、こ

の委託内容をご説明ください。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 当初、有害鳥獣の専門員ということで、賃金という形で予算を組ませ

ていただきましたが、有資格者の都合がなかなかつかないということで、猟友会のほうへ委託

をさせていただきました。内容でございますが、一般質問で申し上げましたとおり、１日２回、
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２時間程度町内を巡回し、鳥獣の対策に当たっていただくということになっております。なお、

時間については会員の都合によりまちまちでございますが、朝夕１回ずつは原則として回って

いただく、それからうちのほう、出没の状況等がありましたら常に連絡をして、そこを中心に

回っていただくというふうになっております。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） ７番 髙田佳久君。 

７番（髙田佳久君） 委託内容はご説明していただいたのでわかるんですけれども、これはもと

もと賃金という形で144万円という形で計上していて、今度新しく猟友会のほうへ委託事業と

いうことで、同額の144万。ただ、当初では１人に関しての賃金ということで予算計上してい

たのが、今度委託料で144万というと、単価的なのが、その辺の関係でやる業務が多分大きく

変わっているはずだと思うんですよね。それで今、委託内容をお聞きしたんですけれども、そ

の辺、金額の算定した理由というのを教えていただけますか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） 当初、144万円につきましては、報酬ということ、賃金ということで、

お１人の方の賃金で計画をしました。今回６月１日から11月30日ということで、時間で1,500

円ということで計算すると、たまたま金額が同じになったということでご理解をいただきたい

んですが。 

議長（小渕茂昭君） 10番 黒岩浩一君。 

１０番（黒岩浩一君） 同じ場所の質問なんですが、ただいまお配りいただいた資料に関して、

５番ですね、交付申請書の添付資料で預金通帳の写しとあるんですが、これはどういう意味で

しょうか。残額幾ら以上の預金通帳の写しというような意味でございましょうか。 

議長（小渕茂昭君） 農林課長。 

農林課長（生玉一克君） これは、個人の口座番号を確認するという意味でございます。 

１０番（黒岩浩一君） 口座番号ですか。 

農林課長（生玉一克君） はい。 

１０番（黒岩浩一君） 残額確認しないの。 

議長（小渕茂昭君） 静粛に。 

  ほかにありますか。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑を終わります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

  議案第30号を採決します。 

  議案第30号を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第30号 平成24年度山ノ内町一般会計補正予算（第１号）は、原案のとお

り可決されました。 

─────────────────────────────────────────────── 

４ 議案第３１号 平成２４年度山ノ内町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

議長（小渕茂昭君） 日程第４ 議案第31号 平成24年度山ノ内町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）を上程し、議題とします。 

  質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

  議案第31号を採決します。 

  議案第31号を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第31号 平成24年度山ノ内町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────────────────── 

５ 議案第３２号 山ノ内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

         ついて 

６ 議案第３３号 山ノ内町立蟻川図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について 

議長（小渕茂昭君） 日程第５ 議案第32号 山ノ内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部

を改正する条例の制定について及び日程第６ 議案第33号 山ノ内町立蟻川図書館設置条例の

一部を改正する条例の制定についての２議案を一括上程し、議題とします。 

  これより、議案ごとに質疑を行います。 

  議案第32号について質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

  議案第33号について質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

  お諮りします。会議規則第39条の規定により、議案第32号及び議案第33号の２議案を社会文
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教常任委員会に審査を付託したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第32号及び議案第33号の２議案を社会文教常任委員会に審査を付託するこ

とに決定しました。 

  審査の結果につきましては、会議規則第46条第１項の規定により、本会期中に報告できるよ

うお願いします。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） 以上をもって、本日付議されました案件の審議はすべて終了しました。 

  これにて本日の会議を閉議し、散会します。 

  ご苦労さまでした。 

 （散 会）          （午後 ２時４１分） 
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平成２４年６月１８日（月） 午後２時開議 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 議事日程（第５号） 

 １ 議案第３２号 山ノ内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

          ついて 

 ２ 議案第３３号 山ノ内町立蟻川図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について 

 ３ 議案第３４号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

 ４ 発委第 ３号 山ノ内町特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定 

          について 

 ５ 請願第 １号 国に対し、消費税増税反対の意見書を提出することを求める請願書 

 ６ 陳情第 ３号 直轄事業の継続と適正な維持管理、地元建設業への支援を求める陳情書 

 ７ 陳情第 ４号 「住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を求 

           める意見書」提出に関する陳情書 

 ８ 総務常任委員会の閉会中の継続調査について 

 ９ 社会文教常任委員会の閉会中の継続調査について 

１０ 観光経済常任委員会の閉会中の継続調査について 

１１ 広報常任委員会の閉会中の継続調査について 

１２ 議会運営委員会の閉会中の継続調査について 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 本日の会議に付した事件………議事日程に同じ 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 出席議員次のとおり（１６名） 

   １番    小根澤   弘 君       ９番    山 本 良 一 君 

   ２番    望 月 貞 明 君      １０番    黒 岩 浩 一 君 

   ３番    西   宗 亮 君      １１番    徳 竹 栄 子 君 

   ４番    田 中   篤 君      １２番    渡 辺 正 男 君 

   ５番    布施谷 裕 泉 君      １３番    山 本 一二三 君 

   ６番    髙 山 祐 一 君      １４番    小 林 克 彦 君 

   ７番    髙 田 佳 久 君      １５番    湯 本 市 蔵 君 

   ８番    児 玉 信 治 君      １６番    小 渕 茂 昭 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 欠席議員次のとおり（なし） 

─────────────────────────────────────────────── 

○ 職務のため議場に出席した議会事務局職員の職氏名次のとおり 



 

－224－ 

議会事務局長 吉 池 寿 幸   議 事 係 長 徳 竹 彰 彦   

─────────────────────────────────────────────── 

○ 説明のため議場に出席した者の職氏名次のとおり 

町 長 竹 節 義 孝 君 副 町 長 小 林   央 君 

教育委員長 小野澤 昭 三 君 教 育 長 青 木 大一郎 君 

会計管理者 須 田 紀 弘 君 総 務 課 長 徳 竹 信 治 君 

税 務 課 長 春 日 雅 之 君 健康福祉課長 河 野 雅 男 君 

農 林 課 長 生 玉 一 克 君 観光商工課長 小 林   一 君 

建設水道課長 大 硲 正 光 君 教 育 次 長 大 井 良 元 君 

消 防 課 長 松 橋 修 身 君   

─────────────────────────────────────────────── 
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 （開 議）          （午後 ２時００分） 

議長（小渕茂昭君） 本日は大変ご苦労さまです。 

  だたいまの出席議員数は16名であります。したがって、会議の定足数に達しておりますので、

本日の会議は成立しました。 

  これより本日の会議を開きます。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） 本日の議事日程はお手元に配付してありますが、６月14日の議会運営委員

会に町長から１件、議会側から９件の追加議案等の提出がありました。 

  後刻上程しますので、よろしくご審議をお願いします。 

─────────────────────────────────────────────── 

１ 議案第３２号 山ノ内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定に

         ついて 

２ 議案第３３号 山ノ内町立蟻川図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について 

議長（小渕茂昭君） 議事に入ります。 

  日程第１ 議案第32号 山ノ内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の

制定について及び日程第２ 議案第33号 山ノ内町立蟻川図書館設置条例の一部を改正する条

例の制定についての２議案を一括上程し、議題とします。 

  本案につきましては、去る６月８日の本会議において、社会文教常任委員会に審査を付託し

てありますので、委員長から審査の報告を求めることにします。 

  山本社会文教常任委員長、登壇。 

（社会文教常任委員長 山本良一君登壇） 

社会文教常任委員長（山本良一君） 社会文教委員会の審査報告をいたします。 

常 任 委 員 会 審 査 報 告 書 

平成24年６月18日 

 山ノ内町議会議長 小 渕 茂 昭 様 

社会文教常任委員会   

委員長 山 本 良 一 

１．委員会開催月日 平成24年６月11日 

２．開 催 場 所 第３、第４委員会室 

３．審 査 議 案 

   議案第32号 山ノ内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定につ 

         いて 

   議案第33号 山ノ内町立蟻川図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について 

   （以上２件 平成24年６月８日付託） 

 当委員会は、上記付託議案について審査の結果、次のとおり決定したので報告します。 
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４．経過及び結果 

  審査区分 議案第32号、議案第33号 

       いずれも原案のとおり可決すべきものと決定 

  よろしくご審議をお願いします。 

議長（小渕茂昭君） これより委員長報告に対し、議案ごとに質疑、討論、採決を行います。 

  議案第32号について質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

  議案第32号を採決します。 

  本案に対する社会文教常任委員長の報告は可決であります。 

  議案第32号を委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第32号 山ノ内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

の制定については、社会文教委員長の報告のとおり可決されました。 

  議案第33号について質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

  議案第33号を採決します。 

  本案に対する社会文教常任委員長の報告は可決であります。 

  議案第33号を委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第33号 山ノ内町立蟻川図書館設置条例の一部を改正する条例の制定につ

いては、社会文教委員長の報告のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────────────────── 

３ 議案第３４号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

議長（小渕茂昭君） 日程第３ 議案第34号 人権擁護委員の候補者の推薦についてを上程し、

議題とします。 
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  提案理由の説明を求めます。 

  竹節町長 登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 議案第34号 人権擁護委員の候補者の推薦について、ご提案申し上げます。 

  本委員候補者の推薦については、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、次の者を人権

擁護委員の候補者として推薦したいので、議会の意見を求めるものであります。 

  住  所 山ノ内町大字平隠3237番地７ 

  氏  名 水嶋孝五 

  生年月日 昭和27年３月４日 

  任  期 法務大臣の委嘱の日から３年 

  理  由 任期満了の和田匡子さんの後任であります。 

  十分ご審議の上、ご承認お願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

  採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  議案第34号 人権擁護委員の候補者の推薦についてを原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（小渕茂昭君） 起立全員であります。 

  したがって、議案第34号 人権擁護委員の候補者の推薦については、原案のとおり可決され

ました。 

─────────────────────────────────────────────── 

４ 発委第３号 山ノ内町特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に

        ついて 

議長（小渕茂昭君） 日程第４ 発委第３号 山ノ内町特別職の職員等の給与に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてを上程し、議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  児玉議会運営委員長、登壇。 

（議会運営委員長 児玉信治君登壇） 

議会運営委員長（児玉信治君） 発委第３号 山ノ内町特別職の職員等の給与に関する条例の一
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部を改正する条例の制定についての提案説明を行います。 

  理由といたしまして、議員任期中の職の異動に係る議員報酬支払い等に関しての明確化を求

めるものでございます。 

  議員報酬は月額制であるが、現条例は任期途中において正副議長、常任委員長等の職に異動

があった場合、異動月に関して報酬の支払い基準（職の異動に伴う重複日の扱い及び職の変更

に伴う報酬額の扱い等）が明確でない。このため、当該異動月に係る報酬の支払い基準を定め、

明確化を図る目的で提案を申し上げました。 

  以上です。 

議長（小渕茂昭君） 質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

  発委第３号を採決します。 

  発委第３号を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、発委第３号 山ノ内町特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定については、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────────────────── 

５ 請願第１号 国に対し、消費税増税反対の意見書を提出することを求める請願書 

議長（小渕茂昭君） 日程第５ 請願第１号 国に対し、消費税増税反対の意見書を提出するこ

とを求める請願書を上程し、議題とします。 

  本案につきましては、本年第１回定例会において総務常任委員会に審査を付託し、継続審査

となっておりましたが、お手元に配付してあります申出書のとおり、さらに総務常任委員長か

ら会議規則第75条の規定により、継続審査とする申し出がありました。 

  お諮りします。請願第１号について、総務常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続

審査とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、請願第１号 国に対し、消費税増税反対の意見書を提出することを求める請願

書は、総務常任委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定されました。 

─────────────────────────────────────────────── 

６ 陳情第３号 直轄事業の継続と適正な維持管理、地元建設業への支援を求める陳情書 
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議長（小渕茂昭君） 日程第６ 陳情第３号 直轄事業の継続と適正な維持管理、地元建設業へ

の支援を求める陳情書を上程し、議題とします。 

  本案につきましては、本年第１回定例会において観光経済常任委員会に審査を付託し、継続

審査となっておりましたので、委員長から審査の報告を求めることにします。 

  徳竹観光経済常任委員長、登壇。 

（観光経済常任委員長 徳竹栄子君登壇） 

観光経済常任委員長（徳竹栄子君） 陳情審査の報告をいたします。 

平成24年６月18日 

山ノ内町議会議長 小 渕 茂 昭 様 

観光経済常任委員会   

委員長 徳 竹 栄 子 

陳 情 審 査 報 告 書 

  当委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したから、山ノ内町議会会議規則

第95条（第94条準用）により報告します。 

記 

１．受 理 番 号 第３号 

２．受 理 年 月 日 平成24年２月17日 

３．件     名 

  （陳情第３号） 

  直轄事業の継続と適正な維持管理、地元建設業への支援を求める陳情書 

  陳情者 長野市鶴賀字峰村74 

      国土交通労働組合北陸建設支部 

      千曲川分会 分会長 宮 澤 和 久 

      新潟県中央区美咲町１丁目１番１号 

      国土交通省管理ユニオン 

      北陸支部 執行委員長 土 肥 和 広 

      松本市元町１－８－28 

      国土交通労働組合北陸建設支部 

      松本分会 分会長 境   和 宏 

      長野市鶴賀字中堰145 

      国土交通労働組合関東建設支部 

      長野国道分会 執行委員長 小 幡 武 志 

      埼玉県さいたま市中央区新都心２－１ 

      国土交通省管理ユニオン 

      関東支部 支部長 中 川 順 次 
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４．付 託 年 月 日 平成24年３月１日 

５．審 査 結 果 一部採択すべきものと決定 

  それでは、審査結果についてご報告いたします。 

  議案第３号について、陳情書の内容を審査した中で、質疑において、公共事業について引き

続き国の責任において実施することや、道路や河川のような広域にまたがるものに対しての災

害対策、維持管理、また、地元建設業の育成等は大切なことであり、賛同するところがあるが、

陳情文の中で、以上のことから、長野県全域の防災支援を担う国土交通省関東・北陸地方整備

局及び直轄する千曲川河川事務所、松本砂防事務所、長野国道事務所のほか、その出先機関の

各種出張を存続することは業務を担当する職員の立場としても不可欠であると考えていますと

いう文章と、陳情項目１の中の国土交通省の出先機関を廃止しないことについては、二重行政

の存続が疑われること。天下りや利権を守る結果になるのではないかという意見があり、討議

した結果、この部分を除いたそれ以外の文章、項目内容について、全員賛成で採択となり、一

部採択といたしました。 

  なお、意見書の提出はいたしません。 

  以上であります。 

議長（小渕茂昭君） 委員長報告に対し、質疑を行います。 

（「なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

  本案に対する委員長報告は一部採択であります。 

  陳情第３号を観光経済常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、陳情第３号 直轄事業の継続と適正な維持管理、地元建設業への支援を求める

陳情書については、観光経済常任委員長の報告のとおり一部採択することに決定されました。 

─────────────────────────────────────────────── 

７ 陳情第４号 「住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を求め

        る意見書」提出に関する陳情書 

議長（小渕茂昭君） 日程第７ 陳情第４号 「住民の安全・安心を支える公務・公共サービス

の体制・機能の充実を求める意見書」提出に関する陳情書を上程し、議題とします。 

  本案につきましては、去る６月１日の本会議において総務常任委員会に審査を付託してあり

ますので、委員長から審査の報告を求めることにします。 

  髙田総務常任委員長、登壇。 
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（総務常任委員長 髙田佳久君登壇） 

総務常任委員長（髙田佳久君） それでは、総務常任委員会に付託されました陳情につきまして、

報告申し上げます。 

平成24年６月18日 

山ノ内町議会議長 小 渕 茂 昭 様 

総務常任委員会     

委員長 髙 田 佳 久 

陳 情 審 査 報 告 書 

  当委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したから、山ノ内町議会会議規則

第95条（第94条準用）により報告します。 

記 

１．受 理 番 号 第４号 

２．受 理 年 月 日 平成24年５月17日 

３．件     名 

  （陳情第４号） 

  「住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を求める意見書」提出 

  に関する陳情書 

  陳情者 長野市鶴賀字中堰145 

      長野県国家公務員労働組合共闘会議 

      議長 戸 澤 一 雄 

４．付 託 年 月 日 平成24年６月１日 

５．審 査 結 果 不採択すべきものと決定 

  この不採択に対しましての理由なんでございますが、現在、国、県、各市町村におきまして

は、行財政改革を推進している最中であります。本陳情の要旨は理解できる部分もありますが、

現状の見直しを含め、行財政改革の中で適正に行われるものと判断しました結果、全会一致で

不採択としました。 

  皆さまのご賛同をよろしくお願いいたします。 

議長（小渕茂昭君） 委員長報告に対し、質疑を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

  討論を行います。 

（発言する者なし） 

議長（小渕茂昭君） 討論なしと認め、討論を終わります。 

  陳情第４号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 
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  本案に対する委員長の報告は不採択であります。したがって、原案について採決します。 

  陳情第４号を原案のとおり採択することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

議長（小渕茂昭君） 起立ありません。 

  したがって、陳情第４号 「住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の

充実を求める意見書」提出に関する陳情書については、総務常任委員長の報告のとおり不採択

とすることに決定されました。 

─────────────────────────────────────────────── 

 ８ 総務常任委員会の閉会中の継続調査について 

 ９ 社会文教常任委員会の閉会中の継続調査について 

１０ 観光経済常任委員会の閉会中の継続調査について 

１１ 広報常任委員会の閉会中の継続調査について 

１２ 議会運営委員会の閉会中の継続調査について 

議長（小渕茂昭君） 日程第８から日程第12までを一括上程し、議題とします。 

  議題の朗読を議会事務局長にさせます。 

  議会事務局長。 

  （議会事務局長吉池寿幸君議題を朗読する。） 

議長（小渕茂昭君） 以上５件につきましては、お手元に配付してあります申出書のとおり、会

議規則第75号の規定により、議会閉会中の継続調査の申し出がありました。 

  お諮りします。各委員長からの申し出のとおり、議会閉会中も継続調査とすることにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

議長（小渕茂昭君） 異議なしと認めます。 

  したがって、５案は各委員長からの申し出のとおり、議会閉会中も継続調査をすることに決

定しました。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） 以上をもって、本定例会に付議されました案件の審議はすべて終了しまし

た。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） 閉会に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。 

  本定例会は、６月１日から本日までの18日間の会期でありましたが、一般会計、国保会計補

正予算、条例の一部改正、契約案件のほか、専決処分などすべての案件が慎重に審議され、ま

た、一般質問では全13名の議員が登壇され、活発な論戦をいただきました。 

  議員各位、そして理事者、管理職各位には、円滑なる議会運営に格別なご協力を賜り、本日、

無事閉会を迎えられますことに、厚く御礼を申し上げます。 
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  また、会期中、管内視察にも精力的にお取り組みいただき、その成果につきましては、今後

の議会活動を通じ、町政の発展に生かされますようお願い申し上げます。 

  電力の需要期を迎え、国内の原子力発電所が全停止をしている今日、政府は関西電力大飯原

子力発電所の再稼働を決定しました。こうした現況下において、まずは住民一人ひとりがこの

国の電力はどうあるべきか真剣に考え、そして官民一丸となった省エネルギー対策の取り組み

を行わなければならないときではないかと思います。 

  これから、いよいよ暑さが厳しくなってまいります。議員各位、理事者、管理職各位におか

れましては、健康には十分ご留意をされ、明るく元気なまちづくりになお一層のご尽力を賜り、

ご活躍されるようご祈念申し上げ、閉会のあいさつといたします。 

  本日の会議を閉議します。 

─────────────────────────────────────────────── 

議長（小渕茂昭君） 町長から閉会のあいさつがあります。 

  竹節町長、登壇。 

（町長 竹節義孝君登壇） 

町長（竹節義孝君） 平成24年第２回山ノ内町議会定例会の閉会に当たり、一言ごあいさつ申し

上げます。 

  本議会定例会は、６月１日から18日間の長い会期の中で、各常任委員会の管内視察を初め、

３日間の一般質問では、定住自立圏、教育行政、産業振興、福祉など中心に活発なご論議をい

ただきました。また、ご提案いたしましたすべての案件につきまして、原案どおりご承認いた

だき、ありがとうございました。 

  消防署での放射能の定期観測とともに、春先のワラビ、そして今月には、西館山のネマガリ

ダケ約２キロについても実施しましたけれども、セシウム、ヨウ素とも不検出の結果でありま

した。多くの住民、観光客に味わっていただくとともに、昨年、大好評だった公社での町民食

サバタケも安心してご提供いただけます。 

  ６月９日、スキー100周年記念「今伝えたいこと」の出版会を開催し、名誉町民の猪谷千春

さん、蟻川浩雄さんを初め、町内外の方100名近い皆さんにご参加いただき開催できました。 

  参加者の方々からは、これだけの方の対談・寄稿は、他の行政でも、民間でも考えられない

メンバーだと驚かれたり、費用面も対談料、寄稿料など大変だと言われましたけれども、もち

ろん皆さんはボランティアでのご協力であり、また依頼した方一人も断られず、これも志賀高

原というブランドであり、感謝するとともに誇りに思いました。通常の記念誌ではありふれて

いることから今回の企画としました。当町の観光振興ととりわけスキー振興における先人たち

に感謝を込め、「水を飲む時、井戸を掘った人のことを忘れてはならない」また「不易流行」、

そんな思いを一冊にまとめ、これからの当町のさらなる観光や農業とともに、スキー振興につ

ながることを願っております。 

  梅雨時を迎え、５月20日の水防訓練、また６月24日のポンプ操法大会などとともに、地域に
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おける消防団の日常的な訓練を積み重ねていただいておりますが、こうした訓練の積み重ねに

より、一朝有事にそなえていただけますが、それにも増して大きな災害のないことを願ってお

ります。 

  また、議会でご承認いただきました新山ノ内消防庁舎の建設の起工安全祈願祭を６月20日に

予定し、工事中の無事故とともに適切な施工管理を期待しております。 

  ６月から７月は各地区の行政懇談会や、土木、農業現地視察など予定されており、地元議員

として、一緒にご参加いただき、ともに住みよい地域づくり、町づくりにご協力いただきたい

と思います。 

  最後になりましたが、議員各位におかれましては、梅雨から夏への季節、健康には十分ご留

意いただき、ますますご活躍されますことをご祈念申し上げ、閉会のあいさつといたします。 

  ありがとうございました。 

─────────────────────────────────────────────── 

閉 会 

議長（小渕茂昭君） これにて、平成24年第２回山ノ内町議会定例会を閉会します。 

  大変ご苦労さまでした。 

  （閉 会）          （午後 ２時２９分） 

─────────────────────────────────────────────── 
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